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第第１１  業業績績評評価価ののここれれままででのの経経緯緯とと基基本本的的考考ええ方方  

林業・木材製造業労働災害防止協会（以下「協会」という。）では、平成14年

４月26日に閣議決定された「特別の法律により設立される民間法人の運営に関

する指導監督基準」において、「法人の運営に関する重要事項の審議を行う評議

委員会等において、法人の業務実績の評価が行われていること。」とされたこと

を踏まえ、平成15年６月に外部有識者で構成される総合評価委員会（以下「委員

会」という。）が設置された。 

委員会では平成15年度から同18年度までの４年間、主に調査研究事業を対象

に、所要の意見等を述べてきた。 

平成19年度には、第三者による的確かつ適正な評価を事業計画に反映させた、

より効果的かつ効率的な事業運営を行うことが必要であるという社会的要請を

受け、評価方法等を見直し、前年度実施事業を対象として業績評価を実施した。 

平成20年度から前年度業績評価の実施状況を踏まえ「業績評価実施要領」を定

め、評価の目的、評価対象事業、評価方法を明確にし、業績評価を実施した。 

令和４年度については、「令和４年度業績評価実施要領」に基づき、令和３年

度実施事業を対象として業績評価を実施した。 

具体的な業績評価の実施方法等は、下記の第２に示すとおりである。 

 

第第２２  業業績績評評価価のの実実施施方方法法等等  

  

１１  評評価価のの対対象象事事業業  

業績評価の対象事業は、次の５事業区分における２４事業とする。 

１ 安全衛生管理活動事業（補助事業）（４事業） 

(1) 伐木作業における労働災害撲滅に向けた対策に係る取組 

(2) 業界全体の安全衛生活動底上げに係る事業 

(3) 林材業における労働災害再発防止対策事業 

(4) 実践的リスクアセスメント導入のための安全衛生教育訓練事業 

 

２ 労働災害防止特別活動推進事業（補助事業）（１事業） 

(1) 振動障害予防のための特殊健診等の定着促進事業 

 

３ 安全衛生教育支援事業（自主事業）（７事業） 

(1) 労働安全衛生規則等の一部改正の周知及びその定着 

(2) 安全衛生教育等の実施と資格取得の促進 

(3) 図書・安全衛生用具等の普及 

(4) 月刊情報誌「林材安全」の編集・発行 

(5) 労働安全・労働衛生標語の募集 

(6) 安全衛生教育テキスト等作成委員会 

(7) 安全衛生教育等に係る講師養成研修の開催 

  

′ 
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４ 安全衛生対策支援事業（自主事業）（８事業） 

(1) 「林材業労働災害防止計画（５カ年計画）」の目標達成に向けた取組

の実施 

(2) 「林業・木材製造業労働災害防止規程」の遵守指導 

(3) 「林材業労働災害防止月間」の設定と全国安全週間等への取組 

(4) 労働災害情報の収集分析と提供 

(5) 各種活動における会員加入の取組 

(6) ホームページの運営 

(7) 全国林材業労働災害防止大会の開催 

(8) 労働安全衛生に係る表彰事業等への候補者の推薦 

  

５ 組織体制、事業運営の整備強化（自主事業）（４事業） 

(1) 協会の業務運営に係る業務改善への継続した取組 

(2) 理事会・総代会等の開催  

(3) 支部長会議等の開催  

(4) 情報セキュリティ対策の推進 

 

 

＜参考＞ 

補助事業：広く一般国民に対して公益上必要があると認められる事業で、国

等の補助金により実施した事業。 

自主事業：協会の趣旨・目的に沿って、自主財源により実施した事業。 

  

２２  評評価価のの方方法法  

（１）評価方式は、個別事業ごとの評価、事業区分ごとの評価及び全体を通じた総

合評価とする。 

ア 個別事業評価及び事業区分評価は、上記１の24事業、５事業区分について、

それぞれ、次の観点を総合的に勘案して行う。 

（ア）事業目的は達成されているか。 

（イ）効率的かつ適正な事業運営となっているか。 

（ウ）事業場等の自主的な労働災害防止活動の促進に寄与しているか。 

（エ）専門性を活かした事業の推進は図られているか。 

（オ）調査研究事業にあっては、その成果が事業場における安全衛生の推進に

役立つ課題となっているか。 

イ 自主事業のうち収益事業については、上記アに事業基盤の強化に繋がって

いるかを加え、評価を行う。 

ウ 総合評価は、ア及びイの個別事業評価及び事業区分評価の結果を踏まえ、

協会の設立目的に照らし、事業活動の全般について、次の観点から見た寄

与度について行う。 

（ア）労働災害の防止 
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４ 安全衛生対策支援事業（自主事業）（８事業） 

(1) 「林材業労働災害防止計画（５カ年計画）」の目標達成に向けた取組

の実施 

(2) 「林業・木材製造業労働災害防止規程」の遵守指導 

(3) 「林材業労働災害防止月間」の設定と全国安全週間等への取組 

(4) 労働災害情報の収集分析と提供 

(5) 各種活動における会員加入の取組 

(6) ホームページの運営 

(7) 全国林材業労働災害防止大会の開催 

(8) 労働安全衛生に係る表彰事業等への候補者の推薦 

  

５ 組織体制、事業運営の整備強化（自主事業）（４事業） 

(1) 協会の業務運営に係る業務改善への継続した取組 

(2) 理事会・総代会等の開催  

(3) 支部長会議等の開催  

(4) 情報セキュリティ対策の推進 

 

 

＜参考＞ 

補助事業：広く一般国民に対して公益上必要があると認められる事業で、国

等の補助金により実施した事業。 

自主事業：協会の趣旨・目的に沿って、自主財源により実施した事業。 

  

２２  評評価価のの方方法法  

（１）評価方式は、個別事業ごとの評価、事業区分ごとの評価及び全体を通じた総

合評価とする。 

ア 個別事業評価及び事業区分評価は、上記１の24事業、５事業区分について、

それぞれ、次の観点を総合的に勘案して行う。 

（ア）事業目的は達成されているか。 

（イ）効率的かつ適正な事業運営となっているか。 

（ウ）事業場等の自主的な労働災害防止活動の促進に寄与しているか。 

（エ）専門性を活かした事業の推進は図られているか。 

（オ）調査研究事業にあっては、その成果が事業場における安全衛生の推進に

役立つ課題となっているか。 

イ 自主事業のうち収益事業については、上記アに事業基盤の強化に繋がって

いるかを加え、評価を行う。 

ウ 総合評価は、ア及びイの個別事業評価及び事業区分評価の結果を踏まえ、

協会の設立目的に照らし、事業活動の全般について、次の観点から見た寄

与度について行う。 

（ア）労働災害の防止 

３ 

 

（イ）財政基盤の強化 

 

（２）評価の区分 

評価は、次の評価区分（５段階）とし、数字で表す。 

大変良い ５ 

良い ４ 

普通 ３ 

やや不十分である ２ 

不十分である １ 

 

（３）評価の手順等 

ア 事務局における事前の資料作成 

業績評価の対象となる事業の実績に関する資料を作成する。 

数値化できるものは数値化し、自己評価点及び必要に応じてその評価点を

付けた理由を記入した業績評価シートを作成する。 

イ 委員への資料送付等 

（ア）事務局で作成した資料（災害状況報告、収支決算書及び関連資料を含む。）

を委員会委員あて事前に送付する。 

（イ）各委員は、委員コメント表に、事業ごとのコメント及び総合コメントを

記入して事務局に送付する。 

（ウ）委員のコメントを、個別事業ごとに整理して、委員会に資料として提出

する。 

ウ 委員会による評価 

委員会は、事務局から事前送付された資料、各委員の個別事業ごとのコメ

ント、総合コメント及び事務局からの事業報告をもとに議論を行い、委員会

としての評価を行う。 

具体的には、 

（ア）委員会は、事務局からの事業報告を受けた後、各委員は業績評価表を作

成し、事務局に提出する。 

（イ）事務局は、各委員から提出された業績評価表を集計し、平均値を算出し

て委員会に提出する。 

平均値は、各委員の評価点の合計を、委員数で除し、小数点第２位を四

捨五入する。 

（ウ）委員会は、事務局から提出された業績評価表の平均値をもとに議論を行

い、業績評価総括表を作成する。 

（エ）委員会としての業績評価報告書（事業区分評価、総合評価及び総括的コ

メントにより構成されるもの。）を作成し、後日、会長に提出する。 

（注）総括的コメントは、委員長一任とし、各委員のコメント及び委員会

での議論をもとに作成する。 
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第第３３  業業績績評評価価のの実実施施及及びび結結果果  

  

１１  業業績績評評価価のの実実施施  

（１）第１回委員会の開催 

令和４年８月１日（月）に令和４年度第１回委員会を開催した。 

事務局から令和３年度事業計画、令和３年度事業報告等の資料をもとに同

３年度実施事業の説明を行った後、令和４年度における業績評価対象事業及

び業績評価の方法等について、「令和４年度業績評価実施要領」を定め、業

績評価を実施することと決定した。 

 

（２）第２回委員会の開催 

令和４年１２月１２日(月)に令和４年度第２回委員会を開催した。 

令和３年度実施事業について、各委員から寄せられた業績評価シートに係

る質問・意見等を取りまとめた委員コメントに関して事務局が説明を行った

後、「補助事業」２事業区分及び「自主事業」３事業区分ごとの個別評価及

び総合評価について審議し、委員会としての業績評価を行った。 

  

２２  業業績績評評価価のの結結果果  

前記第１の業績評価のこれまでの経緯と基本的考え方及び前記第２の業績

評価の実施方法等により業績評価を行った結果、令和３年度に実施した事業

全般について、労働災害防止団体としての専門性を活かし、効果的かつ効率的

な事業運営に努めたことにより、概ね事業計画に沿って順調に事業が遂行さ

れ、その目的が達成されているものと認められる。 

したがって、総合評価は「４」とする。 

委員会としての事業区分ごとの業績評価は、次表のとおりである。 

項    目 評  価 

Ⅰ補助事業 

１ 安全衛生管理活動事業（４事業） ４ 

２ 労働災害防止特別活動推進事業（１事業） ４ 

［補助事業全体］ ４ 

Ⅱ自主事業 

３ 安全衛生教育支援事業（７事業） ４ 

４ 安全衛生対策支援事業（８事業） ４ 

５ 組織体制、事業運営の整備強化（４事業） ４ 
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第第３３  業業績績評評価価のの実実施施及及びび結結果果  

  

１１  業業績績評評価価のの実実施施  

（１）第１回委員会の開催 

令和４年８月１日（月）に令和４年度第１回委員会を開催した。 

事務局から令和３年度事業計画、令和３年度事業報告等の資料をもとに同

３年度実施事業の説明を行った後、令和４年度における業績評価対象事業及

び業績評価の方法等について、「令和４年度業績評価実施要領」を定め、業

績評価を実施することと決定した。 

 

（２）第２回委員会の開催 

令和４年１２月１２日(月)に令和４年度第２回委員会を開催した。 

令和３年度実施事業について、各委員から寄せられた業績評価シートに係

る質問・意見等を取りまとめた委員コメントに関して事務局が説明を行った

後、「補助事業」２事業区分及び「自主事業」３事業区分ごとの個別評価及

び総合評価について審議し、委員会としての業績評価を行った。 

  

２２  業業績績評評価価のの結結果果  

前記第１の業績評価のこれまでの経緯と基本的考え方及び前記第２の業績

評価の実施方法等により業績評価を行った結果、令和３年度に実施した事業

全般について、労働災害防止団体としての専門性を活かし、効果的かつ効率的

な事業運営に努めたことにより、概ね事業計画に沿って順調に事業が遂行さ

れ、その目的が達成されているものと認められる。 

したがって、総合評価は「４」とする。 

委員会としての事業区分ごとの業績評価は、次表のとおりである。 

項    目 評  価 

Ⅰ補助事業 

１ 安全衛生管理活動事業（４事業） ４ 

２ 労働災害防止特別活動推進事業（１事業） ４ 

［補助事業全体］ ４ 

Ⅱ自主事業 

３ 安全衛生教育支援事業（７事業） ４ 

４ 安全衛生対策支援事業（８事業） ４ 

５ 組織体制、事業運営の整備強化（４事業） ４ 

５ 

 

３３  事事業業評評価価をを行行っったた委委員員のの総総合合ココメメンントト等等  

各委員からは、令和３年度実施事業に対する業績評価を実施した結果を踏ま

え、事業の実施状況、その他全体的な感想などを含め次のような意見、指摘があ

った。 

（１）事業全体に対する総合コメントについて 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各種活動が制限される中、工夫

して様々な取組を実施し、ほぼ事業が遂行されているという評価がなされ、次

のコメントがあった。 

ア 令和３年度事業全体について、新型コロナ感染防止のなか事業を実施せ

ざるを得なかった。令和２年度より例えば対面の研修、会議も実行できた。

しかしながら一部にはリモートによる会議をせざるを得なかった。令和３

年度は、林業・木材製造業において、ウッドショックと称される木材の高

騰と材料不足、林業労働者の負担が多かったと思われるが木材業の死傷事

故、林業の死亡事故についても令和２年度より減少できたことは大いに評

価できることである。伐倒を中心とした労働安全衛生規則の改正とこれに

ともなう林災防の活動の成果といえよう。 
イ 業種として、中小規模事業場が多いことや、特に林業は現場が山間地で

あることなど、安全衛生対策を取り組むに当たって工夫の必要な事業が多

く、支部のご苦労も多いと思う。そのような中、行政機関とタイアップし

て重点を絞った取り組みが積極的に行われており、評価できる。 
ウ 新型コロナウイルス感染症拡大が続く中、オンライン研修会・eラーニ

ング・遠隔会議システム等を導入して、大会や講習会・研修会等を実施し、

一定の事業活性化が見られた。また、このような状況の下、業務評価対象

24事業で可能な方策を講じる事により、事業目標の達成または、目標に近

いレベルで達成された事を評価したい。 
エ 当初の計画・目標に従って確実に事業実行されていることは評価できる。

また、研修会や講習会等、人が集まる活動においては工夫しながら進めら

れており、評価できると思う。 
オ コロナ禍で各種活動が制限される中、工夫して様々な取り組みを実施さ

れたことに敬意を表する。 

カ  事業目的に沿った適切な事業展開がされているといえる。 

 

   しかしながら、次の意見・提言があった。 

ア 他の業種においても同様だが、労働者の高齢化が進んでいることにより、

災害のリスクも高まるので、休憩時に運動を取り入れるなどでの災害防止

      ［自主事業全体］ ４ 

総 合 評 価 ４ 
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や、労働者が健康診断をもれなく受診する必要性を事業者に訴え、さらな

る安全衛生水準の向上に取り組んでいただくことを期待する。 

イ  ポストコロナに向け、一層の事業活性化が望まれる。 

ウ 林業においては補助金（国、県、市）頼りになっているが担当職員が林

災防のことを知らない。県の職員等との連携を強化してもらいたい。 

エ 本業績評価の記述にあたっては、当該年度の目標（成果目標）と自己評

価の記述とを対比した形で表現されるとより評価側にとって理解しやす

い形になると思う。また、自己評価の記述については成果目標として数値

が示されている場合は評価しやすいと思うが、数値のみならず成果の内容

についても記述していただくと評価する側にとってより適正に評価する

ことが可能になると思う。ただ、自己評価を良くしたいという思いで結果

以上の事柄を過大に示すべきではないと思うので、結果として良くないこ

とになった事についても率直に示されることがよろしいのではないか。 

オ 個別事業の成果目標が、研修等の開催回数などアウトプット主体となっ

ている。研修等を実施して、どれだけ理解が進み定着したのかを、例えば

アンケート調査実施などによりアウトカムで評価すればどうか。 

「第13次労働災害防止計画」の目標「死亡労働災害を令和４年までに平成

29年と比較して15％以上減少、休業４日以上の死傷災害を5％以上減少」

の令和３年時点の達成状況があればわかりやすいのではないか。コロナ禍

でWEB会議が全国的に常態化しており、林災防の会議・委員会・研修など

もWEB会議をもう少し活用してもよいのではないか。 

   カ 指導とか教育において伝え方、見せ方、教育の仕方というのは非常に大

切だし、文字ベースだけの教育だけではなく、もう少し動きのある、強い

て言えば動画とかを使って関心を引く、興味を持つよう見せ方の工夫と

いったものも考えてもらいたい。 

   キ 今回、巡回健診も非常に実績を上げていただいているが、超零細企業だ

とか小規模事業場であるとか、そういう所は手つかずというかサポート

が届いていない。これは永遠の課題かもしれないが林災防を中心とした

組織力と県などの地方自治体との間で“健康と安全”というキーワードで

人的なものを有機的に繋いだ取組といったものも是非考えていただきた

い。 

（２）補助事業について 

補助事業に関しての委員コメントは次のとおりである。 

ア 安全衛生管理活動事業（令和３年度事業計画及び事業実績Ⅰ-１） 

（ア）伐木作業における労働災害撲滅に向けた対策に係る取組 

（事業実績Ⅰ-1-（1）） 

ａ 林野庁と連携した特別活動が、コロナ禍が続く中、集団指導会・現

場安全パトロール等については、令和３年度において、前年を上回

って鋭意実施した。また、集団指導用テキストをまとめた。そして、

伐木者の能力向上教育の充実強化や高齢労働者及び、新規就業者向
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７ 

 

けテキストの見直し・研修の充実がなされたことが評価される。 

ｂ コロナ禍の状況の中で集団指導会等を実施することは大変な面が

あるが確実に実施されている。 

ｃ 集団指導会資料に改善を加え、アンケートにより高評価を得たこ

と、伐木作業を行う高年齢労働者及び新規就業者に対する集団指導

会を実施できる体制を全支部で整え実施したこと、など内容の改善

を継続していることを評価する。 

ｄ 集団指導の実施など適切な取組がなされている。 

e 高度な技術を必要とする伐木等作業について、技能の向上や災害

防止を課題としてとらえ、積極的に事業を行ったことは評価でき 

る。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

a 相変わらずの新型コロナ感染防止が続く中での事業活動は制約さ

れている。伐木作業時の労働災害防止にかかわる集団指導会および現

場安全パトロールの回数については、令和２年度を上回る結果であっ

たが、全国の支部の中で、集団指導会についてまだ 10 支部について

は実行されていない等不十分な点がある。また伐木作業者に対する能

力向上教育充実のための講師養成、特に災害の多い新規就業者、高齢

者に対する指導も不十分といえる。 

b 令和３年度もコロナ禍の中、事業の実施が難しい時期もあったと

思うが、計画では 47 支部で行う予定であったところ、集団指導会の

実施が 37 支部であったことについては、未実施の９支部に対するフ

ォローが必要ではないかと思う。 

 

（イ）業界全体の安全衛生活動底上げに係る事業（事業実績Ⅰ-1-（2）） 

ａ コロナ禍という厳しい時期に成果目標に届かないものもあったが、

集団指導等を実施できたことは評価できる。 

ｂ 企業・業界団体等傘下の小規模事業場を含め事業所に対する指導

を積極的に展開した。安全管理士による安全パトロールや集団指導

及び個別指導では、個別指導を除いて前年を上回る活動を行ったこ

とが評価される。 

ｃ 成果目標を立てて確実に実施されている。 

ｄ 企業・団体等傘下の事業所によく指導が行われている。 

     との評価を受けた。 

 

          しかしながら、次の意見・提言があった。 

a 林材業全体に対する安全衛生活動の底上げに対する活動として、

重要な活動である。令和２年度に比較して充実してきたが、安全管理
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士等が行う全国規模での個別指導、現場安全パトロールは目標に至

らず不十分である。 

b 回数も重要だが、事業の効果を考慮に入れると、必要な地域にどの

ような取り組みを行うかが重要でもあるので、今後の目標について

は回数だけでなく、対象地域の視点も加味してはどうか。また、業界

全体の底上げという事業の意味を考えると、どの程度の非会員が対

象であったかについても示していただきたい。 

ｃ 企業・業界団体及びその傘下の事業場に対する指導はほぼ目標を

達成したものの、安全管理士等が行う林業・木材製造業の事業場に

対する安全パトロール、集団指導及び個別指導については目標をや

や下回った。各種指導の理解度や定着度など、アウトカムのデータ

があれば、よりよい評価ができると思われる。  

 

（ウ）林材業における労働災害再発防止対策事業（事業実績Ⅰ-1-（3）） 

ａ 林材業死亡労働災害多発警報発令にもとづく事業で令和３年度は

令和 2 年度に比較して４支部と減少した。支部長を中心として関係

機関と連絡を取り、緊急行動としての現場安全パトロール、指導会

等の活動を行い、評価できる。 

ｂ 重篤な労働災害が発生した小規模事業場に対する指導は非常に重

要な取り組みであり、事業実施を評価したい。 

ｃ 林材業死亡労働災害多発警報発令要綱に基づく実効性のある取組

みが実施されたため、林業・木材製造業とも警報の発令を減少させ

ることができた。安全管理士の活用による重篤な労働災害が発生し

た小規模事業場への集団指導回数・リスクアセスメントフォローア

ップ回数は、コロナ禍のため目標を下回ったが、安全パトロール等

の個別指導は目標を上回って実施した。 

ｄ 警報発令を行うなど再発防止に努めた。 

 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ 対象は 14 事業場であると理解するが、業績評価シートの事業実績

の表からすると、それらに対する活動がやや低調なのではないか。 

ｂ 成果目標４項目のうち２項目で目標を達成した。林災防自己評価

において「全体としてきめ細かな再発防止の指導ができた。」とある

が、各種指導の理解度や定着度など、アウトカムのデータがあれば、

よりよい評価ができると思われる。 

 

（エ）実践的リスクアセスメント導入のための安全衛生教育訓練事業 

      （事業実績Ⅰ-1-（4）） 
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ａ 成果目標４項目のうち２項目で目標を達成した。リスクアセスメ

ント集団指導会のアンケートで高い評価を得た。 

ｂ 集団指導、出前指導など適切になされている。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ 林材業の実践的リスクアセスメント導入のための教育訓練は、本

手法の導入に意義あるものと思料できる。現場の対応を見ると林業

においては、興味を持たれていると思われるが木材業については意

識が低いのではないか、あるいは対象者に対する母数が違い、成果

目標値が大きすぎるのか定かでない。一考を要する。 

ｂ 木材製造業における出前指導会については、事業場の実態を踏ま

え、講習時間や対象者を工夫するなど、受講しやすい取り組みを行

っていることは評価できる。しかし、この記載は令和２年度も同様

であり、前年度の実施状況を踏まえ、さらなる検討が必要なのでは

ないか。 

ｃ  林業におけるリスクアセスメントの集団指導会は目標（1,000

人）を超える受講者数であった。木材製造業のリスクアセスメント

は、集団指導会・出前指導会ともに目標数を下回ったため、更なる

努力が求められる。 

ｄ  出前集団指導（木材製造業）において目標に対して受講者が少な

いのは、製造業から流通業へ変化しているのではないか。 

     

イ 労働災害防止特別活動推進事業（令和３年度事業計画及び事業実績Ⅰ-

２） 

（ア）振動障害予防のための特殊健診等の定着促進事業（事業実績Ⅰ-2-（1）） 

ａ 本事業の未受診労働者数が、２年度より減り、未受診事業所割合

も目標値以下に達成できた。また特殊健診受診者数も、令和２年度

より増加したなど令和３年度の事業として目標を達成したのではな

いかと思う。 

ｂ コロナ禍であり、難しいと思われるが、引き続き行政の支援も得

て、努力していただきたい。 

ｃ  ３年間未受診者の未受診率10％以内の目標に対しては、9.1％と

目標を達成した。未受診者数は減少傾向にあり、受診者数は前年に

比べ増加しており、振動障害予防健診の周知徹底・受診勧奨の強化

が着実になされている。 

ｄ  チェーンソー取扱登録事業場における特殊健診受診者数が増加し

た。健診助成対象者を18,000人とすること、１年間未受診者のいる

事業場の割合を50%以内及び３年間未受診労働者の未受診率10%以内

とすることについては、目標をやや下回ったもののほぼ達成した。 
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ｅ  振動障害は重篤な障害であり予防に努めた。 

との評価を受けた。 

 

（３）自主事業について 

自主事業に関しての委員コメントは次のとおりである。 

ア 安全衛生教育支援事業（令和３年度事業計画及び事業実績Ⅱ-３） 

（ア） 労働安全衛生規則等の一部改正の周知及びその定着（事業実績Ⅱ-3-

（1）） 

ａ  労働安全衛生規則等の一部改正の周知という本事業は、２年目な

ので受講者数の実数は減少したが、特別教育の補講については多く

の受講生について実行した。 

ｂ  特別教育（補講）の受講希望に対応したことは評価できる。 

ｃ  規則改正内容についてリーフレットを作成し、各支部で実践的リ

スクアセスメント集団指導会において、関係者への周知徹底を図っ

た。チェーンソーの特別教育（補講）を計画的に実施するなど、災防

団体としての役割を積極的に果たした。 

ｄ  当初の計画に従い確実に実施されている。 

e 成果目標「改正安衛則、関係ガイドラインの周知・指導用資料

（パンフレット）を作成する」は達成した。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ  補講テキストの発行が遅かったのではないか。 

 ｂ  特別教育（補講）について実績として記載してあるが、成果目標

には含まれておらず、評価が困難である。 

 

（イ）安全衛生教育等の実施と資格取得の促進（事業実績Ⅱ-3-（2）） 

ａ 内部監査が令和２年度未実施の支部も含めて実施できたことは評

価できる。 

ｂ 令和３年度は、安全衛生に係る講習会・地方公共団体等からの受

託事業が新型コロナウイルス感染症対策を徹底して行われた。その

結果、各支部において前年約2.6万人減の合計36，980人が受講した。

特別教育の実技教育中の受講者死亡災害の再発防止対策として、特

別教育の実技教育の内部監査の充実強化及び指導に関して、コロナ

禍の影響により前年未実施の11支部を含め22支部に対して実施をし

た。 

ｃ  当初の計画に従い確実に実施されている。 

          ｄ  労働安全衛生に係る講習会等について着実に実施している。伐木

等業務に係る特別教育の実技教育中に発生した災害に係る対策につ

いて、３年度に前年の未実施分を含め実施し、３年度までに全支部
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１１ 

 

に対する内部業務監査を実施したことを評価する。 

e 資格取得を促進した。 

          との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ 本事業は、多くの資金と労力を投入された重要な活動であり、昨

年に続き活発に実行された。内部監査も実行され、指摘されている

が、令和３年度にも未実施支部が 10支部あり、今後の課題を残した。 

ｂ 林業では補助金施業が中心となり、補助金とセットの事業となり

つつある。どのような型での事業が多いのか。 

 

（ウ）図書・安全衛生用具等の普及（事業実績Ⅱ-3-（3）） 

ａ 収益事業である本事業はその目的を達成している。特に安衛則の

改正に伴う補講テキストの販売実績を上げている。安全教育、普及

の要でありさらなる活動を期待する。 

ｂ テキストの販売が順調に行われ、多くの関係者に活用されている

ことは評価できる。引き続き取り組んでいただきたい。 

ｃ 図書販売の PR を広く一般に拡大することにより、労働安全衛生の

意識の普及・向上に寄与した。引続き、図書・安全衛生用具等の地道

な PR による普及促進が期待される。 

ｄ  当初の計画に従い確実に実施されている。 

e  教材、DVD、ポスターなど刊行した。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ 造材作業安全衛生実務必携が古すぎる。DVD、ソーチェンの正しい

目立てを新しくしてはどうか。他社のテキストなどのチェックは必

要ないか。 

ｂ  図書教材等の作成、頒布や、安全衛生用品、保護具等の普及促進

について着実に実施しているが、成果目標が定められておらず評価

が困難である。 

 

（エ）月刊情報誌「林材安全」の編集・発行（事業実績Ⅱ-3-（4）） 

ａ 林災防活動の重要な広報活動であり、労働安全にかかわる現場の

情報誌でもあるのでさらなる普及に努めて欲しい。 

ｂ ネットの時代ではあるが、手に取りやすくわかりやすい情報誌は

重要と思われる。未購読事業所に新規購読案内を行い、有料購読部

数が増加したことは評価できる。 

ｃ  「林材安全」の編集に購読者からの声を反映し、内容の充実が図

られている。その結果、有料購買部数の増加につながっている。労
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働災害防止活動に役立っているとのアンケート結果からも、労働安

全衛生専門誌としての公益性・社会性を担保している。 

ｄ  本部の活動の大きな柱であると理解しています。時間、労力を使

って作成されていると思います。読者に関心を持ってもらうような

記事、内容を持続していただくことを期待しています。 

ｅ  アンケートにより、読者の反応を把握し、意見要望を記事に反映

させている。広報活動等により、有料購読部数の増加という成果を

達成している。 

ｆ  「林材安全」は優れた情報誌といえる。 

との評価を受けた。 

 

（オ）労働安全・労働衛生標語の募集（事業実績Ⅱ-3-（5）） 

ａ 標語の応募数もかなりあり、現場の労働安全意識を高めるためよ

い方法である。 

ｂ  標語の募集は限られた業界内にとどまりがちであるが、市販の公

募誌を活用したことは評価できる。このようなことを通じて、林材

業の安全についての関心を高めていただきたい。 

ｃ  協会情報誌とホームページによる募集に加えて、一般の公募誌の

ウェブサイトのメディア拡大により、一般公募者からの応募が多数

有り、一般国民の安全衛生活動への関心を喚起する機会となってい

る。 

ｄ  応募総数が目標値をかなり大きくクリアーし、積極的な活動をさ

れていると思います。 

e 公募活動に工夫を凝らして、数値目標を達成している。 

との評価を受けた。 

 

      （カ）安全衛生教育テキスト等作成委員会の開催（事業実績Ⅱ-3-（6）） 

          ａ  事業計画にある「改訂上級チェーンソーの安全ガイド」「作業計

画書の手引き」について対面の委員会は開催されなかったが、書

面による意見聴取により出版でき、ほぼ目的は達成された。 

          ｂ  参集する必要のないものはオンラインや書面のやりとりで効率的

に行えばよいと思われる。今後のためにもこのような手法も継続的

に検討していただきたい。 

ｃ  コロナ禍の下で、書面による意見照会を行い。テキスト作成作業

を行った。「改訂上級チェーンソー作業者の安全ガイド」は、令和３

年６月に改訂第２版を刊行した。 

           

しかしながら、次の意見・提言があった。 

a  コロナ禍で、「参集しての委員会開催はできず、書面での意見照会

を行った」、とあるが、WEB会議での開催など更なる工夫を期待する。 



― 13 ―

１２ 
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って作成されていると思います。読者に関心を持ってもらうような

記事、内容を持続していただくことを期待しています。 

ｅ  アンケートにより、読者の反応を把握し、意見要望を記事に反映

させている。広報活動等により、有料購読部数の増加という成果を

達成している。 
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募誌を活用したことは評価できる。このようなことを通じて、林材
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ｃ  協会情報誌とホームページによる募集に加えて、一般の公募誌の

ウェブサイトのメディア拡大により、一般公募者からの応募が多数

有り、一般国民の安全衛生活動への関心を喚起する機会となってい

る。 

ｄ  応募総数が目標値をかなり大きくクリアーし、積極的な活動をさ

れていると思います。 

e 公募活動に工夫を凝らして、数値目標を達成している。 

との評価を受けた。 

 

      （カ）安全衛生教育テキスト等作成委員会の開催（事業実績Ⅱ-3-（6）） 

          ａ  事業計画にある「改訂上級チェーンソーの安全ガイド」「作業計

画書の手引き」について対面の委員会は開催されなかったが、書

面による意見聴取により出版でき、ほぼ目的は達成された。 

          ｂ  参集する必要のないものはオンラインや書面のやりとりで効率的

に行えばよいと思われる。今後のためにもこのような手法も継続的

に検討していただきたい。 

ｃ  コロナ禍の下で、書面による意見照会を行い。テキスト作成作業

を行った。「改訂上級チェーンソー作業者の安全ガイド」は、令和３

年６月に改訂第２版を刊行した。 

           

しかしながら、次の意見・提言があった。 

a  コロナ禍で、「参集しての委員会開催はできず、書面での意見照会

を行った」、とあるが、WEB会議での開催など更なる工夫を期待する。 

１３ 

 

 

（キ）安全衛生教育等に係る講師養成研修の開催（事業実績Ⅱ-3-（7）） 

ａ  目的の募集人員に達し、受講者のアンケート結果も役に立ったと

評価し、良かったといえる。 

ｂ  開催要望の多い講義科目を盛り込んで開催できたことは評価でき

る。 

ｃ  コロナ禍の下で、人員を制限して今年度も実施し、講師養成研修

は一定の成果を修めている。 

d  研修は良い評価を得ている。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ  コロナ禍で応募人数の数値目標は達成できなかったが、アンケー

ト結果では、満足であるとの回答が多数あった。成果目標（アウト

カム）として、アンケート調査結果（「満足度〇％以上」など）を

指標として活用してはどうか。 

 

イ 安全衛生対策支援事業（令和３年度事業計画及び事業実績Ⅱ-４） 

（ア）「林材業労働災害防止計画(５カ年計画)」の目標達成に向けた取組の 

    実施（事業実績Ⅱ-4-（1）） 

ａ 目標達成に向けた取り組みとして、安全管理士による集団指導会

を中心とした活動の他、林業普及指導員と連携各種活動の結果とし

て令和３年度については、木材業の死亡結果を除き、目標を達成、

評価できる。 

ｂ 令和４年度が最終年度であり、引き続き取り組みを進めていただ

きたい。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ 集団指導会の実施、林材業死亡労働災害多発警報発令の効果的な

実施など、多様な取組みが実施された結果、林業の死亡労働災害は

30人（前年６人減 平成29年度比25.0％減）と目標を下回った。一

方、木材製造業では達成出来なかった。 

ｂ ５ヵ年計画に向けて種々の事業を確実に実施されていることは理

解できます。その一方、実施された事業の重複記述内容ですので、

この項目として強調あるいは特記すべき事柄について示されると良

いのではないでしょうか。 

ｃ 「第13次労働災害防止計画」の計画期間の途中ではあるが、目標

「死亡労働災害を令和４年までに平成29年と比較して15％以上減

少、休業４日以上の死傷災害を５％以上減少」に対して、令和３年
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時点の達成状況があればわかりやすいのではないか。 

ｄ もう少し目標を高くしてもいいのではないか。 

  

（イ）「林業・木材製造業労働災害防止規程」の遵守指導 

（事業実績Ⅱ-4-（2）） 

ａ 安全管理士等が行う安全パトロール、集団指導及び個別指導並び

に、現場安全パトロール、リスクアセスメントのフォローアップな

ど、規程の周知指導に当たった。 

ｂ 各支部において災防規程の講習会または研修会を実施し、目標を

上回る受講者に対して、災防規程の周知や死亡災害再発防止策の指

導が積極的に行われた。 

ｃ 計画に従って実施されています。災防規程の各種講習会の目標を

大きく上回っています。良い評価としてよいのではないでしょうか。 

ｄ 着実に指導されている。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ  目標は支部が１回以上講習会や研修会を実施することであるが、

実績からは全ての支部が１回以上実施できたか不明。 

ｂ 現場安全パトロールで県職員と同行することがあるが、林災防を

あまり理解していない。 

ｃ 成果目標（数値目標）を達成しているが、周知・指導の理解度や

定着度など、アウトカムのデータがあれば、よりよい評価ができる

と思われる。 

 

（ウ）「林材業労働災害防止月間」の設定と全国安全週間等への取組 

      （事業実績Ⅱ-4-（3）） 

ａ 林材業労働災害防止月間、全国安全週間、林材業年末年始無災害

運動、林材業 STOP！熱中症クールワークキャンペーン等の多彩な取

組みが行われた。 

ｂ 計画に従って確実に実施されていと思います。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ  災害防止月間の活動は、安全衛生パトロール、講習会の実施、ポ

スターの配布であるが、半数近くの支部ではパトロール等の活動が

されていない。支部の事情もあろうができるだけ多くの支部で実行

されること。 

ｂ コロナ禍で難しかったかもしれないが、安全パトロールは重要な

事業であり、工夫して実施していただきたい。 



― 15 ―

１４ 

 

時点の達成状況があればわかりやすいのではないか。 
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大きく上回っています。良い評価としてよいのではないでしょうか。 
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との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ  目標は支部が１回以上講習会や研修会を実施することであるが、
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（ウ）「林材業労働災害防止月間」の設定と全国安全週間等への取組 
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されていない。支部の事情もあろうができるだけ多くの支部で実行

されること。 

ｂ コロナ禍で難しかったかもしれないが、安全パトロールは重要な

事業であり、工夫して実施していただきたい。 

１５ 

 

ｃ 成果目標が定性的な表現であり、評価が困難である。 

 

（エ）労働災害情報の収集分析と提供（事業実績Ⅱ-4-（4）） 

ａ 労働災害情報は、作業者にとって重要であり、支部からの情報提

供と本部の分析、雑誌、ホームページによって情報提供されている。 

ｂ 労働災害情報の収集分析については、都道府県支部及び地方駐在

安全管理士や専門調査員のネットワークを駆使して、リアルタイム

で分析して広報したことが類似災害の未然防止に貢献している。 

ｃ 当協会の事故分析は大切である。 

ｄ 計画に従って確実に実施されていると思います。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ 労働災害情報の分析はリスクアセスメントにつなげていただきた

い。 

ｂ  成果目標と実績が対比されておらず、わかりにくい。 

 

（オ）各種活動における会員加入の取組（事業実績Ⅱ-4-（5）） 

ａ 新規の事業であるが、林業作業者全体が減少する中、会員数を増

やし、労働安全活動に参加させることは意義がある。 

ｂ 引き続き取り組んでいただきたい。 

ｃ 各種活動における非会員参加者に対して、入会を促すために協会

パンフ等の資料を配付した。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ シルバー人材センター、ボランティア団体、NPO 法人など、森林の

手入れなどで会員になっても良いと考える団体もあり、行政と連携

を密に会員加入を働きかけてはどうか。 

ｂ  活動され、その結果どのようになったかという記述を示されると

良かったと思います。 

ｃ  成果目標が示されておらず、評価が困難である。 

 

（カ）ホームページの運営（事業実績Ⅱ-4-（6）） 

ａ 情報の多様化は進むと思われる。 

ｂ 大変良くできたホームページである。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ  会員に対する情報提供はじめ、講習会、研修会の案内、開催予定
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１６ 

 

などの広報として重要であるが、令和２年度よりアクセス件数が減

少した。 

ｂ 魅力的な情報発信に取り組んでいただきたい。 

ｃ ホームページの最新の情報掲載や迅速な更新を行ったが、省令改

正の特別教育講演が終了したことが影響し、アクセス数が前年比

27.5％減となった。令和４年度ホームページの完全リニューアルサ

イトに期待したい。 

ｄ リニューアルサイトの検討内容をもう少し詳しく示されると良か

ったと思います。 

e ホームぺージのアクセス件数は元年度、２年度、３年度と年々減少

している。４年度中にリニューアルサイトを公開するための検討作

業を進めた、とあるが、具体策が不明であり、評価が困難である。 

 

（キ）全国林材業労働災害防止大会の開催（事業実績Ⅱ-4-（7）） 

ａ 第５波の新型コロナ感染防止宣言中であった昨年は、開催されな

かったが、令和３年度の大会は、ネット配信も含め、大会は盛会であ

った。 

ｂ  ネット配信に工夫したことは評価できる。 

ｃ コロナ禍の状況の中、工夫されながら実施されたことは評価でき

ます。 

ｄ コロナ禍ではあるが、参加人数の制限など工夫を凝らして２年ぶり

に大会を開催し、アンケート結果も好評であった。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ  コロナ禍のため、ハイブリッドでの開催となった。WEB参加の確保

等について次年度の開催手法においての検討の必要は有る。 

ｂ  災害防止大会時のアンケート調査の母数はどの程度だったのでし

ょうか。 

 

（ク）労働安全衛生に係る表彰事業等への候補者の推薦（事業実績Ⅱ-4-（8）） 

ａ 昨年は、コロナにより大会中止により表彰事業が縮小されたが、

今回についてはとどこおりなく実施した。 

ｂ 大会会長表彰及び緑十字賞の推薦が行われ、労働安全衛生意識の

高揚に寄与した。 

ｃ  適切に実施されていると思います。 

ｄ ２年ぶりに表彰事業を再開し労働安全衛生意識の高揚に寄与した。 

との評価を受けた。 
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（ク）労働安全衛生に係る表彰事業等への候補者の推薦（事業実績Ⅱ-4-（8）） 

ａ 昨年は、コロナにより大会中止により表彰事業が縮小されたが、

今回についてはとどこおりなく実施した。 

ｂ 大会会長表彰及び緑十字賞の推薦が行われ、労働安全衛生意識の

高揚に寄与した。 

ｃ  適切に実施されていると思います。 

ｄ ２年ぶりに表彰事業を再開し労働安全衛生意識の高揚に寄与した。 

との評価を受けた。 

 

 

１７ 

 

ウ 組織体制、事業運営の整備強化（令和３年度事業計画及び事業実績Ⅱ-

５） 

（ア）協会の業務運営に係る業務改善への継続した取組（事業実績Ⅱ-5-（1）） 

ａ 監事監査、会計等内部監査等実施、結果について活用した。 

ｂ  各支部への指導を適切に行ったことは評価できる。 

ｃ コロナ禍のもと、全支部監査を終了し、協会全体のコンプライア

ンス確保と適正な組織運営の取組みが評価される。 

ｄ 適切に実施されていると思います。 

e 全支部の監査を終了し、総括もとりまとめられた。今後のこの成果

をもとにさらなる業務改善を期待する。 

との評価があった。 

 

（イ）理事会・総代会等の開催（事業実績Ⅱ-5-（2）） 

ａ 新型コロナ感染防止中にもかかわらず、総代会、理事会は予定通

り開催した。 

ｂ  当初の計画通り開催された。 

ｃ  適切に実施されていると思います。 

との評価があった。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ  協会の経常の業務運営である。 

 

（ウ）支部長会議等の開催（事業実績Ⅱ-5-（3）） 

ａ 新型コロナ感染防止中のため、会議は、対面では一部開催できな

かったが、リモートによって資料の配付、意見徴収を行い、その目

的を果たしたといえる。 

ｂ コロナ禍において、ハイブリッド・オンライン方式で計画通り実

施された。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ  協会の経常の業務運営である。 

 

（エ）情報セキュリティ対策の推進（事業実績Ⅱ-5-（4）） 

ａ 情報セキュリティを中心に職員に研修を中心に実施した。 

ｂ  適切に実施されていると思います。 

との評価を受けた。 

 

しかしながら、次の意見・提言があった。 

ａ  セキュリティ機器等の導入、同教育等を通じて一層の情報セキュ
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１８ 

 

リティ対策を図られたい。 

          ｂ  成果目標が定性的であり、評価が困難である。研修成果の定着度

などを数値目標として設定すればどうか。 
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１８ 
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１９ 

 

 

 

〇〇  委委員員会会開開催催のの経経緯緯  

（１）第１回委員会（令和４年８月１日（月）開催） 

令和３年度実施事業説明、令和４年度業績評価実施要領について 

（２）第２回委員会（令和４年１２月１２日（月）開催） 

個別事業評価及び総合評価の検討審議、業績評価の決定について 

 

〇〇  委委員員名名簿簿  

今冨 裕樹（学校法人 東京農業大学教授） 

 

上田 浩史（日本合板工業組合連合会 専務理事） 

 

片平 成行（静岡県林業技術者協会 会長） 

 

亀澤 典子（公益社団法人 全国労働衛生団体連合会 専務理事） 

 

喜多山 繁（国立大学法人 東京農工大学 名誉教授） 

 

○小林 洋司（国立大学法人 東京大学 名誉教授） 

 

 

宮下 和久（公立大学法人 和歌山県立医科大学 学長） 

                        ・五十音順、○印は委員長 



（参　　考）　



（参　　考）　
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影
響
に
よ
り
中
止
し
た
。
 

伐
木
作
業
者
に
対
す
る
能
力
向
上
教
育
の
充
実

の
た
め
の
調
査
研
究
検
討
委
員
会
の
開
催
 

第
1
回
 
令
和

3
年

11
月

9
日
 

第
2
回
 
令
和

4
年
 1

月
18

日
に
計
画
し
た
が
、
新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

会
議

形
式

で
の

開

催
は
中
止
し
、
各
委
員
に
第

2
回
審
議
資
料
(案

)を
送
付

し
て
個
別
に
意
見
聴
取
し
て
取
り
ま
と
め
た
後
に
、
委
員

長
と

We
b
に
よ

る
会
議

を
開
催

し
て

意
見
調

整
を
行

い

了
承
を
得
て
取
り
ま
と
め
た
。
 

ウ
 
伐

木
作

業
を

行
う

高
年

齢
労

働
者

及
び

新
規

就
業

者
に

対
す

る
研

修
の

充
実

 

令
和

2
年
度
に
作
成
し
た
高
年
齢
労
働
者
及
び
新
規
就
業
者
向
け
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
キ
ス
ト
（
ト

ラ
イ
ア
ル
版
）
に
つ
い
て
、
試
行
的
な
活
用
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和

3
年
度
は
テ
キ
ス
ト
の
見
直
し
を
行
い
、

研
修
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

ま
た
、
新
た
に
高
年
齢
労
働
者
及
び
新
規
就
業
者
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成

27
年
度
、
平
成

28
年
度
及
び
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
師
養
成
研
修
を
受
講
し
た
講
師
に
対
し
て
、

追
加
研
修
を

We
b
に
よ
り

7
月

15
日
と
同
月

29
日
に
実
施
し
た
。（

計
57

名
）
 

 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

１１
  
安安
全全
衛衛
生生
管管
理理
活活
動動
事事
業業
（（
補補
助助
事事
業業
））
  

（（
１１
））
伐伐
木木
作作
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
撲撲
滅滅
にに
向向
けけ
たた
対対
策策
にに
係係
るる
取取
組組
（（
拡拡
充充
））
  

林
業
に
お
い
て
、
平
成

12
年
～
令
和
元
年
の
間
に
死
亡
災
害
は

89
9
件
発
生
し
、
そ
の
う

ち
伐
木
等
作
業
に
よ
る
死
亡
災
害
は

57
8
件
で
全
体
の

64
.3
%を

占
め
て
い
る
。
 

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
森
林
の
有
す
る
地
球
温
暖
化
防
止
、
災
害
防
止
、
国
土
保
全
、
水

源
涵
養
等
の
様
々
な
公
益
的
機
能
の
確
保
の
た
め
に
は
、
適
切
な
森
林
の
整
備
等
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
森
林
環
境
税
を
財
源
と
し
た
森
林
環
境
譲
与
税
が
導
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成

31
年

4
月
か
ら
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。
 

今
後
、
全
国
の
自
治
体
の
体
制
整
備
に
伴
い
譲
与
額
が
徐
々
に
増
加
し
、
手
入
れ
不
足
の

人
工
林
や
約
半
数
が
主
伐
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
人
工
林
の
整
備
が
促
進
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う

労
働
災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

ま
た
、
伐
木
等
作
業
に
お
い
て
は
、
偏
心
木
の
伐
倒
や
か
か
り
木
処
理
の
よ
う
に
高
度
な

技
能
を
必
要
と
す
る
伐
倒
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
死
亡
災
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に

は
、
そ
れ
ら
の
伐
木
等
作
業
者
に
対
す
る
技
能
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

そ
こ
で
、
高
度
な
技
能
が
必
要
な
伐
木
等
作
業
従
事
者
の
技
能
向
上
の
た
め
、
技
能
習
得

の
た
め
の
講
習
制
度
の
構
築
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
調
査
研
究
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
伐
木
等
作
業
者
の
技
能
向
上
の
た
め
の
教
育
体
系
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
平
成

12
年
～
令
和
元
年
の
間
に
発
生
し
た
死
亡
災
害
に
お
い
て
、
年
齢
を
把
握

し
て
い
る

89
1
件
に
つ
い
て
、
50

歳
以
上
の
中
高
年
齢
者
の
死
亡
災
害
は

72
0
件
で

80
.8
%

を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、
経
験
年
数
を
把
握
し
て
い
る

79
9
件
に
つ
い
て
、
経
験
年
数

10
年

未
満
の
新
規
就
業
者
の
死
亡
災
害
も

30
0
件
発
生
し

37
.5
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中

高
年
齢
者
及
び
経
験
の
浅
い
就
業
者
へ
の
研
修
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
伐
木
等
作
業
者
及
び
中
高
年
齢
者
・
新
規
就
業
者
に
よ

る
災
害
の
未
然
防
止
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
以
下
の
取
組
を
実
施
す
る
。
 

ア
 
林
野
庁
と
連
携
し
た
活
動
の
展
開
 

（
ア
）
安
全
管
理
士
と
林
業
普
及
指
導
員
等
が
連
携
し
、
特
別
活
動
(技

術
的
な
指
導
及
び

援
助
)と

し
て
、
集
団
指
導
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
全
支
部
で
実
施
し
、
よ
り

効
果
的
な
指
導
及
び
援
助
を
展
開
す
る
。
 

（
イ
）
市
町
村
の
人
工
林
等
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
労
働
災
害
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
労
働
災
害
の

発
生
に
伴
う
発
注
者
の
責
任

、
役
割

等
に
つ
い
て
、
上

記
集
団
指
導
を
活
用
し
市
町

村
の
林
業
請
負
事
業
発
注
担

当
者
を

含
め
た
効
果
的
な
援
助
を
展
開
す
る
。
 

（
ウ
）
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
、
車
両
系
木
材
伐
出
機

１１
  
安安
全全
衛衛
生生
管管
理理
活活
動動
事事
業業
（（
補補
助助
事事
業業
））
  

（（
１１
））
伐伐
木木
作作
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
撲撲
滅滅
にに
向向
けけ
たた
対対
策策
にに
係係
るる
取取
組組
（（
拡拡
充充
））
  

林
業
に
お
い
て
、
平
成

12
年
～
令
和
元
年
の
間
に
死
亡
災
害
は

89
9
件
発
生
し
、
そ
の
う
ち
伐
木
等
作
業
に
よ
る

死
亡
災
害
は

57
8
件
で
全
体
の

64
.3
%を

占
め
て
い
る
。
 

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
森
林
の
有
す
る
地
球
温
暖
化
防
止
、
災
害
防
止
、
国
土
保
全
、
水
源
涵
養
等
の
様
々
な
公
益

的
機
能
の
確
保
の
た
め
に
は
、
適
切
な
森
林
の
整
備
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
森
林
環
境
税
を

財
源
と
し
た
森
林
環
境
譲
与
税
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成

31
年

4
月
か
ら
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
が
施

行
さ
れ
た
。
 

今
後
、
全
国
の
自
治
体
の
体
制
整
備
に
伴
い
譲
与
額
が
徐
々
に
増
加
し
、
手
入
れ
不
足
の
人
工
林
や
約
半
数
が
主
伐

期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
人
工
林
の
整
備
が
促
進
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
労
働
災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

ま
た
、
伐
木
等
作
業
に
お
い
て
は
、
偏
心
木
の
伐
倒
や
か
か
り
木
処
理
の
よ
う
に
高
度
な
技
能
を
必
要
と
す
る
伐
倒

作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
死
亡
災
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
伐
木
等
作
業
者
に
対
す
る
技
能
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

そ
こ
で
、
高
度
な
技
能
が
必
要
な
伐
木
等
作
業
従
事
者
の
技
能
向
上
の
た
め
、
技
能
習
得
の
た
め
の
講
習
制
度
の
構

築
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
調
査
研
究
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
伐
木
等
作
業
者
の
技
能
向
上
の

た
め
の
教
育
体
系
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
 

さ
ら
に
、
平
成

12
年
～
令
和
元
年
の
間
に
発
生
し
た
死
亡
災
害
に
お
い
て
、
年
齢
を
把
握
し
て
い
る

89
1
件
に
つ

い
て
、
50

歳
以
上
の
中
高
年
齢
者
の
死
亡
災
害
は

72
0
件
で

80
.8
%を

占
め
て
お
り
、
ま
た
、
経
験
年
数
を
把
握
し
て

い
る

79
9
件
に
つ
い
て
、
経
験
年
数

10
年
未
満
の
新
規
就
業
者
の
死
亡
災
害
も

30
0
件
発
生
し

37
.5
％
を
占
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
中
高
年
齢
者
及
び
経
験
の
浅
い
就
業
者
へ
の
研
修
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
伐
木
等
作
業
者
及
び
中
高
年
齢
者
・
新
規
就
業
者
に
よ
る
災
害
の
未
然
防
止
を
喫

緊
の
課
題
と
し
て
以
下
の
取
組
を
実
施
し
た
。
 

 ア
 
林
野
庁
と
連
携
し
た
活
動
の
展
開
 

（
ア
）
安
全
管
理
士
と
林
業
普
及
指
導
員
等
が
連
携
し
、
特
別
活
動
(技

術
的
な
指
導
及
び
援
助
)と

し
て
、
集
団

指
導
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
全
支
部
で
実
施
し
、
よ
り
効
果
的
な
指
導
及
び
援
助
を
展
開
し
た
。
 

 
 
 
 
 集

団
指
導
会
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
 

伐
木
作
業
時
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
集
団
指
導
会
 

集
団
指
導
会
実
施
支
部
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 3
8
支
部
 

 
集
団
指
導
会
実
施
回
数
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 4
1
回
 

 
受
講
者
数
 

 
 
 
 
 
 
 
1,
67
9
名
 

 
伐
木
作
業
時
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

 

 
 
 
令
和
３
年
度
事
業
計
画
及
び
事
業
実
績
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 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

械
や
伐
木
等
作
業

に
係
る
作
業
計
画
書
に
つ
い

て
、
事
業
者
が
適
切
に
作
成

で
き
る

よ
う
、
ま
た
、
発

注
者
で
あ
る
市
町
村
担
当
者

が
発
注
に
あ
た
り
適
切
に
活

用
で
き

る
よ
う
、
安
全
管

理
士
が
講
師
と
な
っ
て
集
団

指
導
等
の
機
会
を
活
用
し
て

指
導
及

び
援
助
す
る
。
 

イ
 
伐
木
等
作
業
者
に
対
す
る
能
力
向
上
教
育
充
実
の
た
め
の
検
討
 

（
ア
）
講
師
等
の
養
成
方
法
、
講
師
の
資
格
試
験
等
の
調
査
研
究
 

伐
木
等
作

業
者
に
対
す
る
教
育
体
系
の

構
築
に
向
け
た
、
①
技
能
レ

ベ
ル
に
応
じ

た
講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
修
了
試
験
、
②

当
該
教
育
を
行
う
講
師
の
養

成
等
に
つ
い

て
の
検
討
 

（
イ
）
実
技
訓
練
等
に
使
用
す
る
施
設
(設

備
)に

係
る
調
査
の
実
施
 

 
 
 
 
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
伐
木
等
作
業
に
係
る
研
修
施
設
に
お
い
て
、
伐
木
等
作

業
に
係
る
実

技
講
習
・
試
験
及
び
講
師
養

成
が
可
能
な
設
備
等
を
有
す

る
施
設
の
把

握
等
 

ウ
 
伐

木
作

業
を

行
う

高
年

齢
労

働
者

及
び

新
規

就
業

者
に

対
す

る
研

修
の

充
実

 

令
和

2
年
度
に
作
成
し
た
高
年
齢
労
働
者
及
び
新
規
就
業
者
向
け
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
テ
キ
ス
ト
（
ト
ラ
イ
ア
ル
版
）
に
つ
い
て
、
試
行
的
な
活
用
結
果
を
踏
ま
え
た
見
直

し
を
行
う
な
ど
に
よ
る
研
修
の
充
実
を
図
る
。
 

 

［
支
部
］
 

ア
 
安
全
管
理
士
及
び
林
業
普
及
指
導
員
等
と
連
携
し
た
特
別
活
動
（
技
術
的
な
指
導

及
び
援
助
）
の
展
開

 
令
和

2
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
特
別
活
動
の
集
団
指
導
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の
ほ
か
、
市
町
村

の
森
林
整
備
等
の
促
進
に
伴

う
労
働
災
害
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
労
働
災
害
の
発
生
に
伴

う
発
注
者
責
任
等
に
関
わ
る

集
団
指

導
の
実
施
 

イ
 
中
高
年
齢
者
及
び
新
規
就
業
者
を
加
え
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
等

の
実
施
 

 

【
業
務
目
標
】

 
ア
 
林
野
庁
と
連
携
し
た
特
別
活
動
（
技
術
的
な
指
導
及
び
援
助
）
の
展
開
（
47

支
部
） 

（
ア
）
集
団
指
導
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
 

（
イ
）
災
防
規
程
の
周
知
及
び
遵
守
の
徹
底
を
指
導
 

（
ウ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
指
導

・

助
言

 
イ
 
伐
木
等
作
業
者
に
対
す
る
能
力
向
上
教
育
の
充
実
強
化

 

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
支
部
 

9
支
部
 

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
箇
所
数
 

57
箇
所
 

実
施
事
業
場
数
(人

数
) 

57
事
業
場
 
22
6
人
 

※
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
計
画
さ
れ
た
集
団
指
導
会
を

3
支
部
で
中
止
 

（
イ
）
市
町
村
の
人
工
林
等
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
労
働
災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
労
働
災
害
の
発
生
に
伴
う
発
注
者
の
責
任
、
役
割
等
に
つ
い
て
、
上
記
集
団
指
導
を
活
用
し
市
町

村
の
林
業
請
負
事
業
発
注
担
当
者
を
含
め
た
効
果
的
な
援
助
を
展
開
し
た
。
 

（
ウ
）
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
、
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
や
伐
木
等
作
業
に
係

る
作
業
計
画
書
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
適
切
に
作
成
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
発
注
者
で
あ
る
市
町
村
担
当
者

が
発
注
に
あ
た
り
適
切
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
「
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
撲
滅
の
た
め
の
集
団
指
導
会
(参

考

資
料
)」

を
作
成
し
、
安
全
管
理
士
が
講
師
と
な
っ
て
集
団
指
導
等
の
機
会
を
活
用
し
て
指
導
及
び
援
助
を
行

っ
た
。
 

イ
 
伐
木
等
作
業
者
に
対
す
る
能
力
向
上
教
育
充
実
の
た
め
の
検
討
 

（
ア
）
講
師
等
の
養
成
方
法
、
講
師
の
資
格
試
験
等
の
調
査
研
究
伐
木
等
作
業
者
に
対
す
る
教
育
体
系
の
構
築
に

向
け
た
、
①
技
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
修
了
試
験
、
②
当
該
教
育
を
行
う
講
師
の
養
成

等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
 

（
イ
）
実
技
訓
練
等
に
使
用
す
る
施
設
(設

備
)に

係
る
調
査
の
実
施
 

 
 
 
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
伐
木
等
作
業
に
係
る
研
修
施
設
に
お
い
て
、
伐
木
等
作
業
に
係
る
実
技
講
習
・

試
験
及
び
講
師
養
成
が
可
能
な
先
進
的
教
育
訓
練
施
設
を
把
握
す
る
た
め
の
実
地
調
査
を
実
施
す
る
計
画
で

あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
し
た
。
 

伐
木
作
業
者
に
対
す
る
能
力
向
上
教
育
の
充
実

の
た
め
の
調
査
研
究
検
討
委
員
会
の
開
催
 

第
1
回
 
令
和

3
年

11
月

9
日
 

第
2
回
 
令
和

4
年
 1

月
18

日
に
計
画
し
た
が
、
新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

会
議

形
式

で
の

開

催
は
中
止
し
、
各
委
員
に
第

2
回
審
議
資
料
(案

)を
送
付

し
て
個
別
に
意
見
聴
取
し
て
取
り
ま
と
め
た
後
に
、
委
員

長
と

We
b
に
よ

る
会
議

を
開
催

し
て

意
見
調

整
を
行

い

了
承
を
得
て
取
り
ま
と
め
た
。
 

ウ
 
伐

木
作

業
を

行
う

高
年

齢
労

働
者

及
び

新
規

就
業

者
に

対
す

る
研

修
の

充
実

 

令
和

2
年
度
に
作
成
し
た
高
年
齢
労
働
者
及
び
新
規
就
業
者
向
け
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
キ
ス
ト
（
ト

ラ
イ
ア
ル
版
）
に
つ
い
て
、
試
行
的
な
活
用
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和

3
年
度
は
テ
キ
ス
ト
の
見
直
し
を
行
い
、

研
修
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

ま
た
、
新
た
に
高
年
齢
労
働
者
及
び
新
規
就
業
者
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成

27
年
度
、
平
成

28
年
度
及
び
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
師
養
成
研
修
を
受
講
し
た
講
師
に
対
し
て
、

追
加
研
修
を

We
b
に
よ
り

7
月

15
日
と
同
月

29
日
に
実
施
し
た
。（

計
57

名
）
 

 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

１１
  
安安
全全
衛衛
生生
管管
理理
活活
動動
事事
業業
（（
補補
助助
事事
業業
））
  

（（
１１
））
伐伐
木木
作作
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
撲撲
滅滅
にに
向向
けけ
たた
対対
策策
にに
係係
るる
取取
組組
（（
拡拡
充充
））
  

林
業
に
お
い
て
、
平
成

12
年
～
令
和
元
年
の
間
に
死
亡
災
害
は

89
9
件
発
生
し
、
そ
の
う

ち
伐
木
等
作
業
に
よ
る
死
亡
災
害
は

57
8
件
で
全
体
の

64
.3
%を

占
め
て
い
る
。
 

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
森
林
の
有
す
る
地
球
温
暖
化
防
止
、
災
害
防
止
、
国
土
保
全
、
水

源
涵
養
等
の
様
々
な
公
益
的
機
能
の
確
保
の
た
め
に
は
、
適
切
な
森
林
の
整
備
等
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
森
林
環
境
税
を
財
源
と
し
た
森
林
環
境
譲
与
税
が
導
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成

31
年

4
月
か
ら
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。
 

今
後
、
全
国
の
自
治
体
の
体
制
整
備
に
伴
い
譲
与
額
が
徐
々
に
増
加
し
、
手
入
れ
不
足
の

人
工
林
や
約
半
数
が
主
伐
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
人
工
林
の
整
備
が
促
進
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う

労
働
災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

ま
た
、
伐
木
等
作
業
に
お
い
て
は
、
偏
心
木
の
伐
倒
や
か
か
り
木
処
理
の
よ
う
に
高
度
な

技
能
を
必
要
と
す
る
伐
倒
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
死
亡
災
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に

は
、
そ
れ
ら
の
伐
木
等
作
業
者
に
対
す
る
技
能
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

そ
こ
で
、
高
度
な
技
能
が
必
要
な
伐
木
等
作
業
従
事
者
の
技
能
向
上
の
た
め
、
技
能
習
得

の
た
め
の
講
習
制
度
の
構
築
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
調
査
研
究
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
伐
木
等
作
業
者
の
技
能
向
上
の
た
め
の
教
育
体
系
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
平
成

12
年
～
令
和
元
年
の
間
に
発
生
し
た
死
亡
災
害
に
お
い
て
、
年
齢
を
把
握

し
て
い
る

89
1
件
に
つ
い
て
、
50

歳
以
上
の
中
高
年
齢
者
の
死
亡
災
害
は

72
0
件
で

80
.8
%

を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、
経
験
年
数
を
把
握
し
て
い
る

79
9
件
に
つ
い
て
、
経
験
年
数

10
年

未
満
の
新
規
就
業
者
の
死
亡
災
害
も

30
0
件
発
生
し

37
.5
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中

高
年
齢
者
及
び
経
験
の
浅
い
就
業
者
へ
の
研
修
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
伐
木
等
作
業
者
及
び
中
高
年
齢
者
・
新
規
就
業
者
に
よ

る
災
害
の
未
然
防
止
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
以
下
の
取
組
を
実
施
す
る
。
 

ア
 
林
野
庁
と
連
携
し
た
活
動
の
展
開
 

（
ア
）
安
全
管
理
士
と
林
業
普
及
指
導
員
等
が
連
携
し
、
特
別
活
動
(技

術
的
な
指
導
及
び

援
助
)と

し
て
、
集
団
指
導
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
全
支
部
で
実
施
し
、
よ
り

効
果
的
な
指
導
及
び
援
助
を
展
開
す
る
。
 

（
イ
）
市
町
村
の
人
工
林
等
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
労
働
災
害
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
労
働
災
害
の

発
生
に
伴
う
発
注
者
の
責
任

、
役
割

等
に
つ
い
て
、
上

記
集
団
指
導
を
活
用
し
市
町

村
の
林
業
請
負
事
業
発
注
担

当
者
を

含
め
た
効
果
的
な
援
助
を
展
開
す
る
。
 

（
ウ
）
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
、
車
両
系
木
材
伐
出
機

１１
  
安安
全全
衛衛
生生
管管
理理
活活
動動
事事
業業
（（
補補
助助
事事
業業
））
  

（（
１１
））
伐伐
木木
作作
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
撲撲
滅滅
にに
向向
けけ
たた
対対
策策
にに
係係
るる
取取
組組
（（
拡拡
充充
））
  

林
業
に
お
い
て
、
平
成

12
年
～
令
和
元
年
の
間
に
死
亡
災
害
は

89
9
件
発
生
し
、
そ
の
う
ち
伐
木
等
作
業
に
よ
る

死
亡
災
害
は

57
8
件
で
全
体
の

64
.3
%を

占
め
て
い
る
。
 

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
森
林
の
有
す
る
地
球
温
暖
化
防
止
、
災
害
防
止
、
国
土
保
全
、
水
源
涵
養
等
の
様
々
な
公
益

的
機
能
の
確
保
の
た
め
に
は
、
適
切
な
森
林
の
整
備
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
森
林
環
境
税
を

財
源
と
し
た
森
林
環
境
譲
与
税
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成

31
年

4
月
か
ら
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
が
施

行
さ
れ
た
。
 

今
後
、
全
国
の
自
治
体
の
体
制
整
備
に
伴
い
譲
与
額
が
徐
々
に
増
加
し
、
手
入
れ
不
足
の
人
工
林
や
約
半
数
が
主
伐

期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
人
工
林
の
整
備
が
促
進
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
労
働
災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

ま
た
、
伐
木
等
作
業
に
お
い
て
は
、
偏
心
木
の
伐
倒
や
か
か
り
木
処
理
の
よ
う
に
高
度
な
技
能
を
必
要
と
す
る
伐
倒

作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
死
亡
災
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
伐
木
等
作
業
者
に
対
す
る
技
能
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

そ
こ
で
、
高
度
な
技
能
が
必
要
な
伐
木
等
作
業
従
事
者
の
技
能
向
上
の
た
め
、
技
能
習
得
の
た
め
の
講
習
制
度
の
構

築
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
調
査
研
究
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
伐
木
等
作
業
者
の
技
能
向
上
の

た
め
の
教
育
体
系
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
 

さ
ら
に
、
平
成

12
年
～
令
和
元
年
の
間
に
発
生
し
た
死
亡
災
害
に
お
い
て
、
年
齢
を
把
握
し
て
い
る

89
1
件
に
つ

い
て
、
50

歳
以
上
の
中
高
年
齢
者
の
死
亡
災
害
は

72
0
件
で

80
.8
%を

占
め
て
お
り
、
ま
た
、
経
験
年
数
を
把
握
し
て

い
る

79
9
件
に
つ
い
て
、
経
験
年
数

10
年
未
満
の
新
規
就
業
者
の
死
亡
災
害
も

30
0
件
発
生
し

37
.5
％
を
占
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
中
高
年
齢
者
及
び
経
験
の
浅
い
就
業
者
へ
の
研
修
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
伐
木
等
作
業
者
及
び
中
高
年
齢
者
・
新
規
就
業
者
に
よ
る
災
害
の
未
然
防
止
を
喫

緊
の
課
題
と
し
て
以
下
の
取
組
を
実
施
し
た
。
 

 ア
 
林
野
庁
と
連
携
し
た
活
動
の
展
開
 

（
ア
）
安
全
管
理
士
と
林
業
普
及
指
導
員
等
が
連
携
し
、
特
別
活
動
(技

術
的
な
指
導
及
び
援
助
)と

し
て
、
集
団

指
導
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
全
支
部
で
実
施
し
、
よ
り
効
果
的
な
指
導
及
び
援
助
を
展
開
し
た
。
 

 
 
 
 
 集

団
指
導
会
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
 

伐
木
作
業
時
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
集
団
指
導
会
 

集
団
指
導
会
実
施
支
部
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 3
8
支
部
 

 
集
団
指
導
会
実
施
回
数
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 4
1
回
 

 
受
講
者
数
 

 
 
 
 
 
 
 
1,
67
9
名
 

 
伐
木
作
業
時
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

 

 
 
 
令
和
３
年
度
事
業
計
画
及
び
事
業
実
績
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
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ま
た
、

林
材
業

で
は
小

規
模
零

細
の

事
業
場

が
多
数

を
占
め

、
安

全
衛
生

管
理
体

制
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
集
中
指
導
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

さ
ら
に
、
政
府
は
希
望
す
る
者
が

70
歳
ま
で
働
け
る
雇
用
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
た
め
、
高
年
齢
労
働
者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
年
齢
労
働
者

の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
た
め
「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
取
組
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

こ
れ
ら

の
状

況
を

踏
ま

え
、
安

全
管

理
士

等
の

専
門

家
を
活

用
し

企
業

・
業

界
団

体
に
対

し
労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
技
術
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知

を
含
め
企
業
・
業
界
団
体
傘
下
の
非
会
員
を
含
む
事
業
場
に
対
す
る
指
導
を
行
う
。
 

ア
 
企
業
・
業
界
団
体
及
び
そ
の
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る
指
導
（
年
間
）
 

（
ア
）
安
全
管
理
士
等
が
企
業
・
業
界
団
体
に
対
す
る
技
術
指
導
を
実
施
 

（
イ
）
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
傘
下
の
事
業
場
へ
の
支
援
を
実
施

 
ａ
 
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
集
団
指
導
の
実
施

 
ｂ
 
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

 
ｃ
 
安
全
衛
生
教
育
支
援

 
ｄ

 
リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン
ト
の

定
着
に

向
け

た
フ

ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
の

た
め

の
指

導
・

助
言

 
イ
 
安
全
管
理
士
等
が
行
う
林
業
・
木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、

集
団
指
導
及
び
個
別
指
導
に
よ
る
安
全
衛
生
水
準
の
向
上

 
（
ア
）
集
団
指
導
の
実
施

 
（
イ
）
労
働
災
害
発
生
事
業
場
へ
の
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
個
別
指
導

 
（
ウ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
指
導
・
助
言

 
ウ

  
「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
周
知
及
び
同
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
業
場
の
取
組
の
促
進

 
（
ア
）「

高
年
齢
労
働
者
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ
る
事
業
場
の

実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
具
体
的
な
取
組
を
指
導

 
エ
 
林
材
業
労
災
防
止
専
門
調
査
員
（
以
下
「
専
門
調
査
員
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
労
働
災
害

防
止
活
動
支
援
事
業

 
（
ア
）
労
働
災
害
発
生
状
況
の
把
握
と
分
析
な
ど

 
 
［
支
部
］

 
支
部
は
、
当
該
事
業
に
係
る
本
部
実
施
事
項
に
つ
い
て
、
以
下
の
事
項
を
本
部
と
連
携
の

上
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

ア
 
安
全
管
理
士
等
を
活
用
し
た
業
界
全
体
の
技
術
指
導
に
係
る
協
力
 

イ
 
安
全
管
理
士
等
を
活
用
し
た
事
業
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
集
団
指
導
等
 

企
業
名

 
実
施
項
目

 
集
団
指
導

 
個
別
指
導

 
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

 
住
友
林
業
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱

 
1
回

 2
事
業
場

 5
名

 
 

 
木
原
造
林
㈱

 
 

5
回

 5
事
業
場

 
5
回

 9
事
業
場

 
M
㈱

 
 

8
回

 8
事
業
場

 
6
回

 1
0
事
業
場

 
I 

 
1
回

 1
事
業
場

 
1
回

 1
事
業
場

 
K
㈱

 
1
回

 1
6
事
業
場

 3
9
名

 
 

 
㈱

N
 

1
回

 2
事
業
場

  
10

名
 

 
 

イ
 
安
全
管
理
士
等
が
行
う
林
業
・
木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
集
団
指
導
及
び
個
別
指
導

に
よ
る
安
全
衛
生
水
準
の
向
上

 

実
 
施
 
項
 
目
 

実
施
都
道
府
県
 

実
 
施
 
回
 
数
 

個
別
指
導
 

28
都
道
府
県
 

 
 
22
1
回
 

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

28
都
道
府
県
 

17
6
 回

 

集
団
指
導
 

44
都
道
府
県
 

18
5
 回

 

リ
ス

ク
ア

セ
ス
メ

ン
ト

の
定
着

に
向

け
た

フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

23
都
県
 

56
 回

 

ウ
  
「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
周
知
及
び
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
業

場
の
取
組
の
促
進
と
し
て
、「

高
年
齢
労
働
者
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ
り
事
業
場
の

実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
具
体
的
な
取
組
を
指
導
し
た
。（

26
事
業
場
）

 
エ
 
林
材
業
労
災
防
止
専
門
調
査
員
（
以
下
「
専
門
調
査
員
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
労
働
災
害
防
止
活
動
支
援
事
業

 
は
、
専
門
調
査
員
に
よ
る
死
亡
労
働
災
害
発
生
状
況
の
把
握
と
分
析
、
集
団
指
導
、
個
別
指
導
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
及
び
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

21
回
実
施
し
た
。
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Ⅰ
 
補
助
事
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

（
ア
）
外
部
有
識
者
に
よ
る
「
講
師
等
の
養
成
方
法
、
講
師
の
資
格
試
験
等
の
調
査
研
究
に

関
す
る
検
討
委
員
会
」（

3
回
）
開
催
 

（
イ
）
伐
木
等
作
業
に
係
る
実
技
講
習
試
験
及
び
講
師
養
成
が
可
能
な
伐
木
等
作
業
研
修
施

設
の
視
察
検
討

1～
2
回
程
度
実
施

 
  

ア
 
林
野
庁
と
連
携
し
た
特
別
活
動
（
技
術
的
な
指
導
及
び
援
助
）
の
展
開
（
47

支
部
） 

（
ア
）
集
団
指
導
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
個
別
指
導
等
 

（
イ
）
災
防
規
程
の
周
知
及
び
遵
守
の
徹
底
を
指
導
 

（
ウ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
指
導

・

助
言

 
イ
 
伐
木
作
業
者
に
対
す
る
能
力
向
上
教
育
の
充
実
強
化

 
（
ア
）
外
部
有
識
者
に
よ
る
「
講
師
等
の
養
成
方
法
、
講
師
の
資
格
試
験
等
の
調
査

研

究
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」（

3
回
）
開
催
 

（
イ
）
伐
木
に
係
る
実
技
講
習
試
験
及
び
講
師
養
成
が
可
能
な
訓
練
施
設
の
視
察
検
討

1

～
2
回
程
度
実
施
 

  （（
２２
））
業業
界界
全全
体体
のの
安安
全全
衛衛
生生
活活
動動
底底
上上
げげ
にに
係係
るる
事事
業業
  

林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
頻
度
を
度
数
率
で
見
る
と

27
.9
4（

令
和
元
年
、
以
下

こ
の
項
同
じ
。
）と

全
産
業
計
の

3.
35

と
比
べ
非
常
に
高
く
、死

傷
年
千
人
率
で
見
て
も

20
.8

と
全
産
業
計
の

2.
2
に
対
し
同
様
に
高
い
。
労
働
災
害
の
重
さ
の
程
度
を
強
度
率
で
見
る
と

1.
83

と
全
産
業
計
の

0.
14

と
比
べ
非
常
に
高
い
状
況
に
あ
る
。
 

木
材
製
造
業
は
、
度
数
率
を
見
る
と

8.
24

と
製
造
業
の

3.
14

と
比
べ
高
く
、
死
傷
年
千

人
率
で
見
て
も

10
.6

と
製
造
業
の

2.
7
と
比
べ
非
常
に
高
い
。
強
度
率
は

0.
30

と
製
造
業

の
0.
21

と
比
べ
高
い
状
況
に
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
非
会
員
を
含
め
た
業
界
全
体
に
対
す
る
自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
底
上
げ

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

平
成
元
年
に
お
け
る
林
業
・
木
材
製
造
業
 

（
度
数
率
・
強
度
率
・
死
傷
年
千
人
率
）
 

産
 
業
 
別
 

度
数
率
 

 
強
度
率
 

死
傷
年
千
人

率
 

林
 
 
業
 

27
.9
4 

  
  
1.
83
 

  
  
20
.8
 

木
材
製
造
業
 

  
  
 8
.2
4 

0.
30
 

  
  
10
.6
 

（
製
造
業
）
 

  
  
 3
.1
4 

  
  
0.
21
 

  
  
 2
.7
 

全
産
業
計
 

  
  
 3
.3
5 

  
  
0.
14
 

  
  
 2
.2
 

 

前
述
し
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
師
養
成
研
修
を
受
講
し
た
講
師
は
、
高
齢
化
等
に
よ
り
支
部
に
お
い
て

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
講
師
を
確
保
す
る
こ
と
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
部
に
お
い
て
令
和

3
年

11
月

25
日
に
講
師
養
成
研
修
を
実
施
し
た
。（

計
35

名
）
 

 

             （ （
２２
））
業業
界界
全全
体体
のの
安安
全全
衛衛
生生
活活
動動
底底
上上
げげ
にに
係係
るる
事事
業業
  

林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
頻
度
を
度
数
率
で
見
る
と

27
.9
4（

令
和
元
年
）
と
全
産
業
の

3.
35
（
同
）
と
比

べ
非
常
に
高
く
、
死
傷
年
千
人
率
で
見
て
も
全
産
業
の

2.
2（

同
）
に
対
し

20
.8
（
同
）
と
同
様
に
高
い
。
労
働
災
害

の
重
さ
の
程
度
を
強
度
率
で
見
る
と

1.
83
（
同
）
と
全
産
業
の

0.
14
（
同
）
と
比
べ
非
常
に
重
い
状
態
で
あ
る
。
 

ま
た
、
木
材
製
造
業
は
、
強
度
率
は

0.
30
（
同
）
と
製
造
業
の

0.
21
（
同
）
と
比
べ
非
常
に
高
く
、
度
数
率
を
見

る
と

8.
24
（
同
）
と
製
造
業
の

3.
14
（
同
）
と
比
べ
高
く
、
死
傷
年
千
人
率
を
見
て
も

10
.
6（

同
）
と
製
造
業
の

2.
7（

同
）
と
比
べ
非
常
に
高
い
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
会
員
を
含
め
た
業
界
全
体
に
対
す
る
自
主
的
な
安
全
衛

生
活
動
の
底
上
げ
を
図
る
取
組
を
行
っ
た
。
 

加
え
て
、
林
材
業
の
事
業
場
は
小
規
模
零
細
の
事
業
場
が
多
数
を
占
め
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
集
中
指
導
を
行
い
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
た
。
 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
安
全
管
理
士
等
の
専
門
家
を
活
用
し
企
業
・
業
界
団
体
等
に
対
し
て
、
労
働
災
害
防
止

に
関
す

る
技
術
的
な
指

導
を
行
う
と

と
も
に
、
非
会

員
を
含
め
た

企
業
・
業
界
団

体
等
傘
下
の

事
業
場
に
対
す

る
指

導
を
行
っ
た
。
 

ア
 
企
業
・
業
界
団
体
及
び
そ
の
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る
指
導
（
年
間
）
 

令
和

3
年
度
は
、
全
国
・
複
数
ブ
ロ
ッ
ク
展
開
企
業
と
し
て
、
住
友
林
業
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
、
木

原
造
林
株
式
会
社
に
対
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
都
道
府
県
展
開
企
業
と
し
て
、
４
企
業
に
対
し
て
、
そ
の
傘
下
の
事
業

場
と
と
も
に
、
「
林
材
業
の
企
業
・
団
体
に
対
す
る
安
全
衛
生
活
動
の
技
術
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

 
主
な
技
術
支
援
は
次
の
と
お
り
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業
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事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

ま
た
、

林
材
業

で
は
小

規
模
零

細
の

事
業
場

が
多
数

を
占
め

、
安

全
衛
生

管
理
体

制
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
集
中
指
導
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

さ
ら
に
、
政
府
は
希
望
す
る
者
が

70
歳
ま
で
働
け
る
雇
用
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
た
め
、
高
年
齢
労
働
者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
年
齢
労
働
者

の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
た
め
「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
取
組
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

こ
れ
ら

の
状

況
を

踏
ま

え
、
安

全
管

理
士

等
の

専
門

家
を
活

用
し

企
業

・
業

界
団

体
に
対

し
労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
技
術
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知

を
含
め
企
業
・
業
界
団
体
傘
下
の
非
会
員
を
含
む
事
業
場
に
対
す
る
指
導
を
行
う
。
 

ア
 
企
業
・
業
界
団
体
及
び
そ
の
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る
指
導
（
年
間
）
 

（
ア
）
安
全
管
理
士
等
が
企
業
・
業
界
団
体
に
対
す
る
技
術
指
導
を
実
施
 

（
イ
）
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
傘
下
の
事
業
場
へ
の
支
援
を
実
施

 
ａ
 
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
集
団
指
導
の
実
施

 
ｂ
 
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

 
ｃ
 
安
全
衛
生
教
育
支
援

 
ｄ

 
リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン
ト
の

定
着
に

向
け

た
フ

ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
の

た
め

の
指

導
・

助
言

 
イ
 
安
全
管
理
士
等
が
行
う
林
業
・
木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、

集
団
指
導
及
び
個
別
指
導
に
よ
る
安
全
衛
生
水
準
の
向
上

 
（
ア
）
集
団
指
導
の
実
施

 
（
イ
）
労
働
災
害
発
生
事
業
場
へ
の
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
個
別
指
導

 
（
ウ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
指
導
・
助
言

 
ウ

  
「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
周
知
及
び
同
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
業
場
の
取
組
の
促
進

 
（
ア
）「

高
年
齢
労
働
者
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ
る
事
業
場
の

実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
具
体
的
な
取
組
を
指
導

 
エ
 
林
材
業
労
災
防
止
専
門
調
査
員
（
以
下
「
専
門
調
査
員
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
労
働
災
害

防
止
活
動
支
援
事
業

 
（
ア
）
労
働
災
害
発
生
状
況
の
把
握
と
分
析
な
ど

 
 
［
支
部
］

 
支
部
は
、
当
該
事
業
に
係
る
本
部
実
施
事
項
に
つ
い
て
、
以
下
の
事
項
を
本
部
と
連
携
の

上
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

ア
 
安
全
管
理
士
等
を
活
用
し
た
業
界
全
体
の
技
術
指
導
に
係
る
協
力
 

イ
 
安
全
管
理
士
等
を
活
用
し
た
事
業
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
集
団
指
導
等
 

企
業
名

 
実
施
項
目

 
集
団
指
導

 
個
別
指
導

 
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

 
住
友
林
業
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱

 
1
回

 2
事
業
場

 5
名

 
 

 
木
原
造
林
㈱

 
 

5
回

 5
事
業
場

 
5
回

 9
事
業
場

 
M
㈱

 
 

8
回

 8
事
業
場

 
6
回

 1
0
事
業
場

 
I 

 
1
回

 1
事
業
場

 
1
回

 1
事
業
場

 
K
㈱

 
1
回

 1
6
事
業
場

 3
9
名

 
 

 
㈱

N
 

1
回

 2
事
業
場

  
10

名
 

 
 

イ
 
安
全
管
理
士
等
が
行
う
林
業
・
木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
集
団
指
導
及
び
個
別
指
導

に
よ
る
安
全
衛
生
水
準
の
向
上

 

実
 
施
 
項
 
目
 

実
施
都
道
府
県
 

実
 
施
 
回
 
数
 

個
別
指
導
 

28
都
道
府
県
 

 
 
22
1
回
 

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

28
都
道
府
県
 

17
6
 回

 

集
団
指
導
 

44
都
道
府
県
 

18
5
 回

 

リ
ス

ク
ア

セ
ス
メ

ン
ト

の
定
着

に
向

け
た

フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

23
都
県
 

56
 回

 

ウ
  
「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
周
知
及
び
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
業

場
の
取
組
の
促
進
と
し
て
、「

高
年
齢
労
働
者
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ
り
事
業
場
の

実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
具
体
的
な
取
組
を
指
導
し
た
。（

26
事
業
場
）

 
エ
 
林
材
業
労
災
防
止
専
門
調
査
員
（
以
下
「
専
門
調
査
員
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
労
働
災
害
防
止
活
動
支
援
事
業

 
は
、
専
門
調
査
員
に
よ
る
死
亡
労
働
災
害
発
生
状
況
の
把
握
と
分
析
、
集
団
指
導
、
個
別
指
導
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
及
び
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

21
回
実
施
し
た
。

 
           

 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

（
ア
）
外
部
有
識
者
に
よ
る
「
講
師
等
の
養
成
方
法
、
講
師
の
資
格
試
験
等
の
調
査
研
究
に

関
す
る
検
討
委
員
会
」（

3
回
）
開
催
 

（
イ
）
伐
木
等
作
業
に
係
る
実
技
講
習
試
験
及
び
講
師
養
成
が
可
能
な
伐
木
等
作
業
研
修
施

設
の
視
察
検
討

1～
2
回
程
度
実
施

 
  

ア
 
林
野
庁
と
連
携
し
た
特
別
活
動
（
技
術
的
な
指
導
及
び
援
助
）
の
展
開
（
47

支
部
） 

（
ア
）
集
団
指
導
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
個
別
指
導
等
 

（
イ
）
災
防
規
程
の
周
知
及
び
遵
守
の
徹
底
を
指
導
 

（
ウ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
指
導

・

助
言

 
イ
 
伐
木
作
業
者
に
対
す
る
能
力
向
上
教
育
の
充
実
強
化

 
（
ア
）
外
部
有
識
者
に
よ
る
「
講
師
等
の
養
成
方
法
、
講
師
の
資
格
試
験
等
の
調
査

研

究
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」（

3
回
）
開
催
 

（
イ
）
伐
木
に
係
る
実
技
講
習
試
験
及
び
講
師
養
成
が
可
能
な
訓
練
施
設
の
視
察
検
討

1

～
2
回
程
度
実
施
 

  （（
２２
））
業業
界界
全全
体体
のの
安安
全全
衛衛
生生
活活
動動
底底
上上
げげ
にに
係係
るる
事事
業業
  

林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
頻
度
を
度
数
率
で
見
る
と

27
.9
4（

令
和
元
年
、
以
下

こ
の
項
同
じ
。
）と

全
産
業
計
の

3.
35

と
比
べ
非
常
に
高
く
、死

傷
年
千
人
率
で
見
て
も

20
.8

と
全
産
業
計
の

2.
2
に
対
し
同
様
に
高
い
。
労
働
災
害
の
重
さ
の
程
度
を
強
度
率
で
見
る
と

1.
83

と
全
産
業
計
の

0.
14

と
比
べ
非
常
に
高
い
状
況
に
あ
る
。
 

木
材
製
造
業
は
、
度
数
率
を
見
る
と

8.
24

と
製
造
業
の

3.
14

と
比
べ
高
く
、
死
傷
年
千

人
率
で
見
て
も

10
.6

と
製
造
業
の

2.
7
と
比
べ
非
常
に
高
い
。
強
度
率
は

0.
30

と
製
造
業

の
0.
21

と
比
べ
高
い
状
況
に
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
非
会
員
を
含
め
た
業
界
全
体
に
対
す
る
自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
底
上
げ

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

平
成
元
年
に
お
け
る
林
業
・
木
材
製
造
業
 

（
度
数
率
・
強
度
率
・
死
傷
年
千
人
率
）
 

産
 
業
 
別
 

度
数
率
 

 
強
度
率
 

死
傷
年
千
人

率
 

林
 
 
業
 

27
.9
4 

  
  
1.
83
 

  
  
20
.8
 

木
材
製
造
業
 

  
  
 8
.2
4 

0.
30
 

  
  
10
.6
 

（
製
造
業
）
 

  
  
 3
.1
4 

  
  
0.
21
 

  
  
 2
.7
 

全
産
業
計
 

  
  
 3
.3
5 

  
  
0.
14
 

  
  
 2
.2
 

 

前
述
し
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
師
養
成
研
修
を
受
講
し
た
講
師
は
、
高
齢
化
等
に
よ
り
支
部
に
お
い
て

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
講
師
を
確
保
す
る
こ
と
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
部
に
お
い
て
令
和

3
年

11
月

25
日
に
講
師
養
成
研
修
を
実
施
し
た
。（

計
35

名
）
 

 

             （（
２２
））
業業
界界
全全
体体
のの
安安
全全
衛衛
生生
活活
動動
底底
上上
げげ
にに
係係
るる
事事
業業
  

林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
頻
度
を
度
数
率
で
見
る
と

27
.9
4（

令
和
元
年
）
と
全
産
業
の

3.
35
（
同
）
と
比

べ
非
常
に
高
く
、
死
傷
年
千
人
率
で
見
て
も
全
産
業
の

2.
2（

同
）
に
対
し

20
.8
（
同
）
と
同
様
に
高
い
。
労
働
災
害

の
重
さ
の
程
度
を
強
度
率
で
見
る
と

1.
83
（
同
）
と
全
産
業
の

0.
14
（
同
）
と
比
べ
非
常
に
重
い
状
態
で
あ
る
。
 

ま
た
、
木
材
製
造
業
は
、
強
度
率
は

0.
30
（
同
）
と
製
造
業
の

0.
21
（
同
）
と
比
べ
非
常
に
高
く
、
度
数
率
を
見

る
と

8.
24
（
同
）
と
製
造
業
の

3.
14
（
同
）
と
比
べ
高
く
、
死
傷
年
千
人
率
を
見
て
も

10
.
6（

同
）
と
製
造
業
の

2.
7（

同
）
と
比
べ
非
常
に
高
い
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
会
員
を
含
め
た
業
界
全
体
に
対
す
る
自
主
的
な
安
全
衛

生
活
動
の
底
上
げ
を
図
る
取
組
を
行
っ
た
。
 

加
え
て
、
林
材
業
の
事
業
場
は
小
規
模
零
細
の
事
業
場
が
多
数
を
占
め
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
集
中
指
導
を
行
い
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
た
。
 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
安
全
管
理
士
等
の
専
門
家
を
活
用
し
企
業
・
業
界
団
体
等
に
対
し
て
、
労
働
災
害
防
止

に
関
す

る
技
術
的
な
指

導
を
行
う
と

と
も
に
、
非
会

員
を
含
め
た

企
業
・
業
界
団

体
等
傘
下
の

事
業
場
に
対
す

る
指

導
を
行
っ
た
。
 

ア
 
企
業
・
業
界
団
体
及
び
そ
の
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る
指
導
（
年
間
）
 

令
和

3
年
度
は
、
全
国
・
複
数
ブ
ロ
ッ
ク
展
開
企
業
と
し
て
、
住
友
林
業
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
、
木

原
造
林
株
式
会
社
に
対
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
都
道
府
県
展
開
企
業
と
し
て
、
４
企
業
に
対
し
て
、
そ
の
傘
下
の
事
業

場
と
と
も
に
、
「
林
材
業
の
企
業
・
団
体
に
対
す
る
安
全
衛
生
活
動
の
技
術
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

 
主
な
技
術
支
援
は
次
の
と
お
り
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 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

 
 
 
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
、
「
事
業
場
自
主
点
検
表
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の

活
用
等

 
（
オ
）
そ
の
他
、
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
労
働
災
害
再
発
防

止
対
策
の
実
施

 
イ
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
集
中
個
別
指
導

 
（
ア
）
個
別
指
導
（
災
害
防
止
対
策
の
検
討
）

 
（
イ
）
集
団
指
導
の
実
施
（
災
害
防
止
に
向
け
た
意
識
の
向
上
）

 
（
ウ
）
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
（
安
全
水
準
の
向
上
）

 
（
エ
）
林
業
・
木
材
製
造
業
事
業
場
に
対
す
る
教
育
教
材
の
提
供

 
（
オ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
助
言
・
指
導

 
 
［
支
部
］

 
ア

 林
材

業
死

亡
労

働
災

害
多
発

警
報

発
令

要
綱

に
基

づ
く
労

働
災

害
再

発
防

止
対

策
に
つ

い
て
、
関
係
行
政
機
関
及
び
本
部
と
連
携
し
て
実
施
す
る
。

 
  

  
・
会
員
事
業
場
に
対
す
る
警
報
発
令
に
係
る
通
知
に
よ
る
注
意
喚
起

 
・

 安
全
管
理
士
等
と
連
携
し
て
事
業
場
に
対
す
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
緊
急
集
団
指
導
及

び
個
別
指
導
を
実
施
す
る
。

 
 

イ
 
重

篤
な

労
働

災
害

が
発

生
し

た
小

規
模

事
業

場
に

関
す
る

情
報

を
安

全
管

理
士

に
提
供

す
る
よ
う
に
す
る
。

 
 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
へ
の
集
中
指
導
（
14

事
業
場
以
上
）

 
イ
 
集
団
指
導
（
28

回
以
上
）

 
ウ

 
労

働
災
害

発
生
事

業
場
へ

の
再

発
防
止

対
策
の

た
め
の

現
場

安
全
パ

ト
ロ
ー

ル
等
に

よ
る
個
別
指
導
の
実
施
（
28

回
以
上
）

 
エ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
定
着
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
7
回
以
上
）

 
        

 

令
和
３
年
度
の
警
報
発
令
支
部
 

林
 
  
 業

 
４
支
部
４
回
 

木
材
製
造
業
 

 
  
 該

当
な
し
 

（
イ
）
支
部
の
取
組

 
・
支
部
長
名
に
よ
り
会
員
事
業
主
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
促
す
通
知
を
発
出
す
る
と
と
も
に
、
死
亡
労
働
災
害
が

発
生
し
た
事
業
場
に
対
す
る
指
導
を
集
中
的
に
行
っ
た
。
 

・
労
働
局
、
森
林
管
理
局
、
都
道
府
県
、
関
係
団
体
、
事
業
発
注
機
関
へ
協
力
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
報
道
機

関
に
対
し
て
報
道
を
要
請
し
た
。
 

・
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
て
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
緊
急
集
団
指
導
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
会
員
事

業
場
事
業
主
に
よ
る
自
主
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
と
一
斉
自
主
点
検
を
実
施
し
た
。
 

・
関
係
協
力
団
体
、
支
部
、
分
会
及
び
労
働
災
害
が
発
生
し
た
会
員
事
業
場
等
を
中
心
に
「
労
働
災
害
多
発
警
報

発
令
中
」
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
及
び
労
働
災
害
の
発
生
を
注
意
喚
起
す
る
の
ぼ
り
旗
の
設
置
を
行
っ
た
。
 

実
 
施
 
項
 
目
 

 
実
 
 
績
 

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

37
事
業
場
 

 
緊
急
集
団
指
導
会
の
開
催
 

 
 
 7

回
 

 
ポ
ス
タ
ー
掲
示
 

16
0
箇
所
 

 
の
ぼ
り
旗
の
設
置
 

 
28
5
箇
所
 

 
 
 
 
 

 
イ
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
集
中
個
別
指
導

 
安
全
管
理
士
の
活
用
に
よ
る
、
重
篤
な
労
働
災
害
を
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
年
間
を
通
し
た
集
中
指

導
を
実
施
し
、
集
団
指
導
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
、
一
層
実
効
性
の

あ
る
労
働
災
害
防
止
対
策
を
指
導
し
た
。

 

実
 
施
 
項
 
目
 

 
 
実
 
 
績
 

 
 
集
中
指
導
事
業
場
数
 

 
 
14

事
業
場
 

 
 
集
団
指
導
回
数
 

 
 
11

回
 

 
 
個
別
指
導
回
数
 

 
 
18

回
 

 
 
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

 
 
19

回
 

 
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

 
 
 4

回
 

  

 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

  
・
集
団
指
導
や
個
別
指
導
等
の
実
施
に
よ
る
安
全
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
適
当
な
会

員
や
そ
の
集
団
へ
の
活
用
の
働
き
か
け
 

  
・
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
な
会
員
の
安
全
管
理
士
へ

の
情
報
提
供
 

・
事
業
場
に
対
す
る
集
団
指
導
、
個
別
指
導
等
に
つ
い
て
連
携
し
て
実
施
す
る
。
 

 【
業
務
目
標
】

 
ア
 
林
業
・
木
材
製
造
業
の
企
業
に
対
す
る
自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
技
術
支
援
（
全

国
・
複
数
ブ
ロ
ッ
ク
展
開
１
～
2
企
業
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
都
道
府
県
展
開

3～
7
企
業
・

団
体
）
 

イ
 
企
業
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る
指
導
（
1
企
業
・
業
界
団
体
当
た
り

10
事
業
場
以

上
）

 
ウ
 
集
団
指
導
（
20
0
回
以
上
）

 
エ
 
個
別
指
導
（
25
0
回
以
上
）

 
オ
 
労
働
災
害
発
生
事
業
場
へ
の
再
発
防
止
対
策
の
た
め
の
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の

実
施
（
25
0
回
以
上
）

 
カ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
定
着
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
50

回
以
上
）

 
キ
 
高
年
齢
労
働
者
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
個
別
指

導

（
50

回
以
上
）

 
 

（（
３３
））
林林
材材
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
再再
発発
防防
止止
対対
策策
事事
業業
  

13
次
災
防
計
画
の
目
標
で
あ
る
死
亡
労
働
災
害
に
つ
い
て

20
17

年
と
比
較
し
て

20
22

年
ま
で
に

15
％
以
上
減
少
を
、
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
災
害
に
つ
い
て
は

5％
以
上
減
少
を

目
標
と
す
る
。

 
こ
の
た
め
、
平
成

26
年
度
か
ら
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
と
し
て
実
施
し
て
き
た
「
林

材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
」
の
発
令
に
当
た
り
、
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
当
該
支
部
と

の
連
携
し
た
取
組
み
、
ま
た
、
安
全
管
理
士
及
び
専
門
調
査
員
の
活
用
に
よ
る
、
重
篤
な
労

働
災
害
を
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
年
間
を
通
し
た
集
中
指
導
に
よ
り
、
一
層
実

効
性
の
あ
る
労
働
災
害
防
止
対
策
を
実
施
す
る
。

 
ア
 
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
労
働
災
害
防
止
対
策
の
実
施

 
（
ア
）
緊
急
集
団
指
導
の
実
施

 
（
イ
）
労
働
災
害
発
生
事
業
場
へ
の
再
発
防
止
対
策
の
た
め
の
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に

よ
る
個
別
指
導

 
（
ウ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
指
導
・
助
言

 
（
エ
）
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ
る
取
組

 

                    （（
３３
））
林林
材材
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
再再
発発
防防
止止
対対
策策
事事
業業
  

1
3
次
災
防
計
画
の
目
標
で
あ
る
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
災
害
に
つ
い
て

20
17

年
と
比
較
し
て

20
22

年
ま
で
に

15
％
以
上
減
少
を
、労

働
災
害
に
よ
る
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
災
害
に
つ
い
て
は

5 ％
以
上
減
少
を
目
標
と
し
て
い
る
。 

こ
の
た
め
、
平
成

26
年
度
か
ら
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
と
し
て
実
施
し
て
き
た
「
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発

警
報
」
の
発
令
に
当
た
り
、
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
当
該
支
部
と
の
連
携
し
た
取
組
み
、
ま
た
、
安
全
管
理
士
及
び
専

門
調
査
員
の
活
用
に
よ
る
、
重
篤
な
労
働
災
害
を
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
年
間
を
通
し
た
集
中
指
導
に
よ

り
、
一
層
実
効
性
の
あ
る
労
働
災
害
防
止
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
発
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
っ
た
。

 
 
 
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
予
防
対
策
を
実
施
し
た
た
め
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
緊
急
集
団
指
導
会

の
開
催
に
お
い
て
一
部
中
止
又
は
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
し
た
。

 
ア
 
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
労
働
災
害
防
止
対
策
の
実
施

 
（
ア
）
発
令
支
部
 

・
林
業
 
 
 

岩
手
県
支
部
、
和
歌
山
県
支
部
、
高
知
県
支
部
、
鹿
児
島
県
支
部
の
４
支
部
 

・
木
材
製
造
業
 

該
当
な
し
 



― 25 ―

 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

 
 
 
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
、
「
事
業
場
自
主
点
検
表
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の

活
用
等

 
（
オ
）
そ
の
他
、
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
労
働
災
害
再
発
防

止
対
策
の
実
施

 
イ
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
集
中
個
別
指
導

 
（
ア
）
個
別
指
導
（
災
害
防
止
対
策
の
検
討
）

 
（
イ
）
集
団
指
導
の
実
施
（
災
害
防
止
に
向
け
た
意
識
の
向
上
）

 
（
ウ
）
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
（
安
全
水
準
の
向
上
）

 
（
エ
）
林
業
・
木
材
製
造
業
事
業
場
に
対
す
る
教
育
教
材
の
提
供

 
（
オ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
助
言
・
指
導

 
 
［
支
部
］

 
ア

 林
材

業
死

亡
労

働
災

害
多
発

警
報

発
令

要
綱

に
基

づ
く
労

働
災

害
再

発
防

止
対

策
に
つ

い
て
、
関
係
行
政
機
関
及
び
本
部
と
連
携
し
て
実
施
す
る
。

 
  

  
・
会
員
事
業
場
に
対
す
る
警
報
発
令
に
係
る
通
知
に
よ
る
注
意
喚
起

 
・

 安
全
管
理
士
等
と
連
携
し
て
事
業
場
に
対
す
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
緊
急
集
団
指
導
及

び
個
別
指
導
を
実
施
す
る
。

 
 

イ
 
重

篤
な

労
働

災
害

が
発

生
し

た
小

規
模

事
業

場
に

関
す
る

情
報

を
安

全
管

理
士

に
提
供

す
る
よ
う
に
す
る
。

 
 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
へ
の
集
中
指
導
（
14

事
業
場
以
上
）

 
イ
 
集
団
指
導
（
28

回
以
上
）

 
ウ

 
労

働
災
害

発
生
事

業
場
へ

の
再

発
防
止

対
策
の

た
め
の

現
場

安
全
パ

ト
ロ
ー

ル
等
に

よ
る
個
別
指
導
の
実
施
（
28

回
以
上
）

 
エ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
定
着
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
7
回
以
上
）

 
        

 

令
和
３
年
度
の
警
報
発
令
支
部
 

林
 
  
 業

 
４
支
部
４
回
 

木
材
製
造
業
 

 
  
 該

当
な
し
 

（
イ
）
支
部
の
取
組

 
・
支
部
長
名
に
よ
り
会
員
事
業
主
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
促
す
通
知
を
発
出
す
る
と
と
も
に
、
死
亡
労
働
災
害
が

発
生
し
た
事
業
場
に
対
す
る
指
導
を
集
中
的
に
行
っ
た
。
 

・
労
働
局
、
森
林
管
理
局
、
都
道
府
県
、
関
係
団
体
、
事
業
発
注
機
関
へ
協
力
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
報
道
機

関
に
対
し
て
報
道
を
要
請
し
た
。
 

・
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
て
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
緊
急
集
団
指
導
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
会
員
事

業
場
事
業
主
に
よ
る
自
主
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
と
一
斉
自
主
点
検
を
実
施
し
た
。
 

・
関
係
協
力
団
体
、
支
部
、
分
会
及
び
労
働
災
害
が
発
生
し
た
会
員
事
業
場
等
を
中
心
に
「
労
働
災
害
多
発
警
報

発
令
中
」
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
及
び
労
働
災
害
の
発
生
を
注
意
喚
起
す
る
の
ぼ
り
旗
の
設
置
を
行
っ
た
。
 

実
 
施
 
項
 
目
 

 
実
 
 
績
 

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

37
事
業
場
 

 
緊
急
集
団
指
導
会
の
開
催
 

 
 
 7

回
 

 
ポ
ス
タ
ー
掲
示
 

16
0
箇
所
 

 
の
ぼ
り
旗
の
設
置
 

 
28
5
箇
所
 

 
 
 
 
 

 
イ
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
集
中
個
別
指
導

 
安
全
管
理
士
の
活
用
に
よ
る
、
重
篤
な
労
働
災
害
を
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
年
間
を
通
し
た
集
中
指

導
を
実
施
し
、
集
団
指
導
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
、
一
層
実
効
性
の

あ
る
労
働
災
害
防
止
対
策
を
指
導
し
た
。

 

実
 
施
 
項
 
目
 

 
 
実
 
 
績
 

 
 
集
中
指
導
事
業
場
数
 

 
 
14

事
業
場
 

 
 
集
団
指
導
回
数
 

 
 
11

回
 

 
 
個
別
指
導
回
数
 

 
 
18

回
 

 
 
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

 
 
19

回
 

 
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

 
 
 4

回
 

  

 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

  
・
集
団
指
導
や
個
別
指
導
等
の
実
施
に
よ
る
安
全
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
適
当
な
会

員
や
そ
の
集
団
へ
の
活
用
の
働
き
か
け
 

  
・
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
な
会
員
の
安
全
管
理
士
へ

の
情
報
提
供
 

・
事
業
場
に
対
す
る
集
団
指
導
、
個
別
指
導
等
に
つ
い
て
連
携
し
て
実
施
す
る
。
 

 【
業
務
目
標
】

 
ア
 
林
業
・
木
材
製
造
業
の
企
業
に
対
す
る
自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
技
術
支
援
（
全

国
・
複
数
ブ
ロ
ッ
ク
展
開
１
～
2
企
業
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
都
道
府
県
展
開

3～
7
企
業
・

団
体
）
 

イ
 
企
業
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る
指
導
（
1
企
業
・
業
界
団
体
当
た
り

10
事
業
場
以

上
）

 
ウ
 
集
団
指
導
（
20
0
回
以
上
）

 
エ
 
個
別
指
導
（
25
0
回
以
上
）

 
オ
 
労
働
災
害
発
生
事
業
場
へ
の
再
発
防
止
対
策
の
た
め
の
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の

実
施
（
25
0
回
以
上
）

 
カ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
定
着
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
50

回
以
上
）

 
キ
 
高
年
齢
労
働
者
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
個
別
指

導

（
50

回
以
上
）

 
 

（（
３３
））
林林
材材
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
再再
発発
防防
止止
対対
策策
事事
業業
  

13
次
災
防
計
画
の
目
標
で
あ
る
死
亡
労
働
災
害
に
つ
い
て

20
17

年
と
比
較
し
て

20
22

年
ま
で
に

15
％
以
上
減
少
を
、
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
災
害
に
つ
い
て
は

5％
以
上
減
少
を

目
標
と
す
る
。

 
こ
の
た
め
、
平
成

26
年
度
か
ら
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
と
し
て
実
施
し
て
き
た
「
林

材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
」
の
発
令
に
当
た
り
、
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
当
該
支
部
と

の
連
携
し
た
取
組
み
、
ま
た
、
安
全
管
理
士
及
び
専
門
調
査
員
の
活
用
に
よ
る
、
重
篤
な
労

働
災
害
を
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
年
間
を
通
し
た
集
中
指
導
に
よ
り
、
一
層
実

効
性
の
あ
る
労
働
災
害
防
止
対
策
を
実
施
す
る
。

 
ア
 
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
労
働
災
害
防
止
対
策
の
実
施

 
（
ア
）
緊
急
集
団
指
導
の
実
施

 
（
イ
）
労
働
災
害
発
生
事
業
場
へ
の
再
発
防
止
対
策
の
た
め
の
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に

よ
る
個
別
指
導

 
（
ウ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
指
導
・
助
言

 
（
エ
）
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ
る
取
組

 

                    （（
３３
））
林林
材材
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
再再
発発
防防
止止
対対
策策
事事
業業
  

1
3
次
災
防
計
画
の
目
標
で
あ
る
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
災
害
に
つ
い
て

20
17

年
と
比
較
し
て

20
22

年
ま
で
に

15
％
以
上
減
少
を
、労

働
災
害
に
よ
る
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
災
害
に
つ
い
て
は

5 ％
以
上
減
少
を
目
標
と
し
て
い
る
。 

こ
の
た
め
、
平
成

26
年
度
か
ら
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
と
し
て
実
施
し
て
き
た
「
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発

警
報
」
の
発
令
に
当
た
り
、
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
当
該
支
部
と
の
連
携
し
た
取
組
み
、
ま
た
、
安
全
管
理
士
及
び
専

門
調
査
員
の
活
用
に
よ
る
、
重
篤
な
労
働
災
害
を
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
年
間
を
通
し
た
集
中
指
導
に
よ

り
、
一
層
実
効
性
の
あ
る
労
働
災
害
防
止
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
発
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
っ
た
。

 
 
 
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
予
防
対
策
を
実
施
し
た
た
め
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
緊
急
集
団
指
導
会

の
開
催
に
お
い
て
一
部
中
止
又
は
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
し
た
。

 
ア
 
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
に
基
づ
く
労
働
災
害
防
止
対
策
の
実
施

 
（
ア
）
発
令
支
部
 

・
林
業
 
 
 

岩
手
県
支
部
、
和
歌
山
県
支
部
、
高
知
県
支
部
、
鹿
児
島
県
支
部
の
４
支
部
 

・
木
材
製
造
業
 

該
当
な
し
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業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

（
ウ
）
高
年
齢
労
働
者
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
 

 
 
 
 
上
記
（
ア
）
ａ
の
林
業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導
会
を
行
う
場
合
に
は
、
後
記

３
（
１
）
ア
の
周

知
・
指
導
用
資
料
（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
）
を
配
布
し
て
、
高

年
齢
労

働
者
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
を
図
る
。
 

ウ
 
出
前
（
集
団
）
指
導
会
の
開
催
 

 
 
 
 
47

都
道
府
県
支
部
に
お
け
る
出
前
（
集
団
）
指
導
会
を
支
援
す
る
。
 

 
 
（
ア
）
出
前
(集

団
)指

導
会
受
講
対
象
者
 

木
材
製
造
業
事
業
場
の
事
業
者
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
 

 
 
（
イ
）
出
前
(集

団
)指

導
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
事
業
者
・
安
全
管
理
担
当
者

1
日
間
（
2
時
間
程
度
）
と
し
、

労
働
者
(1

時
間
程
度
、
た
だ
し
、
希
望
者
は

2
時
間
)と

し
て
、
以
下
の
内
容
と
す
る
。
 

 
 
 
ａ
 
事
業
者
及
び
安
全
管
理
担
当
者
は
リ
ス
ク
感
受
性
を
高
め
る
演
習
と
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
手
法
の
定
着
 

 
 
 
ｂ
 
労
働
者
は
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
リ
ス
ク
感
受
性
を
高
め
る
演
習
 

エ
  
支
部
講
師
養
成
研
修
会
の
開
催
 

  
 
  
 林

業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導
会
の
実
施
に
向
け
た
支
部
講
師
養
成
研
修
会
を
開
催

す
る
。
 

 

［
支
部
］
 

集
団
指
導
会
及
び
出
前
（
集
団
）
指
導
会
に
つ
い
て
、
47

都
道
府
県
支
部
に
お
い
て
、

会
員
等
に
対
し
勧
奨
を
行
い
、
林
業
と
木
材
製
造
業
の
各
々
に
つ
い
て
開
催
す
る
。
 

な
お
、
林
業
の
集
団
指
導
会
で
は
、
支
部
管
内
の
災
害
の
動
向
、
会
員
の
要
望
等
を

踏

ま
え
て
、
林
業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導
会
を
優
先
し
て
実
施
す
る
。
 

特
に
支
部
は
、
木
材
製
造
業
の
業
界
団
体
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
へ

の

参
加
勧
奨
を
行
う
。
 

ア
 
出
席
者
数
に
つ
い
て
 

集
団
指
導
会
は
１
回

20
名
以
上
を
目
標
と
し
、
出
前
（
集
団
）
指
導
会
を
実
施
す
る

場
合
は
１
回

10
名
程
度
と
す
る
。
 

イ
 
受
講
対
象
者
に
つ
い
て
 

（
ア
）
林
業
の
集
団
指
導
会
 

林
業
の
事
業

者
、
安
全
管
理
担
当
者
、
労

働
者
の
ほ
か
、
林
業
高
年
齢

労
働
者
等

集
団
指
導
会
で
は
中
高
年
齢
者
及
び
新
規
就
業
者
 

な
お
、
林
業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導

会
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
高
年
齢
労

働
者
や
新
規
就
業
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
事
業
主
に
協
力
を
要
請
 

（
イ
）
木
材
製
造
業
（
出
前
を
含
む
）
の
集
団
指
導
会
 

出
前
集
団
指
導
（
木
材
製
造
業
版
）
 

13
支
部
 

16
回
 

 2
56

人
 

実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
林
業
版
）
導
入
の
た

め
の
集
団
指
導
会
 

38
支
部
 

57
回
 

1,
3
86

人
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（（
４４
））
実実
践践
的的
リリ
スス
クク
アア
セセ
スス
メメ
ンン
トト
導導
入入
のの
たた
めめ
のの
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
訓訓
練練
事事
業業
（（
拡拡
充充
））
  

林
材
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
は
、
度
数
率
、
死
傷
年
千
人
率
、
強
度
率

に

お
い
て
、
他
の
産
業
に
比
べ
依
然
と
し
て
高
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
 

 
 
 
こ
の
た
め
、
各
事
業
場
に
お
い
て
、
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
の
導
入
促
進
・

定
着
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、
事
業
者
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
を
対
象
に
集

団
指
導
会
を
実
施
す
る
。
 

 
 
 
林
業
に
お
い
て
は
、
50

歳
以
上
の
中
高
年
齢
者
の
死
亡
災
害
の
割
合
が
高
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
令
和
２
年
度
の
試
行
結
果
を
踏
ま
え
て
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る
高
年
齢
労
働
者

及
び

新
規

就
業

者
向

け
の

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
テ

キ
ス

ト
を

活
用

し
た

集
団

指
導

会

（
以
下
「
林
業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導
会
」
と
い
う
。）

又
は
従
来
か
ら
の
一
般
労
働

者
用
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
キ
ス
ト
を
活
用
し
集
団
指
導
会
を
実
施
す
る
。
 

木
材
製
造
業
に
お
け
る
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
製
造
ラ
イ
ン
を
止
め
る

こ

と
が
で
き
な
い
等
と
の
理
由
か
ら
、
参
加
者
数
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
引

き
続
き
小
規
模
の
木
材
製
造
業
に
対
し
て
は
、
所
要

1～
2
時
間
（
講
習

1
時
間
、
演
習

1

時
間
）
の
「
出
前
（
集
団
）
指
導
会
」
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
。
 

 
 
 
な
お
、
安
全
管
理
士
等
は
、
支
部
が
行
う
集
団
指
導
会
等
に
つ
い
て
、
指
導
・
援
助
を

行
う
。
 

ア
 
伐

木
作

業
を

行
う

中
高

年
齢

者
及

び
新

規
就

業
者

へ
の

研
修

の
充

実
 

伐
木
作
業
に

お
け
る
死
亡
労
働
災
害
の
分

析
結
果
及
び
そ
の
対
策
を
踏

ま
え
た
中
高

年
齢
者
及
び
新
規
就
業
者
向
け
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
令
和

2

年
度
に
試
行
的
に
実
施
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
テ
キ
ス
ト
の
見
直
し
・
充
実
を
図
る
。 

イ
 
集
団
指
導
会
の
開
催
 

 
 
 
 
47

都
道
府
県
支
部
に
お
け
る
集
団
指
導
会
を
支
援
す
る
。
 

 
 
（
ア
）
集
団
指
導
会
受
講
対
象
者
 

 
 
 
 
ａ
 
林
業
の
集
団
指
導
会
 

林
業
事
業

場
の
事
業
者
、
安
全
管
理
担

当
者
、
労
働
者
の
ほ
か
林
業
高
年
齢
労

働
者
等
集
団
指
導
会
で
は
高
年
齢
労
働
者
及
び
新
規
就
業
者
 

ｂ
 
木
材
製
造
業
の
集
団
指
導
会
 

 
 
 
木
材
製
造
業
事
業
場
の
事
業
者
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
 

 
 
（
イ
）
集
団
指
導
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
1
日
間
（
4
時
間
程
度
）
と
し
て
、
以
下
の
内
容
を
軸
に
実
施

す
る
。
 

 
 
 
 
ａ
 
演
習
を
主
体
と
し
た
実
践
的
簡
易
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
の
定
着
 

 
 
 
 
ｂ
 
災
防
規
程
の
周
知
 

（ （
４４
））
実実
践践
的的
リリ
スス
クク
アア
セセ
スス
メメ
ンン
トト
導導
入入
のの
たた
めめ
のの
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
訓訓
練練
事事
業業
  

林
材
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
は
、
度
数
率
、
死
傷
年
千
人
率
、
強
度
率
に
お
い
て
、
他
の
産
業
に
比
べ

依
然
と
し
て
高
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
 

 
 
 
こ
の
た
め
、
各
事
業
場
に
お
い
て
、
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
の
導
入
促
進
・
定
着
を
図
る
た
め
、
平
成

27
年
度
か
ら
、
事
業
者
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
を
対
象
に
集
団
指
導
会
を
実
施
し
て
き
た
。
 

 
 
 
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
（
平
成

12
年
～
令
和
元
年
の
死
亡
労
働
災
害
）
林
業
に
お
い
て
は
、
50

歳
以
上
の
中
高
年

齢
者
の
死
亡
災
害
の
割
合
が

80
.8
％
を
占
め
、
10

年
未
満
の
新
規
就
業
者
の
死
亡
災
害
の
割
合
は

37
.5
％
を
占
め
る

こ
と
か
ら
、
高
年
齢
労
働
者
及
び
新
規
就
業
者
向
け
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
を
実
施
し
た
。
 

木
材
製
造
業
に
お
け
る
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
製
造
ラ
イ
ン
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
等
と
の
理
由

か
ら
、
参
加
者
数
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
規
模
の
木
材
製
造
業
の
出
前
（
集
団
）
指
導
会
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
及
び
安
全
管
理
担
当
者
（
希
望
す
る
労
働
者
を
含
む
。
）
が
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
法
を
学
ぶ
た
め
に
１

時
間
の
講
習
を
受
講
し
、
そ
の
後
、
引
き
続
き
リ
ス
ク
の
感
受
性
を
高
め
る
た
め
の
１
時
間
の
演
習
を
事
業
者
、
安
全

管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
が
受
講
す
る
と
い
っ
た
方
式
で
実
施
し
た
。
 
 
 
 
 
 

 
 ア

 
集
団
指
導
会
の
開
催
 

全
国

47
都
道
府
県
支
部
に
お
い
て
木
材
製
造
業
及
び
林
業
の
集
団
指
導
会
を
計
画
し
た
も
の
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
開
催
出
来
な
い
支
部
も
あ
っ
た
。
開
催
し
た
支
部
で
は
、
林
材
業
事
業
場
の
事
業
主
、

安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
に
対
し
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
等
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
実
践
的
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
演
習
を
行
っ
た
。
 

ま
た
、
林
材
業
に
お
い
て
過
去
に
発
生
し
た
林
業
と
木
材
製
造
業
の
死
亡
災
害
を
分
析
し
、
死
亡
災
害
が
多
発
し

た
作
業
に
関
連
す
る
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
①
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
3 

死

亡
労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
林
業
作
業
（
A5

版
）」
、
死
亡
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
を
ま
と
め
た
②
「
林
業
作

業
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」（

B7
版
）」
、
林
業
に
係
る
改
正
安
衛
則
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ま
と
め
た
③
「
再

発
防
止
対
策
と
関
係
法
令
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(A
5
版

)」
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
安
全
管
理
士
に
よ
る
遵

守
指
導
件
数
の
多
い
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
④
「
林
業
 
災
防
規
程
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
（
A4

リ
ー
フ

レ
ッ
ト
）」
、
同
様
に
木
材
作
業
に
つ
い
て
も
、
⑤
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
4 

死
亡
労
働
災

害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
木
材
製
造
業
（
A5

版
）」

と
⑥
「
木
材
製
造
業
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」（

B7
版
）
」、

⑦
「
木
材
製
造
業
 
災
防
規
程
の
遵
守
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
（
A4

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）」

を
作
成
し
、
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
に
お
い
て
説
明
し
、
災
防
規
程
等
の
周
知
及
び
指
導
を
行
っ
た
。
 

イ
 
出
前
（
集
団
）
指
導
会
の
開
催
 

木
材
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
受
講
を
希
望
す
る
事
業
場
に
出
向
い
て
行
う
出
前
（
集
団
）
指
導
会
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

2
時
間
又
は

1
時
間
程
度
に
短
縮
し
て
演
習
を
実
施
し
た
。
 

集
 
団
 
指
 
導
 
会
 

実
施
支
部
数
 

実
施
回
数
 

受
講
者
数
 

実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
木
材
製
造
業
版
）
導

入
の
た
め
の
集
団
指
導
会
 

14
支
部
 

17
回
 

 2
63

人
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（
ウ
）
高
年
齢
労
働
者
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
 

 
 
 
 
上
記
（
ア
）
ａ
の
林
業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導
会
を
行
う
場
合
に
は
、
後
記

３
（
１
）
ア
の
周

知
・
指
導
用
資
料
（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
）
を
配
布
し
て
、
高

年
齢
労

働
者
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
を
図
る
。
 

ウ
 
出
前
（
集
団
）
指
導
会
の
開
催
 

 
 
 
 
47

都
道
府
県
支
部
に
お
け
る
出
前
（
集
団
）
指
導
会
を
支
援
す
る
。
 

 
 
（
ア
）
出
前
(集

団
)指

導
会
受
講
対
象
者
 

木
材
製
造
業
事
業
場
の
事
業
者
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
 

 
 
（
イ
）
出
前
(集

団
)指

導
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
事
業
者
・
安
全
管
理
担
当
者

1
日
間
（
2
時
間
程
度
）
と
し
、

労
働
者
(1

時
間
程
度
、
た
だ
し
、
希
望
者
は

2
時
間
)と

し
て
、
以
下
の
内
容
と
す
る
。
 

 
 
 
ａ
 
事
業
者
及
び
安
全
管
理
担
当
者
は
リ
ス
ク
感
受
性
を
高
め
る
演
習
と
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
手
法
の
定
着
 

 
 
 
ｂ
 
労
働
者
は
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
リ
ス
ク
感
受
性
を
高
め
る
演
習
 

エ
  
支
部
講
師
養
成
研
修
会
の
開
催
 

  
 
  
 林

業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導
会
の
実
施
に
向
け
た
支
部
講
師
養
成
研
修
会
を
開
催

す
る
。
 

 

［
支
部
］
 

集
団
指
導
会
及
び
出
前
（
集
団
）
指
導
会
に
つ
い
て
、
47

都
道
府
県
支
部
に
お
い
て
、

会
員
等
に
対
し
勧
奨
を
行
い
、
林
業
と
木
材
製
造
業
の
各
々
に
つ
い
て
開
催
す
る
。
 

な
お
、
林
業
の
集
団
指
導
会
で
は
、
支
部
管
内
の
災
害
の
動
向
、
会
員
の
要
望
等
を

踏

ま
え
て
、
林
業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導
会
を
優
先
し
て
実
施
す
る
。
 

特
に
支
部
は
、
木
材
製
造
業
の
業
界
団
体
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
へ

の

参
加
勧
奨
を
行
う
。
 

ア
 
出
席
者
数
に
つ
い
て
 

集
団
指
導
会
は
１
回

20
名
以
上
を
目
標
と
し
、
出
前
（
集
団
）
指
導
会
を
実
施
す
る

場
合
は
１
回

10
名
程
度
と
す
る
。
 

イ
 
受
講
対
象
者
に
つ
い
て
 

（
ア
）
林
業
の
集
団
指
導
会
 

林
業
の
事
業

者
、
安
全
管
理
担
当
者
、
労

働
者
の
ほ
か
、
林
業
高
年
齢

労
働
者
等

集
団
指
導
会
で
は
中
高
年
齢
者
及
び
新
規
就
業
者
 

な
お
、
林
業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導

会
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
高
年
齢
労

働
者
や
新
規
就
業
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
事
業
主
に
協
力
を
要
請
 

（
イ
）
木
材
製
造
業
（
出
前
を
含
む
）
の
集
団
指
導
会
 

出
前
集
団
指
導
（
木
材
製
造
業
版
）
 

13
支
部
 

16
回
 

 2
56

人
 

実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
林
業
版
）
導
入
の
た

め
の
集
団
指
導
会
 

38
支
部
 

57
回
 

1,
3
86

人
 

 
 

  

                            

 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

（（
４４
））
実実
践践
的的
リリ
スス
クク
アア
セセ
スス
メメ
ンン
トト
導導
入入
のの
たた
めめ
のの
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
訓訓
練練
事事
業業
（（
拡拡
充充
））
  

林
材
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
は
、
度
数
率
、
死
傷
年
千
人
率
、
強
度
率

に

お
い
て
、
他
の
産
業
に
比
べ
依
然
と
し
て
高
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
 

 
 
 
こ
の
た
め
、
各
事
業
場
に
お
い
て
、
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
の
導
入
促
進
・

定
着
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、
事
業
者
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
を
対
象
に
集

団
指
導
会
を
実
施
す
る
。
 

 
 
 
林
業
に
お
い
て
は
、
50

歳
以
上
の
中
高
年
齢
者
の
死
亡
災
害
の
割
合
が
高
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
令
和
２
年
度
の
試
行
結
果
を
踏
ま
え
て
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る
高
年
齢
労
働
者

及
び

新
規

就
業

者
向

け
の

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
テ

キ
ス

ト
を

活
用

し
た

集
団

指
導

会

（
以
下
「
林
業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導
会
」
と
い
う
。）

又
は
従
来
か
ら
の
一
般
労
働

者
用
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
キ
ス
ト
を
活
用
し
集
団
指
導
会
を
実
施
す
る
。
 

木
材
製
造
業
に
お
け
る
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
製
造
ラ
イ
ン
を
止
め
る

こ

と
が
で
き
な
い
等
と
の
理
由
か
ら
、
参
加
者
数
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
引

き
続
き
小
規
模
の
木
材
製
造
業
に
対
し
て
は
、
所
要

1～
2
時
間
（
講
習

1
時
間
、
演
習

1

時
間
）
の
「
出
前
（
集
団
）
指
導
会
」
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
。
 

 
 
 
な
お
、
安
全
管
理
士
等
は
、
支
部
が
行
う
集
団
指
導
会
等
に
つ
い
て
、
指
導
・
援
助
を

行
う
。
 

ア
 
伐

木
作

業
を

行
う

中
高

年
齢

者
及

び
新

規
就

業
者

へ
の

研
修

の
充

実
 

伐
木
作
業
に

お
け
る
死
亡
労
働
災
害
の
分

析
結
果
及
び
そ
の
対
策
を
踏

ま
え
た
中
高

年
齢
者
及
び
新
規
就
業
者
向
け
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
令
和

2

年
度
に
試
行
的
に
実
施
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
テ
キ
ス
ト
の
見
直
し
・
充
実
を
図
る
。 

イ
 
集
団
指
導
会
の
開
催
 

 
 
 
 
47

都
道
府
県
支
部
に
お
け
る
集
団
指
導
会
を
支
援
す
る
。
 

 
 
（
ア
）
集
団
指
導
会
受
講
対
象
者
 

 
 
 
 
ａ
 
林
業
の
集
団
指
導
会
 

林
業
事
業

場
の
事
業
者
、
安
全
管
理
担

当
者
、
労
働
者
の
ほ
か
林
業
高
年
齢
労

働
者
等
集
団
指
導
会
で
は
高
年
齢
労
働
者
及
び
新
規
就
業
者
 

ｂ
 
木
材
製
造
業
の
集
団
指
導
会
 

 
 
 
木
材
製
造
業
事
業
場
の
事
業
者
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
 

 
 
（
イ
）
集
団
指
導
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
1
日
間
（
4
時
間
程
度
）
と
し
て
、
以
下
の
内
容
を
軸
に
実
施

す
る
。
 

 
 
 
 
ａ
 
演
習
を
主
体
と
し
た
実
践
的
簡
易
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
の
定
着
 

 
 
 
 
ｂ
 
災
防
規
程
の
周
知
 

（（
４４
））
実実
践践
的的
リリ
スス
クク
アア
セセ
スス
メメ
ンン
トト
導導
入入
のの
たた
めめ
のの
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
訓訓
練練
事事
業業
  

林
材
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
は
、
度
数
率
、
死
傷
年
千
人
率
、
強
度
率
に
お
い
て
、
他
の
産
業
に
比
べ

依
然
と
し
て
高
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
 

 
 
 
こ
の
た
め
、
各
事
業
場
に
お
い
て
、
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
の
導
入
促
進
・
定
着
を
図
る
た
め
、
平
成

27
年
度
か
ら
、
事
業
者
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
を
対
象
に
集
団
指
導
会
を
実
施
し
て
き
た
。
 

 
 
 
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
（
平
成

12
年
～
令
和
元
年
の
死
亡
労
働
災
害
）
林
業
に
お
い
て
は
、
50

歳
以
上
の
中
高
年

齢
者
の
死
亡
災
害
の
割
合
が

80
.8
％
を
占
め
、
10

年
未
満
の
新
規
就
業
者
の
死
亡
災
害
の
割
合
は

37
.5
％
を
占
め
る

こ
と
か
ら
、
高
年
齢
労
働
者
及
び
新
規
就
業
者
向
け
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
を
実
施
し
た
。
 

木
材
製
造
業
に
お
け
る
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
製
造
ラ
イ
ン
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
等
と
の
理
由

か
ら
、
参
加
者
数
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
規
模
の
木
材
製
造
業
の
出
前
（
集
団
）
指
導
会
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
及
び
安
全
管
理
担
当
者
（
希
望
す
る
労
働
者
を
含
む
。
）
が
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
法
を
学
ぶ
た
め
に
１

時
間
の
講
習
を
受
講
し
、
そ
の
後
、
引
き
続
き
リ
ス
ク
の
感
受
性
を
高
め
る
た
め
の
１
時
間
の
演
習
を
事
業
者
、
安
全

管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
が
受
講
す
る
と
い
っ
た
方
式
で
実
施
し
た
。
 
 
 
 
 
 

 
 ア

 
集
団
指
導
会
の
開
催
 

全
国

47
都
道
府
県
支
部
に
お
い
て
木
材
製
造
業
及
び
林
業
の
集
団
指
導
会
を
計
画
し
た
も
の
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
開
催
出
来
な
い
支
部
も
あ
っ
た
。
開
催
し
た
支
部
で
は
、
林
材
業
事
業
場
の
事
業
主
、

安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
に
対
し
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
等
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
実
践
的
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
演
習
を
行
っ
た
。
 

ま
た
、
林
材
業
に
お
い
て
過
去
に
発
生
し
た
林
業
と
木
材
製
造
業
の
死
亡
災
害
を
分
析
し
、
死
亡
災
害
が
多
発
し

た
作
業
に
関
連
す
る
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
①
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
3 

死

亡
労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
林
業
作
業
（
A5

版
）」
、
死
亡
労
働
災
害
再
発
防
止
対
策
を
ま
と
め
た
②
「
林
業
作

業
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」（

B7
版
）」
、
林
業
に
係
る
改
正
安
衛
則
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ま
と
め
た
③
「
再

発
防
止
対
策
と
関
係
法
令
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(A
5
版

)」
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
安
全
管
理
士
に
よ
る
遵

守
指
導
件
数
の
多
い
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
④
「
林
業
 
災
防
規
程
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
（
A4

リ
ー
フ

レ
ッ
ト
）」
、
同
様
に
木
材
作
業
に
つ
い
て
も
、
⑤
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
4 

死
亡
労
働
災

害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
木
材
製
造
業
（
A5

版
）」

と
⑥
「
木
材
製
造
業
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」（

B7
版
）
」、

⑦
「
木
材
製
造
業
 
災
防
規
程
の
遵
守
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
（
A4

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）」

を
作
成
し
、
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
に
お
い
て
説
明
し
、
災
防
規
程
等
の
周
知
及
び
指
導
を
行
っ
た
。
 

イ
 
出
前
（
集
団
）
指
導
会
の
開
催
 

木
材
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
受
講
を
希
望
す
る
事
業
場
に
出
向
い
て
行
う
出
前
（
集
団
）
指
導
会
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

2
時
間
又
は

1
時
間
程
度
に
短
縮
し
て
演
習
を
実
施
し
た
。
 

集
 
団
 
指
 
導
 
会
 

実
施
支
部
数
 

実
施
回
数
 

受
講
者
数
 

実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
木
材
製
造
業
版
）
導

入
の
た
め
の
集
団
指
導
会
 

14
支
部
 

17
回
 

 2
63

人
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 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

（
ウ
）
未
受
診
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
場
及
び
未
受
診
労
働
者
に
対
す
る
電
話
照
会
、
文

書
照
会
及
び
訪
問
調
査
等
の
実
施

 
（
エ
）
各
支
部
職
員
、
支
部
長
が
任
命
す
る
振
動
工
具
取
扱
労
働
者
特
殊
健
康
診
断
受
診
勧

奨
指
導
員
及
び
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
調
査
員
に
よ
り
、（

ア
）
～
（
ウ
）
の

取
り
組
み
と
と
も
に
受
診
指
導
、
勧
奨
及
び
相
談
業
務
を
行
い
、
受
診
率
の
向
上
を

図

る
。

 
イ
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業

 
（
ア
）
特
殊
健
診
に
つ
い
て
、
実
施
計
画
を
作
成
し
本
部
に
報
告

 
（
イ
）
公
共
広
報
等
を
活
用
す
る
な
ど
あ
ら
ゆ
る
広
報
手
段
を
用
い
て
会
員
事
業
場
を
は

じ
め
と
す
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
に
あ
ま
ね
く
周
知
し
、
特
殊
健
診
を
実
施

 
（
ウ
）
健
診
結
果
に
基
づ
く
適
正
な
健
康
管
理
並
び
に
振
動
障
害
の
防
止
に
つ
い
て
、
事

業
主
及
び
労
働
者

に
所
要
の
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
併
せ
て
労
働
災
害
補

償
保
険

制
度
の
周
知
を
図
る
。

 
ウ
 
都
道
府
県
労
働
局
及
び
労
働
基
準
監
督
署
と
協
力
し
て
巡
回
特
殊
健
診
の
周
知
及
び
未

受
診
事
業
場
へ
の
受
診
勧
奨
を
進
め
る
。

 
 【
業
務
目
標
】

 
ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
健
診
促
進
事
業

 
 

  
  
（
ア
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
登
録
台
帳
の
作
成
、
管
理

 
 

  
  
（
イ
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
の
特
殊
健
診
実
施
状
況
の
把
握

 
 

  
  
（
ウ
）
事
業
者
に
対
す
る
特
殊
健
診
実
施
の
勧
奨
・
指
導

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
約

3,
30
0
事
業
場
）

 
 

  
  
（
エ
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
に
対
す
る
特
殊
健
診
受
診
の
勧
奨
・
指
導

 
イ
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業

 
 

  
  
（
ア
）
健
診
助
成
対
象
者
数
 
18
,0
00

人
 

 
  

  
（
イ
）
1
年
間
特
殊
健
診
未
受
診
者
の
い
る
事
業
場
の
率
が

50
%以

内
 

及
び

3
年
間
特
殊
健
診
未
受
診
労
働
者
の
未
受
診
率
が

10
％
以
内
を
目
標
と
す

る
。

 

林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
の
振
動
障
害
の
予
防
を
図
る
た
め
、
健
診
班
を
編
成
し
て
巡
回
す
る
こ
と
に
よ

り
、
受
診
機
会
の
少
な
い
労
働
者
に
対
し
特
殊
健
康
診
断
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
健
診
促
進
事
業
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
者
（
約

3,
30
0
事
業
場
）
に
対
し
て
は
、
特
殊
健
康
診
断
の
通

知
及
び
受
診
勧
奨
文
を
送
付
し
て
周
知
を
図
っ
た
。
 

た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
は
あ
っ
た
も
の
の
、
巡
回
特
殊
健
康
診
断
は
前
年
度
と
比

べ
1,
33
5
人
の
増
加
、
特
殊
健
診
受
診
者
全
体
数
で
も
前
年
度
と
比
べ

1,
51
6
人
の
増
加
と
な
っ
た
。
 

特
殊
健
診
受
診
者
数
 

（
振
動
障
害
特
殊
健
診
実
施
状
況
調
査
に
よ
る
）
 

19
,
00
8
人
 

上
欄
の
う
ち
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業
に
よ
る
受
診
者
数
 

（
厚
生
労
働
省
補
助
事
業
助
成
対
象
受
診
者
数
）
 

17
,
30
7
人
 

 

       

 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

 
 
 
 
 
木
材
製
造
業
の
事
業
者
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
 

ウ
 
実
施
方
法
 

 
 
 
 
集
団
指
導
会
実
施
要
領
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

ア
 
木
材
製
造
業
の
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入
す
る
た
め
の
集
団
指
導

会

の
実
施
 
（
受
講
者
数
 
50
0
名
以
上
）
 

イ
 
木
材
製
造
業
の
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入
す
る
た
め
の
出
前
（
集
団
）

指
導
会
の
実
施
 
（
出
前
回
数
１
支
部

2
箇
所
以
上
、
受
講
者
数
 
50
0
名
以
上
）
 

ウ
 
林
業
の
中
高
年
齢
者
及
び
新
規
就
業
者
を
含
め
た
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト

を
導
入
す
る
た
め
の
集
団
指
導
会
の
実
施
 
（
受
講
者
数
 
1,
00
0
名
以
上
）
 

エ
 
林
業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導
会
の
た
め
の
講
師
の
養
成
（
受
講
支
部
 
30

支

部
以
上
）
 

（
ア
）
本
部
主
催
に
よ
る
支
部
講
師
養
成
研
修
の
実
施
 

  ２２
  
労労
働働
災災
害害
防防
止止
特特
別別
活活
動動
推推
進進
事事
業業
（（
補補
助助
事事
業業
））
  

（（
１１
））
振振
動動
障障
害害
予予
防防
のの
たた
めめ
のの
特特
殊殊
健健
診診
等等
のの
定定
着着
促促
進進
事事
業業
  

ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
健
診
促
進
事
業

 
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取

扱
事
業
場
及
び
労
働
者
を
個

々
に
把
握
し
特
殊
健
診
未
受

診
者
に

対
し
て
受
診
勧
奨
を
行
う
。

 
 

  
（
ア
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
登
録
台
帳
の
作
成
、
管
理

 
 

  
（
イ
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
の
特
殊
健
診
実
施
状
況
の
把
握

 
（
ウ
）
（
ア
）
及
び
（
イ
）
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
特
殊
健
診
未
受
診
労
働
者
を
把
握

し
た
場
合
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
及
び
労
働
者
へ
の
受
診
勧
奨
・
指
導

 
イ
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業

 
 
 
 
支
部
と
連
携
の
上
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
取
り
扱
う
労
働
者
を
対
象
と
し
て
、
林
業
巡
回

特
殊
健
康
診
断
実
施
に
対
す
る
指
導
及
び
健
診
受
診
者
へ
の
一
部
助
成
を
行
う
。

 
ウ
 
労
働
基
準
行
政
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
周
知
・
勧
奨

 
 
 
 
労
働
基
準
行
政
機
関
と
連
携
を
図
り
、
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
に
つ
い
て
周
知
を
行

い
、
受
診
勧
奨
等
を
進
め
る
よ
う
支
部
を
指
導
す
る
。

 
 ［
支
部
］

 
ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
健
診
促
進
事
業

 
（
ア
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
登
録
台
帳
記
載
事
項
の
現
況
調
査

 
（
イ
）
新
規
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
及
び
労
働
者
の
調
査

 

               ２２
  
労労
働働
災災
害害
防防
止止
特特
別別
活活
動動
推推
進進
事事
業業
（（
補補
助助
事事
業業
））
  

（（
１１
））
振振
動動
障障
害害
予予
防防
のの
たた
めめ
のの
特特
殊殊
健健
診診
等等
のの
定定
着着
促促
進進
事事
業業
  

ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
健
診
促
進
事
業

 
未
受
診
労
働
者
の
よ
り
一
層
の
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
、「

林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
雇
用
状
況
等
及

び
振
動
特
殊
健
診
実
施
状
況
調
査
票
」
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
場
に
お
け
る
雇
用
労
働
者
の
そ

の
後
の
変
動
調
査
を
含
む
健
診
状
況
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、「

新
規
に
シ
ス
テ
ム
登
録
す
る
事
業
場
に
対
す
る
調

査
」
に
よ
り
新
た
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
及
び
労
働
者
の
把
握
を
行
い
、
当
該
調
査
結
果
に
基
づ
き
令
和

2

年
度
未
受
診
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
場
及
び

3
年
以
上
の
未
受
診
労
働
者
等
に
対
し
、
特
殊
健
診
の
受
診
の
勧

奨
・
指
導
を
行
っ
た
。
 

ま
た
、
厚
生
労
働
省
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
者
に
対

す
る
巡
回
特
殊
健
康
診
断
の
周
知
と
受
診
勧
奨
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
す
る
な
ど
、
行
政
と
の
連
携
を
図
っ
た
。
 

 林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
登
録
事
業
場
数
（
３
年
度
末
）
 

3,
2
82

事
業
場
 

特
殊
健
診
受
診
勧
奨
事
業
場
数
（
２
年
度
１
年
間
未
受
診
者
の
い
た
事
業
場
）
 

1,
9
06

事
業
場
 

林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
登
録
労
働
者
数
（
３
年
度
末
）
 

27
,
78
1
人
 

特
殊
健
診
受
診
勧
奨
労
働
者
数
（
２
年
度

3
年
以
上
未
受
診
）
 

2,
4
00

人
 

 

イ
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業
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 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

（
ウ
）
未
受
診
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
場
及
び
未
受
診
労
働
者
に
対
す
る
電
話
照
会
、
文

書
照
会
及
び
訪
問
調
査
等
の
実
施

 
（
エ
）
各
支
部
職
員
、
支
部
長
が
任
命
す
る
振
動
工
具
取
扱
労
働
者
特
殊
健
康
診
断
受
診
勧

奨
指
導
員
及
び
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
調
査
員
に
よ
り
、（

ア
）
～
（
ウ
）
の

取
り
組
み
と
と
も
に
受
診
指
導
、
勧
奨
及
び
相
談
業
務
を
行
い
、
受
診
率
の
向
上
を

図

る
。

 
イ
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業

 
（
ア
）
特
殊
健
診
に
つ
い
て
、
実
施
計
画
を
作
成
し
本
部
に
報
告

 
（
イ
）
公
共
広
報
等
を
活
用
す
る
な
ど
あ
ら
ゆ
る
広
報
手
段
を
用
い
て
会
員
事
業
場
を
は

じ
め
と
す
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
に
あ
ま
ね
く
周
知
し
、
特
殊
健
診
を
実
施

 
（
ウ
）
健
診
結
果
に
基
づ
く
適
正
な
健
康
管
理
並
び
に
振
動
障
害
の
防
止
に
つ
い
て
、
事

業
主
及
び
労
働
者

に
所
要
の
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
併
せ
て
労
働
災
害
補

償
保
険

制
度
の
周
知
を
図
る
。

 
ウ
 
都
道
府
県
労
働
局
及
び
労
働
基
準
監
督
署
と
協
力
し
て
巡
回
特
殊
健
診
の
周
知
及
び
未

受
診
事
業
場
へ
の
受
診
勧
奨
を
進
め
る
。

 
 【
業
務
目
標
】

 
ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
健
診
促
進
事
業

 
 

  
  
（
ア
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
登
録
台
帳
の
作
成
、
管
理

 
 

  
  
（
イ
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
の
特
殊
健
診
実
施
状
況
の
把
握

 
 

  
  
（
ウ
）
事
業
者
に
対
す
る
特
殊
健
診
実
施
の
勧
奨
・
指
導

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
約

3,
30
0
事
業
場
）

 
 

  
  
（
エ
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
に
対
す
る
特
殊
健
診
受
診
の
勧
奨
・
指
導

 
イ
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業

 
 

  
  
（
ア
）
健
診
助
成
対
象
者
数
 
18
,0
00

人
 

 
  

  
（
イ
）
1
年
間
特
殊
健
診
未
受
診
者
の
い
る
事
業
場
の
率
が

50
%以

内
 

及
び

3
年
間
特
殊
健
診
未
受
診
労
働
者
の
未
受
診
率
が

10
％
以
内
を
目
標
と
す

る
。

 

林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
の
振
動
障
害
の
予
防
を
図
る
た
め
、
健
診
班
を
編
成
し
て
巡
回
す
る
こ
と
に
よ

り
、
受
診
機
会
の
少
な
い
労
働
者
に
対
し
特
殊
健
康
診
断
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
健
診
促
進
事
業
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
者
（
約

3,
30
0
事
業
場
）
に
対
し
て
は
、
特
殊
健
康
診
断
の
通

知
及
び
受
診
勧
奨
文
を
送
付
し
て
周
知
を
図
っ
た
。
 

た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
は
あ
っ
た
も
の
の
、
巡
回
特
殊
健
康
診
断
は
前
年
度
と
比

べ
1,
33
5
人
の
増
加
、
特
殊
健
診
受
診
者
全
体
数
で
も
前
年
度
と
比
べ

1,
51
6
人
の
増
加
と
な
っ
た
。
 

特
殊
健
診
受
診
者
数
 

（
振
動
障
害
特
殊
健
診
実
施
状
況
調
査
に
よ
る
）
 

19
,
00
8
人
 

上
欄
の
う
ち
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業
に
よ
る
受
診
者
数
 

（
厚
生
労
働
省
補
助
事
業
助
成
対
象
受
診
者
数
）
 

17
,
30
7
人
 

 

       

 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

 
 
 
 
 
木
材
製
造
業
の
事
業
者
、
安
全
管
理
担
当
者
及
び
労
働
者
 

ウ
 
実
施
方
法
 

 
 
 
 
集
団
指
導
会
実
施
要
領
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

ア
 
木
材
製
造
業
の
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入
す
る
た
め
の
集
団
指
導

会

の
実
施
 
（
受
講
者
数
 
50
0
名
以
上
）
 

イ
 
木
材
製
造
業
の
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入
す
る
た
め
の
出
前
（
集
団
）

指
導
会
の
実
施
 
（
出
前
回
数
１
支
部

2
箇
所
以
上
、
受
講
者
数
 
50
0
名
以
上
）
 

ウ
 
林
業
の
中
高
年
齢
者
及
び
新
規
就
業
者
を
含
め
た
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト

を
導
入
す
る
た
め
の
集
団
指
導
会
の
実
施
 
（
受
講
者
数
 
1,
00
0
名
以
上
）
 

エ
 
林
業
高
年
齢
労
働
者
等
集
団
指
導
会
の
た
め
の
講
師
の
養
成
（
受
講
支
部
 
30

支

部
以
上
）
 

（
ア
）
本
部
主
催
に
よ
る
支
部
講
師
養
成
研
修
の
実
施
 

  ２２
  
労労
働働
災災
害害
防防
止止
特特
別別
活活
動動
推推
進進
事事
業業
（（
補補
助助
事事
業業
））
  

（（
１１
））
振振
動動
障障
害害
予予
防防
のの
たた
めめ
のの
特特
殊殊
健健
診診
等等
のの
定定
着着
促促
進進
事事
業業
  

ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
健
診
促
進
事
業

 
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取

扱
事
業
場
及
び
労
働
者
を
個

々
に
把
握
し
特
殊
健
診
未
受

診
者
に

対
し
て
受
診
勧
奨
を
行
う
。

 
 

  
（
ア
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
登
録
台
帳
の
作
成
、
管
理

 
 

  
（
イ
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
の
特
殊
健
診
実
施
状
況
の
把
握

 
（
ウ
）
（
ア
）
及
び
（
イ
）
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
特
殊
健
診
未
受
診
労
働
者
を
把
握

し
た
場
合
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
及
び
労
働
者
へ
の
受
診
勧
奨
・
指
導

 
イ
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業

 
 
 
 
支
部
と
連
携
の
上
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
取
り
扱
う
労
働
者
を
対
象
と
し
て
、
林
業
巡
回

特
殊
健
康
診
断
実
施
に
対
す
る
指
導
及
び
健
診
受
診
者
へ
の
一
部
助
成
を
行
う
。

 
ウ
 
労
働
基
準
行
政
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
周
知
・
勧
奨

 
 
 
 
労
働
基
準
行
政
機
関
と
連
携
を
図
り
、
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
に
つ
い
て
周
知
を
行

い
、
受
診
勧
奨
等
を
進
め
る
よ
う
支
部
を
指
導
す
る
。

 
 ［
支
部
］

 
ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
健
診
促
進
事
業

 
（
ア
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
登
録
台
帳
記
載
事
項
の
現
況
調
査

 
（
イ
）
新
規
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
及
び
労
働
者
の
調
査

 

               ２２
  
労労
働働
災災
害害
防防
止止
特特
別別
活活
動動
推推
進進
事事
業業
（（
補補
助助
事事
業業
））
  

（（
１１
））
振振
動動
障障
害害
予予
防防
のの
たた
めめ
のの
特特
殊殊
健健
診診
等等
のの
定定
着着
促促
進進
事事
業業
  

ア
 
林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
健
診
促
進
事
業

 
未
受
診
労
働
者
の
よ
り
一
層
の
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
、「

林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
雇
用
状
況
等
及

び
振
動
特
殊
健
診
実
施
状
況
調
査
票
」
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
場
に
お
け
る
雇
用
労
働
者
の
そ

の
後
の
変
動
調
査
を
含
む
健
診
状
況
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、「

新
規
に
シ
ス
テ
ム
登
録
す
る
事
業
場
に
対
す
る
調

査
」
に
よ
り
新
た
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
事
業
場
及
び
労
働
者
の
把
握
を
行
い
、
当
該
調
査
結
果
に
基
づ
き
令
和

2

年
度
未
受
診
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
場
及
び

3
年
以
上
の
未
受
診
労
働
者
等
に
対
し
、
特
殊
健
診
の
受
診
の
勧

奨
・
指
導
を
行
っ
た
。
 

ま
た
、
厚
生
労
働
省
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
者
に
対

す
る
巡
回
特
殊
健
康
診
断
の
周
知
と
受
診
勧
奨
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
す
る
な
ど
、
行
政
と
の
連
携
を
図
っ
た
。
 

 林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
登
録
事
業
場
数
（
３
年
度
末
）
 

3,
2
82

事
業
場
 

特
殊
健
診
受
診
勧
奨
事
業
場
数
（
２
年
度
１
年
間
未
受
診
者
の
い
た
事
業
場
）
 

1,
9
06

事
業
場
 

林
業
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
登
録
労
働
者
数
（
３
年
度
末
）
 

27
,
78
1
人
 

特
殊
健
診
受
診
勧
奨
労
働
者
数
（
２
年
度

3
年
以
上
未
受
診
）
 

2,
4
00

人
 

 

イ
 
林
業
巡
回
特
殊
健
康
診
断
事
業
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 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

○
適
切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一

方
、
①
に
つ
い
て
は
適

切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
表
現
と
し
て
「
各
種
の
対
策

に
取
り
組
む
中
で
・
・
・
・
・
・
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
」
と
い
う
箇
所
に
つ

い
て
は
過
大

な
表
現
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。
②
に
つ
い
て
は
数
値
目

標
と
し
て
「
集
団
指
導
回
数

」
、
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は

目
標
の
数
字
を
下
回
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
目
標
達
成

の

指
標
と
し
て

数
値
は
評
価
し
や
す
い
で
す
が

、
実
施
内
容
や
方
法
が
良
か
っ

た
と
い
う
評
価
も
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を

適
切
に
表
現
し
て
こ
の
よ
う
な

自
己
評
価
点
数
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
さ
れ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す

。
 

○
成
果
目
標

4
項
目
の
う
ち

2
項
目
で
目
標

を
達
成
し
た
。
林
災
防
自
己
評

価
に
お
い
て
「
全
体
と
し
て
き

め
細
か
な
再
発
防
止
の
指
導
が
で
き
た
。
」
と
あ
る
が

、
各
種
指
導
の
理
解
度
や
定
着
度
な
ど

、
ア
ウ
ト
カ
ム
の
デ
ー
タ
が

あ

れ
ば
、
よ
り

よ
い
評
価
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
 

○
警
報
発
令

を
行
う
な
ど
再
発
防
止
に
努
め

た
。
 

（（
実実
践践
的的
リリ
スス
クク
アア
セセ
スス
メメ
ンン
トト
導導
入入
のの
たた
めめ
のの
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
訓訓
練練
事事
業業

））
  

○
林
材
業
の

実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

導
入
の
た
め
の
教
育
訓
練
は
、
本
手

法
の
導
入
に
意
義
あ
る
も

の
と
思
料
で
き
る
。
現
場
の
対
応
を

見
る
と
林
業
に
お
い
て
は
、
興

味
を
持
た
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
木
材
業
に
つ
い
て
は

意
識
が
低
い

の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
対

象
者
に
対
す
る
母
数
が
違
い
、

成
果
目
標
値
が
大
き
す
ぎ
る
の
か
定
か
で
な
い
。
一
考
を
要
す

る
。
 

○
木
材
製
造

業
に
お
け
る
出
前
指
導
会
に
つ

い
て
は
、
事
業
場
の
実
態
を
踏

ま
え
、
講
習
時
間
や
対
象
者
を

工
夫
す
る
な
ど
、
受
講
し
や
す

い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ

と
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し

、
こ
の
記
載
は
令
和

2
年
度
も
同

様
で
あ
り
、

前
年
度
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え

、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。
 

○
林
業
に
お

け
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

集
団
指
導
会
は
目
標
（
1,
00
0
人
）
を
超
え
る
受
講
者
数
で
あ
っ
た
。
木
材
製
造
業
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
集
団
指
導
会
・
出
前

指
導
会
と
も
に
目
標

数
を
下
回
っ
た
た
め
、
更
な
る

努
力
が
求
め

ら
れ
る
。
 

○
出
前
集
団

指
導
（
木
材
製
造
業
）
 

 
目
標
に
対

し
て
受
講
者
が
少
な
い
の
は
、

製
造
業
→
流
通
業
へ
変
化
し
て

い
る
の
で
は
。
 

○
自
己
評
価

に
示
さ
れ
て
い
る
②
、
③
に
つ

い
て
は
達
成
目
標
の
半
分
程
度

と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

自
己
評
価
点
が
少
し
高
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
 

○
成
果
目
標

4
項
目
の
う
ち

2
項
目
で
目
標

を
達
成
し
た
。
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
集
団
指
導
会
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
高
い
評
価
を
得
た
。
 

○
集
団
指
導

、
出
前
指
導
な
ど
適
切
に
な
さ

れ
て
い
る
。
 

（（
振振
動動
障障
害害
予予
防防
のの
たた
めめ
のの
特特
殊殊
健健
診診
等等
のの
定定
着着
促促
進進
事事
業業
））
  

○
本
事
業
の

未
受
診
労
働
者
数
が
、
2年

度
よ

り
減
り
、
未
受
診
事
業
所
割

合
も
目
標
値
以
下
に
達
成
で
き

た
。
ま
た
特
殊
健
診
受
診
者
数

も
、
令
和
2年

度
よ
り
増
加
し

た
な
ど
令
和
3年

度
の
事
業
と

し
て
目
標
を
達
成
し
た
の
で
は

な

い
か
と
思
う

。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
り
、
難
し
い
と
思
わ
れ
る

が
、
引
き
続
き
行
政
の
支
援
も

得
て
、
努
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
 

○
3年

間
未
受

診
者
の
未
受
診
率
10
％
以
内

の
目
標
に
対
し
て
は
、
9.
1％

と
目
標
を
達
成
し
た
。
未
受
診

者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
受

診
者
数
は
前
年
に
比
べ
増
加
し
て
お
り
、
振
動
障
害
予
防
健
診
の

周
知
徹
底
・
受
診
勧
奨
の
強
化

が
着
実
に
な

さ
れ
て
い
る
。
 

○
ど
の
よ
う

な
事
業
体
が
受
け
て
い
な
い
の

か
？
 

○
確
実
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
16
,5
8
0千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

会
計
上
問
題
な
い
で
し
ょ
う
か

。
 

○
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
取
扱
登
録
事
業
場
に
お
け

る
特
殊
健
診
受
診
者
数
が
増
加

し
た
。
健
診
助
成
対
象
者
を
18
,
00
0人

と
す
る
こ
と
、
１
年
間

未
受
診
者
の
い
る
事
業
場
の
割

合
を
50
%以

内
及
び
３
年
間
未
受
診
労
働
者
の
未
受
診
率
10
%

以
内
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
目
標
を
や

や
下
回
っ
た
も
の
の
ほ
ぼ
達
成

し
た
。
 

○
振
動
障
害

は
重
篤
な
障
害
で
あ
り
予
防
に

努
め
た
。
 

  【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

（（
伐伐
木木
作作
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
撲撲
滅滅
にに
向向
けけ
たた
対対
策策
にに
係係
るる
取取
組組
（（
拡拡
充充
））
））
  

○
相
変
わ

ら
ず
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

が
続
く
中
で
の
事
業
活
動
は
制

約
さ
れ
て
い
る
。
伐
木
作
業
時

の
労
働
災
害
防
止
に
か
か
わ
る

集
団
指
導
会
お
よ
び
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
回
数
に
つ
い
て

は
、
令
和
2年

度
を
上
回
る
結

果

で
あ
っ
た
が

、
全
国
の
支
部
会
の
中
で
、
集
団
指
導
会
に
つ
い
て
ま
だ
10
支

部
に
つ
い
て
は
実
行
さ
れ
て
い

な
い
等
不
十
分
な
点
が
あ
る

。
ま
た
伐
木
作
業
者
に
対
す
る
能

力
向
上
教
育
充
実
の
た
め
の
講

師
養
成
、
特
に
災
害
の
多
い

新
規
就
業
者

、
高
齢
者
に
対
す
る
指
導
も
不

十
分
と
い
え
る
。
 

○
高
度
な

技
術
を
必
要
と
す
る
伐
木
等
作

業
に
つ
い
て
、
技
能
の
向
上
や

災
害
防
止
を
課
題
と
し
て
と
ら

え
、
積
極
的
に
事
業
を
行
っ
た

こ
と
は
評
価
で
き
る
。
令
和
3年

度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
事
業
の
実
施
が
難
し
い
時
期
も
あ
っ

た

と
思
う
が
、

計
画
で
は
47
支
部
で
行
う
予
定

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
集
団
指
導

会
の
実
施
が
38
支
部
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
未
実
施
の
9
支
部
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

○
林
野
庁

と
連
携
し
た
特
別
活
動
が
、
コ

ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
集
団
指
導

会
・
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等

に
つ
い
て
は
、
令
和
3年

度
に
お

い
て
、
前
年
を
上
回
っ
て
鋭

意
実
施
し
た
。
ま
た
、
集
団
指

導
用
テ
キ
ス
ト
を
ま
と
め
た
。
そ

し
て
、
伐
木

者
の
能
力
向
上
教
育
の
充
実
強

化
や
高
齢
労
働
者
及
び
、
新
規

就
業
者
向
け
テ
キ
ス
ト
の
見
直
し
・
研
修
の
充
実
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
。
 

○
集
団
指
導

会
の
資
料
は
大
い
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
の
中
で
集
団
指
導
会
等

を
実
施
す
る
こ
と
は
大
変
な
面

が
あ
る
が
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
 

○
集
団
指
導

会
資
料
に
改
善
を
加
え
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
高
評
価
を
得
た

こ
と
、
伐
木
作
業
を
行
う
高
年

齢
労
働
者
及
び
新
規
就
業
者
に

対
す
る
集
団
指
導
会
を
実
施
で

き
る
体
制
を
全
支
部
で
整
え
実

施
し
た
こ
と
、
な
ど
内
容
の
改

善
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
 

○
集
団
指
導

の
実
施
な
ど
適
切
な
取
組
が
な

さ
れ
て
い
る
。
 

（（
業業
界界
全全
体体
のの
安安
全全
衛衛
生生
活活
動動
底底
上上
げげ
にに
係係
るる
事事
業業

））
  

○
林
材
業
全

体
に
対
す
る
安
全
衛
生
活
動
の

底
上
げ
に
対
す
る
活
動
と
し
て

、
重
要
な
活
動
で
あ
る
。
令
和

2
年
度
に
比
較
し
て
充
実
し
て
き
た
が
、
安
全
管
理
士
等
が
行

う
全
国
規
模
で
の
個
別
指
導

、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
目
標

に
至
ら
ず
不

十
分
で
あ
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
厳
し
い
時
期
に
成
果
目

標
に
届
か
な
い
も
の
も
あ
っ
た

が
、
集
団
指
導
等
を
実
施
で
き

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
回

数
も
重
要
だ
が
、
事
業
の
効
果
を

考
慮
に
入
れ
る
と
、
必
要
な

地
域
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
か
が
重

要
で
も
あ
る
の
で
、
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
回
数
だ
け
で
な

く
、
対
象
地
域
の
視
点
も
加
味

し
て
は
ど
う
か
？
ま
た
、
業

界
全
体
の
底
上
げ
と
い
う
事
業
の

意
味
を
考
え
る
と
、
ど
の
程
度
の
非
会
員
が
対
象
で
あ
っ
た

か
に
つ
い
て

も
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

○
企
業
・
業
界
団

体
等
傘
下
の
小
規
模
事
業

場
を
含
め
事
業
所
に
対
す
る
指

導
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。
安
全
管
理
士
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
や
集
団
指
導
及
び
個
別
指

導
で
は
、
個
別
指
導
を
除
い
て

前
年
を
上
回
る
活
動
を
行
っ
た

こ
と
が
評
価

さ
れ
る
。
 

○
安
全
管
理

士
は
ど
の
程
度
活
動
し
て
い
る

の
か
？
 

○
成
果
目
標

を
立
て
て
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
企
業
・
業
界
団
体
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る

指
導
に
つ
い
て
は

4
事
業
体
中
、
目
標
達

成
事
業
体
は

2
事
業
体
で
あ
り
、
2
事
業
体
は
目
標

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
を
自
己

評
価
理
由
（
9
ペ
ー
ジ
）
の
欄

に
示
し
て
お
か
れ
る
べ
き
た
っ

だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
か
あ
い
ま
い
な
説
明
と
な
っ

て
い
る
よ
う
感
じ
ま
す
。
 

○
企
業
・
業
界
団
体
及
び
そ
の
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る
指
導
は
ほ
ぼ
目
標

を
達
成
し
た
も
の
の
、
安
全

管
理
士
等
が
行
う
林
業
・
木
材

製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
、
集
団
指
導
及
び
個
別
指
導
に
つ
い
て
は
目
標
を

や
や
下
回
っ

た
。
各
種
指
導
の
理
解
度
や
定

着
度
な
ど
、
ア
ウ
ト
カ
ム
の
デ

ー
タ
が
あ
れ
ば
、
よ
り
よ
い
評
価
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
 

○
企
業
・
団

体
等
傘
下
の
事
業
所
に
よ
く
指

導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

（（
林林
材材
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
再再
発発
防防
止止
対対
策策
事事
業業

））
  

○
林
材
業
死

亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
に

も
と
づ
く
事
業
で
令
和

3
年
度
は
令
和

2
年
度
に
比
較
し
て

4
支
部
と
減
少
し
た
。
支
部
長
を
中
心

と
し
て
関
係
機
関
と
連
絡
を
取
り
、
緊
急
行
動
と
し
て
の

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
指
導

会
等
の
活
動

を
行
い
、
評
価
で
き
る
。
 

○
重
篤
な
労

働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事

業
場
に
対
す
る
指
導
は
非
常
に

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り

、
事
業
実
施
を
評
価
し
た
い
。
対
象
は

14
事
業
場
で
あ
る
と
理
解
す
る
が
、
17

ペ
ー
ジ
の
表
か
ら
す

る
と
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
活

動
が
や
や
低

調
な
の
で
は
な
い
か
。
 

○
林
材
業
死

亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要

綱
に
基
づ
く
実
効
性
の
あ
る
取

組
み
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
林
業
・
木
材
製
造
業
と
も
警
報
の

発
令
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
安
全
管
理
士
の
活
用
に

よ
る
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生

し
た
小
規
模

事
業
場
へ
の
集
団
指
導
回
数
・

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
回
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
目
標
を
下
回
っ
た
が
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
個
別
指
導
は
目
標
を
上
回
っ
て
実
施
し

た
。
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 【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

○
適
切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一

方
、
①
に
つ
い
て
は
適

切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
表
現
と
し
て
「
各
種
の
対
策

に
取
り
組
む
中
で
・
・
・
・
・
・
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
」
と
い
う
箇
所
に
つ

い
て
は
過
大

な
表
現
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。
②
に
つ
い
て
は
数
値
目

標
と
し
て
「
集
団
指
導
回
数

」
、
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は

目
標
の
数
字
を
下
回
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
目
標
達
成

の

指
標
と
し
て

数
値
は
評
価
し
や
す
い
で
す
が

、
実
施
内
容
や
方
法
が
良
か
っ

た
と
い
う
評
価
も
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を

適
切
に
表
現
し
て
こ
の
よ
う
な

自
己
評
価
点
数
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
さ
れ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す

。
 

○
成
果
目
標

4
項
目
の
う
ち

2
項
目
で
目
標

を
達
成
し
た
。
林
災
防
自
己
評

価
に
お
い
て
「
全
体
と
し
て
き

め
細
か
な
再
発
防
止
の
指
導
が
で
き
た
。
」
と
あ
る
が

、
各
種
指
導
の
理
解
度
や
定
着
度
な
ど

、
ア
ウ
ト
カ
ム
の
デ
ー
タ
が

あ

れ
ば
、
よ
り

よ
い
評
価
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
 

○
警
報
発
令

を
行
う
な
ど
再
発
防
止
に
努
め

た
。
 

（（
実実
践践
的的
リリ
スス
クク
アア
セセ
スス
メメ
ンン
トト
導導
入入
のの
たた
めめ
のの
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
訓訓
練練
事事
業業

））
  

○
林
材
業
の

実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

導
入
の
た
め
の
教
育
訓
練
は
、
本
手

法
の
導
入
に
意
義
あ
る
も

の
と
思
料
で
き
る
。
現
場
の
対
応
を

見
る
と
林
業
に
お
い
て
は
、
興

味
を
持
た
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
木
材
業
に
つ
い
て
は

意
識
が
低
い

の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
対

象
者
に
対
す
る
母
数
が
違
い
、

成
果
目
標
値
が
大
き
す
ぎ
る
の
か
定
か
で
な
い
。
一
考
を
要
す

る
。
 

○
木
材
製
造

業
に
お
け
る
出
前
指
導
会
に
つ

い
て
は
、
事
業
場
の
実
態
を
踏

ま
え
、
講
習
時
間
や
対
象
者
を

工
夫
す
る
な
ど
、
受
講
し
や
す

い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ

と
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し

、
こ
の
記
載
は
令
和

2
年
度
も
同

様
で
あ
り
、

前
年
度
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え

、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。
 

○
林
業
に
お

け
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

集
団
指
導
会
は
目
標
（
1,
00
0
人
）
を
超
え
る
受
講
者
数
で
あ
っ
た
。
木
材
製
造
業
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
集
団
指
導
会
・
出
前

指
導
会
と
も
に
目
標

数
を
下
回
っ
た
た
め
、
更
な
る

努
力
が
求
め

ら
れ
る
。
 

○
出
前
集
団

指
導
（
木
材
製
造
業
）
 

 
目
標
に
対

し
て
受
講
者
が
少
な
い
の
は
、

製
造
業
→
流
通
業
へ
変
化
し
て

い
る
の
で
は
。
 

○
自
己
評
価

に
示
さ
れ
て
い
る
②
、
③
に
つ

い
て
は
達
成
目
標
の
半
分
程
度

と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

自
己
評
価
点
が
少
し
高
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
 

○
成
果
目
標

4
項
目
の
う
ち

2
項
目
で
目
標

を
達
成
し
た
。
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
集
団
指
導
会
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
高
い
評
価
を
得
た
。
 

○
集
団
指
導

、
出
前
指
導
な
ど
適
切
に
な
さ

れ
て
い
る
。
 

（（
振振
動動
障障
害害
予予
防防
のの
たた
めめ
のの
特特
殊殊
健健
診診
等等
のの
定定
着着
促促
進進
事事
業業
））
  

○
本
事
業
の

未
受
診
労
働
者
数
が
、
2年

度
よ

り
減
り
、
未
受
診
事
業
所
割

合
も
目
標
値
以
下
に
達
成
で
き

た
。
ま
た
特
殊
健
診
受
診
者
数

も
、
令
和
2年

度
よ
り
増
加
し

た
な
ど
令
和
3年

度
の
事
業
と

し
て
目
標
を
達
成
し
た
の
で
は

な

い
か
と
思
う

。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
り
、
難
し
い
と
思
わ
れ
る

が
、
引
き
続
き
行
政
の
支
援
も

得
て
、
努
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
 

○
3年

間
未
受

診
者
の
未
受
診
率
10
％
以
内

の
目
標
に
対
し
て
は
、
9.
1％

と
目
標
を
達
成
し
た
。
未
受
診

者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
受

診
者
数
は
前
年
に
比
べ
増
加
し
て
お
り
、
振
動
障
害
予
防
健
診
の

周
知
徹
底
・
受
診
勧
奨
の
強
化

が
着
実
に
な

さ
れ
て
い
る
。
 

○
ど
の
よ
う

な
事
業
体
が
受
け
て
い
な
い
の

か
？
 

○
確
実
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
16
,5
8
0千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

会
計
上
問
題
な
い
で
し
ょ
う
か

。
 

○
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
取
扱
登
録
事
業
場
に
お
け

る
特
殊
健
診
受
診
者
数
が
増
加

し
た
。
健
診
助
成
対
象
者
を
18
,
00
0人

と
す
る
こ
と
、
１
年
間

未
受
診
者
の
い
る
事
業
場
の
割

合
を
50
%以

内
及
び
３
年
間
未
受
診
労
働
者
の
未
受
診
率
10
%

以
内
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
目
標
を
や

や
下
回
っ
た
も
の
の
ほ
ぼ
達
成

し
た
。
 

○
振
動
障
害

は
重
篤
な
障
害
で
あ
り
予
防
に

努
め
た
。
 

  【
Ⅰ
 
補
助
事
業
】

 
 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

（（
伐伐
木木
作作
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
撲撲
滅滅
にに
向向
けけ
たた
対対
策策
にに
係係
るる
取取
組組
（（
拡拡
充充
））
））
  

○
相
変
わ

ら
ず
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

が
続
く
中
で
の
事
業
活
動
は
制

約
さ
れ
て
い
る
。
伐
木
作
業
時

の
労
働
災
害
防
止
に
か
か
わ
る

集
団
指
導
会
お
よ
び
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
回
数
に
つ
い
て

は
、
令
和
2年

度
を
上
回
る
結

果

で
あ
っ
た
が

、
全
国
の
支
部
会
の
中
で
、
集
団
指
導
会
に
つ
い
て
ま
だ
10
支

部
に
つ
い
て
は
実
行
さ
れ
て
い

な
い
等
不
十
分
な
点
が
あ
る

。
ま
た
伐
木
作
業
者
に
対
す
る
能

力
向
上
教
育
充
実
の
た
め
の
講

師
養
成
、
特
に
災
害
の
多
い

新
規
就
業
者

、
高
齢
者
に
対
す
る
指
導
も
不

十
分
と
い
え
る
。
 

○
高
度
な

技
術
を
必
要
と
す
る
伐
木
等
作

業
に
つ
い
て
、
技
能
の
向
上
や

災
害
防
止
を
課
題
と
し
て
と
ら

え
、
積
極
的
に
事
業
を
行
っ
た

こ
と
は
評
価
で
き
る
。
令
和
3年

度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
事
業
の
実
施
が
難
し
い
時
期
も
あ
っ

た

と
思
う
が
、

計
画
で
は
47
支
部
で
行
う
予
定

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
集
団
指
導

会
の
実
施
が
38
支
部
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
未
実
施
の
9
支
部
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

○
林
野
庁

と
連
携
し
た
特
別
活
動
が
、
コ

ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
集
団
指
導

会
・
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等

に
つ
い
て
は
、
令
和
3年

度
に
お

い
て
、
前
年
を
上
回
っ
て
鋭

意
実
施
し
た
。
ま
た
、
集
団
指

導
用
テ
キ
ス
ト
を
ま
と
め
た
。
そ

し
て
、
伐
木

者
の
能
力
向
上
教
育
の
充
実
強

化
や
高
齢
労
働
者
及
び
、
新
規

就
業
者
向
け
テ
キ
ス
ト
の
見
直
し
・
研
修
の
充
実
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
。
 

○
集
団
指
導

会
の
資
料
は
大
い
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
の
中
で
集
団
指
導
会
等

を
実
施
す
る
こ
と
は
大
変
な
面

が
あ
る
が
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
 

○
集
団
指
導

会
資
料
に
改
善
を
加
え
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
高
評
価
を
得
た

こ
と
、
伐
木
作
業
を
行
う
高
年

齢
労
働
者
及
び
新
規
就
業
者
に

対
す
る
集
団
指
導
会
を
実
施
で

き
る
体
制
を
全
支
部
で
整
え
実

施
し
た
こ
と
、
な
ど
内
容
の
改

善
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
 

○
集
団
指
導

の
実
施
な
ど
適
切
な
取
組
が
な

さ
れ
て
い
る
。
 

（（
業業
界界
全全
体体
のの
安安
全全
衛衛
生生
活活
動動
底底
上上
げげ
にに
係係
るる
事事
業業

））
  

○
林
材
業
全

体
に
対
す
る
安
全
衛
生
活
動
の

底
上
げ
に
対
す
る
活
動
と
し
て

、
重
要
な
活
動
で
あ
る
。
令
和

2
年
度
に
比
較
し
て
充
実
し
て
き
た
が
、
安
全
管
理
士
等
が
行

う
全
国
規
模
で
の
個
別
指
導

、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
目
標

に
至
ら
ず
不

十
分
で
あ
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
厳
し
い
時
期
に
成
果
目

標
に
届
か
な
い
も
の
も
あ
っ
た

が
、
集
団
指
導
等
を
実
施
で
き

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
回

数
も
重
要
だ
が
、
事
業
の
効
果
を

考
慮
に
入
れ
る
と
、
必
要
な

地
域
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
か
が
重

要
で
も
あ
る
の
で
、
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
回
数
だ
け
で
な

く
、
対
象
地
域
の
視
点
も
加
味

し
て
は
ど
う
か
？
ま
た
、
業

界
全
体
の
底
上
げ
と
い
う
事
業
の

意
味
を
考
え
る
と
、
ど
の
程
度
の
非
会
員
が
対
象
で
あ
っ
た

か
に
つ
い
て

も
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

○
企
業
・
業
界
団

体
等
傘
下
の
小
規
模
事
業

場
を
含
め
事
業
所
に
対
す
る
指

導
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。
安
全
管
理
士
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
や
集
団
指
導
及
び
個
別
指

導
で
は
、
個
別
指
導
を
除
い
て

前
年
を
上
回
る
活
動
を
行
っ
た

こ
と
が
評
価

さ
れ
る
。
 

○
安
全
管
理

士
は
ど
の
程
度
活
動
し
て
い
る

の
か
？
 

○
成
果
目
標

を
立
て
て
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
企
業
・
業
界
団
体
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る

指
導
に
つ
い
て
は

4
事
業
体
中
、
目
標
達

成
事
業
体
は

2
事
業
体
で
あ
り
、
2
事
業
体
は
目
標

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
を
自
己

評
価
理
由
（
9
ペ
ー
ジ
）
の
欄

に
示
し
て
お
か
れ
る
べ
き
た
っ

だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
か
あ
い
ま
い
な
説
明
と
な
っ

て
い
る
よ
う
感
じ
ま
す
。
 

○
企
業
・
業
界
団
体
及
び
そ
の
傘
下
の
事
業
場
に
対
す
る
指
導
は
ほ
ぼ
目
標

を
達
成
し
た
も
の
の
、
安
全

管
理
士
等
が
行
う
林
業
・
木
材

製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
、
集
団
指
導
及
び
個
別
指
導
に
つ
い
て
は
目
標
を

や
や
下
回
っ

た
。
各
種
指
導
の
理
解
度
や
定

着
度
な
ど
、
ア
ウ
ト
カ
ム
の
デ

ー
タ
が
あ
れ
ば
、
よ
り
よ
い
評
価
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
 

○
企
業
・
団

体
等
傘
下
の
事
業
所
に
よ
く
指

導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

（（
林林
材材
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
災災
害害
再再
発発
防防
止止
対対
策策
事事
業業

））
  

○
林
材
業
死

亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
に

も
と
づ
く
事
業
で
令
和

3
年
度
は
令
和

2
年
度
に
比
較
し
て

4
支
部
と
減
少
し
た
。
支
部
長
を
中
心

と
し
て
関
係
機
関
と
連
絡
を
取
り
、
緊
急
行
動
と
し
て
の

現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
指
導

会
等
の
活
動

を
行
い
、
評
価
で
き
る
。
 

○
重
篤
な
労

働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事

業
場
に
対
す
る
指
導
は
非
常
に

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り

、
事
業
実
施
を
評
価
し
た
い
。
対
象
は

14
事
業
場
で
あ
る
と
理
解
す
る
が
、
17

ペ
ー
ジ
の
表
か
ら
す

る
と
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
活

動
が
や
や
低

調
な
の
で
は
な
い
か
。
 

○
林
材
業
死

亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要

綱
に
基
づ
く
実
効
性
の
あ
る
取

組
み
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
林
業
・
木
材
製
造
業
と
も
警
報
の

発
令
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
安
全
管
理
士
の
活
用
に

よ
る
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生

し
た
小
規
模

事
業
場
へ
の
集
団
指
導
回
数
・

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
回
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
目
標
を
下
回
っ
た
が
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
個
別
指
導
は
目
標
を
上
回
っ
て
実
施
し

た
。
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（（
２２
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
のの
実実
施施
とと
資資
格格
取取
得得
のの
促促
進進
  

ア
 安

全
衛
生
教
育
の
適
切
な
実
施

 
（
ア
）
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
技
能
講
習
、
実
施
要
綱
に
基
づ
く
特
別
教
育
等
の
実
施

 
技
能
講
習
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
等
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正
な
講
習
を

行
う
。
特
別
教
育
等
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
制
定
し
令
和
元
年

6
月

25
日
付
け
で
施
行

し
た
「
伐
木
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
に
関
す
る
実
施
要
綱
」
及
び
「
伐
木
等
の
業
務

に
係
る
特
別
教
育
に
関
す
る
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
並
び
に
「
安
全
衛
生
教
育
に

関
す
る
実
施
要
綱
」
及
び
「
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
」、

「
機
械
集
材
装
置
の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
」
、「

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生

教
育
」
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
適
正
な
教
育
を
行

う
。

 
（
イ
）
安
全
衛
生
教
育
総
点
検
の
実
施

 
安
全
衛
生
教
育
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
確
保
と
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
、
4
月
の「

安

全
衛
生
教
育
総
点
検
月
間
」
期
間
中
に
、
協
会
が
行
う
安
全
衛
生
教
育
（
技
能
講
習
及
び

特
別
教
育
等
）
の
自
主
点
検
及
び
改
善
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
実
施
関
係

者
の
安
全
意
識
を
高
め
る
。

 
（
ウ
）
技
能
講
習
及
び
特
別
教
育
等
に
つ
い
て
は
、
集
団
で
講
習
等
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
国
等
の
方
針
、
関
係
行
政
機
関
か
ら
の

指
導
、
関
係
法
令
等
を
踏
ま
え
た
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
た
め
、
技
能
講
習
及
び
特

別
教
育
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
を
整
備
し
、
そ
の
遵
守
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う

指
導
す
る
。

 
（
エ
）
技
能
講
習
・
特
別
教
育
等
の
開
催
日
程
等
の
広
報

 
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
講
習
、
教
育
等
の
開
催
日
程
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
受
講
者
の
利
便

性
の
向
上
と
受
講
機
会
の
拡
大
を
図
る
。

 
イ

 危
険
有
害
業
務
の
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
の
実
施

 
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て

示
さ
れ
た
伐
木
等
の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
を
当
該
対
象
者
に
対
し
て

5
年
ご
と

に
実
施
す
る
。

 
ま
た
、
伐
木
等
機
械
、
走
行
集
材
機
械
及
び
簡
易
架
線
集
材
装
置
等
（
以
下
「
木
材
伐

出
機
械
等
」
と
い
う
。）

の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
が
平
成

26
年

12
月

1
日
に

適
用
さ
れ
、
5
年
以
上
を
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、「

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
て
行
う
伐
木
等

の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
」
と
同
様
に
安
全
衛
生
教
育
を
行
う
。

 
ウ

 作
業
計
画
書
の
適
切
な
作
成
に
向
け
た
教
育
の
実
施

 
 
 
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
及

（（
２２
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
のの
実実
施施
とと
資資
格格
取取
得得
のの
促促
進進
  

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
、
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
に
関
し
て
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
講
習
・
教
育
等
の
開
催
日
程
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
受
講
者
の
利
便
性
の
向
上
と
受
講

機
会
の
拡
大
を
図
っ
た
。
 

労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
安
全
衛
生
特
別
教
育
規
程
の
一
部
が
前
述
の
と
お
り
改
正
さ
れ
、
支
部
は
受
講
者
が
円
滑

に
受
講
で
き
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
補
講
講
習
を
実
施
し
た
。

 
ま
た
、「

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成

27
年

12
月

7
日
付
け
基
発

12
07

号
第

3
号
・
改
正
令
和

2
年

1
月

31
日
付
け
基
発
第

01
31

第
1
号
）」
（
以
下
「
伐
木
等
作
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
い
う
。）

に
お
い
て
も
示
さ
れ
た
伐
木
等
の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
（
5
年
ご
と
に
受
講
す
る
安
全
衛
生
教
育
）

を
実
施
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
 

ア
 
労
働
安
全
衛
生
に
係
る
講
習
会
等
の
実
績
 

 
区
 
 
分
 

実
施
支
部
数
 

受
講
者
数
 

(人
) 

( ア ） 技 能 講 習 

ａ
 
木
材
加
工
用
機
械
作
業
主
任
者
 

33
 

99
7 

ｂ
 
は
い
作
業
主
任
者
 

8 
53
7 

ｃ
 
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
（
1ｔ

以
上

5ｔ
未
満
）
 

3 
18
3 

ｄ
 
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
（
1ｔ

以
上
）
 

6 
48
0 

ｅ
 
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
・
運
搬
・
積
込
み
用
及
び
掘
削

用
）
運
転
 

1  
59
 

f 
玉
掛
け
（
1ｔ

以
上
）
 

4 
20
8 

( イ ） 安 全 衛 生 特 別 教 育 

ａ
 
伐
木
等
機
械
の
運
転
の
業
務
 

35
 

1,
7
36
 

ｂ
 
走
行
集
材
機
械
の
運
転
の
業
務
 

33
 

1,
2
21
 

ｃ
 
機
械
集
材
装
置
の
運
転
の
業
務
 

22
 

58
7 

ｄ
 
簡
易
架
線
集
材
装
置
等
の
運
転
の
業
務
 

32
 

1,
0
05
 

ｅ
 
伐
木
等
の
業
務
（
安
衛
則
第

36
条
第

8
号
）
 

47
 

12
,
38
4 

ｆ
 
伐
木
等
の
業
務
（
補
講
イ

2.
5H
）
 

28
 

1,
2
39
 

ｇ
 
伐
木
等
の
業
務
（
補
講
エ

5.
0H
）
 

7 
67
 

ｈ
 
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
者
の
補
助
講
習
 

1 
3 
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３３
  
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
支支
援援
事事
業業
（（
自自
主主
事事
業業
））
  

（（
１１
））
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
規規
則則
等等
のの
一一
部部
改改
正正
のの
周周
知知
及及
びび
そそ
のの
定定
着着
（（
継継
続続
））
  

伐
木
、
か
か
り
木
の
処
理
及
び
造
材
の
業
務
に
お
け
る
危
険
等
を
防
止
す
る
た
め
、
労

働
安
全
衛
生
規
則
及
び
安
全
衛
生
特
別
教
育
規
程
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成

31
年

2

月
12

日
に
公
布
さ
れ
た
。

 
こ
の
規
則
等
の
改
正
に
伴
い
、
令
和

2
年

1
月

31
日
付
け
基
発

01
31

第
1
号
「
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
令
和

2
年

1
月

31
日
付
け
基
発

01
31

第
4
号
「
林
業
の
作
業
現
場
に
お
け
る
緊
急
連
絡
体
制
の
整
備
等

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
示
さ
れ
た
。

 
こ
の
た
め
、
関
係
行
政
機
関
や
関
係
業
界
団
体
等
と
連
携
し
て
、
会
員
を
含
め
た
関
係

者
に
対
し
、
引
き
続
き
、
改
正
内
容
の
周
知
及
び
そ
の
定
着
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

 
ア
 
周
知
広
報
と
そ
の
定
着
（
改
正
安
衛
則
、
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

 
 
 
 
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
つ
い
て
、
本
部
は
周
知
・
指
導
用
資

料
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を
作
成
す
る
。
 
 

 
イ

  
安
全
管
理
士
等
は
、
本
部
作
成
の
周
知
・
指
導
用
資
料
を
活
用
し
て
支
部
と
連
携
し
、

そ
の
周
知
及
び
定
着
を
図
る
。

 
 
［
支
部
］

 
ア
 
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
及
び
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安

全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
並
び
に
「
林
業
の
作
業
現
場
に
お
け
る
緊
急
連
絡
体
制

の
整
備
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
、
関
係
行
政
機
関
や
関

係
業
界
団
体
と
も
連
携
し
て
周
知
広
報
及
び
そ
の
定
着
に
努
め
る
。
 

イ
 
支
部
は
、
周
知
・
指
導
用
資
料
を
活
用
し
て
集
団
指
導
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
周

知
広
報
す
る
。

 
 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
改
正
安
衛
則
、
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
・
指
導
用
資
料
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を

作
成
す
る
。

 
     

３３
  
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
支支
援援
事事
業業
（（
自自
主主
事事
業業
））
  

（（
１１
））
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
規規
則則
等等
のの
一一
部部
改改
正正
のの
周周
知知
及及
びび
そそ
のの
定定
着着
（（
継継
続続
））
  

伐
木
、
か
か
り
木
の
処
理
及
び
造
材
の
業
務
に
お
け
る
危
険
等
を
防
止
す
る
た
め
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
安
全
衛

生
特
別
教
育
規
程
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成

31
年

2
月

12
日
に
公
布
さ
れ
た
。

 
こ
の
規
則
等
の
改
正
に
伴
い
、
令
和

2
年

1
月

31
日
付
け
基
発

01
31

第
1
号
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業

の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
令
和

2
年

1
月

31
日
付
け
基
発

01
31

第
4
号
「
林
業
の
作
業
現
場
に
お
け
る

緊
急
連
絡
体
制
の
整
備
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
示
さ
れ
た
。

 
こ
の
た
め
、
関
係
行
政
機
関
や
関
係
業
界
団
体
等
と
連
携
し
て
、
会
員
を
含
め
た
関
係
者
に
対
し
、
引
き
続
き
、
改
正

内
容
の
周
知
及
び
そ
の
定
着
を
図
っ
た
。

 
ア
 
周
知
広
報
と
そ
の
定
着
（
改
正
安
衛
則
、
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

 
 
 

  
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
つ
い
て
、
本
部
は
周
知
・
指
導
用
資
料
「
再
発
防
止
対
策
と
関
係
法

令
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(A
5
版

)」
を
作
成
し
、
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
に
お
い
て
説
明
し
、
労
働
安

全
衛
生
規
則
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
周
知
及
び
指
導
を
行
っ
た
。

(再
掲

) 
イ

  
安
全
管
理
士
等
は
、
本
部
作
成
の
周
知
・
指
導
用
資
料
を
活
用
し
て
支
部
と
連
携
し
、
そ
の
周
知
及
び
定
着
を
図
っ

た
。
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 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

（（
２２
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
のの
実実
施施
とと
資資
格格
取取
得得
のの
促促
進進
  

ア
 安

全
衛
生
教
育
の
適
切
な
実
施

 
（
ア
）
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
技
能
講
習
、
実
施
要
綱
に
基
づ
く
特
別
教
育
等
の
実
施

 
技
能
講
習
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
等
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正
な
講
習
を

行
う
。
特
別
教
育
等
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
制
定
し
令
和
元
年

6
月

25
日
付
け
で
施
行

し
た
「
伐
木
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
に
関
す
る
実
施
要
綱
」
及
び
「
伐
木
等
の
業
務

に
係
る
特
別
教
育
に
関
す
る
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
並
び
に
「
安
全
衛
生
教
育
に

関
す
る
実
施
要
綱
」
及
び
「
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
」、

「
機
械
集
材
装
置
の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
」
、「

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生

教
育
」
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
適
正
な
教
育
を
行

う
。

 
（
イ
）
安
全
衛
生
教
育
総
点
検
の
実
施

 
安
全
衛
生
教
育
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
確
保
と
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
、
4
月
の「

安

全
衛
生
教
育
総
点
検
月
間
」
期
間
中
に
、
協
会
が
行
う
安
全
衛
生
教
育
（
技
能
講
習
及
び

特
別
教
育
等
）
の
自
主
点
検
及
び
改
善
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
実
施
関
係

者
の
安
全
意
識
を
高
め
る
。

 
（
ウ
）
技
能
講
習
及
び
特
別
教
育
等
に
つ
い
て
は
、
集
団
で
講
習
等
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
国
等
の
方
針
、
関
係
行
政
機
関
か
ら
の

指
導
、
関
係
法
令
等
を
踏
ま
え
た
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
た
め
、
技
能
講
習
及
び
特

別
教
育
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
を
整
備
し
、
そ
の
遵
守
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う

指
導
す
る
。

 
（
エ
）
技
能
講
習
・
特
別
教
育
等
の
開
催
日
程
等
の
広
報

 
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
講
習
、
教
育
等
の
開
催
日
程
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
受
講
者
の
利
便

性
の
向
上
と
受
講
機
会
の
拡
大
を
図
る
。

 
イ

 危
険
有
害
業
務
の
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
の
実
施

 
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て

示
さ
れ
た
伐
木
等
の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
を
当
該
対
象
者
に
対
し
て

5
年
ご
と

に
実
施
す
る
。

 
ま
た
、
伐
木
等
機
械
、
走
行
集
材
機
械
及
び
簡
易
架
線
集
材
装
置
等
（
以
下
「
木
材
伐

出
機
械
等
」
と
い
う
。）

の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
が
平
成

26
年

12
月

1
日
に

適
用
さ
れ
、
5
年
以
上
を
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、「

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
て
行
う
伐
木
等

の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
」
と
同
様
に
安
全
衛
生
教
育
を
行
う
。

 
ウ

 作
業
計
画
書
の
適
切
な
作
成
に
向
け
た
教
育
の
実
施

 
 
 
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
及

（ （
２２
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
のの
実実
施施
とと
資資
格格
取取
得得
のの
促促
進進
  

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
、
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
に
関
し
て
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
講
習
・
教
育
等
の
開
催
日
程
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
受
講
者
の
利
便
性
の
向
上
と
受
講

機
会
の
拡
大
を
図
っ
た
。
 

労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
安
全
衛
生
特
別
教
育
規
程
の
一
部
が
前
述
の
と
お
り
改
正
さ
れ
、
支
部
は
受
講
者
が
円
滑

に
受
講
で
き
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
補
講
講
習
を
実
施
し
た
。

 
ま
た
、「

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成

27
年

12
月

7
日
付
け
基
発

12
07

号
第

3
号
・
改
正
令
和

2
年

1
月

31
日
付
け
基
発
第

01
31

第
1
号
）」
（
以
下
「
伐
木
等
作
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
い
う
。）

に
お
い
て
も
示
さ
れ
た
伐
木
等
の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
（
5
年
ご
と
に
受
講
す
る
安
全
衛
生
教
育
）

を
実
施
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
 

ア
 
労
働
安
全
衛
生
に
係
る
講
習
会
等
の
実
績
 

 
区
 
 
分
 

実
施
支
部
数
 

受
講
者
数
 

(人
) 

( ア ） 技 能 講 習 

ａ
 
木
材
加
工
用
機
械
作
業
主
任
者
 

33
 

99
7 

ｂ
 
は
い
作
業
主
任
者
 

8 
53
7 

ｃ
 
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
（
1ｔ

以
上

5ｔ
未
満
）
 

3 
18
3 

ｄ
 
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
（
1ｔ

以
上
）
 

6 
48
0 

ｅ
 
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
・
運
搬
・
積
込
み
用
及
び
掘
削

用
）
運
転
 

1  
59
 

f 
玉
掛
け
（
1ｔ

以
上
）
 

4 
20
8 

( イ ） 安 全 衛 生 特 別 教 育 

ａ
 
伐
木
等
機
械
の
運
転
の
業
務
 

35
 

1,
7
36
 

ｂ
 
走
行
集
材
機
械
の
運
転
の
業
務
 

33
 

1,
2
21
 

ｃ
 
機
械
集
材
装
置
の
運
転
の
業
務
 

22
 

58
7 

ｄ
 
簡
易
架
線
集
材
装
置
等
の
運
転
の
業
務
 

32
 

1,
0
05
 

ｅ
 
伐
木
等
の
業
務
（
安
衛
則
第

36
条
第

8
号
）
 

47
 

12
,
38
4 

ｆ
 
伐
木
等
の
業
務
（
補
講
イ

2.
5H
）
 

28
 

1,
2
39
 

ｇ
 
伐
木
等
の
業
務
（
補
講
エ

5.
0H
）
 

7 
67
 

ｈ
 
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
者
の
補
助
講
習
 

1 
3 

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

３３
  
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
支支
援援
事事
業業
（（
自自
主主
事事
業業
））
  

（（
１１
））
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
規規
則則
等等
のの
一一
部部
改改
正正
のの
周周
知知
及及
びび
そそ
のの
定定
着着
（（
継継
続続
））
  

伐
木
、
か
か
り
木
の
処
理
及
び
造
材
の
業
務
に
お
け
る
危
険
等
を
防
止
す
る
た
め
、
労

働
安
全
衛
生
規
則
及
び
安
全
衛
生
特
別
教
育
規
程
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成

31
年

2

月
12

日
に
公
布
さ
れ
た
。

 
こ
の
規
則
等
の
改
正
に
伴
い
、
令
和

2
年

1
月

31
日
付
け
基
発

01
31

第
1
号
「
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
令
和

2
年

1
月

31
日
付
け
基
発

01
31

第
4
号
「
林
業
の
作
業
現
場
に
お
け
る
緊
急
連
絡
体
制
の
整
備
等

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
示
さ
れ
た
。

 
こ
の
た
め
、
関
係
行
政
機
関
や
関
係
業
界
団
体
等
と
連
携
し
て
、
会
員
を
含
め
た
関
係

者
に
対
し
、
引
き
続
き
、
改
正
内
容
の
周
知
及
び
そ
の
定
着
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

 
ア
 
周
知
広
報
と
そ
の
定
着
（
改
正
安
衛
則
、
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

 
 
 
 
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
つ
い
て
、
本
部
は
周
知
・
指
導
用
資

料
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を
作
成
す
る
。
 
 

 
イ

  
安
全
管
理
士
等
は
、
本
部
作
成
の
周
知
・
指
導
用
資
料
を
活
用
し
て
支
部
と
連
携
し
、

そ
の
周
知
及
び
定
着
を
図
る
。

 
 
［
支
部
］

 
ア
 
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
及
び
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安

全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
並
び
に
「
林
業
の
作
業
現
場
に
お
け
る
緊
急
連
絡
体
制

の
整
備
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
、
関
係
行
政
機
関
や
関

係
業
界
団
体
と
も
連
携
し
て
周
知
広
報
及
び
そ
の
定
着
に
努
め
る
。
 

イ
 
支
部
は
、
周
知
・
指
導
用
資
料
を
活
用
し
て
集
団
指
導
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
周

知
広
報
す
る
。

 
 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
改
正
安
衛
則
、
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
・
指
導
用
資
料
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を

作
成
す
る
。

 
     

３３
  
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
支支
援援
事事
業業
（（
自自
主主
事事
業業
））
  

（（
１１
））
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
規規
則則
等等
のの
一一
部部
改改
正正
のの
周周
知知
及及
びび
そそ
のの
定定
着着
（（
継継
続続
））
  

伐
木
、
か
か
り
木
の
処
理
及
び
造
材
の
業
務
に
お
け
る
危
険
等
を
防
止
す
る
た
め
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
安
全
衛

生
特
別
教
育
規
程
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成

31
年

2
月

12
日
に
公
布
さ
れ
た
。

 
こ
の
規
則
等
の
改
正
に
伴
い
、
令
和

2
年

1
月

31
日
付
け
基
発

01
31

第
1
号
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業

の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
令
和

2
年

1
月

31
日
付
け
基
発

01
31

第
4
号
「
林
業
の
作
業
現
場
に
お
け
る

緊
急
連
絡
体
制
の
整
備
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
示
さ
れ
た
。

 
こ
の
た
め
、
関
係
行
政
機
関
や
関
係
業
界
団
体
等
と
連
携
し
て
、
会
員
を
含
め
た
関
係
者
に
対
し
、
引
き
続
き
、
改
正

内
容
の
周
知
及
び
そ
の
定
着
を
図
っ
た
。

 
ア
 
周
知
広
報
と
そ
の
定
着
（
改
正
安
衛
則
、
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

 
 
 

  
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
つ
い
て
、
本
部
は
周
知
・
指
導
用
資
料
「
再
発
防
止
対
策
と
関
係
法

令
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(A
5
版

)」
を
作
成
し
、
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
に
お
い
て
説
明
し
、
労
働
安

全
衛
生
規
則
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
周
知
及
び
指
導
を
行
っ
た
。

(再
掲

) 
イ

  
安
全
管
理
士
等
は
、
本
部
作
成
の
周
知
・
指
導
用
資
料
を
活
用
し
て
支
部
と
連
携
し
、
そ
の
周
知
及
び
定
着
を
図
っ

た
。
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 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

地
方

公
共

団
体

等
が

実
施

す
る

林
材

業
の

労
働

安
全

衛
生

対
策

及
び

普
及

啓
発

等
に

係
る
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
実
施
協
力
を
行
う
。
 

・
林
業
就
業
対
策
等
関
係
教
育
、
振
動
障
害
予
防
対
策
等
関
係
教
育
、
蜂
死
傷
災
害
対
策

等
関
係
教
育
な
ど
 

 【
業
務
目
標
】

 
ア
 
林
材
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
教
育
の
高
度
な
専
門
講
習
機
関
と
し
て
、
労
働

安
全
衛
生
法
に
基
づ
い
た
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
の
資
格
取
得

の
周
知
啓
発
等
に
努
め
る
。

 
イ
 
伐
木
等
の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
（
能
力
向
上
教
育
）
の
充
実

 
ウ
 
支
部
で
実
施
す
る
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
、
計
画

的
な
内
部
業
務
監
査
指
導
を
行
う
。（

令
和

3
年
度

11
支
部
）

 
 

                   （（
３３
））
図図
書書
・・
安安
全全
衛衛
生生
用用
具具
等等
のの
普普
及及
  

ア
 
図
書
教
材
等
の
作
成
頒
布
 

（
ア
）

 新
刊
等
の
発
行
 

ｆ
 
振
動
障
害
予
防
等
の
対
策
の
実
施
 

19
 

5,
3
52
 

ｇ
 
蜂
刺
傷
災
害
対
策
支
援
事
業
 

15
 

5,
6
48
 

ｈ
 
林
業
架
線
作
業
主
任
者
受
験
準
備
講
習
 

5 
73
 

ｉ
 
安
全
作
業
技
術
講
習
 

6 
37
8 

ｊ
 
そ
の
他
 

11
 

2,
6
19
 

 

ウ
 
伐
木
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育
の
実
技
教
育
中
に
発
生
し
た
災
害
に
係
る
対
策
 

平
成
31
年
4月

16
日
に
青
森
県
支
部
が
実
施
し
た
伐
木
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育
の
実
技
教
育
中
に
受
講
者
が
死
亡

す
る
と
い
う
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
災
害
が
発
生
し
た
た
め
、
再
発
防
止
対
策
と
し
て
、
安
全
衛
生
教
育
に
お
け
る

安
全
衛
生
の
徹
底
を
指
導
を
し
た
。
 

（
ア
）
内
部
業
務
監
査
の
実
施
 

技
能
講
習
に
つ
い
て
は
、
登
録
教
習
機
関
と
し
て
関
係
法
令
を
遵
守
し
適
切
に
講
習
し
て
い
る
か
、
内
部
業
務

監
査
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
特
別
教
育
に
お
け
る
災
害
の
再
発
防
止
対
策
と
し
て
策
定
し
た
特
別
教
育
に
係
る
実
施
要
綱
及
び
実
技

教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
よ
り
安
全
か
つ
適
正
に
特
別
教
育
を
実
施
し
て
い
る
か
、
内
部
業
務
監
査
を
実
施
し

た
。
 

令
和
元
年
度
実
施
 

（
１
４
支
部
）
 

茨
城
、
山
梨
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
島
根
、
広
島
、
山
口
、
徳

島
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知
 
 

令
和
２
年
度
実
施
 

（
１
１
支
部
）
 

埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、
石
川
、
岐
阜
、
三
重
、
兵
庫
、
奈
良
、
福
岡
、
大
分
、
宮
崎
 

令
和
３
年
度
実
施
 

（
２
２
支
部
）
 

北
海
道
、
青
森
、
秋
田
、
山
形
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、
群
馬
、
栃
木
、
東
京
、
新

潟
、
富
山
、
福
井
、
長
野
、
静
岡
、
愛
知
、
岡
山
、
長
崎
、
熊
本
、
佐
賀
、
鹿
児
島
、

沖
縄
 

 

 
 
（
イ
）
安
全
衛
生
教
育
総
点
検
月
間
の
設
定

 
 
 
 
 
 
安
全
衛
生
教
育
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
確
保
と
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
、
4
月
を
安
全
衛
生
教
育
総
点
検
月
間

と
定
め
、
本
部
が
作
成
し
た
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
表
に
よ
り
、
支
部
及
び
安
全
衛
生
教
育
（
実
技
教
育
）
の
講
師
は

自
主
点
検
及
び
改
善
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
実
施
関
係
者
の
意
識
を
高
め
た
。

 
 

（（
３３
））
図図
書書
・・
安安
全全
衛衛
生生
用用
具具
等等
のの
普普
及及
  

ア
 
図
書
教
材
等
の
作
成
、
頒
布
 

「
図
書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
安
全
衛
生
用
品
カ
タ
ロ
グ
」
の
令
和

3
年
度
版
を
作
成
・
配
布
す
る
と
と
も
に
、
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
一
般
へ
の
図
書
・
用
品
の
販
売
を
行
い
、
会
員
を
は
じ

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

び
伐
木
等
作
業
に
か
か
る
作
業
計
画
書
が
適
切
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
者
等
に
向
け

た
安
全
衛
生
教
育
を
準
備
す
る
。

 
エ

 内
部
業
務
監
査
の
実
施

 
技
能
講
習
に
つ
い
て
は
、
登
録
教
習
機
関
と
し
て
関
係
法
令
を
遵
守
し
適
切
に
講
習
し

て
い
る
か
、
内
部
業
務
監
査
を
実
施
す
る
。

 
ま
た
、
特
別
教
育
に
お
け
る
災
害
の
再
発
防
止
対
策
と
し
て
策
定
し
た
特
別
教
育
に
係

る
実

施
要

綱
及

び
実

技
教

育
安

全
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
に

よ
り

安
全

か
つ

適
正

に
特

別
教

育

を
実
施
し
て
い
る
か
、
内
部
業
務
監
査
を
実
施
す
る
。

 
 

 ［
支
部
］

 
支

部
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

防
止

対
策

を
ま

と
め

た
留

意
事

項
を

踏
ま

え
つ

つ
、
国
等
の
機
関
及
び
都
道
府
県
ご
と
に
示
さ
れ
た
方
針
に
沿
っ
た
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

す
る
。
 

ア
 
林
材
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
教
育
の
専
門
機
関
と
し
て
、
労
働
安
全
衛
生
意
識
の

向
上
と
、
法
令
等
に
基
づ
く
資
格
取
得
の
周
知
啓
発
に
努
め
る
。
 

 
 
 
さ
ら
に
、
各
種
安
全
衛
生
教
育
を
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
講
習
会
等
へ
の
積

極
的
な
受
講
勧
奨
を
行
う
。
 

（
ア
）
技
能
講
習
 

（
イ
）
安
全
衛
生
特
別
教
育
 

（
ウ
）
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
 

（
エ
）
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
示
さ

れ
た
安
全
衛
生
教
育
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
く
安
全
衛
生
教
育
の
徹
底
 

（
オ
）
木
材
伐
出
機
械
等
の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
修
了
者
に
対
す
る
能
力
向
上
教

育
（
厚
生
労
働
省
協
議
後
実
施
）
 

（
カ
）
林
業
架
線
作
業
主
任
者
免
許
取
得
講
習
 

（
キ
）
労
働
基
準
局
長
通
達
に
基
づ
く
教
育
 

イ
 
安
全
衛
生
教
育
に
お

け
る
安
全
衛
生
の
確
保
と
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
、
４
月
の
「安

全

衛
生

教
育

総
点

検
月

間
」期

間
中

に
、
協

会
が
行

う
安

全
衛
生
教

育
（技

能
講

習
及

び
特

別

教
育
等
）の

自
主
点
検
及
び
改
善
活
動
を
実
施
す
る
。

 

ウ
 
法
令
等
に
基
づ
く
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
遵
守
、
適

正
手
続
き
の
徹
底
を
図
り
、
内
部
監
査
体
制
の
整
備
充
実
に
努
め
る
。
 

特
別
教
育
に
つ
い
て
は
、
特
別
教
育
に
係
る
実
施
要
綱
及
び
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
に
よ
り
安
全
か
つ
適
正
に
実
施
す
る
。

 
エ

 
林

材
業

の
労

働
災

害
防

止
に

資
す

る
地

方
公

共
団

体
等

実
施

の
労

働
安

全
衛

生
対

策

事
業
等
へ
の
実
施
協
力
 

ｉ
 
小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
3ｔ

未
満
）
運
転
業
務
 

1 
34
 

ｊ
 
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
制
止
用
器
具
の
業
務
 

1 
30
 

ｋ
 
法
面
ロ
ー
プ
高
所
作
業
の
特
別
教
育
 

1 
8 

向 上 教 育 

( ウ ） 能 力 

林
業
架
線
作
業
主
任
者
能
力
向
上
教
育
 

1 
29
 

衛 生 教 育 

( エ ） 安 全 

ａ
 
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
業
務
（
安
衛
令
第

20
条
第

11
号
）

従
事
者
安
全
衛
生
教
育
（
1ｔ

以
上
）
 

1  
23
5 

b 
機
械
集
材
装
置
運
転
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
 

2 
32
 

c 
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
て
行
う
伐
木
等
業
務
従
事
者
安
全
衛
生

教
育
 

14
 

78
2 

( オ ） 通 達 教 育 

ａ
 
造
林
作
業
の
指
揮
者
等
安
全
衛
生
教
育
 

22
 

60
2 

ｂ
 
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
 

47
 

14
,
19
8 

ｃ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
務
研
修
 

5 
10
2 

ｄ
 
荷
役
運
搬
機
械
等
に
よ
る
は
い
作
業
従
事
者
安
全
教
育
 

7 
15
5 

e 
 積

卸
し
・
車
両
系
荷
役
運
搬
機
械
等
作
業
指
揮
者
安
全
教
育
 

1 
16
 

f 
 携

帯
用
丸
の
こ
盤
作
業
従
事
者
安
全
教
育
  
  

1 
51
 

イ
 
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
補
助
事
業
・
受
託
事
業
等
の
実
績
 

支
部
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
補
助
事
業
、
受
託
事
業
な
ど
に
よ
る
安
全
衛
生
教
育
等
を
実
施
し

た
。
 

区
 
 
 
分
 

実
施
支
部
数
 

受
講
者
数
 

(人
) 

ａ
 
安
全
衛
生
指
導
員
養
成
研
修
の
実
施
 

9 
17
4 

ｂ
 
安
全
巡
回
指
導
の
実
施
（
指
導
班
に
よ
る
巡
回
指
導
を
含
む
）
 

25
 

2,
4
10
 

ｃ
 
安
全
衛
生
普
及
啓
発
関
係
 

6 
35
8 

ｄ
 
林
業
就
業
支
援
事
業
関
係
 

3 
2,
3
49
 

ｅ
 
緑
の
雇
用
関
係
 

9 
1,
4
18
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 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

地
方

公
共

団
体

等
が

実
施

す
る

林
材

業
の

労
働

安
全

衛
生

対
策

及
び

普
及

啓
発

等
に

係
る
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
実
施
協
力
を
行
う
。
 

・
林
業
就
業
対
策
等
関
係
教
育
、
振
動
障
害
予
防
対
策
等
関
係
教
育
、
蜂
死
傷
災
害
対
策

等
関
係
教
育
な
ど
 

 【
業
務
目
標
】

 
ア
 
林
材
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
教
育
の
高
度
な
専
門
講
習
機
関
と
し
て
、
労
働

安
全
衛
生
法
に
基
づ
い
た
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
の
資
格
取
得

の
周
知
啓
発
等
に
努
め
る
。

 
イ
 
伐
木
等
の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
（
能
力
向
上
教
育
）
の
充
実

 
ウ
 
支
部
で
実
施
す
る
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
、
計
画

的
な
内
部
業
務
監
査
指
導
を
行
う
。（

令
和

3
年
度

11
支
部
）

 
 

                   （（
３３
））
図図
書書
・・
安安
全全
衛衛
生生
用用
具具
等等
のの
普普
及及
  

ア
 
図
書
教
材
等
の
作
成
頒
布
 

（
ア
）

 新
刊
等
の
発
行
 

ｆ
 
振
動
障
害
予
防
等
の
対
策
の
実
施
 

19
 

5,
3
52
 

ｇ
 
蜂
刺
傷
災
害
対
策
支
援
事
業
 

15
 

5,
6
48
 

ｈ
 
林
業
架
線
作
業
主
任
者
受
験
準
備
講
習
 

5 
73
 

ｉ
 
安
全
作
業
技
術
講
習
 

6 
37
8 

ｊ
 
そ
の
他
 

11
 

2,
6
19
 

 

ウ
 
伐
木
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育
の
実
技
教
育
中
に
発
生
し
た
災
害
に
係
る
対
策
 

平
成
31
年
4月

16
日
に
青
森
県
支
部
が
実
施
し
た
伐
木
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育
の
実
技
教
育
中
に
受
講
者
が
死
亡

す
る
と
い
う
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
災
害
が
発
生
し
た
た
め
、
再
発
防
止
対
策
と
し
て
、
安
全
衛
生
教
育
に
お
け
る

安
全
衛
生
の
徹
底
を
指
導
を
し
た
。
 

（
ア
）
内
部
業
務
監
査
の
実
施
 

技
能
講
習
に
つ
い
て
は
、
登
録
教
習
機
関
と
し
て
関
係
法
令
を
遵
守
し
適
切
に
講
習
し
て
い
る
か
、
内
部
業
務

監
査
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
特
別
教
育
に
お
け
る
災
害
の
再
発
防
止
対
策
と
し
て
策
定
し
た
特
別
教
育
に
係
る
実
施
要
綱
及
び
実
技

教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
よ
り
安
全
か
つ
適
正
に
特
別
教
育
を
実
施
し
て
い
る
か
、
内
部
業
務
監
査
を
実
施
し

た
。
 

令
和
元
年
度
実
施
 

（
１
４
支
部
）
 

茨
城
、
山
梨
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
島
根
、
広
島
、
山
口
、
徳

島
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知
 
 

令
和
２
年
度
実
施
 

（
１
１
支
部
）
 

埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、
石
川
、
岐
阜
、
三
重
、
兵
庫
、
奈
良
、
福
岡
、
大
分
、
宮
崎
 

令
和
３
年
度
実
施
 

（
２
２
支
部
）
 

北
海
道
、
青
森
、
秋
田
、
山
形
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、
群
馬
、
栃
木
、
東
京
、
新

潟
、
富
山
、
福
井
、
長
野
、
静
岡
、
愛
知
、
岡
山
、
長
崎
、
熊
本
、
佐
賀
、
鹿
児
島
、

沖
縄
 

 

 
 
（
イ
）
安
全
衛
生
教
育
総
点
検
月
間
の
設
定

 
 
 
 
 
 
安
全
衛
生
教
育
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
確
保
と
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
、
4
月
を
安
全
衛
生
教
育
総
点
検
月
間

と
定
め
、
本
部
が
作
成
し
た
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
表
に
よ
り
、
支
部
及
び
安
全
衛
生
教
育
（
実
技
教
育
）
の
講
師
は

自
主
点
検
及
び
改
善
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
実
施
関
係
者
の
意
識
を
高
め
た
。

 
 

（（
３３
））
図図
書書
・・
安安
全全
衛衛
生生
用用
具具
等等
のの
普普
及及
  

ア
 
図
書
教
材
等
の
作
成
、
頒
布
 

「
図
書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
安
全
衛
生
用
品
カ
タ
ロ
グ
」
の
令
和

3
年
度
版
を
作
成
・
配
布
す
る
と
と
も
に
、
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
一
般
へ
の
図
書
・
用
品
の
販
売
を
行
い
、
会
員
を
は
じ

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

び
伐
木
等
作
業
に
か
か
る
作
業
計
画
書
が
適
切
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
者
等
に
向
け

た
安
全
衛
生
教
育
を
準
備
す
る
。

 
エ

 内
部
業
務
監
査
の
実
施

 
技
能
講
習
に
つ
い
て
は
、
登
録
教
習
機
関
と
し
て
関
係
法
令
を
遵
守
し
適
切
に
講
習
し

て
い
る
か
、
内
部
業
務
監
査
を
実
施
す
る
。

 
ま
た
、
特
別
教
育
に
お
け
る
災
害
の
再
発
防
止
対
策
と
し
て
策
定
し
た
特
別
教
育
に
係

る
実

施
要

綱
及

び
実

技
教

育
安

全
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
に

よ
り

安
全

か
つ

適
正

に
特

別
教

育

を
実
施
し
て
い
る
か
、
内
部
業
務
監
査
を
実
施
す
る
。

 
 

 ［
支
部
］

 
支

部
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

防
止

対
策

を
ま

と
め

た
留

意
事

項
を

踏
ま

え
つ

つ
、
国
等
の
機
関
及
び
都
道
府
県
ご
と
に
示
さ
れ
た
方
針
に
沿
っ
た
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

す
る
。
 

ア
 
林
材
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
教
育
の
専
門
機
関
と
し
て
、
労
働
安
全
衛
生
意
識
の

向
上
と
、
法
令
等
に
基
づ
く
資
格
取
得
の
周
知
啓
発
に
努
め
る
。
 

 
 
 
さ
ら
に
、
各
種
安
全
衛
生
教
育
を
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
講
習
会
等
へ
の
積

極
的
な
受
講
勧
奨
を
行
う
。
 

（
ア
）
技
能
講
習
 

（
イ
）
安
全
衛
生
特
別
教
育
 

（
ウ
）
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
 

（
エ
）
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
示
さ

れ
た
安
全
衛
生
教
育
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
く
安
全
衛
生
教
育
の
徹
底
 

（
オ
）
木
材
伐
出
機
械
等
の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
修
了
者
に
対
す
る
能
力
向
上
教

育
（
厚
生
労
働
省
協
議
後
実
施
）
 

（
カ
）
林
業
架
線
作
業
主
任
者
免
許
取
得
講
習
 

（
キ
）
労
働
基
準
局
長
通
達
に
基
づ
く
教
育
 

イ
 
安
全
衛
生
教
育
に
お

け
る
安
全
衛
生
の
確
保
と
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
、
４
月
の
「安

全

衛
生

教
育

総
点

検
月

間
」期

間
中

に
、
協

会
が
行

う
安

全
衛
生
教

育
（技

能
講

習
及

び
特

別

教
育
等
）の

自
主
点
検
及
び
改
善
活
動
を
実
施
す
る
。

 

ウ
 
法
令
等
に
基
づ
く
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
遵
守
、
適

正
手
続
き
の
徹
底
を
図
り
、
内
部
監
査
体
制
の
整
備
充
実
に
努
め
る
。
 

特
別
教
育
に
つ
い
て
は
、
特
別
教
育
に
係
る
実
施
要
綱
及
び
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
に
よ
り
安
全
か
つ
適
正
に
実
施
す
る
。

 
エ

 
林

材
業

の
労

働
災

害
防

止
に

資
す

る
地

方
公

共
団

体
等

実
施

の
労

働
安

全
衛

生
対

策

事
業
等
へ
の
実
施
協
力
 

ｉ
 
小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
3ｔ

未
満
）
運
転
業
務
 

1 
34
 

ｊ
 
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
制
止
用
器
具
の
業
務
 

1 
30
 

ｋ
 
法
面
ロ
ー
プ
高
所
作
業
の
特
別
教
育
 

1 
8 

向 上 教 育 

( ウ ） 能 力 

林
業
架
線
作
業
主
任
者
能
力
向
上
教
育
 

1 
29
 

衛 生 教 育 

( エ ） 安 全 

ａ
 
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
業
務
（
安
衛
令
第

20
条
第

11
号
）

従
事
者
安
全
衛
生
教
育
（
1ｔ

以
上
）
 

1  
23
5 

b 
機
械
集
材
装
置
運
転
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
 

2 
32
 

c 
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
て
行
う
伐
木
等
業
務
従
事
者
安
全
衛
生

教
育
 

14
 

78
2 

( オ ） 通 達 教 育 

ａ
 
造
林
作
業
の
指
揮
者
等
安
全
衛
生
教
育
 

22
 

60
2 

ｂ
 
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
 

47
 

14
,
19
8 

ｃ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
務
研
修
 

5 
10
2 

ｄ
 
荷
役
運
搬
機
械
等
に
よ
る
は
い
作
業
従
事
者
安
全
教
育
 

7 
15
5 

e 
 積

卸
し
・
車
両
系
荷
役
運
搬
機
械
等
作
業
指
揮
者
安
全
教
育
 

1 
16
 

f 
 携

帯
用
丸
の
こ
盤
作
業
従
事
者
安
全
教
育
  
  

1 
51
 

イ
 
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
補
助
事
業
・
受
託
事
業
等
の
実
績
 

支
部
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
補
助
事
業
、
受
託
事
業
な
ど
に
よ
る
安
全
衛
生
教
育
等
を
実
施
し

た
。
 

区
 
 
 
分
 

実
施
支
部
数
 

受
講
者
数
 

(人
) 

ａ
 
安
全
衛
生
指
導
員
養
成
研
修
の
実
施
 

9  
17
4 

ｂ
 
安
全
巡
回
指
導
の
実
施
（
指
導
班
に
よ
る
巡
回
指
導
を
含
む
）
 

25
 

2,
4
10
 

ｃ
 
安
全
衛
生
普
及
啓
発
関
係
 

6 
35
8 

ｄ
 
林
業
就
業
支
援
事
業
関
係
 

3 
2,
3
49
 

ｅ
 
緑
の
雇
用
関
係
 

9 
1,
4
18
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画
 

事
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                （（
４４
））
月月
刊刊
情情
報報
誌誌
「「
林林
材材
安安
全全
」」
のの
編編
集集
・・
発発
行行
  

ア
 
労
働
災
害
防
止
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
継
続
し
て
制
作
・
発
刊
す
る
。
特
に
、
企

業
の
取
組
事
例
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
題
材
へ
の
速
や
か
な
対
応
な
ど
読
者
の
意
見
・
要
望
に

応
え
た
編
集
・
発
行
を
図
る
。
 

イ
 
林
材
業
に
係
る
関
係
機
関
等
に
積
極
的
な
新
規
購
読
の
勧
奨
を
行
う
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

月
刊
発
行
部
数
 
 
2,
50
0
部
 

 

［
支
部
］
 

ア
 
支
部
の
安
全
衛
生
活
動
等
の
情
報
・
資
料
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
講
習
会
、

現
場
指
導
等
の
機
会
を
捉
え
、
新
規
購
読
の
勧
奨
に
努
め
、
購
読
者
の
拡
大
を
図
る
。
 

イ
 
関
係
行
政
機
関
、
団
体
等
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
購
読
者
の
拡
大
を
図
る
。
 

 【
業
務
目
標
】
 

月
刊
発
行
部
数
 
 
2,
50
0
部
 

 

（（
５５
））
労労
働働
安安
全全
・・
労労
働働
衛衛
生生
標標
語語
のの
募募
集集
  

令
和

3
年
度
の
労
働
安
全
標
語
及
び
労
働
衛
生
標
語
に
つ
い
て
、
月
刊
情
報
誌
「
林
材

振
動
障
害
を
予
防
す
る
た
め
に
 

10
0
枚
 

  
 
 
 
 
そ
の
他
 

電
算
修
了
証
用
紙
（
50

枚
1
組
）
 

 
 
 
 2
00

組
 

立
入
禁
止
区
域
（
安
全
表
示
板
）
 

10
0
枚
 

図
書
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
安
全
衛
生
用
品
カ
タ
ロ
グ
（
20
21

年
→
20
22

年
）
 

 
 
 2
,5
00

部
 

  
林
材
安
全
（
3
年

4
月
～
4
年

3
月
）
 

毎
月

2,
50
0
部
 

 

イ
 
安
全
衛
生
用
品
等
の
普
及
促
進
 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
等
に
お
け
る
防
護
衣
（
具
）
の
確
実
な
着
用
を
推
進
す
る
た
め
、
当
協
会
が
メ
ー
カ
ー
と
共
同

開
発
し
た
製
品
及
び
メ
ー
カ
ー
独
自
開
発
製
品
に
つ
い
て
、
労
働
災
害
を
防
止
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
・
販
売
に
努
め
、
労
働
安
全
衛
生
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。

 
  （（
４４
））
月月
刊刊
情情
報報
誌誌
「「
林林
材材
安安
全全
」」
のの
編編
集集
・・
発発
行行
  

月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
は
、
林
材
業
界
唯
一
の
労
働
安
全
衛
生
専
門
誌
と
し
て
の
公
益
性
、
社
会
性
に
則
し
て
労

働
災
害
防
止
対
策
・
手
法
、
最
新
の
労
働
災
害
情
報
、
調
査
分
析
、
行
政
の
動
き
を
分
か
り
や
す
く
、
迅
速
か
つ
確
実
に

伝
え
る
よ
う
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
。
特
に
、
安
全
管
理
者
や
事
業
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た
具
体
的
な
取

組
事
例
の
紹
介
な
ど
、
会
員
の
取
組
の
参
考
と
な
る
記
事
を
計
画
的
に
掲
載
し
、
第

13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
の
達
成

に
向
け
た
取
組
事
項
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
た
。
ま
た
、
広
報
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
主
財
源
確
保
の
手
段
と

し
て
購
読
者
の
拡
大
、
有
料
広
告
の
確
保
掲
載
に
努
め
た
。
 

 

月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
年
間
発
行
部
数
 

延
べ

30
,0
00

部
 

 

       （（
５５
））
労労
働働
安安
全全
・・
労労
働働
衛衛
生生
標標
語語
のの
募募
集集
  

林
材
業
労
働
安
全
標
語
及
び
林
材
業
労
働
衛
生
標
語
を
一
般
公
募
し
、
採
用
さ
れ
た
標
語
を
使
用
し
た
労
働
安
全
ポ
ス
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事
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績
 

ａ
「
上
級
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
者
の
安
全
ガ
イ
ド
」
の
改
訂
 

 
 
 
ｂ
「
新
刊
 
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
材
（
仮
称
）」
（
危
険
有
害
業

務
従
事
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
テ
キ
ス
ト
）
 

ｃ
「
林
材
業
安
全
衛
生
関
係
法
令
集
」
の
改
訂
 

ｄ
「
作
業
計
画
書
の
作
成
手
引
き
(仮

称
)」

の
作
成
 

（
イ
）
現
行
テ
キ
ス
ト
の
増
刷
 

（
ウ
）
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
の
作
成
頒
布
 

イ
 
安
全
衛
生
用
具
等
の
普
及
促
進
 

 

［
支
部
］
 

ア
 
図
書
教
材
等
に
つ
い
て
、
カ
タ
ロ
グ
等
を
活
用
し
、
会
員
は
じ
め
林
材
業
に
携
わ
る
事

業
主
等
に
積
極
的
な
販
売
の
斡
旋
を
行
う
。
 

イ
 
各
種
講
習
会
、
研
修
会
等
の
開
催
に
あ
た
り
、
安
全
衛
生
用
品
、
保
護
具
等
着
用
の
重

要
性
を
講
義
す
る
と
と
も
に
、
展
示
な
ど
に
よ
り
販
売
の
斡
旋
を
行
う
。
 

                     

め
一
般
に
も
広
く
紹
介
し
販
売
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
労
働
安
全
衛
生
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
自
主
財
源
の
確

保
に
取
り
組
ん
だ
。
 

令
和

3
年
度
に
新
た
に
作
成
又
は
改
訂
し
た
も
の
 

種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
類
 

数
 
量
 

①
 
教
材
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
関
係
 

上
級
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
者
の
安
全
ガ
イ
ド
（
第
２
版
）
 

1,
0
00

部
 

②
 
 
そ
の
他
 

労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
 

7,
5
00

枚
 

労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
 

6,
0
00

枚
 

 
 

令
和

2
年
度
以
前
に
作
成
又
は
改
訂
し
た
も
の
で
、
令
和

3
年
度
に
増
刷
し
た
も
の
 

 

種
 
 
 
 
 
 
 
 
類
 

数
 
量
 

①
 
 
教
材
等
 

 
改
訂
２
版
 チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
の
安
全
ナ
ビ
 

30
,
00
0
部
 

集
材
機
運
転
者
安
全
必
携
 

1,
2
00

部
 

造
林
作
業
安
全
衛
生
実
務
必
携
 

70
0
部
 

車
両
系
木
材
伐
出
機
械
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

3,
0
00

部
 

改
訂
初
版
 安

全
な
刈
払
機
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
 

37
,
00
0
部
 

木
材
加
工
用
機
械
作
業
の
安
全
 

1,
5
00

部
 

林
業
現
場
責
任
者
の
基
礎
知
識
 

50
0
部
 

林
業
労
働
災
害
事
例
集
 

1,
0
00

部
 

緊
急
時
対
応
カ
ー
ド
 

50
0
部
 

安
全
な
刈
払
機
作
業
（
携
帯
式
カ
ー
ド
）
 

50
0
部
 

旧
安
衛
則
第

36
条
第
８
号
修
了
者
を
対
象
と
し
た
補
講
テ
キ
ス
ト
 

2,
0
00

部
 

旧
安
衛
則
第

36
条
第
８
号
の
２
修
了
者
を
対
象
と
し
た
補
講
テ
キ
ス
ト
 

1,
0
00

部
 

②
 
 
Ｄ
Ｖ
Ｄ
 

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
正
し
い
目
立
て
 

10
0
枚
 

刈
払
機
の
安
全
作
業
 

10
0
枚
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                （ （
４４
））
月月
刊刊
情情
報報
誌誌
「「
林林
材材
安安
全全
」」
のの
編編
集集
・・
発発
行行
  

ア
 
労
働
災
害
防
止
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
継
続
し
て
制
作
・
発
刊
す
る
。
特
に
、
企

業
の
取
組
事
例
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
題
材
へ
の
速
や
か
な
対
応
な
ど
読
者
の
意
見
・
要
望
に

応
え
た
編
集
・
発
行
を
図
る
。
 

イ
 
林
材
業
に
係
る
関
係
機
関
等
に
積
極
的
な
新
規
購
読
の
勧
奨
を
行
う
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

月
刊
発
行
部
数
 
 
2,
50
0
部
 

 

［
支
部
］
 

ア
 
支
部
の
安
全
衛
生
活
動
等
の
情
報
・
資
料
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
講
習
会
、

現
場
指
導
等
の
機
会
を
捉
え
、
新
規
購
読
の
勧
奨
に
努
め
、
購
読
者
の
拡
大
を
図
る
。
 

イ
 
関
係
行
政
機
関
、
団
体
等
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
購
読
者
の
拡
大
を
図
る
。
 

 【
業
務
目
標
】
 

月
刊
発
行
部
数
 
 
2,
50
0
部
 

 

（ （
５５
））
労労
働働
安安
全全
・・
労労
働働
衛衛
生生
標標
語語
のの
募募
集集
  

令
和

3
年
度
の
労
働
安
全
標
語
及
び
労
働
衛
生
標
語
に
つ
い
て
、
月
刊
情
報
誌
「
林
材

振
動
障
害
を
予
防
す
る
た
め
に
 

10
0
枚
 

  
 
 
 
 
そ
の
他
 

電
算
修
了
証
用
紙
（
50

枚
1
組
）
 

 
 
 
 2
00

組
 

立
入
禁
止
区
域
（
安
全
表
示
板
）
 

10
0
枚
 

図
書
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
安
全
衛
生
用
品
カ
タ
ロ
グ
（
20
21

年
→
20
22

年
）
 

 
 
 2
,5
00

部
 

  
林
材
安
全
（
3
年

4
月
～
4
年

3
月
）
 

毎
月

2,
50
0
部
 

 

イ
 
安
全
衛
生
用
品
等
の
普
及
促
進
 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
等
に
お
け
る
防
護
衣
（
具
）
の
確
実
な
着
用
を
推
進
す
る
た
め
、
当
協
会
が
メ
ー
カ
ー
と
共
同

開
発
し
た
製
品
及
び
メ
ー
カ
ー
独
自
開
発
製
品
に
つ
い
て
、
労
働
災
害
を
防
止
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
・
販
売
に
努
め
、
労
働
安
全
衛
生
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。

 
  （（
４４
））
月月
刊刊
情情
報報
誌誌
「「
林林
材材
安安
全全
」」
のの
編編
集集
・・
発発
行行
  

月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
は
、
林
材
業
界
唯
一
の
労
働
安
全
衛
生
専
門
誌
と
し
て
の
公
益
性
、
社
会
性
に
則
し
て
労

働
災
害
防
止
対
策
・
手
法
、
最
新
の
労
働
災
害
情
報
、
調
査
分
析
、
行
政
の
動
き
を
分
か
り
や
す
く
、
迅
速
か
つ
確
実
に

伝
え
る
よ
う
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
。
特
に
、
安
全
管
理
者
や
事
業
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た
具
体
的
な
取

組
事
例
の
紹
介
な
ど
、
会
員
の
取
組
の
参
考
と
な
る
記
事
を
計
画
的
に
掲
載
し
、
第

13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
の
達
成

に
向
け
た
取
組
事
項
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
た
。
ま
た
、
広
報
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
主
財
源
確
保
の
手
段
と

し
て
購
読
者
の
拡
大
、
有
料
広
告
の
確
保
掲
載
に
努
め
た
。
 

 

月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
年
間
発
行
部
数
 

延
べ

30
,0
00

部
 

 

       （（
５５
））
労労
働働
安安
全全
・・
労労
働働
衛衛
生生
標標
語語
のの
募募
集集
  

林
材
業
労
働
安
全
標
語
及
び
林
材
業
労
働
衛
生
標
語
を
一
般
公
募
し
、
採
用
さ
れ
た
標
語
を
使
用
し
た
労
働
安
全
ポ
ス

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

ａ
「
上
級
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
者
の
安
全
ガ
イ
ド
」
の
改
訂
 

 
 
 
ｂ
「
新
刊
 
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
材
（
仮
称
）」
（
危
険
有
害
業

務
従
事
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
テ
キ
ス
ト
）
 

ｃ
「
林
材
業
安
全
衛
生
関
係
法
令
集
」
の
改
訂
 

ｄ
「
作
業
計
画
書
の
作
成
手
引
き
(仮

称
)」

の
作
成
 

（
イ
）
現
行
テ
キ
ス
ト
の
増
刷
 

（
ウ
）
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
の
作
成
頒
布
 

イ
 
安
全
衛
生
用
具
等
の
普
及
促
進
 

 

［
支
部
］
 

ア
 
図
書
教
材
等
に
つ
い
て
、
カ
タ
ロ
グ
等
を
活
用
し
、
会
員
は
じ
め
林
材
業
に
携
わ
る
事

業
主
等
に
積
極
的
な
販
売
の
斡
旋
を
行
う
。
 

イ
 
各
種
講
習
会
、
研
修
会
等
の
開
催
に
あ
た
り
、
安
全
衛
生
用
品
、
保
護
具
等
着
用
の
重

要
性
を
講
義
す
る
と
と
も
に
、
展
示
な
ど
に
よ
り
販
売
の
斡
旋
を
行
う
。
 

                     

め
一
般
に
も
広
く
紹
介
し
販
売
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
労
働
安
全
衛
生
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
自
主
財
源
の
確

保
に
取
り
組
ん
だ
。
 

令
和

3
年
度
に
新
た
に
作
成
又
は
改
訂
し
た
も
の
 

種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
類
 

数
 
量
 

①
 
教
材
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
関
係
 

上
級
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
者
の
安
全
ガ
イ
ド
（
第
２
版
）
 

1,
0
00

部
 

②
 
 
そ
の
他
 

労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
 

7,
5
00

枚
 

労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
 

6,
0
00

枚
 

 
 

令
和

2
年
度
以
前
に
作
成
又
は
改
訂
し
た
も
の
で
、
令
和

3
年
度
に
増
刷
し
た
も
の
 

 

種
 
 
 
 
 
 
 
 
類
 

数
 
量
 

①
 
 
教
材
等
 

 
改
訂
２
版
 チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
の
安
全
ナ
ビ
 

30
,
00
0
部
 

集
材
機
運
転
者
安
全
必
携
 

1,
2
00

部
 

造
林
作
業
安
全
衛
生
実
務
必
携
 

70
0
部
 

車
両
系
木
材
伐
出
機
械
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

3,
0
00

部
 

改
訂
初
版
 安

全
な
刈
払
機
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
 

37
,
00
0
部
 

木
材
加
工
用
機
械
作
業
の
安
全
 

1,
5
00

部
 

林
業
現
場
責
任
者
の
基
礎
知
識
 

50
0
部
 

林
業
労
働
災
害
事
例
集
 

1,
0
00

部
 

緊
急
時
対
応
カ
ー
ド
 

50
0
部
 

安
全
な
刈
払
機
作
業
（
携
帯
式
カ
ー
ド
）
 

50
0
部
 

旧
安
衛
則
第

36
条
第
８
号
修
了
者
を
対
象
と
し
た
補
講
テ
キ
ス
ト
 

2,
0
00

部
 

旧
安
衛
則
第

36
条
第
８
号
の
２
修
了
者
を
対
象
と
し
た
補
講
テ
キ
ス
ト
 

1,
0
00

部
 

②
 
 
Ｄ
Ｖ
Ｄ
 

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
正
し
い
目
立
て
 

10
0
枚
 

刈
払
機
の
安
全
作
業
 

10
0
枚
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 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

４４
  
安安
全全
衛衛
生生
対対
策策
支支
援援
事事
業業
（（
自自
主主
事事
業業
））
 

（（
１１
））
「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
計計
画画
（（
５５
カカ
年年
計計
画画
））
」」
のの
目目
標標
達達
成成
にに
向向
けけ
たた
取取
組組
のの
実実

施施
  国
の
「
第

13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
」
を
踏
ま
え
、
林
材
業
で
働
く
人
々
の
安
全
と

健
康
の
確
保
を
目
指
し
、
協
会
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
と
対
策
を
示
し
た

13
次
災
防
計

画
を
策
定
し
て
か
ら

3
年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
過
去

3
年
間
に
発
生
し
た
林
業
・
木

材
製
造
業
の
死
傷
労
働
災
害
の
動
向
等
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ
る
取
組
を
推
進
し
、
計

画
目
標
の
達
成
を
図
る
。

 
 

【
計
画
の
目
標
】

 
20
22

年
ま
で
に

 
ア
 
死
亡
災
害
を
、
20
17

年
と
比
較
し
て

15
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
。

 
イ
 
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
災
害
を
、
20
17

年
と
比
較
し
て
５
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
。 

 ［
支
部
］

 
ア
 
13

次
災
防
計
画
で
掲
げ
た
目
標
達
成
に
向
け
て
、
会
員
事
業
場
に
対
し
、
業
務
目
標
に

掲
げ
た
取
組
対
策
等
の
徹
底
を
図
る
。
 

イ
 

支
部

長
が

率
先

し
て

会
員

事
業

場
と

連
携

し
た

現
場

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
等

を
積

極
的

に
実
施
し
、
13

次
災
防
計
画
の
目
標
の
達
成
を
図
る
。
 

ウ
 
会
員
事
業
場
に
対
し
、
改
正
労
働
安
全
衛
生
規
則
、「

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等

作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
「
林
業
の
作
業
現
場
に
お
け
る
緊
急
連
絡

体
制
の
整
備
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
並
び
に
災
防
規
程
を
周
知
し
、
そ
の
定
着
を

図
る
。
 

エ
  
年
末
年
始
無
災
害
運
動
に
お
い
て
本
部
が
作
成
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
活
用
し
て
、
そ
の
周

知
を
図
る
。
 

 
【
計
画
の
目
標
】

 
20
22

年
ま
で
に

 
ア
 
死
亡
災
害
を
、
20
17

年
と
比
較
し
て

15
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
。

 
イ
 
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
災
害
を
、
20
17

年
と
比
較
し
て
５
％
以
上
減
少
さ
せ
る

こ
と
。

 
 
 
 

 
【
業
務
目
標
】

 
 
 
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
林
業
・
木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
に
関
す

る
技
術
的
な
指
導
・
援
助
事
業
と
支
部
が
連
携
し
、
有
機
的
な
取
組
を
行
い
、
一
層
の
労
働

４４
  
安安
全全
衛衛
生生
対対
策策
支支
援援
事事
業業
（（
自自
主主
事事
業業
））
 

（（
１１
））
「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
計計
画画
（（
５５
カカ
年年
計計
画画
））
」」
のの
目目
標標
達達
成成
にに
向向
けけ
たた
取取
組組
のの
実実
施施
  

13
次
災
防
計
画
を
踏
ま
え
、
林
材
業
で
働
く
人
々
の
安
全
と
健
康
の
確
保
を
目
指
し
、
協
会
が
取
り
組
む
べ
き
方
向

と
対
策
を
示
し
た
林
材
業
労
働
災
害
防
止
計
画
(5

ヵ
年
計
画
)を

着
実
に
実
施
し
、
死
亡
災
害
の
目
標
で
あ
る

20
22

年

ま
で
に
死
亡
災
害
を

20
17

年
と
比
較
し
て

15
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
、
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
労
働
災
害
を
、

20
17

年
と
比
較
し
て

5%
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
 

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
本
部
、
支
部
、
会
員
事
業
場
が
一
丸
と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
取
組
を
着
実
に
実
施

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「

令
和

3
年
度
林
材
業
労
働
安
全
衛
生
に
関
わ
る
取
組
の
実
施
要
領
」（

以
下
「
取
組
の
実

施
要
領
」
と
い
う
。）

を
策
定
し
た
。
 

ま
た
、
取
組
の
実
施
要
領
の
「
重
点
と
す
る
取
組
」
と
し
て
、
次
の
取
組
を
実
施
し
た
。
 

ア
 
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
」
の
遵
守
徹
底

 
労
働
災
害
防
止
月
間
、
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
期
間
に
お
け
る
集
団
指
導
会
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
お

い
て
、
災
防
規
程
の
遵
守
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
た
。

 
ま
た
、
林
材
業
に
お
い
て
過
去
に
発
生
し
た
林
業
と
木
材
製
造
業
の
死
亡
労
働
災
害
を
分
析
し
、
死
亡
災
害
が
多

発
し
た
作
業
に
関
連
す
る
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
①
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
3 

死
亡
労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
林
業
作
業
（
A5

版
）」
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
安
全
管
理
士
に
よ

る
遵
守
指
導
件
数
の
多
い
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
②
「
林
業
 
災
防
規
程
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
（
A4

リ

ー
フ
レ
ッ
ト
）
」、

同
様
に
木
材
作
業
に
つ
い
て
も
、
③
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
4 

死
亡
労

働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
木
材
製
造
業
（
A5

版
）」
、
④
「
木
材
製
造
業
 
災
防
規
程
の
遵
守
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
（
A4

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）」

を
作
成
し
、
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
に
お
い
て
説
明
し
、
災
防
規

程
の
周
知
及
び
指
導
を
行
っ
た
。
（
再
掲
）

 
イ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
普
及
と
実
施
に
向
け
た
指
導
援
助

 
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
の
た
め
の
林
業
及
び
木
材
製
造
業
に
お
け
る
集
団
指
導
会
を
実
施
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
再
掲
）

 
ウ
 
安
全
衛
生
教
育
の
確
実
な
実
施
に
向
け
た
指
導
援
助

 
（
ア
）
特
別
教
育
（
補
講
）
の
適
正
な
実
施

 
技
能
講
習
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
等
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正
な
講
習
を
行
う
。
特
別
教
育
等
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
制
定
し
た
「
伐
木
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
に
関
す
る
実
施
要
綱
」
及
び
「
伐
木
等
の
業
務
に

係
る
特
別
教
育
に
関
す
る
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
並
び
に
「
安
全
衛
生
教
育
に
関
す
る
実
施
要
綱
」
及
び
「
車

両
系
木
材
伐
出
機
械
の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
」、
「
機
械
集
材
装
置
の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
」、

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
」
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
適
正
な
教

育
を
行
う
よ
う
指
導
し
た
。（

再
掲
）

 
（
イ
）
技
能
講
習
・
特
別
教
育
等
の
開
催
日
程
等
の
広
報

 
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
講
習
、
教
育
等
の

開
催
日
程
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
受
講
者
の
利
便
性
の
向
上
と
受
講
機
会
の
拡
大
を
図
っ
た
。

 

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

安
全
」、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
、
広
く
公
募
す
る
と
と
も
に
、
全
国
林
材
業

労
働
災
害
防
止
大
会
の
場
で
も
募
集
す
る
。

 
 ［
支
部
］
 

標
語
公
募
に
つ
い
て
、
会
員
は
も
と
よ
り
広
く
社
会
一
般
へ
の
周
知
啓
発
に
努
め
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】

 
標
語
応
募
総
数
 
30
0
点

 
 （ （
６６
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
テテ
キキ
スス
トト
等等
作作
成成
委委
員員
会会
 

時
代
に
即
応
し
た
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
、
労
働
災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
。
 

以
下
の
テ
キ
ス
ト
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
 

ア
 
「
上
級
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
者
の
安
全
ガ
イ
ド
」
の
改
訂
 

イ
 
「
新
刊
 
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
材
（
仮
称
）」
（
危
険
有
害
業
務

従
事
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
テ
キ
ス
ト
）
 

ウ
 
「
作
業
計
画
書
の
作
成
手
引
き
（
仮
称
）」

 

 

［
支
部
］
 

労
働

安
全

衛
生

教
育

テ
キ

ス
ト

に
関

連
す

る
情

報
や

外
部

か
ら

の
要

望
等

が
あ

っ
た

場
合
に
は
、
速
や
か
に
本
部
に
報
告
す
る
。
 

 

（ （
７７
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
にに
係係
るる
講講
師師
養養
成成
研研
修修
のの
開開
催催
  

林
材
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
教
育
の
高
度
専
門
講
習
機
関
と
し
て
、
そ
の
一
定

以
上
の
教
育
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
た
め
の
講
師
養
成
を
行
う
。
令
和
３
年
度
は
、
伐
木

造
材
作
業
に
係
る
科
目
に
併
せ
、
支
部
か
ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
て
車
両
系
木
材
伐
出

機
械
に
係
る
科
目
を
盛
り
込
ん
で
実
施
す
る
。
 

 ［
支
部
］
 

支
部
講
師
の
積
極
的
な
参
加
に
つ
い
て
勧
奨
す
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

(1
)
 開

催
月
日
 
令
和

3
年

7
月

8
日
（
木
）
～
9
日
（
金
）
 

(2
)
 募

集
人
員
 
50

名
程
度
（
開
催
場
所
：
東
京
都
港
区
）
 

    

タ
ー
及
び
労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
販
売
し
た
。
 

ア
 
令
和
３
年
度
林
材
業
労
働
安
全
標
語
 
「「

ま
さ
か
」
よ
り
「
も
し
や
」
で
見
抜
く
危
険
の
芽
」
 

イ
 
令
和
３
年
度
林
材
業
労
働
衛
生
標
語
 
「
無
理
せ
ず
に
 
心
と
体
に
 
思
い
や
り
」
 

ウ
 
令
和
３
年
度
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
 
  

 
 
 
 
 
7,
5
00

枚
 

エ
 
令
和
３
年
度
労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
 
 
  

 
 
 
 
6,
0
00

枚
 

        （（
６６
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
テテ
キキ
スス
トト
等等
作作
成成
委委
員員
会会
  

当
協
会
が
発
行
す
る
安
全
衛
生
教
育
用
図
書
等
の
作
成
ま
た
は
改
訂
に
当
た
り
、
専
門
的
知
見
を
有
す
る
有
識
者
等
で

構
成
さ
れ
た
委
員
会
に
よ
り
、
図
書
の
編
さ
ん
内
容
等
の
検
討
を
行
っ
た
。
 

［
検
討
対
象
図
書
］
 

ア
 
「
上
級
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
者
の
安
全
ガ
イ
ド
」
の
改
訂
 

イ
 
「
作
業
計
画
の
手
引
き
（
仮
称
）」

の
新
刊
編
纂
に
つ
い
て
 

 

安
全
衛
生
教
育
テ
キ
ス
ト
等
作
成
委
員
会
の
開
催

 
文
書
に
よ
る
意
見
聴
取
（
年
２
回
）

 

      （（
７７
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
にに
係係
るる
講講
師師
養養
成成
研研
修修
のの
開開
催催
  

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和

47
年
法
律
第

57
号
）
及
び
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和

47
年
労
働
省
令
第

32
号
）
に
規

定
す
る
安
全
衛
生
教
育
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
代
わ
っ
て
、
当
協
会
の
各
都
道
府
県
支
部
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
当
協
会
が
、
林
材
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
教
育
の
専
門
機
関
と
し
て
、
講
師
に
求
め
ら
れ
る
一
定
水
準

以
上
の
教
育
知
識
等
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
講
師
養
成
研
修
を
開
催
し
た
。
 

  

実
施
日
 

令
和

3
年

7
月

8
日
～
9
日
（
2
日
間
）
 

内
 
容
 

振
動
障
害
の
予
防
と
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
、
相
手
に
伝
わ
る
話
し
方
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安

全
操
作
及
び
点
検
・
整
備
の
ポ
イ
ン
ト
、
使
用
者
責
任
と
安
全
衛
生
（
関
係
法
令
）、

伐
木

等
の
業
務
に
係
る
災
害
事
例
、
関
係
法
令
通
達
及
び
振
動
工
具
に
係
る
事
例
演
習
の
ポ
イ

ン
ト
、
伐
木
等
の
業
務
に
係
る
学
科
及
び
実
技
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
研
修
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画
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績
 

４４
  
安安
全全
衛衛
生生
対対
策策
支支
援援
事事
業業
（（
自自
主主
事事
業業
））
 

（ （
１１
））
「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
計計
画画
（（
５５
カカ
年年
計計
画画
））
」」
のの
目目
標標
達達
成成
にに
向向
けけ
たた
取取
組組
のの
実実

施施
  国
の
「
第

13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
」
を
踏
ま
え
、
林
材
業
で
働
く
人
々
の
安
全
と

健
康
の
確
保
を
目
指
し
、
協
会
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
と
対
策
を
示
し
た

13
次
災
防
計

画
を
策
定
し
て
か
ら

3
年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
過
去

3
年
間
に
発
生
し
た
林
業
・
木

材
製
造
業
の
死
傷
労
働
災
害
の
動
向
等
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ
る
取
組
を
推
進
し
、
計

画
目
標
の
達
成
を
図
る
。

 
 

【
計
画
の
目
標
】

 
20
22

年
ま
で
に

 
ア
 
死
亡
災
害
を
、
20
17

年
と
比
較
し
て

15
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
。

 
イ
 
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
災
害
を
、
20
17

年
と
比
較
し
て
５
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
。 

 ［
支
部
］

 
ア
 
13

次
災
防
計
画
で
掲
げ
た
目
標
達
成
に
向
け
て
、
会
員
事
業
場
に
対
し
、
業
務
目
標
に

掲
げ
た
取
組
対
策
等
の
徹
底
を
図
る
。
 

イ
 

支
部

長
が

率
先

し
て

会
員

事
業

場
と

連
携

し
た

現
場

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
等

を
積

極
的

に
実
施
し
、
13

次
災
防
計
画
の
目
標
の
達
成
を
図
る
。
 

ウ
 
会
員
事
業
場
に
対
し
、
改
正
労
働
安
全
衛
生
規
則
、「

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等

作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
「
林
業
の
作
業
現
場
に
お
け
る
緊
急
連
絡

体
制
の
整
備
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
並
び
に
災
防
規
程
を
周
知
し
、
そ
の
定
着
を

図
る
。
 

エ
  
年
末
年
始
無
災
害
運
動
に
お
い
て
本
部
が
作
成
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
活
用
し
て
、
そ
の
周

知
を
図
る
。
 

 
【
計
画
の
目
標
】

 
20
22

年
ま
で
に

 
ア
 
死
亡
災
害
を
、
20
17

年
と
比
較
し
て

15
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
。

 
イ
 
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
災
害
を
、
20
17

年
と
比
較
し
て
５
％
以
上
減
少
さ
せ
る

こ
と
。

 
 
 
 

 
【
業
務
目
標
】

 
 
 
安
全
管
理
士
等
に
よ
る
林
業
・
木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
に
関
す

る
技
術
的
な
指
導
・
援
助
事
業
と
支
部
が
連
携
し
、
有
機
的
な
取
組
を
行
い
、
一
層
の
労
働

４ ４
  
安安
全全
衛衛
生生
対対
策策
支支
援援
事事
業業
（（
自自
主主
事事
業業
））
 

（ （
１１
））
「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
計計
画画
（（
５５
カカ
年年
計計
画画
））
」」
のの
目目
標標
達達
成成
にに
向向
けけ
たた
取取
組組
のの
実実
施施
  

13
次
災
防
計
画
を
踏
ま
え
、
林
材
業
で
働
く
人
々
の
安
全
と
健
康
の
確
保
を
目
指
し
、
協
会
が
取
り
組
む
べ
き
方
向

と
対
策
を
示
し
た
林
材
業
労
働
災
害
防
止
計
画
(5

ヵ
年
計
画
)を

着
実
に
実
施
し
、
死
亡
災
害
の
目
標
で
あ
る

20
22

年

ま
で
に
死
亡
災
害
を

20
17

年
と
比
較
し
て

15
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
、
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
労
働
災
害
を
、

20
17

年
と
比
較
し
て

5%
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
 

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
本
部
、
支
部
、
会
員
事
業
場
が
一
丸
と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
取
組
を
着
実
に
実
施

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「

令
和

3
年
度
林
材
業
労
働
安
全
衛
生
に
関
わ
る
取
組
の
実
施
要
領
」（

以
下
「
取
組
の
実

施
要
領
」
と
い
う
。）

を
策
定
し
た
。
 

ま
た
、
取
組
の
実
施
要
領
の
「
重
点
と
す
る
取
組
」
と
し
て
、
次
の
取
組
を
実
施
し
た
。
 

ア
 
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
」
の
遵
守
徹
底

 
労
働
災
害
防
止
月
間
、
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
期
間
に
お
け
る
集
団
指
導
会
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
お

い
て
、
災
防
規
程
の
遵
守
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
た
。

 
ま
た
、
林
材
業
に
お
い
て
過
去
に
発
生
し
た
林
業
と
木
材
製
造
業
の
死
亡
労
働
災
害
を
分
析
し
、
死
亡
災
害
が
多

発
し
た
作
業
に
関
連
す
る
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
①
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
3 

死
亡
労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
林
業
作
業
（
A5

版
）」
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
安
全
管
理
士
に
よ

る
遵
守
指
導
件
数
の
多
い
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
②
「
林
業
 
災
防
規
程
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
（
A4

リ

ー
フ
レ
ッ
ト
）
」、

同
様
に
木
材
作
業
に
つ
い
て
も
、
③
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
4 

死
亡
労

働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
木
材
製
造
業
（
A5

版
）」
、
④
「
木
材
製
造
業
 
災
防
規
程
の
遵
守
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
（
A4

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）」

を
作
成
し
、
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
に
お
い
て
説
明
し
、
災
防
規

程
の
周
知
及
び
指
導
を
行
っ
た
。
（
再
掲
）

 
イ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
普
及
と
実
施
に
向
け
た
指
導
援
助

 
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
の
た
め
の
林
業
及
び
木
材
製
造
業
に
お
け
る
集
団
指
導
会
を
実
施
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
再
掲
）

 
ウ
 
安
全
衛
生
教
育
の
確
実
な
実
施
に
向
け
た
指
導
援
助

 
（
ア
）
特
別
教
育
（
補
講
）
の
適
正
な
実
施

 
技
能
講
習
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
等
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正
な
講
習
を
行
う
。
特
別
教
育
等
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
制
定
し
た
「
伐
木
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
に
関
す
る
実
施
要
綱
」
及
び
「
伐
木
等
の
業
務
に

係
る
特
別
教
育
に
関
す
る
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
並
び
に
「
安
全
衛
生
教
育
に
関
す
る
実
施
要
綱
」
及
び
「
車

両
系
木
材
伐
出
機
械
の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
」、
「
機
械
集
材
装
置
の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
」、

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
」
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
適
正
な
教

育
を
行
う
よ
う
指
導
し
た
。（

再
掲
）

 
（
イ
）
技
能
講
習
・
特
別
教
育
等
の
開
催
日
程
等
の
広
報

 
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
講
習
、
教
育
等
の

開
催
日
程
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
受
講
者
の
利
便
性
の
向
上
と
受
講
機
会
の
拡
大
を
図
っ
た
。

 

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

安
全
」、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
、
広
く
公
募
す
る
と
と
も
に
、
全
国
林
材
業

労
働
災
害
防
止
大
会
の
場
で
も
募
集
す
る
。

 
 ［
支
部
］
 

標
語
公
募
に
つ
い
て
、
会
員
は
も
と
よ
り
広
く
社
会
一
般
へ
の
周
知
啓
発
に
努
め
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】

 
標
語
応
募
総
数
 
30
0
点

 
 （（
６６
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
テテ
キキ
スス
トト
等等
作作
成成
委委
員員
会会
 

時
代
に
即
応
し
た
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
、
労
働
災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
。
 

以
下
の
テ
キ
ス
ト
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
 

ア
 
「
上
級
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
者
の
安
全
ガ
イ
ド
」
の
改
訂
 

イ
 
「
新
刊
 
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
材
（
仮
称
）」
（
危
険
有
害
業
務

従
事
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
テ
キ
ス
ト
）
 

ウ
 
「
作
業
計
画
書
の
作
成
手
引
き
（
仮
称
）」

 

 

［
支
部
］
 

労
働

安
全

衛
生

教
育

テ
キ

ス
ト

に
関

連
す

る
情

報
や

外
部

か
ら

の
要

望
等

が
あ

っ
た

場
合
に
は
、
速
や
か
に
本
部
に
報
告
す
る
。
 

 

（（
７７
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
にに
係係
るる
講講
師師
養養
成成
研研
修修
のの
開開
催催
  

林
材
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
教
育
の
高
度
専
門
講
習
機
関
と
し
て
、
そ
の
一
定

以
上
の
教
育
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
た
め
の
講
師
養
成
を
行
う
。
令
和
３
年
度
は
、
伐
木

造
材
作
業
に
係
る
科
目
に
併
せ
、
支
部
か
ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
て
車
両
系
木
材
伐
出

機
械
に
係
る
科
目
を
盛
り
込
ん
で
実
施
す
る
。
 

 ［
支
部
］
 

支
部
講
師
の
積
極
的
な
参
加
に
つ
い
て
勧
奨
す
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

(1
)
 開

催
月
日
 
令
和

3
年

7
月

8
日
（
木
）
～
9
日
（
金
）
 

(2
)
 募

集
人
員
 
50

名
程
度
（
開
催
場
所
：
東
京
都
港
区
）
 

    

タ
ー
及
び
労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
販
売
し
た
。
 

ア
 
令
和
３
年
度
林
材
業
労
働
安
全
標
語
 
「「

ま
さ
か
」
よ
り
「
も
し
や
」
で
見
抜
く
危
険
の
芽
」
 

イ
 
令
和
３
年
度
林
材
業
労
働
衛
生
標
語
 
「
無
理
せ
ず
に
 
心
と
体
に
 
思
い
や
り
」
 

ウ
 
令
和
３
年
度
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
 
  

 
 
 
 
 
7,
5
00

枚
 

エ
 
令
和
３
年
度
労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
 
 
  

 
 
 
 
6,
0
00

枚
 

        （（
６６
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
テテ
キキ
スス
トト
等等
作作
成成
委委
員員
会会
  

当
協
会
が
発
行
す
る
安
全
衛
生
教
育
用
図
書
等
の
作
成
ま
た
は
改
訂
に
当
た
り
、
専
門
的
知
見
を
有
す
る
有
識
者
等
で

構
成
さ
れ
た
委
員
会
に
よ
り
、
図
書
の
編
さ
ん
内
容
等
の
検
討
を
行
っ
た
。
 

［
検
討
対
象
図
書
］
 

ア
 
「
上
級
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
者
の
安
全
ガ
イ
ド
」
の
改
訂
 

イ
 
「
作
業
計
画
の
手
引
き
（
仮
称
）」

の
新
刊
編
纂
に
つ
い
て
 

 

安
全
衛
生
教
育
テ
キ
ス
ト
等
作
成
委
員
会
の
開
催

 
文
書
に
よ
る
意
見
聴
取
（
年
２
回
）

 

      （（
７７
））
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
にに
係係
るる
講講
師師
養養
成成
研研
修修
のの
開開
催催
  

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和

47
年
法
律
第

57
号
）
及
び
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和

47
年
労
働
省
令
第

32
号
）
に
規

定
す
る
安
全
衛
生
教
育
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
代
わ
っ
て
、
当
協
会
の
各
都
道
府
県
支
部
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
当
協
会
が
、
林
材
業
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
教
育
の
専
門
機
関
と
し
て
、
講
師
に
求
め
ら
れ
る
一
定
水
準

以
上
の
教
育
知
識
等
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
講
師
養
成
研
修
を
開
催
し
た
。
 

  

実
施
日
 

令
和

3
年

7
月

8
日
～
9
日
（
2
日
間
）
 

内
 
容
 

振
動
障
害
の
予
防
と
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
、
相
手
に
伝
わ
る
話
し
方
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安

全
操
作
及
び
点
検
・
整
備
の
ポ
イ
ン
ト
、
使
用
者
責
任
と
安
全
衛
生
（
関
係
法
令
）、

伐
木

等
の
業
務
に
係
る
災
害
事
例
、
関
係
法
令
通
達
及
び
振
動
工
具
に
係
る
事
例
演
習
の
ポ
イ

ン
ト
、
伐
木
等
の
業
務
に
係
る
学
科
及
び
実
技
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
研
修
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画
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績
 

び
「
林
業
の
作
業
現
場
に
お
け
る
緊
急
連
絡
体
制
の
整
備
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
災
防
規
程
の
見
直
し
作
業
を
行
う
。

 
 

 ［
支
部
］

 
支
部
は
、
会
員
に
対
し
災
防
規
程
を
遵
守
す
る
よ
う
に
、
集
団
指
導
会
、
個
別
指
導
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
指
導
す
る
。
 

 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
会
員
に
対
し
、
集
団
指
導
会
、
個
別
指
導
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
通
じ
て
新
災
防

規
程
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

 
イ
 
本
部
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
用
の
資
料
の
改
正
規
則
等
に
則
し
た

見
直
し
を
行
い
、
支
部
に
配
付
す
る
。

 
ウ
 
支
部
は
１
回
以
上
、
災
防
規
程
の
講
習
会
又
は
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
。

 
 
 
 
受
講
者
目
標
 
2,
00
0
名
以
上

 
 

（（
３３
））
「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
月月
間間
」」
のの
設設
定定
とと
全全
国国
安安
全全
週週
間間
等等
へへ
のの
取取
組組
  

労
働
災
害
防
止
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
安
全
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
事
業
者
、
事
業
主
団
体
等
の
自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
一
層
の
促
進
を
図
る

た
め
、
7
月
を
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
に
設
定
し
、
労
働
災
害
防
止
活
動
を
重

点
的
に
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
令
和

3
年
度
に
お
い
て
は
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
安
全
管
理
士
等

が
支
部
及
び
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
、
林
業
・
木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
し
て
「
労

働
災
害
防
止
に
関
す
る
巡
回
啓
発
活
動
」
を
本
部
、
支
部
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

と
す
る
。

 
 
 
 
な
お
、
本
月
間
取
組
の
他
、
全
国
安
全
週
間
（
7
月

1
日
～
7
日
）
及
び
全
国
労
働
衛

生
週
間
（
10

月
1
日
～
7
日
）
の
協
賛
者
と
し
て
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
提
唱
す

る
年
末
年
始
無
災
害
運
動
（
12

月
15

日
～
1
月

15
日
）
と
合
わ
せ
て
、
労
働
安
全
衛
生

意
識
の
高
揚
と
労
働
災
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
計
画
的
な
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
と
す

る
。

 
 
［
支
部
］

 
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
等
で
は
、
次
の
事
項
を
中
心
と
し
て
、
計
画
的
に
支

部
の
実
情
に
即
し
て
展
開
を
図
る
。
 

ア
 
地
方
駐
在
安
全
管
理
士
と
支
部
が
緊
密
な
連
携
の
下
、
実
効
性
の
あ
る
「
林
材
業
労
働

災
害
防
止
月
間
」
の
取
組
と
し
て
「
労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
巡
回
啓
発
活
動
」
を
実
施

本
部
か
ら
会
員
に
対
し
、
労
働
災
害
防
止
月
間
及
び
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
期
間
中
の
講
習
会
や
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
等
に
お
い
て
、
安
全
管
理
士
に
よ
る
遵
守
指
導
を
行
い
、
災
防
規
程
の
周
知
徹
底
を
図
る
よ
う
指
導
し

た
。

 
                        （（
３３
））
「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
月月
間間
」」
のの
設設
定定
とと
全全
国国
安安
全全
週週
間間
等等
へへ
のの
取取
組組
  

ア
 
全
国
安
全
週
間
が
実
施
さ
れ
る

7
月
を
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
に
設
定
し
て
、
労
働
災
害
防
止
の
活
動

を
重
点
的
に
実
施
し
、
そ
の
定
着
を
図
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
月
間
中
の
厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が

主
唱
す
る
「
全
国
安
全
週
間
」（

7
月

1
日
～
7
日
）
に
つ
い
て
も
協
賛
者
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。
 

な
お
、「

林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
の
主
な
取
組
み
は
、
次
の
と
お
り
 

 
 
実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

対
 
象
 
数
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

21
支
部
 

 
32
5
事
業
場
 

労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
配
付
、
掲
示
 

47
支
部
 

 
5,
51
5
事
業
場
 

イ
 
全
国
労
働
衛
生
週
間
 

厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
主
唱
す
る
「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」（

10
月

1
日
～
7
日
）
の
協
賛
者

と
し
て
、
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
だ
。
 

な
お
、「

林
材
業
労
働
衛
生
週
間
」
（
9
月

1
日
～
9
月

30
日
ま
で
の

1
か
月
間
は
準
備
期
間
、
10

月
1
日
～
7
日

は
本
週
間
）
の
主
な
取
組
み
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

 
 
実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

対
 
象
 
数
 

安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
 

24
支
部
 

  
2
64

事
業
場
 

安
全
衛
生
講
習
会
、
産
業
安
全
衛
生
大
会
等
の
実
施
 

20
支
部
 

  
7
92

事
業
場
 

労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
の
配
付
、
掲
示
 

47
支
部
 

4,
6
45

事
業
場
 

 【
Ⅱ
 
自
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事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

災
害
防
止
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
次
の
取
組
を
実
施
す
る
。

 
ア
 
会
員
に
対
し
、
集
団
指
導
会
等
を
通
じ
て
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規

程
」
の
周
知
徹
底
を
図
る
。（

再
掲
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
イ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
普
及
と
実
施
に
向
け
た
指
導
援
助

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
再
掲
）

 
ウ
 
安
全
衛
生
教
育
の
確
実
な
実
施
に
向
け
た
指
導
援
助
（
再
掲
）

 
エ
 
死
亡
労
働
災
害
の
撲
滅
を
目
指
し
た
取
組

 
（
ア
）

 「
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
」
に
基
づ
く
効
果
的
な
再
発
防
止

対
策
の
徹
底
（
再
掲
）

 
（
イ
）
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
集
中
個
別
指
導
（
再
掲
）

 
（
ウ
）
直
近
の
上
半
期
及
び

1
年
間
に
発
生
し
た
死
亡
災
害
を
分
析
し
た
再
発
防
止
対
策
の

周
知
・
指
導

 
オ
 
死
傷
災
害
の
防
止
を
目
指
し
た
取
組

 
（
ア
）
林
材
業

ST
OP
！
熱
中
症
 
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 
（
イ
）
林
材
業

ST
OP
！
転
倒
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組

 
（
ウ
）
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
の
周
知
徹
底

 
・
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

 
 

（（
２２
））
「「
林林
業業
・・
木木
材材
製製
造造
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
規規
程程
」」
のの
遵遵
守守
指指
導導
  

林
業
及
び
木
材
製
造
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
は
、
度
数
率
、
強
度
率
、
死

傷
年

千
人

率
に

お
い

て
、

他
の

業
種

と
比

べ
て

も
非

常
に

多
く

の
災

害
が

発
生

し
て

お

り
、
令
和

2
年

4
月
～
12

月
に
安
全
管
理
士
が
実
施
し
た
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お

い
て
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
（
以
下
「
災
防
規
程
」
と
い
う
。
）
の
い

ず
れ
か
に
抵
触
し
て
い
る
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
事
業
場
は
、
林
業
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る

10
9
現
場
の
内

72
現
場
で
あ
り
、
指
摘
率
は

64
.9
％
、
木
材
製
造
業
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お

け
る

21
工
場
の
内

16
工
場
で
あ
り
、
指
摘
率
は

76
.2
%で

あ
っ
た
。
 

こ
の
指
摘
率
の
高
さ
は
、
多
く
の
事
業
場
で
災
防
規
程
を
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
労
働
災
害
が
多
発
す
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
部
は
災
防
規
程
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
遵
守
状

況
を
示
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
お
い
て
遵
守
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
過
去
に
多
発
し
た
災
害
の
原
因
と
対
策
、
そ
れ
に
係
る
災
防
規
程
を
ま
と
め
た

小
冊
子
を
作
成
し
、
支
部
は
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
に
お
い
て
、
小
冊
子
を

説
明
す
る
等
の
取
組
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
、
平
成

31
年

2
月

12
日
に
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
が
公
布
さ
れ
、
こ
の
改

正
に
伴
い
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及

（
ウ
）
安
全
衛
生
教
育
の
実
施

 
伐

木
等
作

業
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
に

お
い
て

も
示
さ

れ
た

チ
ェ
ー

ン
ソ
ー

を
用
い

て
行

う
伐
木

等
の
業

務
従
事

者
安

全
衛
生
教
育
を
当
該
対
象
者
に
対
し
て

5
年
ご
と
に
実
施
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 
ま
た
、
伐
木
等
機
械
、
走
行
集
材
機
械
及
び
簡
易
架
線
集
材
装
置
等
（
以
下
「
木
材
伐
出
機
械
等
」
と
い
う
。）

の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
が
平
成

26
年

12
月

1
日
に
適
用
さ
れ
、
5
年
を
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、「

チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
用
い
て
行
う
伐
木
等
の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
」
と
同
様
に
危
険
有
害
業
務
従
事
者
に
対
す
る
安

全
衛
生
が
実
施
で
き
る
よ
う
厚
生
労
働
省
に
通
達
の
施
行
を
要
請
し
た
。

 
エ
 
死
亡
労
働
災
害
の
撲
滅
を
目
指
し
た
取
組

 
(ア

) 
「
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
」
に
基
づ
く
効
果
的
な
再
発
防
止
対
策
を
実
施
し
た
。（

再
掲
）

 
(イ

) 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
集
中
指
導
を
実
施
し
た
。
（
再
掲
）

 
(ウ

) 
死
亡
災
害
（
直
近
の
上
半
期
、
年
間
）
を
分
析
し
た
再
発
防
止
対
策
の
周
知
・
指
導
を
実
施
し
た
。

 
オ
 
死
傷
災
害
の
防
止
を
目
指
し
た
取
組

 
(ア

) 
林
材
業

ST
O

P！
熱
中
症
 
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
取
組
の
実
施
要
領
に
よ
り
周
知
し
、
実
施
し

た
。

 
(イ

) 
林
材
業

ST
O

P！
転
倒
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
取
組
の
実
施
要
領
に
よ
り
周
知
し
、
実
施
し
た
。

 
(ウ

) 
令
和

3
年
度
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
を
取
組
の
実
施
要
領
に
よ
り
周
知
し
、
実
施
し
た
。

 
カ
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
集
中
指
導
を
実
施
し
た
。（

再
掲
）
 

 （ （
２２
））
「「
林林
業業
・・
木木
材材
製製
造造
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
規規
程程
」」
のの
遵遵
守守
指指
導導
  

災
防
規
程
は
、
林
業
に
つ
い
て
は
、
木
材
伐
出
機
械
等
に
係
る
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
、
振
動
障
害
予
防
対
策

の
改
正
、
木
材
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
業
種
の
多
様
化
と
機
械
設
備
の
技
術
革
新
の
進
展
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
見
直

し
が
行
わ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
得
て
、
平
成

29
年

10
月

26
日
か
ら
改
正
さ
れ
た
災
防
規
程
が
適
用
さ
れ
、

会
員
に
遵
守
・
徹
底
さ
れ
る
よ
う
事
業
場
へ
配
付
し
た
。

 
 
 
 
令
和

3
年
度
に
お
い
て
も
、
こ
の
災
防
規
程
の
遵
守
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
指
導
を
行
っ
た
。

 
ア
 
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
に
お
け
る
災
防
規
程
の
周
知
及
び
死
亡
災
害
再
発
防
止
対
策
の
指

 
 
導
（
再
掲
）

 
林
材
業
に
お
い
て
過
去
に
発
生
し
た
林
業
と
木
材
製
造
業
の
死
亡
労
働
災
害
を
分
析
し
、
死
亡
労
働
災
害
が
多
発

し
た
作
業
に
関
連
す
る
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
①
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
3 

死
亡
労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
林
業
作
業
（
A5

版
）」
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
安
全
管
理
士
に
よ

る
遵
守
指
導
件
数
の
多
い
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
②
「
林
業
 
災
防
規
程
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
（

A4
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
）
」、

同
様
に
木
材
作
業
に
つ
い
て
も
、
③
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
4 

死
亡
労

働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
木
材
製
造
業
（
A5

版
）」

④
「
木
材
製
造
業
 
災
防
規
程
の
遵
守
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
（
A4

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）」

を
作
成
し
、
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
(4

時
間
受
講
者
を
対
象
)に

お

い
て
説
明
し
、
災
防
規
程
の
周
知
及
び
死
亡
災
害
再
発
防
止
対
策
の
指
導
を
し
た
。
（
1,
64
9
名
）
 
 

 
イ
 
取
組
の
実
施
要
領
に
よ
り
災
防
規
程
の
遵
守
を
指
導
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 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

び
「
林
業
の
作
業
現
場
に
お
け
る
緊
急
連
絡
体
制
の
整
備
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
災
防
規
程
の
見
直
し
作
業
を
行
う
。

 
 

 ［
支
部
］

 
支
部
は
、
会
員
に
対
し
災
防
規
程
を
遵
守
す
る
よ
う
に
、
集
団
指
導
会
、
個
別
指
導
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
指
導
す
る
。
 

 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
会
員
に
対
し
、
集
団
指
導
会
、
個
別
指
導
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
通
じ
て
新
災
防

規
程
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

 
イ
 
本
部
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
用
の
資
料
の
改
正
規
則
等
に
則
し
た

見
直
し
を
行
い
、
支
部
に
配
付
す
る
。

 
ウ
 
支
部
は
１
回
以
上
、
災
防
規
程
の
講
習
会
又
は
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
。

 
 
 
 
受
講
者
目
標
 
2,
00
0
名
以
上

 
 

（ （
３３
））
「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
月月
間間
」」
のの
設設
定定
とと
全全
国国
安安
全全
週週
間間
等等
へへ
のの
取取
組組
  

労
働
災
害
防
止
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
安
全
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
事
業
者
、
事
業
主
団
体
等
の
自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
一
層
の
促
進
を
図
る

た
め
、
7
月
を
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
に
設
定
し
、
労
働
災
害
防
止
活
動
を
重

点
的
に
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
令
和

3
年
度
に
お
い
て
は
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
安
全
管
理
士
等

が
支
部
及
び
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
、
林
業
・
木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
し
て
「
労

働
災
害
防
止
に
関
す
る
巡
回
啓
発
活
動
」
を
本
部
、
支
部
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

と
す
る
。

 
 
 
 
な
お
、
本
月
間
取
組
の
他
、
全
国
安
全
週
間
（
7
月

1
日
～
7
日
）
及
び
全
国
労
働
衛

生
週
間
（
10

月
1
日
～
7
日
）
の
協
賛
者
と
し
て
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
提
唱
す

る
年
末
年
始
無
災
害
運
動
（
12

月
15

日
～
1
月

15
日
）
と
合
わ
せ
て
、
労
働
安
全
衛
生

意
識
の
高
揚
と
労
働
災
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
計
画
的
な
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
と
す

る
。

 
 
［
支
部
］

 
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
等
で
は
、
次
の
事
項
を
中
心
と
し
て
、
計
画
的
に
支

部
の
実
情
に
即
し
て
展
開
を
図
る
。
 

ア
 
地
方
駐
在
安
全
管
理
士
と
支
部
が
緊
密
な
連
携
の
下
、
実
効
性
の
あ
る
「
林
材
業
労
働

災
害
防
止
月
間
」
の
取
組
と
し
て
「
労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
巡
回
啓
発
活
動
」
を
実
施

本
部
か
ら
会
員
に
対
し
、
労
働
災
害
防
止
月
間
及
び
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
期
間
中
の
講
習
会
や
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
等
に
お
い
て
、
安
全
管
理
士
に
よ
る
遵
守
指
導
を
行
い
、
災
防
規
程
の
周
知
徹
底
を
図
る
よ
う
指
導
し

た
。

 
                        （（
３３
））
「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
月月
間間
」」
のの
設設
定定
とと
全全
国国
安安
全全
週週
間間
等等
へへ
のの
取取
組組
  

ア
 
全
国
安
全
週
間
が
実
施
さ
れ
る

7
月
を
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
に
設
定
し
て
、
労
働
災
害
防
止
の
活
動

を
重
点
的
に
実
施
し
、
そ
の
定
着
を
図
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
月
間
中
の
厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が

主
唱
す
る
「
全
国
安
全
週
間
」（

7
月

1
日
～
7
日
）
に
つ
い
て
も
協
賛
者
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。
 

な
お
、「

林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
の
主
な
取
組
み
は
、
次
の
と
お
り
 

 
 
実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

対
 
象
 
数
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

21
支
部
 

 
32
5
事
業
場
 

労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
配
付
、
掲
示
 

47
支
部
 

 
5,
51
5
事
業
場
 

イ
 
全
国
労
働
衛
生
週
間
 

厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
主
唱
す
る
「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」（

10
月

1
日
～
7
日
）
の
協
賛
者

と
し
て
、
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
だ
。
 

な
お
、「

林
材
業
労
働
衛
生
週
間
」
（
9
月

1
日
～
9
月

30
日
ま
で
の

1
か
月
間
は
準
備
期
間
、
10

月
1
日
～
7
日

は
本
週
間
）
の
主
な
取
組
み
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

 
 
実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

対
 
象
 
数
 

安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
 

24
支
部
 

  
2
64

事
業
場
 

安
全
衛
生
講
習
会
、
産
業
安
全
衛
生
大
会
等
の
実
施
 

20
支
部
 

  
7
92

事
業
場
 

労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
の
配
付
、
掲
示
 

47
支
部
 

4,
6
45

事
業
場
 

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

災
害
防
止
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
次
の
取
組
を
実
施
す
る
。

 
ア
 
会
員
に
対
し
、
集
団
指
導
会
等
を
通
じ
て
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規

程
」
の
周
知
徹
底
を
図
る
。（

再
掲
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
イ
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
普
及
と
実
施
に
向
け
た
指
導
援
助

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
再
掲
）

 
ウ
 
安
全
衛
生
教
育
の
確
実
な
実
施
に
向
け
た
指
導
援
助
（
再
掲
）

 
エ
 
死
亡
労
働
災
害
の
撲
滅
を
目
指
し
た
取
組

 
（
ア
）

 「
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
」
に
基
づ
く
効
果
的
な
再
発
防
止

対
策
の
徹
底
（
再
掲
）

 
（
イ
）
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
集
中
個
別
指
導
（
再
掲
）

 
（
ウ
）
直
近
の
上
半
期
及
び

1
年
間
に
発
生
し
た
死
亡
災
害
を
分
析
し
た
再
発
防
止
対
策
の

周
知
・
指
導

 
オ
 
死
傷
災
害
の
防
止
を
目
指
し
た
取
組

 
（
ア
）
林
材
業

ST
OP
！
熱
中
症
 
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 
（
イ
）
林
材
業

ST
OP
！
転
倒
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組

 
（
ウ
）
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
の
周
知
徹
底

 
・
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

 
 

（（
２２
））
「「
林林
業業
・・
木木
材材
製製
造造
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
規規
程程
」」
のの
遵遵
守守
指指
導導
  

林
業
及
び
木
材
製
造
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
は
、
度
数
率
、
強
度
率
、
死

傷
年

千
人

率
に

お
い

て
、

他
の

業
種

と
比

べ
て

も
非

常
に

多
く

の
災

害
が

発
生

し
て

お

り
、
令
和

2
年

4
月
～
12

月
に
安
全
管
理
士
が
実
施
し
た
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お

い
て
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
（
以
下
「
災
防
規
程
」
と
い
う
。
）
の
い

ず
れ
か
に
抵
触
し
て
い
る
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
事
業
場
は
、
林
業
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る

10
9
現
場
の
内

72
現
場
で
あ
り
、
指
摘
率
は

64
.9
％
、
木
材
製
造
業
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お

け
る

21
工
場
の
内

16
工
場
で
あ
り
、
指
摘
率
は

76
.2
%で

あ
っ
た
。
 

こ
の
指
摘
率
の
高
さ
は
、
多
く
の
事
業
場
で
災
防
規
程
を
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
労
働
災
害
が
多
発
す
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
部
は
災
防
規
程
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
遵
守
状

況
を
示
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
お
い
て
遵
守
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
過
去
に
多
発
し
た
災
害
の
原
因
と
対
策
、
そ
れ
に
係
る
災
防
規
程
を
ま
と
め
た

小
冊
子
を
作
成
し
、
支
部
は
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
に
お
い
て
、
小
冊
子
を

説
明
す
る
等
の
取
組
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
、
平
成

31
年

2
月

12
日
に
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
が
公
布
さ
れ
、
こ
の
改

正
に
伴
い
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及

（
ウ
）
安
全
衛
生
教
育
の
実
施

 
伐

木
等
作

業
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
に

お
い
て

も
示
さ

れ
た

チ
ェ
ー

ン
ソ
ー

を
用
い

て
行

う
伐
木

等
の
業

務
従
事

者
安

全
衛
生
教
育
を
当
該
対
象
者
に
対
し
て

5
年
ご
と
に
実
施
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 
ま
た
、
伐
木
等
機
械
、
走
行
集
材
機
械
及
び
簡
易
架
線
集
材
装
置
等
（
以
下
「
木
材
伐
出
機
械
等
」
と
い
う
。）

の
運
転
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
が
平
成

26
年

12
月

1
日
に
適
用
さ
れ
、
5
年
を
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、「

チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
用
い
て
行
う
伐
木
等
の
業
務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
」
と
同
様
に
危
険
有
害
業
務
従
事
者
に
対
す
る
安

全
衛
生
が
実
施
で
き
る
よ
う
厚
生
労
働
省
に
通
達
の
施
行
を
要
請
し
た
。

 
エ
 
死
亡
労
働
災
害
の
撲
滅
を
目
指
し
た
取
組

 
(ア

) 
「
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
多
発
警
報
発
令
要
綱
」
に
基
づ
く
効
果
的
な
再
発
防
止
対
策
を
実
施
し
た
。（

再
掲
）

 
(イ

) 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
集
中
指
導
を
実
施
し
た
。
（
再
掲
）

 
(ウ

) 
死
亡
災
害
（
直
近
の
上
半
期
、
年
間
）
を
分
析
し
た
再
発
防
止
対
策
の
周
知
・
指
導
を
実
施
し
た
。

 
オ
 
死
傷
災
害
の
防
止
を
目
指
し
た
取
組

 
(ア

) 
林
材
業

ST
O

P！
熱
中
症
 
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
取
組
の
実
施
要
領
に
よ
り
周
知
し
、
実
施
し

た
。

 
(イ

) 
林
材
業

ST
O

P！
転
倒
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
取
組
の
実
施
要
領
に
よ
り
周
知
し
、
実
施
し
た
。

 
(ウ

) 
令
和

3
年
度
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
を
取
組
の
実
施
要
領
に
よ
り
周
知
し
、
実
施
し
た
。

 
カ
 
重
篤
な
労
働
災
害
が
発
生
し
た
小
規
模
事
業
場
に
対
す
る
集
中
指
導
を
実
施
し
た
。（

再
掲
）
 

 （（
２２
））
「「
林林
業業
・・
木木
材材
製製
造造
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
規規
程程
」」
のの
遵遵
守守
指指
導導
  

災
防
規
程
は
、
林
業
に
つ
い
て
は
、
木
材
伐
出
機
械
等
に
係
る
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
、
振
動
障
害
予
防
対
策

の
改
正
、
木
材
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
業
種
の
多
様
化
と
機
械
設
備
の
技
術
革
新
の
進
展
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
見
直

し
が
行
わ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
得
て
、
平
成

29
年

10
月

26
日
か
ら
改
正
さ
れ
た
災
防
規
程
が
適
用
さ
れ
、

会
員
に
遵
守
・
徹
底
さ
れ
る
よ
う
事
業
場
へ
配
付
し
た
。

 
 
 
 
令
和

3
年
度
に
お
い
て
も
、
こ
の
災
防
規
程
の
遵
守
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
指
導
を
行
っ
た
。

 
ア
 
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
に
お
け
る
災
防
規
程
の
周
知
及
び
死
亡
災
害
再
発
防
止
対
策
の
指

 
 
導
（
再
掲
）

 
林
材
業
に
お
い
て
過
去
に
発
生
し
た
林
業
と
木
材
製
造
業
の
死
亡
労
働
災
害
を
分
析
し
、
死
亡
労
働
災
害
が
多
発

し
た
作
業
に
関
連
す
る
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
①
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
3 

死
亡
労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
林
業
作
業
（
A5

版
）」
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
安
全
管
理
士
に
よ

る
遵
守
指
導
件
数
の
多
い
災
防
規
程
の
関
係
条
文
を
解
説
し
た
②
「
林
業
 
災
防
規
程
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
（

A4
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
）
」、

同
様
に
木
材
作
業
に
つ
い
て
も
、
③
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
規
程
講
習
会
資
料

No
4 

死
亡
労

働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
て
 
木
材
製
造
業
（
A5

版
）」

④
「
木
材
製
造
業
 
災
防
規
程
の
遵
守
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
（
A4

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）」

を
作
成
し
、
実
践
的
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指
導
会
(4

時
間
受
講
者
を
対
象
)に

お

い
て
説
明
し
、
災
防
規
程
の
周
知
及
び
死
亡
災
害
再
発
防
止
対
策
の
指
導
を
し
た
。
（
1,
64
9
名
）
 
 

 
イ
 
取
組
の
実
施
要
領
に
よ
り
災
防
規
程
の
遵
守
を
指
導
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 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

   （（
４４
））
労労
働働
災災
害害
情情
報報
のの
収収
集集
分分
析析
とと
提提
供供
  

労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
毎
月
速
報
と
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
の
労
働
災
害
の
発
生

動
向
を
分
析
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
広
く
情
報
提
供
を
行
う
。

 
 
［
支
部
］

 
ア
 
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
労
働
災
害
情
報
を
本
部
へ
迅
速
に
報

告
す
る
。

 
イ
 
本
部
か
ら
の
「
労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
」
及
び
「
死
亡
災
害
事
例
速
報
」
を

会
員
、
林
材
業
に
携
わ
る
事
業
者
等
に
情
報
提
供

 
 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
（
厚
生
労
働
省
・
毎
月
）

 
イ
 
死
亡
災
害
事
例
速
報
（
随
時
）

 
ウ
 
林
材
業
労
災
防
止
協
会
年
報
（
毎
年
）

 
エ
 
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

 
オ
 
月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
へ
の
労
働
災
害
事
例
の
掲
載
（
随
時
）

 
 

（（
５５
））
各各
種種
活活
動動
にに
おお
けけ
るる
会会
員員
加加
入入
のの
取取
組組
  

林
材
業
事
業
者
に
お
け
る
協
会
会
員
の
割
合
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
業
界
全
体
に
お

け
る

着
実

な
労

働
災

害
防

止
対

策
の

推
進

に
つ

な
が

る
こ

と
は

言
う

ま
で

も
な

い
。

ま

た
、
林
業
の
死
亡
災
害
に
お
け
る
非
会
員
割
合
の
増
加
は
会
員
の
減
少
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
の
た
め
、
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
周
知
広
報
活
動
、
集
団
指
導
、

個
別
指
導
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
各
種
の
活
動
に
際
し
て
、
非
会
員
も
対
策
と
す
る
も

の
に
お
い
て
は
、
会
員
加
入
を
促
す
こ
と
と
す
る
。

 
ア
 
集
団
指
導
会
、
個
別
指
導
時
に
協
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
。

 
イ
 
指
導
に
関
す
る
資
料
に
お
い
て
、
協
会
の
紹
介
、
会
員
加
入
、
月
刊
情
報
誌
の
購
読

に
関
す
る
事
項
を
加
え
る
。
 

  

［
支
部
］

 
ア
 
支
部
は
、
集
団
指
導
会
の
案
内
通
知
に
あ
た
り
、
非
会
員
に
対
す
る
も
の
に
は
、
協

会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
。
 

場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
再
発
防
止
対
策
に
よ
り
指
導
す
る
こ
と
と
、
林
材
安
全
に
掲
載
し
て
類
似
災
害
防
止
に
向

け
た
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
 

 （（
４４
））
労労
働働
災災
害害
情情
報報
のの
収収
集集
分分
析析
とと
提提
供供
  

労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
毎
月
速
報
と
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
の
労
働
災
害
の
発
生
動
向
を
分
析
評
価
し
、
そ
の
結

果
を
取
り
ま
と
め
、
広
く
情
報
提
供
を
行
っ
た
。
 

 

提
 
供
 
情
 
報
 

提
供
頻
度
 

提
 
供
 
媒
 
体
 

提
供
先
 

死
亡
労
働
災
害
事
例
速
報
 

随
時
 

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
 

支
部
（
会
員
）
 

労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
（
協
会
版
・
厚
生

労
働
省
版
）
 

毎
月
 

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
 

支
部
（
会
員
）
 

労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
 

毎
月
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

一
般
 

労
働
災
害
事
例
 

各
月
号
 

月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
 

購
読
者
 

     （（
５５
））
各各
種種
活活
動動
にに
おお
けけ
るる
会会
員員
加加
入入
のの
取取
組組
  

林
材
業
事
業
者
に
お
け
る
協
会
会
員
の
割
合
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
業
界
全
体
に
お
け
る
着
実
な
労
働
災
害
防
止
対

策
の
推
進
に
つ
な
が
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
林
業
の
死
亡
災
害
に
お
け
る
非
会
員
割
合
の
増
加
は
会
員
の

減
少
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
の
た
め
、
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
周
知
広
報
活
動
、
集
団
指
導
、
個
別
指
導
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

等
の
各
種
の
活
動
に
際
し
て
、
非
会
員
も
対
策
と
す
る
も
の
に
お
い
て
は
、
会
員
加
入
を
促
し
た
。

 
ア
 
集
団
指
導
会
、
個
別
指
導
時
に
協
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

 
イ
 
指
導
に
関
す
る
資
料
に
お
い
て
、
協
会
の
紹
介
、
会
員
加
入
、
月
刊
情
報
誌
の
購
読
に
関
す
る
事
項
を
加
え
た
。
 

       

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

す
る
。
 

イ
 
支
部
長
は
、
本
月
間
中
に
率
先
し
て
会
員
事
業
場
と
連
携
し
た
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

等
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。
 

ウ
 
会
員
に
対
し
て
は
、
災
防
規
程
の
遵
守
、
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」・
「
事
業

場
自
主
点
検
表
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
活
用
、
労
働
安
全
及
び
労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
、
安
全
唱
和
等
取
組
事
項
の
実
施
を
指
導
す
る
と
と
も

に
、
現
場
、
作
業
場
を
含
め
た
作
業
方
法
、
機
械
設
備
等
に
係
る
安
全
総
点
検
の
実
施
を

促
す
。
 

 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
の
設
定
（

7
月
）
及
び
同
月
間
期
間
中
の
取
組

 
 
 
具
体
的
に
は
、

 
（
ア
）
災
防
規
程
の
講
習
会
の
実
施

 
（
イ
）
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ
る
取
組

 
 
 
 
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
、「

事
業
場
自
主
点
検
表
チ

 
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
活
用
等

 
（
ウ
）
策
定
し
た
取
組
事
項
に
つ
い
て
、
地
方
駐
在
安
全
管
理
士
が
ブ
ロ
ッ
ク
内
支
部
長
と

緊
密
に
連
携
し
、
会
員
事
業
場
等
に
対
し
そ
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

 
特
に
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
の
た
め
、「

安
全
管
理
士
等
に
よ
る
林
業
・

木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
技
術
的
な
指
導
・
援
助
事

業
」
に
お
い
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
本
月
間
中
に
支
部
と
連
携
の
上
、
集
中
的
に
取
り
組
む
。

 
イ
 
全
国
安
全
週
間
及
び
全
国
労
働
衛
生
週
間
の
取
組

 
ウ
 
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
の
取
組
（
再
掲
）

 
エ
 
そ
の
他
の
取
組

 
次
の
事
項
に
つ
い
て
も
併
せ
て
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

 
（
ア
）
 
林
材
業

ST
OP
！
熱
中
症
 
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
再
掲
）

 
（
イ
）
 
林
材
業

ST
OP
！
転
倒
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組

(再
掲

) 
       

ウ
 
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
 

令
和

3
年
度
は
、
年
末
年
始
無
災
害
運
動
の
取
組
を
令
和

3
年

12
月

15
日
～
令
和

4
年

1
月

15
日
ま
で
と
し
、

支
部
長
自
ら
参
加
の
下
、
地
方
労
働
行
政
、
地
方
駐
在
安
全
管
理
士
と
連
携
し
、「

自
主
点
検
表
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
活
用
し
た
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
本
部
で
作
成
し
た
年
末
年
始
無
災
害
ポ
ス
タ
ー
を
配
付
、
掲
示
す

る
な
ど
年
末
年
始
の
労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
た
。
 

な
お
、
主
な
取
組
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

実
 
績
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

23
支
部
 

 
 
23
7
事
業
場
 

集
団
指
導
会
及
び
会
議
等
で
指
導
 

20
支
部
 

 
 
 
47

回
 

年
末
年
始
無
災
害
ポ
ス
タ
ー
の
配
付
、
掲
示
 

47
支
部
 

 
 
2,
48
5
枚
 

 

エ
 
林
材
業

ST
O

P！
熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
 

林
材
業
に
お
け
る
熱
中
症
に
つ
い
て
は
、
死
亡
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
令
和
３
年
度
の
取
組
の
実
施
要
領
に
お
い

て
、
「
林
材
業

ST
O

P！
熱
中
症
 
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
5～

9
月
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
、
7

月
を
重
点
取
組
期
間
と
し
て
、
会
員
及
び
支
部
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
内
容
を
指
示
し
た
。
ま
た
、
月
刊
情
報

誌
「
林
材
安
全
」
へ
の
掲
載
並
び
に
都
道
府
県
支
部
を
介
し
て
、
会
員
事
業
主
に
熱
中
症
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

10
,4
00

部
作
成
し
て
配
付
し
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
 

   

実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
、
掲
示

 
47

支
部

 

巡
回
指
導
、
講
習
会
等
で
指
導
 

39
支
部
 

オ
 
令
和

3
年
度
下
半
期
の
労
働
災
害
防
止
対
策
の
取
組
 

林
業
に
お
い
て
は
自
己
伐
倒
に
よ
る
「
激
突
」
災
害
の
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
伐
倒
作
業
が

本
格
化
す
る
時
期
を
迎
え
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
、
ま
た
、
木
材
製
造
業
に
お
い
て
は
、
非
定
常
作
業
に
お
け
る
労
働

災
害
の
再
発
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て
も
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
 

令
和

3
年
度
下
半
期
の
取
組
は
、
全
国
労
働
衛
生
週
間
、
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
を
通
じ
て
、
下
半
期
の
労

働
災
害
防
止
の
取
組
を
展
開
し
た
。
 

ま
た
、
上
半
期
に
お
け
る
林
業
死
亡
労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
分
析
し
、「

林
材
業
死
亡
労
働
災
害
の
分
析
結
果
と

再
発
防
止
対
策
」
を
と
り
ま
と
め
、
林
業
に
お
け
る
死
亡
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
支
部
の
集
団
指
導
会
や
現
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 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

   （ （
４４
））
労労
働働
災災
害害
情情
報報
のの
収収
集集
分分
析析
とと
提提
供供
  

労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
毎
月
速
報
と
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
の
労
働
災
害
の
発
生

動
向
を
分
析
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
広
く
情
報
提
供
を
行
う
。

 
 
［
支
部
］

 
ア
 
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
労
働
災
害
情
報
を
本
部
へ
迅
速
に
報

告
す
る
。

 
イ
 
本
部
か
ら
の
「
労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
」
及
び
「
死
亡
災
害
事
例
速
報
」
を

会
員
、
林
材
業
に
携
わ
る
事
業
者
等
に
情
報
提
供

 
 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
（
厚
生
労
働
省
・
毎
月
）

 
イ
 
死
亡
災
害
事
例
速
報
（
随
時
）

 
ウ
 
林
材
業
労
災
防
止
協
会
年
報
（
毎
年
）

 
エ
 
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

 
オ
 
月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
へ
の
労
働
災
害
事
例
の
掲
載
（
随
時
）

 
 

（ （
５５
））
各各
種種
活活
動動
にに
おお
けけ
るる
会会
員員
加加
入入
のの
取取
組組
  

林
材
業
事
業
者
に
お
け
る
協
会
会
員
の
割
合
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
業
界
全
体
に
お

け
る

着
実

な
労

働
災

害
防

止
対

策
の

推
進

に
つ

な
が

る
こ

と
は

言
う

ま
で

も
な

い
。

ま

た
、
林
業
の
死
亡
災
害
に
お
け
る
非
会
員
割
合
の
増
加
は
会
員
の
減
少
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
の
た
め
、
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
周
知
広
報
活
動
、
集
団
指
導
、

個
別
指
導
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
各
種
の
活
動
に
際
し
て
、
非
会
員
も
対
策
と
す
る
も

の
に
お
い
て
は
、
会
員
加
入
を
促
す
こ
と
と
す
る
。

 
ア
 
集
団
指
導
会
、
個
別
指
導
時
に
協
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
。

 
イ
 
指
導
に
関
す
る
資
料
に
お
い
て
、
協
会
の
紹
介
、
会
員
加
入
、
月
刊
情
報
誌
の
購
読

に
関
す
る
事
項
を
加
え
る
。
 

  

［
支
部
］

 
ア
 
支
部
は
、
集
団
指
導
会
の
案
内
通
知
に
あ
た
り
、
非
会
員
に
対
す
る
も
の
に
は
、
協

会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
。
 

場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
再
発
防
止
対
策
に
よ
り
指
導
す
る
こ
と
と
、
林
材
安
全
に
掲
載
し
て
類
似
災
害
防
止
に
向

け
た
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
 

 （ （
４４
））
労労
働働
災災
害害
情情
報報
のの
収収
集集
分分
析析
とと
提提
供供
  

労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
毎
月
速
報
と
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
の
労
働
災
害
の
発
生
動
向
を
分
析
評
価
し
、
そ
の
結

果
を
取
り
ま
と
め
、
広
く
情
報
提
供
を
行
っ
た
。
 

 

提
 
供
 
情
 
報
 

提
供
頻
度
 

提
 
供
 
媒
 
体
 

提
供
先
 

死
亡
労
働
災
害
事
例
速
報
 

随
時
 

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
 

支
部
（
会
員
）
 

労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
（
協
会
版
・
厚
生

労
働
省
版
）
 

毎
月
 

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
 

支
部
（
会
員
）
 

労
働
災
害
発
生
状
況
速
報
 

毎
月
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

一
般
 

労
働
災
害
事
例
 

各
月
号
 

月
刊
情
報
誌
「
林
材
安
全
」
 

購
読
者
 

     （（
５５
））
各各
種種
活活
動動
にに
おお
けけ
るる
会会
員員
加加
入入
のの
取取
組組
  

林
材
業
事
業
者
に
お
け
る
協
会
会
員
の
割
合
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
業
界
全
体
に
お
け
る
着
実
な
労
働
災
害
防
止
対

策
の
推
進
に
つ
な
が
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
林
業
の
死
亡
災
害
に
お
け
る
非
会
員
割
合
の
増
加
は
会
員
の

減
少
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
の
た
め
、
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
周
知
広
報
活
動
、
集
団
指
導
、
個
別
指
導
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

等
の
各
種
の
活
動
に
際
し
て
、
非
会
員
も
対
策
と
す
る
も
の
に
お
い
て
は
、
会
員
加
入
を
促
し
た
。

 
ア
 
集
団
指
導
会
、
個
別
指
導
時
に
協
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

 
イ
 
指
導
に
関
す
る
資
料
に
お
い
て
、
協
会
の
紹
介
、
会
員
加
入
、
月
刊
情
報
誌
の
購
読
に
関
す
る
事
項
を
加
え
た
。
 

       

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

す
る
。
 

イ
 
支
部
長
は
、
本
月
間
中
に
率
先
し
て
会
員
事
業
場
と
連
携
し
た
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

等
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。
 

ウ
 
会
員
に
対
し
て
は
、
災
防
規
程
の
遵
守
、
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」・
「
事
業

場
自
主
点
検
表
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
活
用
、
労
働
安
全
及
び
労
働
衛
生
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
、
安
全
唱
和
等
取
組
事
項
の
実
施
を
指
導
す
る
と
と
も

に
、
現
場
、
作
業
場
を
含
め
た
作
業
方
法
、
機
械
設
備
等
に
係
る
安
全
総
点
検
の
実
施
を

促
す
。
 

 
【
業
務
目
標
】

 
ア
 
「
林
材
業
労
働
災
害
防
止
月
間
」
の
設
定
（

7
月
）
及
び
同
月
間
期
間
中
の
取
組

 
 
 
具
体
的
に
は
、

 
（
ア
）
災
防
規
程
の
講
習
会
の
実
施

 
（
イ
）
林
材
業
死
亡
労
働
災
害
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ
る
取
組

 
 
 
 
「
今
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
、「

事
業
場
自
主
点
検
表
チ

 
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
活
用
等

 
（
ウ
）
策
定
し
た
取
組
事
項
に
つ
い
て
、
地
方
駐
在
安
全
管
理
士
が
ブ
ロ
ッ
ク
内
支
部
長
と

緊
密
に
連
携
し
、
会
員
事
業
場
等
に
対
し
そ
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

 
特
に
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
の
た
め
、「

安
全
管
理
士
等
に
よ
る
林
業
・

木
材
製
造
業
の
事
業
場
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
技
術
的
な
指
導
・
援
助
事

業
」
に
お
い
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
本
月
間
中
に
支
部
と
連
携
の
上
、
集
中
的
に
取
り
組
む
。

 
イ
 
全
国
安
全
週
間
及
び
全
国
労
働
衛
生
週
間
の
取
組

 
ウ
 
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
の
取
組
（
再
掲
）

 
エ
 
そ
の
他
の
取
組

 
次
の
事
項
に
つ
い
て
も
併
せ
て
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

 
（
ア
）
 
林
材
業

ST
OP
！
熱
中
症
 
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
再
掲
）

 
（
イ
）
 
林
材
業

ST
OP
！
転
倒
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組

(再
掲

) 
       

ウ
 
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
 

令
和

3
年
度
は
、
年
末
年
始
無
災
害
運
動
の
取
組
を
令
和

3
年

12
月

15
日
～
令
和

4
年

1
月

15
日
ま
で
と
し
、

支
部
長
自
ら
参
加
の
下
、
地
方
労
働
行
政
、
地
方
駐
在
安
全
管
理
士
と
連
携
し
、「

自
主
点
検
表
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
活
用
し
た
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
本
部
で
作
成
し
た
年
末
年
始
無
災
害
ポ
ス
タ
ー
を
配
付
、
掲
示
す

る
な
ど
年
末
年
始
の
労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
た
。
 

な
お
、
主
な
取
組
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

実
 
績
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
 

23
支
部
 

 
 
23
7
事
業
場
 

集
団
指
導
会
及
び
会
議
等
で
指
導
 

20
支
部
 

 
 
 
47

回
 

年
末
年
始
無
災
害
ポ
ス
タ
ー
の
配
付
、
掲
示
 

47
支
部
 

 
 
2,
48
5
枚
 

 

エ
 
林
材
業

ST
O

P！
熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
 

林
材
業
に
お
け
る
熱
中
症
に
つ
い
て
は
、
死
亡
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
令
和
３
年
度
の
取
組
の
実
施
要
領
に
お
い

て
、
「
林
材
業

ST
O

P！
熱
中
症
 
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
5～

9
月
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
、
7

月
を
重
点
取
組
期
間
と
し
て
、
会
員
及
び
支
部
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
内
容
を
指
示
し
た
。
ま
た
、
月
刊
情
報

誌
「
林
材
安
全
」
へ
の
掲
載
並
び
に
都
道
府
県
支
部
を
介
し
て
、
会
員
事
業
主
に
熱
中
症
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

10
,4
00

部
作
成
し
て
配
付
し
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
 

   

実
 
施
 
事
 
項
 

実
施
支
部
数
 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
、
掲
示

 
47

支
部

 

巡
回
指
導
、
講
習
会
等
で
指
導
 

39
支
部
 

オ
 
令
和

3
年
度
下
半
期
の
労
働
災
害
防
止
対
策
の
取
組
 

林
業
に
お
い
て
は
自
己
伐
倒
に
よ
る
「
激
突
」
災
害
の
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
伐
倒
作
業
が

本
格
化
す
る
時
期
を
迎
え
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
、
ま
た
、
木
材
製
造
業
に
お
い
て
は
、
非
定
常
作
業
に
お
け
る
労
働

災
害
の
再
発
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て
も
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
 

令
和

3
年
度
下
半
期
の
取
組
は
、
全
国
労
働
衛
生
週
間
、
林
材
業
年
末
年
始
無
災
害
運
動
を
通
じ
て
、
下
半
期
の
労

働
災
害
防
止
の
取
組
を
展
開
し
た
。
 

ま
た
、
上
半
期
に
お
け
る
林
業
死
亡
労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
分
析
し
、「

林
材
業
死
亡
労
働
災
害
の
分
析
結
果
と

再
発
防
止
対
策
」
を
と
り
ま
と
め
、
林
業
に
お
け
る
死
亡
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
支
部
の
集
団
指
導
会
や
現
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 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

(3
)
 参

加
者
目
標
 
直
接
参
加
者

15
0
名
 

  （（
８８
））
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
にに
係係
るる
表表
彰彰
事事
業業
等等
へへ
のの
候候
補補
者者
のの
推推
薦薦
  

ア
 
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
表
彰
規
程
」
に
基
づ
き
林
材
業
の
労
働
災

害
防
止
の
推
進
に
貢
献
し
た
事
業
場
、
団
体
、
個
人
に
つ
い
て
、
全
国
林
材
業
労
働
災
害

防
止
大
会
の
場
で
会
長
表
彰
等
の
表
彰
を
行
う
。
 

イ
 
厚
生
労
働
大
臣
が
表
彰
す
る
「
安
全
衛
生
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
、
厚
生
労
働

大
臣
が
顕
彰
す
る
「
安
全
優
良
職
長
顕
彰
」
及
び
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
表
彰
す
る

「
緑
十
字
賞
」
候
補
者
を
選
考
し
、
推
薦
す
る
。
 

 

［
支
部
］

 
ア

 
全

国
林

材
業

労
働

災
害

防
止

大
会

で
表

彰
す

る
会

長
表

彰
の

功
労

者
等

候
補

者
の

推

薦
を
行
う
。
 

イ
 
「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」、
「
安
全
優
良
職
長
厚
生
労
働
大
臣
顕
彰
」
及
び
「
緑
十
字
賞
」

の
候
補
者
の
推
薦
を
行
う
。
 

      ５５
  
組組
織織
体体
制制
、、
事事
業業
運運
営営
のの
整整
備備
強強
化化
（（
自自
主主
事事
業業
））
 

（（
１１
））
協協
会会
のの
業業
務務
運運
営営
にに
係係
るる
業業
務務
改改
善善
へへ
のの
継継
続続
しし
たた
取取
組組
  

協
会
は
、
協
会
設
立
目
的
の
達
成
等
の
た
め
、「

特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
民

間
法
人
の
運
営
に
関
す
る
指
導
監
督
基
準
」
（
平
成

14
年

4
月

2
6
日
閣
議
決
定
）
に
基

づ
く
健
全
で
適
正
な
管
理
運
営
及
び
事
務
・
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、「

林
材
業
労
災

防
止
協
会
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
作
業
部
会
報
告
書
」（

平
成

26
年

12
月

3

日
）
を
踏
ま
え
業
務
運
営
の
改
善
に
向
け
継
続
し
て
取
り
組
む
。
 

令
和

3
年
度
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
保
と
適
正
な
組
織
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成

30
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
支
部
監
査
指
導
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
指
導
結

果
に
基
づ
く
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
 

ア
 
支
部
監
査
の
実
施
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
 

(ｱ
)
 監

査
指
導
室
の
活
用
に
よ
り
、
協
会
業
務
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
執
行
に
つ
い
て
定

期
的
、
計
画
的
な
会
計
等
監
査
指
導
を
実
施
し
、
監
査
指
導
を
効
果
的
に
進
め
る
。
 

(ｲ
) 

改
正
会
計
規
程
（
平
成

29
年

4
月

1
日
施
行
）
に
基
づ
き
、
本
部
、
支
部
の
適
正

な
運
用
を
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
計
画
的
に
支
部
に
対
し
て
適
確
な
指
導
を
実
施
す

る
。
 

(ｳ
)「

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
管
理
規
程
」（

平
成

30
年

10
月

5
日
制
定
）
及
び
「
コ
ン
プ

    （（
８８
））
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
にに
係係
るる
表表
彰彰
事事
業業
等等
へへ
のの
候候
補補
者者
のの
推推
薦薦
  

ア
 
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
会
長
表
彰
全
国
大
会
に
お
い
て
、
安
全
衛
生
に
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
団
体
及
び

会
員
事
業
場
並
び
に
労
働
災
害
防
止
の
た
め
特
に
功
労
、
功
績
の
あ
っ
た
個
人
の
表
彰
を
行
っ
た
。
 

 

        

  

    ５５
  
組組
織織
体体
制制
、、
事事
業業
運運
営営
のの
整整
備備
強強
化化
（（
自自
主主
事事
業業
））
 

（（
１１
））
協協
会会
のの
業業
務務
運運
営営
にに
係係
るる
業業
務務
改改
善善
へへ
のの
継継
続続
しし
たた
取取
組組
  

「
労
働
災
害
防
止
団
体
改
革
検
討
専
門
委
員
会
報
告
書
」（

平
成

23
年

11
月
）、
「
林
材
業
労
災
防
止
協
会
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
委
員
会
報
告
書
」（

平
成

24
年
１
月
）
及
び
「
林
材
業
労
災
防
止
協
会
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会

作
業
部
会
報
告
書
」（

平
成

26
年

12
月
）
を
踏
ま
え
、
業
務
運
営
の
改
善
に
向
け
て
継
続
的
に
取
り
組
ん
だ
。
 

令
和
３
年
度
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
保
と
適
正
な
組
織
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成

30
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
支

部
監
査
指
導
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
だ
。
 

ア
 
支
部
会
計
業
務
監
査
の
実
施
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
 

協
会
業
務
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
と
会
計
経
理
の
適
正
を
期
す
る
た
め
、
年
間
監
査
計
画
を
策
定
し
、
「
監
事
監

査
規
程
」、
「
会
計
業
務
等
に
関
す
る
内
部
監
査
実
施
規
程
」
に
基
づ
き
、
監
事
と
連
携
し
て
監
事
監
査
、
内
部
監
査
指

導
を
計
画
的
に
実
施
し
、
監
査
結
果
に
よ
る
的
確
な
改
善
措
置
の
徹
底
を
図
っ
た
。
 

 

監
事
監
査
 

本
部
会
計
業
務
監
査
 

2
回
 

支
部
会
計
業
務
監
査
 

3
支
部
 

（
茨
城
県
、
愛
知
県
、
福
岡
県
）
 

内
部
監
査
 

支
部
会
計
業
務
等
監
査
 

2
支
部
 

（
埼
玉
県
、
大
阪
府
）
 

区
 
 
 
分
 

令
和
３
年
度
表
彰
者
数
 

団
 
体
 
賞
 

0
団
体
 

事
業

場
賞

 
優
 
良
 
賞
 

3
事
業
場
 

進
 
歩
 
賞
 

2
事
業
場
 

個
 
人
 
賞
 

功
 
労
 
賞
 

9
人
 

功
 
績
 
賞
 

5
人
 

会
長
感
謝
状
 

3
人
 

計
 

 
22
 

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

イ
 
支
部
は
、
非
会
員
も
参
加
す
る
集
団
指
導
会
、
安
全
衛
生
大
会
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に

お
い
て
、
協
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
又
は
展
示
す
る
。
  

  （（
６６
））
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
のの
運運
営営
  

ア
 

会
員

を
は

じ
め

社
会

一
般

に
対

し
て

林
材

業
の

労
働

災
害

防
止

に
係

る
情

報
提

供
と

当
協
会
の
事
業
活
動
の
周
知
を
図
る
た
め
、
労
働
災
害
防
止
対
策
、
関
係
法
令
通
達
、
災

害
速
報
、
協
会
の
概
要
、
役
割
、
活
動
状
況
及
び
各
種
講
習
会
の
実
施
日
程
の
速
や
か
な

掲
載
と
内
容
の
充
実
を
図
る
。

 
イ
 
利
用
者
に
と
っ
て
視
認
性
、
可
読
性
、
判
読
性
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

目
指
し
た
検
討
を
行
う
。

 
 

［
支
部
］

 
ア
 
会
員
を
は
じ
め
、
林
材
業
に
携
わ
る
事
業
者
、
関
係
団
体
等
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

活
用
を
促
し
、
労
働
災
害
情
報
、
行
政
通
達
等
の
協
会
の
行
う
事
業
活
動
の
周
知
を

図
る
。
 

イ
 
講
習
会
、
研
修
会
参
加
者
の
利
便
性
の
向
上
と
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
各
種
講

習
会
の
実
施
日
程
等
の
情
報
提
供
を
行
う
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

ア
ク
セ
ス
件
数
  
20
0
件
/日

 

  （（
７７
））
全全
国国
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
大大
会会
のの
開開
催催
  

第
57

回
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
を
新
潟
県
に
て
開
催
す
る
。
令
和
３
年
度

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
開
催
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
参
加
人
数
を
制
限

す
る
一
方
で
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
し
、
直
接
参
加
で
き
な
い
方
で
も
視
聴
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

 

［
支
部
］

 
会
員
に
対
し
て
、
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
へ
の
参
加
及
び
ラ
イ
ブ
配
信
の
視

聴
勧
奨
に
努
め
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

(1
)
 開

催
月
日
 
 
令
和

3
年

10
月

21
日
（
木
）
 

(2
)
 開

催
場
所
 
 
朱
鷺
メ
ッ
セ
 新

潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

   （ （
６６
））
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
のの
運運
営営
  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実
と
、
労
働
災
害
事
例
、
労
働
安
全
衛
生
対
策
の
最
新
情
報
、
協
会
事
業
案
内
の
提
供
に

努
め
た
。
 

 

令
和
３
年
度
の
ア
ク
セ
ス
総
件
数
 

69
,
46
7
件
（
19
0
件
/日

）
 

             

（（
７７
））
全全
国国
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
大大
会会
のの
開開
催催
  

第
57

回
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
を
令
和

3
年

10
月

21
日
（
木
）、

新
潟
県
新
潟
市
に
お
い
て
開
催
し
、

功
労
者
等
の
表
彰
等
を
ネ
ッ
ト
配
信
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
い
、
安
全
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
っ
た
。
 

  

全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
 

新
潟
県
新
潟
市
 

13
9
人
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Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

(3
)
 参

加
者
目
標
 
直
接
参
加
者

15
0
名
 

  （（
８８
））
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
にに
係係
るる
表表
彰彰
事事
業業
等等
へへ
のの
候候
補補
者者
のの
推推
薦薦
  

ア
 
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
表
彰
規
程
」
に
基
づ
き
林
材
業
の
労
働
災

害
防
止
の
推
進
に
貢
献
し
た
事
業
場
、
団
体
、
個
人
に
つ
い
て
、
全
国
林
材
業
労
働
災
害

防
止
大
会
の
場
で
会
長
表
彰
等
の
表
彰
を
行
う
。
 

イ
 
厚
生
労
働
大
臣
が
表
彰
す
る
「
安
全
衛
生
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
、
厚
生
労
働

大
臣
が
顕
彰
す
る
「
安
全
優
良
職
長
顕
彰
」
及
び
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
表
彰
す
る

「
緑
十
字
賞
」
候
補
者
を
選
考
し
、
推
薦
す
る
。
 

 

［
支
部
］

 
ア

 
全

国
林

材
業

労
働

災
害

防
止

大
会

で
表

彰
す

る
会

長
表

彰
の

功
労

者
等

候
補

者
の

推

薦
を
行
う
。
 

イ
 
「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」、
「
安
全
優
良
職
長
厚
生
労
働
大
臣
顕
彰
」
及
び
「
緑
十
字
賞
」

の
候
補
者
の
推
薦
を
行
う
。
 

      ５５
  
組組
織織
体体
制制
、、
事事
業業
運運
営営
のの
整整
備備
強強
化化
（（
自自
主主
事事
業業
））
 

（（
１１
））
協協
会会
のの
業業
務務
運運
営営
にに
係係
るる
業業
務務
改改
善善
へへ
のの
継継
続続
しし
たた
取取
組組
  

協
会
は
、
協
会
設
立
目
的
の
達
成
等
の
た
め
、「

特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
民

間
法
人
の
運
営
に
関
す
る
指
導
監
督
基
準
」
（
平
成

14
年

4
月

2
6
日
閣
議
決
定
）
に
基

づ
く
健
全
で
適
正
な
管
理
運
営
及
び
事
務
・
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、「

林
材
業
労
災

防
止
協
会
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
作
業
部
会
報
告
書
」（

平
成

26
年

12
月

3

日
）
を
踏
ま
え
業
務
運
営
の
改
善
に
向
け
継
続
し
て
取
り
組
む
。
 

令
和

3
年
度
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
保
と
適
正
な
組
織
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成

30
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
支
部
監
査
指
導
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
指
導
結

果
に
基
づ
く
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
 

ア
 
支
部
監
査
の
実
施
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
 

(ｱ
)
 監

査
指
導
室
の
活
用
に
よ
り
、
協
会
業
務
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
執
行
に
つ
い
て
定

期
的
、
計
画
的
な
会
計
等
監
査
指
導
を
実
施
し
、
監
査
指
導
を
効
果
的
に
進
め
る
。
 

(ｲ
) 

改
正
会
計
規
程
（
平
成

29
年

4
月

1
日
施
行
）
に
基
づ
き
、
本
部
、
支
部
の
適
正

な
運
用
を
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
計
画
的
に
支
部
に
対
し
て
適
確
な
指
導
を
実
施
す

る
。
 

(ｳ
)「

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
管
理
規
程
」（

平
成

30
年

10
月

5
日
制
定
）
及
び
「
コ
ン
プ

    （（
８８
））
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
にに
係係
るる
表表
彰彰
事事
業業
等等
へへ
のの
候候
補補
者者
のの
推推
薦薦
  

ア
 
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
会
長
表
彰
全
国
大
会
に
お
い
て
、
安
全
衛
生
に
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
団
体
及
び

会
員
事
業
場
並
び
に
労
働
災
害
防
止
の
た
め
特
に
功
労
、
功
績
の
あ
っ
た
個
人
の
表
彰
を
行
っ
た
。
 

 

        

  

    ５５
  
組組
織織
体体
制制
、、
事事
業業
運運
営営
のの
整整
備備
強強
化化
（（
自自
主主
事事
業業
））
 

（ （
１１
））
協協
会会
のの
業業
務務
運運
営営
にに
係係
るる
業業
務務
改改
善善
へへ
のの
継継
続続
しし
たた
取取
組組
  

「
労
働
災
害
防
止
団
体
改
革
検
討
専
門
委
員
会
報
告
書
」（

平
成

23
年

11
月
）、
「
林
材
業
労
災
防
止
協
会
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
委
員
会
報
告
書
」（

平
成

24
年
１
月
）
及
び
「
林
材
業
労
災
防
止
協
会
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会

作
業
部
会
報
告
書
」（

平
成

26
年

12
月
）
を
踏
ま
え
、
業
務
運
営
の
改
善
に
向
け
て
継
続
的
に
取
り
組
ん
だ
。
 

令
和
３
年
度
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
保
と
適
正
な
組
織
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成

30
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
支

部
監
査
指
導
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
だ
。
 

ア
 
支
部
会
計
業
務
監
査
の
実
施
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
 

協
会
業
務
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
と
会
計
経
理
の
適
正
を
期
す
る
た
め
、
年
間
監
査
計
画
を
策
定
し
、
「
監
事
監

査
規
程
」、
「
会
計
業
務
等
に
関
す
る
内
部
監
査
実
施
規
程
」
に
基
づ
き
、
監
事
と
連
携
し
て
監
事
監
査
、
内
部
監
査
指

導
を
計
画
的
に
実
施
し
、
監
査
結
果
に
よ
る
的
確
な
改
善
措
置
の
徹
底
を
図
っ
た
。
 

 

監
事
監
査
 

本
部
会
計
業
務
監
査
 

2
回
 

支
部
会
計
業
務
監
査
 

3
支
部
 

（
茨
城
県
、
愛
知
県
、
福
岡
県
）
 

内
部
監
査
 

支
部
会
計
業
務
等
監
査
 

2
支
部
 

（
埼
玉
県
、
大
阪
府
）
 

区
 
 
 
分
 

令
和
３
年
度
表
彰
者
数
 

団
 
体
 
賞
 

0
団
体
 

事
業

場
賞

 
優
 
良
 
賞
 

3
事
業
場
 

進
 
歩
 
賞
 

2
事
業
場
 

個
 
人
 
賞
 

功
 
労
 
賞
 

9
人
 

功
 
績
 
賞
 

5
人
 

会
長
感
謝
状
 

3
人
 

計
 

 
22
 

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

イ
 
支
部
は
、
非
会
員
も
参
加
す
る
集
団
指
導
会
、
安
全
衛
生
大
会
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に

お
い
て
、
協
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
又
は
展
示
す
る
。
  

  （（
６６
））
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
のの
運運
営営
  

ア
 

会
員

を
は

じ
め

社
会

一
般

に
対

し
て

林
材

業
の

労
働

災
害

防
止

に
係

る
情

報
提

供
と

当
協
会
の
事
業
活
動
の
周
知
を
図
る
た
め
、
労
働
災
害
防
止
対
策
、
関
係
法
令
通
達
、
災

害
速
報
、
協
会
の
概
要
、
役
割
、
活
動
状
況
及
び
各
種
講
習
会
の
実
施
日
程
の
速
や
か
な

掲
載
と
内
容
の
充
実
を
図
る
。

 
イ
 
利
用
者
に
と
っ
て
視
認
性
、
可
読
性
、
判
読
性
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

目
指
し
た
検
討
を
行
う
。

 
 

［
支
部
］

 
ア
 
会
員
を
は
じ
め
、
林
材
業
に
携
わ
る
事
業
者
、
関
係
団
体
等
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

活
用
を
促
し
、
労
働
災
害
情
報
、
行
政
通
達
等
の
協
会
の
行
う
事
業
活
動
の
周
知
を

図
る
。
 

イ
 
講
習
会
、
研
修
会
参
加
者
の
利
便
性
の
向
上
と
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
各
種
講

習
会
の
実
施
日
程
等
の
情
報
提
供
を
行
う
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

ア
ク
セ
ス
件
数
  
20
0
件
/日

 

  （（
７７
））
全全
国国
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
大大
会会
のの
開開
催催
  

第
57

回
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
を
新
潟
県
に
て
開
催
す
る
。
令
和
３
年
度

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
開
催
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
参
加
人
数
を
制
限

す
る
一
方
で
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
し
、
直
接
参
加
で
き
な
い
方
で
も
視
聴
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

 

［
支
部
］

 
会
員
に
対
し
て
、
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
へ
の
参
加
及
び
ラ
イ
ブ
配
信
の
視

聴
勧
奨
に
努
め
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

(1
)
 開

催
月
日
 
 
令
和

3
年

10
月

21
日
（
木
）
 

(2
)
 開

催
場
所
 
 
朱
鷺
メ
ッ
セ
 新

潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

   （（
６６
））
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
のの
運運
営営
  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実
と
、
労
働
災
害
事
例
、
労
働
安
全
衛
生
対
策
の
最
新
情
報
、
協
会
事
業
案
内
の
提
供
に

努
め
た
。
 

 

令
和
３
年
度
の
ア
ク
セ
ス
総
件
数
 

69
,
46
7
件
（
19
0
件
/日

）
 

             

（（
７７
））
全全
国国
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
大大
会会
のの
開開
催催
  

第
57

回
全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
を
令
和

3
年

10
月

21
日
（
木
）、

新
潟
県
新
潟
市
に
お
い
て
開
催
し
、

功
労
者
等
の
表
彰
等
を
ネ
ッ
ト
配
信
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
い
、
安
全
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
っ
た
。
 

  

全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会
 

新
潟
県
新
潟
市
 

13
9
人
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 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

 【
業
務
目
標
】
 

ア
 
全
国
支
部
長
会
議
（
令
和

4
年

2
月
中
開
催
）
 

イ
 
全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
（
令
和

3
年

6
月

16
日
（
水
）
開
催
）
 

ウ
 
新
任
支
部
事
務
局
長
会
議
（
令
和

3
年

6
月

16
日
（
水
）
開
催
）
 

 

（（
４４
））
情情
報報
セセ
キキ
ュュ
リリ
テテ
ィィ
対対
策策
のの
推推
進進
  

協
会

が
保

有
す

る
個

人
情

報
等

の
重

要
情

報
漏

え
い

等
の

リ
ス

ク
に

対
応

し
情

報
の

安
全
性
等
を
確
保
す
る
た
め
、「

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
、
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
規
程
」
及
び
関
連
規
定
等
に
基
づ
く
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
適
切
に
実
施
す

る
。
 

ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
等
を
職
員
に
随
時
提
供
し
、
注
意
喚
起
を

図
る
と
と
も
に
、
教
育
・
研
修
等
に
よ
り
継
続
的
な
啓
発
活
動
を
進
め
る
。
 

［
支
部
］
 

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
及
び
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
規
程
」

等
に
基
づ
き
、
重
要
情
報
等
の
適
切
な
管
理
を
実
施
す
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

ア
 
本
部
役
職
員
、
新
任
採
用
職
員
に
対
す
る
教
育
・
研
修
（
随
時
）
 

イ
 
本
部
情
報
シ
ス
テ
ム
等
に
係
る
情
報
資
産
棚
卸
、
リ
ス
ク
評
価
、
自
己
点
検
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
の
実
施
 

ウ
 
支
部
長
会
議
、
全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
、
新
任
支
部
事
務
局
長
会
議
開
催
時
に
お

け
る
研
修
 

 

      （（
４４
））
情情
報報
セセ
キキ
ュュ
リリ
テテ
ィィ
対対
策策
のの
推推
進進
  

協
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
、
事
業
場
等
に
関
係
す
る
重
要
情
報
の
漏
え
い
等
の
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
、
社
会
的
信
頼

性
と
評
価
を
得
る
た
め
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
確
実
か
つ
適
切
な
実
施
・
運
用
を
進
め
た
。
ま
た
、
政
府
統
一
基

準
群
及
び
厚
生
労
働
省
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
準
じ
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
運
用
強
化
と
、
適
切
な
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
機
器
等
の
導
入
に
よ
り
継
続
的
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
本
部
役
職
員
、
支
部
長
及
び

支
部
職
員
に
対
し
て
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
の
適
切
な
対
応
を
図
る
た
め
の

CS
IR
T
連
携
訓
練
や
、
本
部
に
お

け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
自
己
点
検
を
実
施
し
、
職
員
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
認
識
を
高
め
た
。
 

   

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

ラ
イ
ア
ン
ス
通
報
の
処
理
に
関
す
る
細
則
」（

同
）
に
基
づ
き
協
会
内
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
る
。
 

イ
 
支
部
で
実
施
す
る
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
、
計
画
的
な

内
部
業
務
監
査
指
導
を
行
う
。（

再
掲
）
 

 

［
支
部
］

 
本
部
と
連
携
し
て
、
支
部
業
務
全
般
に
つ
い
て
業
務
改
善
の
取
組
み
を
進
め
る
。
 

特
に
、
改
正
会
計
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
支
部
会
計
業
務
の
適
正
な
運
用
を
進
め
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

ア
 
支
部
監
査
指
導
の
実
施
（
10

支
部
）
 

イ
 
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
安
全
衛
生
講
習
の
内
部
監
査
指
導
（

11
支
部
）

 
 

（（
２２
））
理理
事事
会会
・・
総総
代代
会会
等等
のの
開開
催催
  

事
業
計
画
、
事
業
予
算
等
の
協
会
運
営
の
審
議
検
討
及
び
執
行
決
定
の
た
め
の
理
事
会

及
び
総
代
会
を
開
催
す
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

ア
 
理
事
会
（
定
例
会
 
令
和

3
年

4
月
、
5
月
、
10

月
、
令
和

4
年
１
月
予
定
）
 

イ
 
第

61
回
通
常
総
代
会
（
令
和

3
年

6
月

2
日
（
水
）
開
催
）
 

      （（
３３
））
支支
部部
長長
会会
議議
等等
のの
開開
催催

 
ア
 
全
国
支
部
長
会
議
を
開
催
し
、
令
和

4
年
度
の
協
会
の
事
業
運
営
方
針
及
び
事
業
計
画

等
に
つ
い
て
、
本
部
、
支
部
間
の
認
識
の
共
有
化
を
図
り
、
労
働
災
害
防
止
対
策
事
業
を

一
体
的
に
推
進
す
る
。
 

イ
 
全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
、
令
和

3
年
度
事
業
の
具
体
的
計
画
等
に
つ
い

て
、
本
部
、
支
部
間
の
認
識
の
共
有
化
を
図
り
、
労
働
災
害
防
止
対
策
事
業
を
効
果
的
、

効
率
的
に
推
進
す
る
。
 

ウ
 
新
任
支
部
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
、
協
会
の
使
命
・
役
割
、
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い

て
認
識
を
高
め
、
支
部
運
営
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
。
 

 
イ
 
支
部
登
録
教
習
機
関
業
務
等
の
内
部
監
査
の
充
実
強
化
及
び
指
導
（
再
掲
）

 
都
道
府
県
支
部
が
実
施
す
る
安
全
衛
生
教
育
に
係
る
内
部
監
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
登
録
教
習
機
関

と
し
て
の
技
能
講
習
の
監
査
に
加
え
、
特
別
教
育
も
対
象
と
し
て
、
実
施
要
綱
、
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
た
遵
守
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
定
着
、
浸
透
を
図
る
た
め
、
全
支
部
を
対
象
と
し
て
３
年
間

で
監
査
予
定
の
３
年
度
目
と
し
て
実
施
し
た
。

 

登
録
教
習
機
関
等
内
部
業
務
監
査
 

21
支
部
 

 
ウ
 
監
査
結
果
の
共
有

 
年
度
内
に
実
施
し
た
監
事
監
査
及
び
内
部
監
査
指
導
の
結
果
に
つ
い
て
、
支
部
長
会
議
に
お
い
て
改
善
・
指
導
事
項

別
に
示
し
て
業
務
改
善
に
資
す
る
た
め
の
共
有
を
図
っ
た
。

 
  （（
２２
））
理理
事事
会会
・・
総総
代代
会会
等等
のの
開開
催催
  

執
行
決
定
の
た
め
の
理
事
会
及
び
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
総
代
会
を
開
催
し
た
。
 

  

第
61

回
通
常
総
代
会
 

令
和

3
年
 6

月
 

第
62

回
臨
時
総
代
会
 

令
和

3
年

12
月
 

第
79

回
理
事
会
 

令
和

3
年
 5

月
 

第
80

回
理
事
会
 

令
和

3
年
 6

月
 

第
81

回
理
事
会
 

令
和

3
年

10
月
 

第
82

回
理
事
会
 

令
和

3
年

12
月
 

第
83

回
理
事
会
 

令
和

4
年
 2

月
 

 （（
３３
））
支支
部部
長長
会会
議議
等等
のの
開開
催催

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
状
況
を
勘
案
し
、
全
国
支
部
長
会
議
の
開
催
方
法
を
対
面
会
議
開
催
に
代
え
、

役
員
等
一
部
対
面
と
支
部
長
は

W
eb

参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
る
開
催
と
し
た
。

 
 

支
部
長
会
議
 

令
和

4
年

2
月
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 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

 【
業
務
目
標
】
 

ア
 
全
国
支
部
長
会
議
（
令
和

4
年

2
月
中
開
催
）
 

イ
 
全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
（
令
和

3
年

6
月

16
日
（
水
）
開
催
）
 

ウ
 
新
任
支
部
事
務
局
長
会
議
（
令
和

3
年

6
月

16
日
（
水
）
開
催
）
 

 

（（
４４
））
情情
報報
セセ
キキ
ュュ
リリ
テテ
ィィ
対対
策策
のの
推推
進進
  

協
会

が
保

有
す

る
個

人
情

報
等

の
重

要
情

報
漏

え
い

等
の

リ
ス

ク
に

対
応

し
情

報
の

安
全
性
等
を
確
保
す
る
た
め
、「

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
、
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
規
程
」
及
び
関
連
規
定
等
に
基
づ
く
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
適
切
に
実
施
す

る
。
 

ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
等
を
職
員
に
随
時
提
供
し
、
注
意
喚
起
を

図
る
と
と
も
に
、
教
育
・
研
修
等
に
よ
り
継
続
的
な
啓
発
活
動
を
進
め
る
。
 

［
支
部
］
 

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
及
び
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
規
程
」

等
に
基
づ
き
、
重
要
情
報
等
の
適
切
な
管
理
を
実
施
す
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

ア
 
本
部
役
職
員
、
新
任
採
用
職
員
に
対
す
る
教
育
・
研
修
（
随
時
）
 

イ
 
本
部
情
報
シ
ス
テ
ム
等
に
係
る
情
報
資
産
棚
卸
、
リ
ス
ク
評
価
、
自
己
点
検
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
の
実
施
 

ウ
 
支
部
長
会
議
、
全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
、
新
任
支
部
事
務
局
長
会
議
開
催
時
に
お

け
る
研
修
 

 

      （（
４４
））
情情
報報
セセ
キキ
ュュ
リリ
テテ
ィィ
対対
策策
のの
推推
進進
  

協
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
、
事
業
場
等
に
関
係
す
る
重
要
情
報
の
漏
え
い
等
の
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
、
社
会
的
信
頼

性
と
評
価
を
得
る
た
め
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
確
実
か
つ
適
切
な
実
施
・
運
用
を
進
め
た
。
ま
た
、
政
府
統
一
基

準
群
及
び
厚
生
労
働
省
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
準
じ
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
運
用
強
化
と
、
適
切
な
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
機
器
等
の
導
入
に
よ
り
継
続
的
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
本
部
役
職
員
、
支
部
長
及
び

支
部
職
員
に
対
し
て
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
実
施
し
た
。
 

ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
の
適
切
な
対
応
を
図
る
た
め
の

CS
IR
T
連
携
訓
練
や
、
本
部
に
お

け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
自
己
点
検
を
実
施
し
、
職
員
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
認
識
を
高
め
た
。
 

   

 【
Ⅱ
 
自
主
事
業
】

 
事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
計
 
 
 
 
 
画
 

事
 
 
 
 
 
業
 
 
 
 
 
実
 
 
 
 
 
績
 

ラ
イ
ア
ン
ス
通
報
の
処
理
に
関
す
る
細
則
」（

同
）
に
基
づ
き
協
会
内
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
る
。
 

イ
 
支
部
で
実
施
す
る
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
の
適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
、
計
画
的
な

内
部
業
務
監
査
指
導
を
行
う
。（

再
掲
）
 

 

［
支
部
］

 
本
部
と
連
携
し
て
、
支
部
業
務
全
般
に
つ
い
て
業
務
改
善
の
取
組
み
を
進
め
る
。
 

特
に
、
改
正
会
計
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
支
部
会
計
業
務
の
適
正
な
運
用
を
進
め
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

ア
 
支
部
監
査
指
導
の
実
施
（
10

支
部
）
 

イ
 
技
能
講
習
、
特
別
教
育
等
安
全
衛
生
講
習
の
内
部
監
査
指
導
（

11
支
部
）

 
 

（（
２２
））
理理
事事
会会
・・
総総
代代
会会
等等
のの
開開
催催
  

事
業
計
画
、
事
業
予
算
等
の
協
会
運
営
の
審
議
検
討
及
び
執
行
決
定
の
た
め
の
理
事
会

及
び
総
代
会
を
開
催
す
る
。
 

 

【
業
務
目
標
】
 

ア
 
理
事
会
（
定
例
会
 
令
和

3
年

4
月
、
5
月
、
10

月
、
令
和

4
年
１
月
予
定
）
 

イ
 
第

61
回
通
常
総
代
会
（
令
和

3
年

6
月

2
日
（
水
）
開
催
）
 

      （（
３３
））
支支
部部
長長
会会
議議
等等
のの
開開
催催

 
ア
 
全
国
支
部
長
会
議
を
開
催
し
、
令
和

4
年
度
の
協
会
の
事
業
運
営
方
針
及
び
事
業
計
画

等
に
つ
い
て
、
本
部
、
支
部
間
の
認
識
の
共
有
化
を
図
り
、
労
働
災
害
防
止
対
策
事
業
を

一
体
的
に
推
進
す
る
。
 

イ
 
全
国
支
部
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
、
令
和

3
年
度
事
業
の
具
体
的
計
画
等
に
つ
い

て
、
本
部
、
支
部
間
の
認
識
の
共
有
化
を
図
り
、
労
働
災
害
防
止
対
策
事
業
を
効
果
的
、

効
率
的
に
推
進
す
る
。
 

ウ
 
新
任
支
部
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
、
協
会
の
使
命
・
役
割
、
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い

て
認
識
を
高
め
、
支
部
運
営
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
。
 

 
イ
 
支
部
登
録
教
習
機
関
業
務
等
の
内
部
監
査
の
充
実
強
化
及
び
指
導
（
再
掲
）

 
都
道
府
県
支
部
が
実
施
す
る
安
全
衛
生
教
育
に
係
る
内
部
監
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
登
録
教
習
機
関

と
し
て
の
技
能
講
習
の
監
査
に
加
え
、
特
別
教
育
も
対
象
と
し
て
、
実
施
要
綱
、
実
技
教
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
た
遵
守
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
定
着
、
浸
透
を
図
る
た
め
、
全
支
部
を
対
象
と
し
て
３
年
間

で
監
査
予
定
の
３
年
度
目
と
し
て
実
施
し
た
。

 

登
録
教
習
機
関
等
内
部
業
務
監
査
 

21
支
部
 

 
ウ
 
監
査
結
果
の
共
有

 
年
度
内
に
実
施
し
た
監
事
監
査
及
び
内
部
監
査
指
導
の
結
果
に
つ
い
て
、
支
部
長
会
議
に
お
い
て
改
善
・
指
導
事
項

別
に
示
し
て
業
務
改
善
に
資
す
る
た
め
の
共
有
を
図
っ
た
。

 
  （（
２２
））
理理
事事
会会
・・
総総
代代
会会
等等
のの
開開
催催
  

執
行
決
定
の
た
め
の
理
事
会
及
び
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
総
代
会
を
開
催
し
た
。
 

  

第
61

回
通
常
総
代
会
 

令
和

3
年
 6

月
 

第
62

回
臨
時
総
代
会
 

令
和

3
年

12
月
 

第
79

回
理
事
会
 

令
和

3
年
 5

月
 

第
80

回
理
事
会
 

令
和

3
年
 6

月
 

第
81

回
理
事
会
 

令
和

3
年

10
月
 

第
82

回
理
事
会
 

令
和

3
年

12
月
 

第
83

回
理
事
会
 

令
和

4
年
 2

月
 

 （（
３３
））
支支
部部
長長
会会
議議
等等
のの
開開
催催

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
状
況
を
勘
案
し
、
全
国
支
部
長
会
議
の
開
催
方
法
を
対
面
会
議
開
催
に
代
え
、

役
員
等
一
部
対
面
と
支
部
長
は

W
eb

参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
る
開
催
と
し
た
。

 
 

支
部
長
会
議
 

令
和

4
年

2
月
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 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

働
安
全
衛
生

専
門
誌
と
し
て
の
公
益
性
・
社

会
性
を
担
保
し
て
い
る
。
 

○
タ
イ
ム
リ

ー
な
記
事
に
助
か
り
ま
す
。
害

虫
除
け
の
方
法
、
薬
剤
な
ど
の

記
事
も
ほ
し
い
。
ダ
ニ
、
ヒ
ル

等
。
 
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
入
れ

る
の
は
ど
う
か
。
 

○
本
部
の
活

動
の
大
き
な
柱
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
時
間
、
労
力
を

使
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
読
者
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
よ
う
な
記
事
、
内
容

を
持
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
 

○
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
、
読
者
の
反
応
を
把

握
し
、
意
見
要
望
を
記
事
に
反

映
さ
せ
て
い
る
。
広
報
活
動
等

に
よ
り
、
有
料
購
読
部
数
の
増

加
と
い
う
成
果
を
達
成
し
て
い

る
。
 

○
「
林
材
安

全
」
は
秀
れ
た
情
報
誌
と
い
え

る
。
 

（（
労労
働働
安安
全全
・・
労労
働働
衛衛
生生
標標
語語
のの
募募
集集

））
 

○
標
語
の
応

募
数
も
か
な
り
あ
り
、
現
場
の

労
働
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め

よ
い
方
法
で
あ
る
。
 

○
標
語
の
募

集
は
限
ら
れ
た
業
界
内
に
と
ど

ま
り
が
ち
で
あ
る
が
、
市
販
の

公
募
誌
を
活
用
し
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
通
じ
て
、
林
材
業
の
安
全
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

○
協
会
情
報

誌
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
募

集
に
加
え
て
、
一
般
の
公
募
誌

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
メ
デ
ィ
ア

拡
大
に
よ
り
、
一
般
公
募
者
か

ら
の
応
募
が
多
数
有
り
、
一
般
国
民

の
安
全
衛
生
活
動
へ
の
関

心
を
喚
起
す
る
機
会
と
な
っ
て

い
る
。
 

○
応
募
総
数

が
目
標
値
を
か
な
り
大
き
く
ク

リ
ア
ー
し
、
積
極
的
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

○
公
募
活
動

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
数
値
目

標
を
達
成
し
て
い
る
。
 

（（
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
テテ
キキ
スス
トト
等等
作作
成成
委委
員員
会会
のの
開開
催催

））
  

○
事
業
計
画

に
あ
る
「
改
訂
上
級
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
安
全
ガ
イ
ド
」「

作
業
計

画
書
の
手
引
き
」
に
つ
い
て

対
面
の
委
員
会
は
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
書
面
に
よ
る
意
見

徴
収
に
よ
り
出
版
で
き
、
ほ
ぼ
目
的
は
達
成
さ
れ
た
。
 

○
参
集
す
る

必
要
の
な
い
も
の
は
オ
ン
ラ
イ

ン
や
書
面
の
や
り
と
り
で
効
率

的
に
行
え
ば
よ
い
と
思
わ
れ
る

。
今
後
の
た
め
に
も
こ
の
よ
う

な
手
法
も
継
続
的
に
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
下
で
、
書
面
に
よ
る
意
見
照

会
を
行
い
。
テ
キ
ス
ト
作
成
作

業
を
行
っ
た
。「

改
訂
上
級
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
者
の
安
全
ガ

イ
ド
」
は
、
令
和

3
年

6
月
に
改
訂
第

2
版
を
刊
行
し
た
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

で
、「

参
集
し
て
の
委
員
会
開
催
は
で
き
ず
、
書
面
で
の
意
見

照
会
を
行
っ
た
」、

と
あ
る
が
、
We
b
会
議
で
の
開
催
な
ど
更

な
る
工
夫
を
期
待
す
る
。
 

（（
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
にに
係係
るる
講講
師師
養養
成成
研研
修修
のの
開開
催催

））
  

○
目
的
の
募

集
人
員
に
達
し
、
受
講
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
も
役
に
立
っ
た

と
評
価
し
、
良
か
っ
た
と
い
え

る
。
 

○
開
催
要
望

の
多
い
講
義
科
目
を
盛
り
込
ん

で
開
催
で
き
た
こ
と
は
評
価
で

き
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
下
で
、
人
員
を
制
限
し
て
今

年
度
も
実
施
し
、
講
師
養
成
研

修
は
一
定
の
成
果
を
修
め
て
い

る
。
 

○
講
師
養
成

は
増
々
必
要
と
な
る
し
、
充
実

し
続
け
て
も
ら
い
た
い
。
 

○
当
初
の
計

画
に
従
い
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
各
地
域
（
都
道

府
県
）
か
ら
研
修
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

で
応
募
人
数
の
数
値
目
標
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
、
満
足
で
あ
る

と
の
回
答
が
多
数
あ
っ
た
。
成

果
目
標
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
と
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（

満
足
度
〇
％
以
上
と
、
な
ど

）

を
指
標
と
し

て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
 

○
研
修
は
良

い
評
価
を
得
て
い
る
。
 

（（「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
計計
画画
((５５

カカ
年年
計計
画画
))」」

のの
目目
標標
達達
成成
にに
向向
けけ
たた
取取
組組
のの
実実
施施

））
  

○
目
標
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

安
全
管
理
士
に
よ
る
集
団
指
導

会
を
中
心
と
し
て
活
動
の
他
、

林
業
普
及
指
導
員
と
連
携
各
種

活
動
の
結
果
と
し
て
令
和

3
年
度
に
つ
い
て
は
、
木
材
業
の
死

亡
結
果
を
除
き
、
目
標
を
達

成
、
評
価
で

き
る
。
 

○
令
和

4
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
り
、
引
き

続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
 

○
集
団
指
導

会
の
実
施
、
林
材
業
死
亡
労
働

災
害
多
発
警
報
発
令
の
効
果
的

な
実
施
な
ど
、
多
様
な
取
組
み

が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
林
業
の

死
亡
労
働
災
害
は

30
人
（
前
年

6
人
減
 平

成
29

年
度
比

25
.0
％
減
）
と
目

標
を
下
回
っ

た
た
め
、
木

材
製
造
業
で
は
達
成
出
来
な
か

っ
た
。
 

○
５
か
年
計

画
に
向
け
て
種
々
の
事
業
を
確

実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

理
解
で
き
ま
す
。
そ
の
一
方
、

実
施
さ
れ
た
事
業
の
重
複
記
述

内
容
で
す
の
で
、
こ
の
項
目
と

し
て
強
調
あ
る
い
は
特
記
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
示
さ
れ
る

と
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

  
 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

（（
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
規規
則則
等等
のの
一一
部部
改改
正正
のの
周周
知知
及及
びび
そそ
のの
定定
着着
（（
継継
続続
））

））
  

○
労
働
安
全

衛
生
規
則
等
の
一
部
改
正
の
周

知
と
い
う
本
事
業
は
、
2年

目
な

の
で
受
講
者
数
の
実
数
は
減

少
し
た
が
、
特
別
教
育
の
補
講

に
つ
い
て
は
多
く
の
受
講
生
に

つ
い
て
実
行
し
た
。
 

○
特
別
教
育

（
補
講
）
の
受
講
希
望
に
対
応

し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

○
規
則
改
正

内
容
に
つ
い
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
各
支
部
で
実
践
的

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指

導
会
に
お
い
て
、
関
係
者
へ
の

周
知
徹
底
を
図
っ
た
。
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
特
別
教
育
（
補
講
）

を
計
画
的
に
実
施
す
る
な
ど

、

災
防
団
体
と

し
て
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た

し
た
。
 

○
補
講
テ
キ

ス
ト
の
発
行
が
遅
か
っ
た
の
で

は
。
伐
木
業
務
特
別
教
育
 
→

 
ペ
ー
パ
ー
受
講
者
は
別
に
し
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
。
 

○
当
初
の
計

画
に
従
い
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
 

○
成
果
目
標
「
改
正
安
衛
則

、
関
係
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
周
知
・
指
導
用
資
料
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を
作
成
す
る
」
は
達
成
し
た
。
特
別
教
育
（
補

講
）
に
つ
い
て
実
績
と
し

て
記
載
し
て
あ
る
が

、
成
果
目
標
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず

、
評

価
が
困
難
で

あ
る
。
 

○
特
別
教
育

の
実
施
な
ど
評
価
で
き
る
。
 

（（
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
のの
実実
施施
とと
資資
格格
取取
得得
のの
促促
進進

））
  

○
本
事
業
は

、
多
く
の
資
金
と
労
力
を
投
入

さ
れ
た
重
要
な
活
動
で
あ
り
、

昨
年
に
続
き
活
発
に
実
行
さ
れ

た
。
内
部
監
査
も
実
行
さ
れ
、

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和

3
年
度
に

も
未
実
施
支
部
が

10
支
部
あ
り

、
今
後
の
課
題
を
残

し
た
。
 

○
内
部
監
査

が
令
和

2
年
度
未
実
施
の
支
部

も
含
め
て
実
施
で
き
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
。
 

○
令
和

3
年
度
は
、
安
全
衛
生
に
係
る
講
習

会
・
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の

受
託
事
業
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て

行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
各

支
部
に
お
い
て
前
年
約

2.
6
万
人
減
の
合
計

36
，
98
0
人
が
受
講

し
た
。
特
別
教
育
の
実
技
教
育
中
の
受
講
者

死
亡
災
害
の
再
発
防
止
対
策
と

し
て
、
特
別
教
育
の
実
技
教
育
の
内
部
監
査
の
充
実
強
化
及
び
、
指
導
に
関
し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
前
年
未
実
施
の

11
支
部
を
含
め

22
支
部
に

対
し
て
実
施

を
し
た
。
 

○
林
業
で
は

補
助
金
施
業
が
中
心
と
な
り
、

補
助
金
と
セ
ッ
ト
の
事
業
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
型

で
の
事
業
が
多
い
の
か
？
 

○
当
初
の
計

画
に
従
い
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
 

○
労
働
安
全

衛
生
に
係
る
講
習
会
等
に
つ
い

て
着
実
に
実
施
し
て
い
る
。
伐

木
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育
の

実
技
教
育
中
に
発
生
し
た
災
害

に
係
る
対
策
に
つ
い
て
、
3
年
度
に
前
年
の
未
実
施
分
を
含
め
実
施
し
、
3
年
度
ま
で
に
全
支

部
に
対
す
る

内
部
業
務
監
査
を
実
施
し
た
こ

と
を
評
価
す
る
。
 

○
資
格
取
得

を
促
進
し
た
。
 

（（
図図
書書
・・
安安
全全
衛衛
生生
用用
具具
等等
のの
普普
及及

））
  

○
収
益
事
業

で
あ
る
本
事
業
は
そ
の
目
的
を

達
成
し
て
い
る
。
特
に
安
衛
規

則
の
改
正
に
伴
う
補
講
テ
キ
ス

ト
の
販
売
実
績
を
上
げ
て
い
る

。
安
全
教
育
、
普
及
の
要
で
あ

り
さ
ら
な
る
活
動
を
期
待
す
る
。
 

○
テ
キ
ス
ト

の
販
売
が
順
調
に
行
わ
れ
、
多

く
の
関
係
者
に
活
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
 

○
図
書
販
売
の

PR
を
広
く
一
般
に
拡
大
す

る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
安
全
衛
生
の
意
識
の
普
及
・
向
上
に
寄

与
し
た
。
引
続
き
、
図
書
・
安

全
衛
生
用
具
等
の
地
道
な
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
普
及
促
進
が
期
待
さ
れ

る
。
 

○
造
材
作
業

安
全
衛
生
実
務
必
携
 
- 

古
す

ぎ
ま
す
。
DV
D、

ソ
ー
チ
ェ
ン

の
正
し
い
目
立
て
を
新
し
く
し
て
は
。
他
社
の
テ
キ
ス
ト
な
ど

の
チ
ェ
ッ
ク
は
必
要
な
い
か
？
 

○
当
初
の
計

画
に
従
い
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
 

○
図
書
教
材

等
の
作
成
、
頒
布
や
、
安
全
衛

生
用
品
、
保
護
具
等
の
普
及
促

進
に
つ
き
、
着
実
に
実
施
し
て

い
る
が
、
成
果
目
標
が
定
め
ら

れ
て
お
ら
ず
評
価
が
困
難
で
あ

る
。
 

○
教
材
、
DV
D
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
刊
行
し
た

。
 

（（
月月
刊刊
情情
報報
誌誌
「「
林林
材材
安安
全全
」」
のの
編編
集集
・・
発発
行行

））
  

○
林
災
防
活

動
の
重
要
な
広
報
活
動
で
あ
り

、
労
働
安
全
に
か
か
わ
る
現
場

の
情
報
誌
で
も
あ
る
の
で
さ
ら

な
る
普
及
に
努
め
て
欲
し
い
。
 

○
ネ
ッ
ト
の

時
代
で
は
あ
る
が
、
手
に
取
り

や
す
く
わ
か
り
や
す
い
情
報
誌

は
重
要
と
思
わ
れ
る
。
未
購
読

事
業
所
に
新
規
購
読
案
内
を
行

い
、
有
料
購
読
部
数
が
増
加
し

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

○
「
林
材
安

全
」
の
編
集
に
購
読
者
か
ら
の

声
を
反
映
し
、
内
容
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

有
料
購
買
部
数
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
労
働
災
害
防
止

活
動
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
労
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 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

働
安
全
衛
生

専
門
誌
と
し
て
の
公
益
性
・
社

会
性
を
担
保
し
て
い
る
。
 

○
タ
イ
ム
リ

ー
な
記
事
に
助
か
り
ま
す
。
害

虫
除
け
の
方
法
、
薬
剤
な
ど
の

記
事
も
ほ
し
い
。
ダ
ニ
、
ヒ
ル

等
。
 
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
入
れ

る
の
は
ど
う
か
。
 

○
本
部
の
活

動
の
大
き
な
柱
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
時
間
、
労
力
を

使
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
読
者
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
よ
う
な
記
事
、
内
容

を
持
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
 

○
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
、
読
者
の
反
応
を
把

握
し
、
意
見
要
望
を
記
事
に
反

映
さ
せ
て
い
る
。
広
報
活
動
等

に
よ
り
、
有
料
購
読
部
数
の
増

加
と
い
う
成
果
を
達
成
し
て
い

る
。
 

○
「
林
材
安

全
」
は
秀
れ
た
情
報
誌
と
い
え

る
。
 

（（
労労
働働
安安
全全
・・
労労
働働
衛衛
生生
標標
語語
のの
募募
集集

））
 

○
標
語
の
応

募
数
も
か
な
り
あ
り
、
現
場
の

労
働
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め

よ
い
方
法
で
あ
る
。
 

○
標
語
の
募

集
は
限
ら
れ
た
業
界
内
に
と
ど

ま
り
が
ち
で
あ
る
が
、
市
販
の

公
募
誌
を
活
用
し
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
通
じ
て
、
林
材
業
の
安
全
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

○
協
会
情
報

誌
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
募

集
に
加
え
て
、
一
般
の
公
募
誌

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
メ
デ
ィ
ア

拡
大
に
よ
り
、
一
般
公
募
者
か

ら
の
応
募
が
多
数
有
り
、
一
般
国
民

の
安
全
衛
生
活
動
へ
の
関

心
を
喚
起
す
る
機
会
と
な
っ
て

い
る
。
 

○
応
募
総
数

が
目
標
値
を
か
な
り
大
き
く
ク

リ
ア
ー
し
、
積
極
的
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

○
公
募
活
動

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
数
値
目

標
を
達
成
し
て
い
る
。
 

（（
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
テテ
キキ
スス
トト
等等
作作
成成
委委
員員
会会
のの
開開
催催

））
  

○
事
業
計
画

に
あ
る
「
改
訂
上
級
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
安
全
ガ
イ
ド
」「

作
業
計

画
書
の
手
引
き
」
に
つ
い
て

対
面
の
委
員
会
は
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
書
面
に
よ
る
意
見

徴
収
に
よ
り
出
版
で
き
、
ほ
ぼ
目
的
は
達
成
さ
れ
た
。
 

○
参
集
す
る

必
要
の
な
い
も
の
は
オ
ン
ラ
イ

ン
や
書
面
の
や
り
と
り
で
効
率

的
に
行
え
ば
よ
い
と
思
わ
れ
る

。
今
後
の
た
め
に
も
こ
の
よ
う

な
手
法
も
継
続
的
に
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
下
で
、
書
面
に
よ
る
意
見
照

会
を
行
い
。
テ
キ
ス
ト
作
成
作

業
を
行
っ
た
。「

改
訂
上
級
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
者
の
安
全
ガ

イ
ド
」
は
、
令
和

3
年

6
月
に
改
訂
第

2
版
を
刊
行
し
た
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

で
、「

参
集
し
て
の
委
員
会
開
催
は
で
き
ず
、
書
面
で
の
意
見

照
会
を
行
っ
た
」、

と
あ
る
が
、
We
b
会
議
で
の
開
催
な
ど
更

な
る
工
夫
を
期
待
す
る
。
 

（（
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
にに
係係
るる
講講
師師
養養
成成
研研
修修
のの
開開
催催

））
  

○
目
的
の
募

集
人
員
に
達
し
、
受
講
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
も
役
に
立
っ
た

と
評
価
し
、
良
か
っ
た
と
い
え

る
。
 

○
開
催
要
望

の
多
い
講
義
科
目
を
盛
り
込
ん

で
開
催
で
き
た
こ
と
は
評
価
で

き
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
下
で
、
人
員
を
制
限
し
て
今

年
度
も
実
施
し
、
講
師
養
成
研

修
は
一
定
の
成
果
を
修
め
て
い

る
。
 

○
講
師
養
成

は
増
々
必
要
と
な
る
し
、
充
実

し
続
け
て
も
ら
い
た
い
。
 

○
当
初
の
計

画
に
従
い
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
各
地
域
（
都
道

府
県
）
か
ら
研
修
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

で
応
募
人
数
の
数
値
目
標
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
、
満
足
で
あ
る

と
の
回
答
が
多
数
あ
っ
た
。
成

果
目
標
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
と
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（

満
足
度
〇
％
以
上
と
、
な
ど

）

を
指
標
と
し

て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
 

○
研
修
は
良

い
評
価
を
得
て
い
る
。
 

（（「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
計計
画画
((５５

カカ
年年
計計
画画
))」」

のの
目目
標標
達達
成成
にに
向向
けけ
たた
取取
組組
のの
実実
施施

））
  

○
目
標
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

安
全
管
理
士
に
よ
る
集
団
指
導

会
を
中
心
と
し
て
活
動
の
他
、

林
業
普
及
指
導
員
と
連
携
各
種

活
動
の
結
果
と
し
て
令
和

3
年
度
に
つ
い
て
は
、
木
材
業
の
死

亡
結
果
を
除
き
、
目
標
を
達

成
、
評
価
で

き
る
。
 

○
令
和

4
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
り
、
引
き

続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
 

○
集
団
指
導

会
の
実
施
、
林
材
業
死
亡
労
働

災
害
多
発
警
報
発
令
の
効
果
的

な
実
施
な
ど
、
多
様
な
取
組
み

が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
林
業
の

死
亡
労
働
災
害
は

30
人
（
前
年

6
人
減
 平

成
29

年
度
比

25
.0
％
減
）
と
目

標
を
下
回
っ

た
た
め
、
木

材
製
造
業
で
は
達
成
出
来
な
か

っ
た
。
 

○
５
か
年
計

画
に
向
け
て
種
々
の
事
業
を
確

実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

理
解
で
き
ま
す
。
そ
の
一
方
、

実
施
さ
れ
た
事
業
の
重
複
記
述

内
容
で
す
の
で
、
こ
の
項
目
と

し
て
強
調
あ
る
い
は
特
記
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
示
さ
れ
る

と
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

  
 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

（（
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
規規
則則
等等
のの
一一
部部
改改
正正
のの
周周
知知
及及
びび
そそ
のの
定定
着着
（（
継継
続続
））

））
  

○
労
働
安
全

衛
生
規
則
等
の
一
部
改
正
の
周

知
と
い
う
本
事
業
は
、
2年

目
な

の
で
受
講
者
数
の
実
数
は
減

少
し
た
が
、
特
別
教
育
の
補
講

に
つ
い
て
は
多
く
の
受
講
生
に

つ
い
て
実
行
し
た
。
 

○
特
別
教
育

（
補
講
）
の
受
講
希
望
に
対
応

し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

○
規
則
改
正

内
容
に
つ
い
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
各
支
部
で
実
践
的

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
集
団
指

導
会
に
お
い
て
、
関
係
者
へ
の

周
知
徹
底
を
図
っ
た
。
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
特
別
教
育
（
補
講
）

を
計
画
的
に
実
施
す
る
な
ど

、

災
防
団
体
と

し
て
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た

し
た
。
 

○
補
講
テ
キ

ス
ト
の
発
行
が
遅
か
っ
た
の
で

は
。
伐
木
業
務
特
別
教
育
 
→

 
ペ
ー
パ
ー
受
講
者
は
別
に
し
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
。
 

○
当
初
の
計

画
に
従
い
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
 

○
成
果
目
標
「
改
正
安
衛
則

、
関
係
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
周
知
・
指
導
用
資
料
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を
作
成
す
る
」
は
達
成
し
た
。
特
別
教
育
（
補

講
）
に
つ
い
て
実
績
と
し

て
記
載
し
て
あ
る
が

、
成
果
目
標
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず

、
評

価
が
困
難
で

あ
る
。
 

○
特
別
教
育

の
実
施
な
ど
評
価
で
き
る
。
 

（（
安安
全全
衛衛
生生
教教
育育
等等
のの
実実
施施
とと
資資
格格
取取
得得
のの
促促
進進

））
  

○
本
事
業
は

、
多
く
の
資
金
と
労
力
を
投
入

さ
れ
た
重
要
な
活
動
で
あ
り
、

昨
年
に
続
き
活
発
に
実
行
さ
れ

た
。
内
部
監
査
も
実
行
さ
れ
、

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和

3
年
度
に

も
未
実
施
支
部
が

10
支
部
あ
り

、
今
後
の
課
題
を
残

し
た
。
 

○
内
部
監
査

が
令
和

2
年
度
未
実
施
の
支
部

も
含
め
て
実
施
で
き
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
。
 

○
令
和

3
年
度
は
、
安
全
衛
生
に
係
る
講
習

会
・
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の

受
託
事
業
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て

行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
各

支
部
に
お
い
て
前
年
約

2.
6
万
人
減
の
合
計

36
，
98
0
人
が
受
講

し
た
。
特
別
教
育
の
実
技
教
育
中
の
受
講
者

死
亡
災
害
の
再
発
防
止
対
策
と

し
て
、
特
別
教
育
の
実
技
教
育
の
内
部
監
査
の
充
実
強
化
及
び
、
指
導
に
関
し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
前
年
未
実
施
の

11
支
部
を
含
め

22
支
部
に

対
し
て
実
施

を
し
た
。
 

○
林
業
で
は

補
助
金
施
業
が
中
心
と
な
り
、

補
助
金
と
セ
ッ
ト
の
事
業
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
型

で
の
事
業
が
多
い
の
か
？
 

○
当
初
の
計

画
に
従
い
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
 

○
労
働
安
全

衛
生
に
係
る
講
習
会
等
に
つ
い

て
着
実
に
実
施
し
て
い
る
。
伐

木
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育
の

実
技
教
育
中
に
発
生
し
た
災
害

に
係
る
対
策
に
つ
い
て
、
3
年
度
に
前
年
の
未
実
施
分
を
含
め
実
施
し
、
3
年
度
ま
で
に
全
支

部
に
対
す
る

内
部
業
務
監
査
を
実
施
し
た
こ

と
を
評
価
す
る
。
 

○
資
格
取
得

を
促
進
し
た
。
 

（（
図図
書書
・・
安安
全全
衛衛
生生
用用
具具
等等
のの
普普
及及

））
  

○
収
益
事
業

で
あ
る
本
事
業
は
そ
の
目
的
を

達
成
し
て
い
る
。
特
に
安
衛
規

則
の
改
正
に
伴
う
補
講
テ
キ
ス

ト
の
販
売
実
績
を
上
げ
て
い
る

。
安
全
教
育
、
普
及
の
要
で
あ

り
さ
ら
な
る
活
動
を
期
待
す
る
。
 

○
テ
キ
ス
ト

の
販
売
が
順
調
に
行
わ
れ
、
多

く
の
関
係
者
に
活
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
 

○
図
書
販
売
の

PR
を
広
く
一
般
に
拡
大
す

る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
安
全
衛
生
の
意
識
の
普
及
・
向
上
に
寄

与
し
た
。
引
続
き
、
図
書
・
安

全
衛
生
用
具
等
の
地
道
な
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
普
及
促
進
が
期
待
さ
れ

る
。
 

○
造
材
作
業

安
全
衛
生
実
務
必
携
 
- 

古
す

ぎ
ま
す
。
DV
D、

ソ
ー
チ
ェ
ン

の
正
し
い
目
立
て
を
新
し
く
し
て
は
。
他
社
の
テ
キ
ス
ト
な
ど

の
チ
ェ
ッ
ク
は
必
要
な
い
か
？
 

○
当
初
の
計

画
に
従
い
確
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
 

○
図
書
教
材

等
の
作
成
、
頒
布
や
、
安
全
衛

生
用
品
、
保
護
具
等
の
普
及
促

進
に
つ
き
、
着
実
に
実
施
し
て

い
る
が
、
成
果
目
標
が
定
め
ら

れ
て
お
ら
ず
評
価
が
困
難
で
あ

る
。
 

○
教
材
、
DV
D
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
刊
行
し
た

。
 

（（
月月
刊刊
情情
報報
誌誌
「「
林林
材材
安安
全全
」」
のの
編編
集集
・・
発発
行行

））
  

○
林
災
防
活

動
の
重
要
な
広
報
活
動
で
あ
り

、
労
働
安
全
に
か
か
わ
る
現
場

の
情
報
誌
で
も
あ
る
の
で
さ
ら

な
る
普
及
に
努
め
て
欲
し
い
。
 

○
ネ
ッ
ト
の

時
代
で
は
あ
る
が
、
手
に
取
り

や
す
く
わ
か
り
や
す
い
情
報
誌

は
重
要
と
思
わ
れ
る
。
未
購
読

事
業
所
に
新
規
購
読
案
内
を
行

い
、
有
料
購
読
部
数
が
増
加
し

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

○
「
林
材
安

全
」
の
編
集
に
購
読
者
か
ら
の

声
を
反
映
し
、
内
容
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

有
料
購
買
部
数
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
労
働
災
害
防
止

活
動
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
労
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 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

○
会
員
に
対

す
る
情
報
提
供
は
じ
め
、
講
習

会
、
研
修
会
の
案
内
、
開
催
予

定
な
ど
の
広
報
と
し
て
重
要
で

あ
る
が
、
令
和

2
年
度
よ
り
ア

ク
セ
ス
件
数
が
減
少
し
た
。
 

○
魅
力
的
な

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
 

○
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
最
新
の
情
報
掲
載
や
迅

速
な
更
新
を
行
っ
た
が
、
省
令

改
正
の
特
別
教
育
講
演
が
終
了

し
た
こ
と
が
影
響
し
、
ア
ク
セ

ス
数
が
前
年
比

27
.5
％
減
と
な

っ
た
。
令
和

4
年
度
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

サ
イ
ト
に
期

待
し
た
い
。
 

○
情
報
の
多

様
化
は
進
む
と
思
わ
れ
る
。
 

○
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
サ
イ
ト
の
検
討
内
容
を
も

う
少
し
詳
し
め
に
示
さ
れ
る
と

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

○
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
元
年

度
、
２
年
度
、
３
年
度
と
年
々

減
少
し
て
い
る
。
４
年
度
中
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
サ
イ
ト
を
公
開

す
る
た
め
の
検
討
作
業
を
進
め

た
、
と
あ
る
が
、
具
体
策
が
不
明
で
あ
り
、
評
価
が
困
難
で

あ
る
。
 

○
大
変
良
く

で
き
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る

。
 

（（
全全
国国
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
大大
会会
のの
開開
催催

））
  

○
第
５
波
の

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
宣
言
中

で
あ
っ
た
昨
年
は
、
開
催
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
の

大
会
は
、
ネ
ッ
ト
配
信
も
含
め

、
大
会
は
盛
会
で
あ
っ
た
。
 

○
ネ
ッ
ト
配

信
に
工
夫
し
た
こ
と
は
評
価
で

き
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の

開
催
と
な
っ
た
。
WE
B参

加
の
確

保
等
に
つ
い
て
次
年
度
の
開

催
手
法
に
お
い
て
の
検
討
の
必

要
は
有
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
の
中
、
工
夫
さ
れ
な
が

ら
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で

き
ま
す
。
な
お
、
災
害
防
止
大

会
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
母

数
は
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
る
が
、
参
加
人
数
の
制

限
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
２
年

ぶ
り
に
大
会
を
開
催
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
も
好
評
で
あ
っ
た

。
 

（（
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
にに
係係
るる
表表
彰彰
事事
業業
等等
へへ
のの
候候
補補
者者
のの
推推
薦薦

））
  

○
昨
年
は
、

コ
ロ
ナ
に
よ
り
大
会
中
止
に
よ

り
表
彰
事
業
が
縮
小
さ
れ
た
が

、
今
回
に
つ
い
て
は
と
ど
こ
お

り
な
く
実
施
し
た
。
 

○
大
会
会
長

表
彰
及
び
、
緑
十
字
賞
の
推
薦

が
行
わ
れ
、
労
働
安
全
衛
生
意

識
の
高
揚
に
寄
与
し
た
。
 

○
適
切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

○
２
年
ぶ
り

に
表
彰
事
業
を
再
開
し
労
働
安

全
衛
生
意
識
の
高
揚
に
寄
与
し

た
 

（（
協協
会会
のの
業業
務務
運運
営営
にに
係係
るる
業業
務務
改改
善善
へへ
のの
継継
続続
しし
たた
取取
組組

））
  

○
監
事
監
査

、
会
計
等
内
部
監
査
等
実
施
、

結
果
に
つ
い
て
活
用
し
た
。
 

○
各
支
部
へ

の
指
導
を
適
切
に
行
っ
た
こ
と

は
評
価
で
き
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
、
全
支
部
監
査
を
終
了

し
、
協
会
全
体
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
確
保
と
適
正
な
組
織
運

営
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
る
。
 

○
適
切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

○
全
支
部
の

監
査
を
終
了
し
、
総
括
も
と
り

ま
と
め
ら
れ
た
。
今
後
の
こ
の

成
果
を
も
と
に
さ
ら
な
る
業
務

改
善
を
期
待
す
る
。
 

（（
理理
事事
会会
・・
総総
代代
会会
等等
のの
開開
催催

））
  

○
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
総
代
会
、
理
事
会
は
予
定

通
り
開
催
し
た
。
 

○
当
初
の
計

画
通
り
開
催
さ
れ
た
。
 

○
適
切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

○
協
会
の
経

常
の
業
務
運
営
で
あ
る
。
 

（（
支支
部部
長長
会会
議議
等等
のの
開開
催催

））
  

○
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
中
の
た
め
、
会
議

は
、
対
面
で
は
一
部
開
催
で
き

な
か
っ
た
が
、
リ
モ
ー
ト
に
よ

っ
て
資
料
の
配
付
、
意
見
徴
収

を
行
い
、
そ
の
目
的
を
果
た
し

た
と
い
え
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
計
画
通
り

実
施
さ
れ
た
。
 

  
 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

○
「
第

13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
」
の
計

画
期
間
の
途
中
で
は
あ
る
が
、

目
標
「
死
亡
労
働
災
害
を
令
和

4
年
ま
で
に
平
成

29
年
と
比
較
し
て

15
％
以
上
減
少
、
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
災
害
を

5％
以
上
減
少
」
に

対
し
て
、
令
和

３
年
時
点
の

達
成
状
況
が
あ
れ
ば
わ
か
り
や

す
い
の
で
は
な
い
か
。
 

○
も
う
少
し

目
標
を
高
く
し
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。
  

（（「「
林林
業業
・・
木木
材材
製製
造造
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
規規
程程
」」
のの
遵遵
守守
指指
導導

））
  

○
安
全
管
理

士
等
が
行
う
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

、
集
団
指
導
及
び
個
別
指
導
並

び
に
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
、
規
程
の

周
知
指
導
に
当
た
っ
た
。
 

○
目
標
は
支

部
が

1
回
以
上
講
習
会
や
研
修

会
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
が

、
実
績
か
ら
は
全
て
の
支
部
が

1
回
以
上
実
施
で
き
た
か
不
明
。
 

○
各
支
部
に

お
い
て
災
防
規
定
の
講
習
会
ま

た
は
研
修
会
を
実
施
し
、
目
標

を
上
回
る
受
講
者
に
対
し
て
、

災
防
規
程
の
周
知
や
死
亡
災
害

再
発
防
止
策
の
指
導
が
積
極
的

に
行
わ
れ
た
。
 

○
現
場
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
で
県
職
員
と
同
行

す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
林
災
防

を
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
。

林
野
庁
 
ー
 
根
利
で
の
研
修

の
た
め
に
伐
木
の
特
別
教
育
を

受
け
る
。
 

○
計
画
に
従

っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
災

防
規
程
の
各
種
講
習
会
の
目
標

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

良
い
評
価
と
し
て
よ
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

○
成
果
目
標

（
数
値
目
標
）
を
達
成
し
て
い

る
が
、
周
知
・
指
導
の
理
解
度

や
定
着
度
な
ど
、
ア
ウ
ト
カ
ム

の
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、
よ
り
よ

い
評
価
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る

。
 

○
着
実
に
指

導
さ
れ
て
い
る
。
 

（（
「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
月月
間間
」」
のの
設設
定定
とと
全全
国国
安安
全全
週週
間間
等等
へへ
のの
取取
組組

））
  

○
災
害
防
止

月
間
の
活
動
は
、
安
全
衛
生
パ

ト
ロ
ー
ル
、
講
習
会
の
実
施

、
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
で
あ
る
が

、
半
数
近
く
の
支
部
で
は
パ
ト
ロ

ー
ル
等
の
活
動
が
さ
れ
て
い
な

い
。
支
部
の
事
情
も
あ
ろ
う
が
で
き
る
だ
け
多
く
の
支
部
で
実

行
さ
れ
る
こ

と
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

で
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
重
要

な
事
業
で
あ
り
、
工
夫
し
て
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

○
林
材
業
労

働
災
害
防
止
月
間
、
全
国
安
全

週
間
、
林
材
業
年
末
年
始
無
災

害
運
動
、
林
材
業

ST
OP
！
熱
中

症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
の
多
彩
な
取
組
み
が
行
わ

れ
た
。
 

○
計
画
に
従

っ
て
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
と

思
い
ま
す
。
 

○
成
果
目
標

が
定
性
的
な
表
現
で
あ
り
、
評

価
が
困
難
で
あ
る
。
 

（（
労労
働働
災災
害害
情情
報報
のの
収収
集集
分分
析析
とと
提提
供供

））
  

○
労
働
災
害

情
報
は
、
作
業
者
に
と
っ
て
重

要
で
あ
り
、
支
部
か
ら
の
情
報

提
供
と
本
部
の
分
析
、
雑
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
情
報

提
供
さ
れ
て
い
る
。
 

○
労
働
災
害

情
報
の
分
析
は
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。
 

○
労

働
災

害
情

報
の
収

集
分

析
に

つ
い
て

は
、

都
道
府

県
支

部
及

び
、
地

方
駐

在
安
全

管
理

士
や

専
門
調

査
員

の
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
駆
使

し
て

、
リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
分
析

し
て

広
報
し

た
こ

と
が

類
似
災

害
の

未
然
防

止
に

貢
献

し
て
い

る
。
 

○
当
協
会
の

事
故
分
析
は
大
切
で
あ
る
。
 

○
計
画
に
従

っ
て
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
と

思
い
ま
す
。
 

○
成
果
目
標

と
実
績
が
対
比
さ
れ
て
お
ら
ず

、
わ
か
り
に
く
い
。
 

（（
各各
種種
活活
動動
にに
おお
けけ
るる
会会
員員
加加
入入
のの
取取
組組
））
 

○
新
規
の
事

業
で
あ
る
が
、
林
業
作
業
者
全

体
が
減
少
す
る
中
、
会
員
数
を

増
や
し
、
労
働
安
全
活
動
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る

。
 

○
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
 

○
各
種
活
動

に
お
け
る
非
会
員
参
加
者
に
対

し
て
、
入
会
を
促
す
た
め
に
協

会
パ
ン
フ
等
の
資
料
を
配
付
し

た
。
 

○
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
NP
O法

人
な
ど
、
森
林
の
手
入
れ
な
ど
で
会
員
に
な

っ
て
も
良
い
と
考
え
る
団
体
も

あ
り
、
行
政
と
連
携
を
密
に
会

員
加
入
を
働
き
か
け
て
は
ど
う

か
。
 

○
活
動
さ
れ

、
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
に
な
っ

た
か
と
い
う
記
述
を
示
さ
れ
る

と
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

○
成
果
目
標

が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
評
価
が

困
難
で
あ
る
。
 

（（
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
のの
運運
営営

））
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 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

○
会
員
に
対

す
る
情
報
提
供
は
じ
め
、
講
習

会
、
研
修
会
の
案
内
、
開
催
予

定
な
ど
の
広
報
と
し
て
重
要
で

あ
る
が
、
令
和

2
年
度
よ
り
ア

ク
セ
ス
件
数
が
減
少
し
た
。
 

○
魅
力
的
な

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
 

○
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
最
新
の
情
報
掲
載
や
迅

速
な
更
新
を
行
っ
た
が
、
省
令

改
正
の
特
別
教
育
講
演
が
終
了

し
た
こ
と
が
影
響
し
、
ア
ク
セ

ス
数
が
前
年
比

27
.5
％
減
と
な

っ
た
。
令
和

4
年
度
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

サ
イ
ト
に
期

待
し
た
い
。
 

○
情
報
の
多

様
化
は
進
む
と
思
わ
れ
る
。
 

○
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
サ
イ
ト
の
検
討
内
容
を
も

う
少
し
詳
し
め
に
示
さ
れ
る
と

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

○
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
元
年

度
、
２
年
度
、
３
年
度
と
年
々

減
少
し
て
い
る
。
４
年
度
中
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
サ
イ
ト
を
公
開

す
る
た
め
の
検
討
作
業
を
進
め

た
、
と
あ
る
が
、
具
体
策
が
不
明
で
あ
り
、
評
価
が
困
難
で

あ
る
。
 

○
大
変
良
く

で
き
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る

。
 

（（
全全
国国
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
大大
会会
のの
開開
催催

））
  

○
第
５
波
の

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
宣
言
中

で
あ
っ
た
昨
年
は
、
開
催
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
の

大
会
は
、
ネ
ッ
ト
配
信
も
含
め

、
大
会
は
盛
会
で
あ
っ
た
。
 

○
ネ
ッ
ト
配

信
に
工
夫
し
た
こ
と
は
評
価
で

き
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の

開
催
と
な
っ
た
。
WE
B参

加
の
確

保
等
に
つ
い
て
次
年
度
の
開

催
手
法
に
お
い
て
の
検
討
の
必

要
は
有
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
の
中
、
工
夫
さ
れ
な
が

ら
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で

き
ま
す
。
な
お
、
災
害
防
止
大

会
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
母

数
は
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
る
が
、
参
加
人
数
の
制

限
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
２
年

ぶ
り
に
大
会
を
開
催
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
も
好
評
で
あ
っ
た

。
 

（（
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
にに
係係
るる
表表
彰彰
事事
業業
等等
へへ
のの
候候
補補
者者
のの
推推
薦薦

））
  

○
昨
年
は
、

コ
ロ
ナ
に
よ
り
大
会
中
止
に
よ

り
表
彰
事
業
が
縮
小
さ
れ
た
が

、
今
回
に
つ
い
て
は
と
ど
こ
お

り
な
く
実
施
し
た
。
 

○
大
会
会
長

表
彰
及
び
、
緑
十
字
賞
の
推
薦

が
行
わ
れ
、
労
働
安
全
衛
生
意

識
の
高
揚
に
寄
与
し
た
。
 

○
適
切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

○
２
年
ぶ
り

に
表
彰
事
業
を
再
開
し
労
働
安

全
衛
生
意
識
の
高
揚
に
寄
与
し

た
 

（（
協協
会会
のの
業業
務務
運運
営営
にに
係係
るる
業業
務務
改改
善善
へへ
のの
継継
続続
しし
たた
取取
組組

））
  

○
監
事
監
査

、
会
計
等
内
部
監
査
等
実
施
、

結
果
に
つ
い
て
活
用
し
た
。
 

○
各
支
部
へ

の
指
導
を
適
切
に
行
っ
た
こ
と

は
評
価
で
き
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
、
全
支
部
監
査
を
終
了

し
、
協
会
全
体
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
確
保
と
適
正
な
組
織
運

営
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
る
。
 

○
適
切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

○
全
支
部
の

監
査
を
終
了
し
、
総
括
も
と
り

ま
と
め
ら
れ
た
。
今
後
の
こ
の

成
果
を
も
と
に
さ
ら
な
る
業
務

改
善
を
期
待
す
る
。
 

（（
理理
事事
会会
・・
総総
代代
会会
等等
のの
開開
催催

））
  

○
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
総
代
会
、
理
事
会
は
予
定

通
り
開
催
し
た
。
 

○
当
初
の
計

画
通
り
開
催
さ
れ
た
。
 

○
適
切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

○
協
会
の
経

常
の
業
務
運
営
で
あ
る
。
 

（（
支支
部部
長長
会会
議議
等等
のの
開開
催催

））
  

○
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
中
の
た
め
、
会
議

は
、
対
面
で
は
一
部
開
催
で
き

な
か
っ
た
が
、
リ
モ
ー
ト
に
よ

っ
て
資
料
の
配
付
、
意
見
徴
収

を
行
い
、
そ
の
目
的
を
果
た
し

た
と
い
え
る
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
計
画
通
り

実
施
さ
れ
た
。
 

  
 【

評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

○
「
第

13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
」
の
計

画
期
間
の
途
中
で
は
あ
る
が
、

目
標
「
死
亡
労
働
災
害
を
令
和

4
年
ま
で
に
平
成

29
年
と
比
較
し
て

15
％
以
上
減
少
、
休
業

4
日
以
上
の
死
傷
災
害
を

5％
以
上
減
少
」
に

対
し
て
、
令
和

３
年
時
点
の

達
成
状
況
が
あ
れ
ば
わ
か
り
や

す
い
の
で
は
な
い
か
。
 

○
も
う
少
し

目
標
を
高
く
し
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。
  

（（「「
林林
業業
・・
木木
材材
製製
造造
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
規規
程程
」」
のの
遵遵
守守
指指
導導

））
  

○
安
全
管
理

士
等
が
行
う
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

、
集
団
指
導
及
び
個
別
指
導
並

び
に
、
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
、
規
程
の

周
知
指
導
に
当
た
っ
た
。
 

○
目
標
は
支

部
が

1
回
以
上
講
習
会
や
研
修

会
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
が

、
実
績
か
ら
は
全
て
の
支
部
が

1
回
以
上
実
施
で
き
た
か
不
明
。
 

○
各
支
部
に

お
い
て
災
防
規
定
の
講
習
会
ま

た
は
研
修
会
を
実
施
し
、
目
標

を
上
回
る
受
講
者
に
対
し
て
、

災
防
規
程
の
周
知
や
死
亡
災
害

再
発
防
止
策
の
指
導
が
積
極
的

に
行
わ
れ
た
。
 

○
現
場
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
で
県
職
員
と
同
行

す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
林
災
防

を
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
。

林
野
庁
 
ー
 
根
利
で
の
研
修

の
た
め
に
伐
木
の
特
別
教
育
を

受
け
る
。
 

○
計
画
に
従

っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
災

防
規
程
の
各
種
講
習
会
の
目
標

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

良
い
評
価
と
し
て
よ
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

○
成
果
目
標

（
数
値
目
標
）
を
達
成
し
て
い

る
が
、
周
知
・
指
導
の
理
解
度

や
定
着
度
な
ど
、
ア
ウ
ト
カ
ム

の
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、
よ
り
よ

い
評
価
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る

。
 

○
着
実
に
指

導
さ
れ
て
い
る
。
 

（（
「「
林林
材材
業業
労労
働働
災災
害害
防防
止止
月月
間間
」」
のの
設設
定定
とと
全全
国国
安安
全全
週週
間間
等等
へへ
のの
取取
組組

））
  

○
災
害
防
止

月
間
の
活
動
は
、
安
全
衛
生
パ

ト
ロ
ー
ル
、
講
習
会
の
実
施

、
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
で
あ
る
が

、
半
数
近
く
の
支
部
で
は
パ
ト
ロ

ー
ル
等
の
活
動
が
さ
れ
て
い
な

い
。
支
部
の
事
情
も
あ
ろ
う
が
で
き
る
だ
け
多
く
の
支
部
で
実

行
さ
れ
る
こ

と
。
 

○
コ
ロ
ナ
禍

で
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
重
要

な
事
業
で
あ
り
、
工
夫
し
て
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

○
林
材
業
労

働
災
害
防
止
月
間
、
全
国
安
全

週
間
、
林
材
業
年
末
年
始
無
災

害
運
動
、
林
材
業

ST
OP
！
熱
中

症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
の
多
彩
な
取
組
み
が
行
わ

れ
た
。
 

○
計
画
に
従

っ
て
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
と

思
い
ま
す
。
 

○
成
果
目
標

が
定
性
的
な
表
現
で
あ
り
、
評

価
が
困
難
で
あ
る
。
 

（（
労労
働働
災災
害害
情情
報報
のの
収収
集集
分分
析析
とと
提提
供供

））
  

○
労
働
災
害

情
報
は
、
作
業
者
に
と
っ
て
重

要
で
あ
り
、
支
部
か
ら
の
情
報

提
供
と
本
部
の
分
析
、
雑
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
情
報

提
供
さ
れ
て
い
る
。
 

○
労
働
災
害

情
報
の
分
析
は
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。
 

○
労

働
災

害
情

報
の
収

集
分

析
に

つ
い
て

は
、

都
道
府

県
支

部
及

び
、
地

方
駐

在
安
全

管
理

士
や

専
門
調

査
員

の
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
駆
使

し
て

、
リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
分
析

し
て

広
報
し

た
こ

と
が

類
似
災

害
の

未
然
防

止
に

貢
献

し
て
い

る
。
 

○
当
協
会
の

事
故
分
析
は
大
切
で
あ
る
。
 

○
計
画
に
従

っ
て
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
と

思
い
ま
す
。
 

○
成
果
目
標

と
実
績
が
対
比
さ
れ
て
お
ら
ず

、
わ
か
り
に
く
い
。
 

（（
各各
種種
活活
動動
にに
おお
けけ
るる
会会
員員
加加
入入
のの
取取
組組
））
 

○
新
規
の
事

業
で
あ
る
が
、
林
業
作
業
者
全

体
が
減
少
す
る
中
、
会
員
数
を

増
や
し
、
労
働
安
全
活
動
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る

。
 

○
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
 

○
各
種
活
動

に
お
け
る
非
会
員
参
加
者
に
対

し
て
、
入
会
を
促
す
た
め
に
協

会
パ
ン
フ
等
の
資
料
を
配
付
し

た
。
 

○
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
NP
O法

人
な
ど
、
森
林
の
手
入
れ
な
ど
で
会
員
に
な

っ
て
も
良
い
と
考
え
る
団
体
も

あ
り
、
行
政
と
連
携
を
密
に
会

員
加
入
を
働
き
か
け
て
は
ど
う

か
。
 

○
活
動
さ
れ

、
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
に
な
っ

た
か
と
い
う
記
述
を
示
さ
れ
る

と
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

○
成
果
目
標

が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
評
価
が

困
難
で
あ
る
。
 

（（
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
のの
運運
営営

））
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 【

総
合
コ
メ

ン
ト
】

 
○
令
和
３
年

度
事
業
全
体
に
つ
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
な
か
事
業

を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

。
令
和
２
年
度
よ
り
例
え
ば
対

面
の
研
修
、
会
議
も
実
行
で
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
一
部
に
は
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
会
議
を
せ

ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
令
和
３
年
度
は

、
林
業
木
材
製
造
業
に
お
い
て

、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
と
称
さ
れ
る
木

材
の
高
騰
と
材
料
不
足

、
林
業
労
働
者
の
負
担
が
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
木
材
業
の
死
傷
事
故
、
林
業
の
死
亡
事
故
に

つ
い
て
も
令

和
２
年
度
よ
り
減
少
で
き
た
こ

と
は
大
い
に
評
価
で
き
る
き
る

こ
と
で
あ
る
。
伐
倒
を
中
心
と
し
た
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改

正
と
こ
れ
に
と
も
な
う
林
災
防
の
活
動
の
成
果
と
い
え
よ
う
。
 

○
業
種
と
し

て
、
中
小
規
模
事
業
場
が
多
い

こ
と
や
、
特
に
林
業
は
現
場
が

山
間
地
で
あ
る
こ
と
な
ど

、
安
全
衛
生
対
策
を
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
工
夫
の
必
要
な
事
業
が

多
く
、
支
部
の
ご
苦
労
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
行
政
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
重
点
を

絞
っ
た
取
り
組
み
が
積
極
的
に

行
わ
れ
て
お
り
、
評
価
で
き
ま
す
。
他
の
業
種
に
お
い
て
も
同

様
で
す
が
、
労
働
者
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
り

、
災
害
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り

ま
す
の
で
、

休
憩
時
に
運
動
を
取
り
入
れ
る

な
ど
で
の
災
害
防
止
や
、
健
康

診
断
の
漏
れ
な
い
受
診
の
必
要
性
を
事
業
者
に
訴
え
、
さ
ら
な

る
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

 
○
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が
続

く
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
・

eラ
ー
ニ
ン
グ
・
遠
隔
会
議
シ
ス

テ
ム
等
を
導
入
し
て

、
大
会
や
講
習
会
・
研
修
会
等
を
実
施
し
、
一
定
の
事
業
活
性
化
が
見
ら

れ
た
。
ま
た

、
こ
の
よ
う
な

状
況
の
下
、

業
務
評
価
対
象

23
事
業
で
可
能

な
方
策
を
講
じ
る
事
に
よ
り
、

事
業
目
標
の
達
成
ま
た
は
、
目

標
に
近
い
レ
ベ
ル
で
達
成
さ
れ

た
事
を
評
価
し
た
い
。
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
に
向
け
、
一
層
の
事
業

活
性
化
が
望
ま
れ
る
。

 
○
業
界
の
形

態
が
変
化
し
て
い
る
の
で
は
。
 
各
支
部
が
木
連
系
と
森
林
組
合
系
と
ど
の
よ
う
な
割
合
か
？

 
会
員
の
資
格

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
 
→
 

も
っ
と
窓
口
を
広
げ
て
も
良
い

の
で
は
？

 
林
業
に
お
い

て
は
補
助
金
（
国
、
県
、
市
）

頼
り
に
な
っ
て
お
り
、
公
と
の

関
係
が
必
要
か
。

 
○
当
初
の
計

画
・
目
標
に
従
っ
て
確
実
に
事

業
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評

価
さ
れ
ま
す
。
ま
た

、
研
修
会
や
講
習
会
等

、
人
が
集
ま
る
活

動
に
お
い
て
は
工
夫
し
な
が
ら

進
め
ら
れ
て
お
り
、
評
価
で
き
る
と
思
い
ま
す

。
な
お
、
本

業
績
評
価
の

記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
年
度
の
目
標
（
成

果
目
標

）
と
自
己
評
価
の
記
述
と
を
対
比
し
た
形
で
表
現
さ
れ
る
と
よ
り
評
価

側
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
己
評
価
の
記
述
に
つ
い

て
は
成
果
目

標
と
し
て
数
値
が
示
さ
れ
て
い

る
場
合
は
評
価
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
が
、
数
値
の
み
な
ら
ず
成
果
の
内
容
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
た
だ
く
と
評
価
す
る
側

に
と
っ
て
よ
り
適
正
に
評
価
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
自
己
評

価
を
良
く
し
た

い
と
い
う
思
い
で
結
果
以
上
の

事
柄
を
過
大
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
結
果
と
し
て

良
く
な
い
こ
と
に
な
っ
た
事
に
つ
い
て
も
率
直
に
示
さ
れ
る
こ
と
が
よ
ろ
し
い
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

 
○
コ
ロ
ナ
禍

で
各
種
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中

、
工
夫
し
て
様
々
な
取
り
組
み

を
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を

表
す
る
。

 
個
別
事
業
の

成
果
目
標
が
、
研
修
等
の
開
催

回
数
な
ど
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
主
体

と
な
っ
て
い
る
。
研
修
等
を
実
施
し
て
、
ど
れ
だ
け
理
解
が
進
み
定
着
し
た
の
か
を
、
例
え
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
な
ど
に

よ
り
ア
ウ
ト
カ
ム
で
評
価

す
れ
ば
ど
う

か
。

 
「
第

13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
」
の
目
標
「
死
亡
労
働
災
害

を
令
和

4年
ま
で
に
平
成

29
年
と
比
較
し
て

15
％
以
上
減
少
、
休
業

4日
以
上
の
死
傷
災

害
を

5％
以
上
減
少
」
の
令
和

３
年
時
点
の
達
成
状
況

が
あ
れ
ば
わ
か
り
や
す
い

の
で
は
な
い

か
。

 
コ
ロ
ナ
禍
で

W
eb

会
議
が
全
国
的
に
常
態
化

し
て
お
り
、
林
災
防
の
会
議
・

委
員
会
・
研
修
な
ど
も

W
eb

会
議
を
も
う
少
し
活
用
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

 
○
事
業
目
的

に
沿
っ
た
適
切
な
事
業
展
開
が

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

 
   

 【
評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

○
適
切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
全
国
支
部
事
務
局
長
会

議
、
新
任
支
部
事
務
局
長
会
議

の
期
日
、
誤
り
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
 

○
協
会
の
経

常
の
業
務
運
営
で
あ
る
。
 

（（
情情
報報
セセ
キキ
ュュ
リリ
テテ
ィィ
対対
策策
のの
推推
進進

））
  

○
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
イ
ー
を
中
心
に
職
員
に

研
修
を
中
心
に
実
施
し
た
。
 

○
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
器
等
の
導
入
、
同
教
育

等
を
通
じ
て
一
層
の
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
図
ら
れ
た

い
。
 

○
適
切
に

実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

。
な
お
、
３
年
度
事
業
実
績
で

「
イ
」
に
本
部
役
職
員
と
あ
り

ま
す
が
、
全
て
の
本
部
役
職
員

の
方
々
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、「

ウ
」
国
が
実
施
す
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
か
か
る
会
議
、

研

修
に
参
加
さ

れ
た
方
は
ど
の
よ
う
な
方
で
し

ょ
う
か
。
 

○
成
果
目
標

が
定
性
的
で
あ
り
、
評
価
が
困

難
で
あ
る
。
研
修
成
果
の
定
着

度
な
ど
を
数
値
目
標
と
し
て
設

定
す
れ
ば
ど
う
か
。
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 【

総
合
コ
メ

ン
ト
】

 
○
令
和
３
年

度
事
業
全
体
に
つ
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
な
か
事
業

を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

。
令
和
２
年
度
よ
り
例
え
ば
対

面
の
研
修
、
会
議
も
実
行
で
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
一
部
に
は
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
会
議
を
せ

ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
令
和
３
年
度
は

、
林
業
木
材
製
造
業
に
お
い
て

、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
と
称
さ
れ
る
木

材
の
高
騰
と
材
料
不
足

、
林
業
労
働
者
の
負
担
が
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
木
材
業
の
死
傷
事
故
、
林
業
の
死
亡
事
故
に

つ
い
て
も
令

和
２
年
度
よ
り
減
少
で
き
た
こ

と
は
大
い
に
評
価
で
き
る
き
る

こ
と
で
あ
る
。
伐
倒
を
中
心
と
し
た
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改

正
と
こ
れ
に
と
も
な
う
林
災
防
の
活
動
の
成
果
と
い
え
よ
う
。
 

○
業
種
と
し

て
、
中
小
規
模
事
業
場
が
多
い

こ
と
や
、
特
に
林
業
は
現
場
が

山
間
地
で
あ
る
こ
と
な
ど

、
安
全
衛
生
対
策
を
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
工
夫
の
必
要
な
事
業
が

多
く
、
支
部
の
ご
苦
労
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
行
政
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
重
点
を

絞
っ
た
取
り
組
み
が
積
極
的
に

行
わ
れ
て
お
り
、
評
価
で
き
ま
す
。
他
の
業
種
に
お
い
て
も
同

様
で
す
が
、
労
働
者
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
り

、
災
害
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り

ま
す
の
で
、

休
憩
時
に
運
動
を
取
り
入
れ
る

な
ど
で
の
災
害
防
止
や
、
健
康

診
断
の
漏
れ
な
い
受
診
の
必
要
性
を
事
業
者
に
訴
え
、
さ
ら
な

る
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

 
○
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が
続

く
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
・

eラ
ー
ニ
ン
グ
・
遠
隔
会
議
シ
ス

テ
ム
等
を
導
入
し
て

、
大
会
や
講
習
会
・
研
修
会
等
を
実
施
し
、
一
定
の
事
業
活
性
化
が
見
ら

れ
た
。
ま
た

、
こ
の
よ
う
な

状
況
の
下
、

業
務
評
価
対
象

23
事
業
で
可
能

な
方
策
を
講
じ
る
事
に
よ
り
、

事
業
目
標
の
達
成
ま
た
は
、
目

標
に
近
い
レ
ベ
ル
で
達
成
さ
れ

た
事
を
評
価
し
た
い
。
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
に
向
け
、
一
層
の
事
業

活
性
化
が
望
ま
れ
る
。

 
○
業
界
の
形

態
が
変
化
し
て
い
る
の
で
は
。
 
各
支
部
が
木
連
系
と
森
林
組
合
系
と
ど
の
よ
う
な
割
合
か
？

 
会
員
の
資
格

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
 
→
 

も
っ
と
窓
口
を
広
げ
て
も
良
い

の
で
は
？

 
林
業
に
お
い

て
は
補
助
金
（
国
、
県
、
市
）

頼
り
に
な
っ
て
お
り
、
公
と
の

関
係
が
必
要
か
。

 
○
当
初
の
計

画
・
目
標
に
従
っ
て
確
実
に
事

業
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評

価
さ
れ
ま
す
。
ま
た

、
研
修
会
や
講
習
会
等

、
人
が
集
ま
る
活

動
に
お
い
て
は
工
夫
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、
評
価
で
き
る
と
思
い
ま
す

。
な
お
、
本

業
績
評
価
の

記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
年
度
の
目
標
（
成

果
目
標

）
と
自
己
評
価
の
記
述
と
を
対
比
し
た
形
で
表
現
さ
れ
る
と
よ
り
評
価

側
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
己
評
価
の
記
述
に
つ
い

て
は
成
果
目

標
と
し
て
数
値
が
示
さ
れ
て
い

る
場
合
は
評
価
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
が
、
数
値
の
み
な
ら
ず
成
果
の
内
容
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
た
だ
く
と
評
価
す
る
側

に
と
っ
て
よ
り
適
正
に
評
価
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
自
己
評

価
を
良
く
し
た

い
と
い
う
思
い
で
結
果
以
上
の

事
柄
を
過
大
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
結
果
と
し
て

良
く
な
い
こ
と
に
な
っ
た
事
に
つ
い
て
も
率
直
に
示
さ
れ
る
こ
と
が
よ
ろ
し
い
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

 
○
コ
ロ
ナ
禍

で
各
種
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中

、
工
夫
し
て
様
々
な
取
り
組
み

を
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を

表
す
る
。

 
個
別
事
業
の

成
果
目
標
が
、
研
修
等
の
開
催

回
数
な
ど
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
主
体

と
な
っ
て
い
る
。
研
修
等
を
実
施
し
て
、
ど
れ
だ
け
理
解
が
進
み
定
着
し
た
の
か
を
、
例
え
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
な
ど
に

よ
り
ア
ウ
ト
カ
ム
で
評
価

す
れ
ば
ど
う

か
。

 
「
第

13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
」
の
目
標
「
死
亡
労
働
災
害

を
令
和

4年
ま
で
に
平
成

29
年
と
比
較
し
て

15
％
以
上
減
少
、
休
業

4日
以
上
の
死
傷
災

害
を

5％
以
上
減
少
」
の
令
和

３
年
時
点
の
達
成
状
況

が
あ
れ
ば
わ
か
り
や
す
い

の
で
は
な
い

か
。

 
コ
ロ
ナ
禍
で

W
eb

会
議
が
全
国
的
に
常
態
化

し
て
お
り
、
林
災
防
の
会
議
・

委
員
会
・
研
修
な
ど
も

W
eb

会
議
を
も
う
少
し
活
用
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

 
○
事
業
目
的

に
沿
っ
た
適
切
な
事
業
展
開
が

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

 
   

 【
評
価
委
員
の
意
見
等
】
 

○
適
切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
全
国
支
部
事
務
局
長
会

議
、
新
任
支
部
事
務
局
長
会
議

の
期
日
、
誤
り
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
 

○
協
会
の
経

常
の
業
務
運
営
で
あ
る
。
 

（（
情情
報報
セセ
キキ
ュュ
リリ
テテ
ィィ
対対
策策
のの
推推
進進

））
  

○
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
イ
ー
を
中
心
に
職
員
に

研
修
を
中
心
に
実
施
し
た
。
 

○
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
器
等
の
導
入
、
同
教
育

等
を
通
じ
て
一
層
の
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
図
ら
れ
た

い
。
 

○
適
切
に

実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

。
な
お
、
３
年
度
事
業
実
績
で

「
イ
」
に
本
部
役
職
員
と
あ
り

ま
す
が
、
全
て
の
本
部
役
職
員

の
方
々
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、「

ウ
」
国
が
実
施
す
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
か
か
る
会
議
、

研

修
に
参
加
さ

れ
た
方
は
ど
の
よ
う
な
方
で
し

ょ
う
か
。
 

○
成
果
目
標

が
定
性
的
で
あ
り
、
評
価
が
困

難
で
あ
る
。
研
修
成
果
の
定
着

度
な
ど
を
数
値
目
標
と
し
て
設

定
す
れ
ば
ど
う
か
。
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令令和和４４年年度度  業業績績評評価価実実施施要要領領 

 
林業・木材製造業労働災害防止協会 

総合評価委員 会  
 
１ 目的 

（１）本要領は、平成14年４月26日に閣議決定された「特別の法律により設立される民間法

人の運営に関する指導監督基準」に基づき、林業・木材製造業労働災害防止協会（以下

「協会」という。）が実施する事業の効果的・効率的な推進を図り、もって労働災害防止

の一層の向上を図ることを目的として行う業績評価の実施に関する具体的方法を定める。 
 
（２）令和４年度に実施する業務実績の評価は、令和３年度に実施した事業を対象とする。 
 
２ 評価の対象事業 

業績評価の対象事業は、次の５事業区分における２４事業とする。 

１ 安全衛生管理活動事業（補助事業）（４事業） 

(1) 伐木作業における労働災害撲滅に向けた対策に係る取組（拡充） 

(2) 業界全体の安全衛生活動底上げに係る事業 

(3) 林材業における労働災害再発防止対策事業 

(4) 実践的リスクアセスメント導入のための安全衛生教育訓練事業（拡充） 

 

２ 労働災害防止特別活動推進事業（補助事業）（１事業） 

(1) 振動障害予防のための特殊健診等の定着促進事業 

 

３ 安全衛生教育支援事業（自主事業）（７事業） 

(1) 労働安全衛生規則等の一部改正の周知及びその定着（継続） 

(2) 安全衛生教育等の実施と資格取得の促進 

(3) 図書・安全衛生用具等の普及 

(4) 月刊情報誌「林材安全」の編集・発行 

(5) 労働安全・労働衛生標語の募集 
(6) 安全衛生教育テキスト等作成委員会 
(7) 安全衛生教育等に係る講師養成研修の開催 

  

４ 安全衛生対策支援事業（自主事業）（８事業） 

(1) 「林材業労働災害防止計画（５カ年計画）」の目標達成に向けた取組の実施 

(2) 「林業・木材製造業労働災害防止規程」の遵守指導 

(3) 「林材業労働災害防止月間」等の設定と全国安全週間等への取組 

(4) 労働災害情報の収集分析と提供 

(5) 各種活動における会員加入の取組 

(6) ホームページの運営 
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(7) 全国林材業労働災害防止大会の開催 
(8) 労働安全衛生に係る表彰事業等への候補者の推薦 

  

５ 組織体制、事業運営の整備強化（自主事業）（４事業） 

(1) 協会の業務運営に係る業務改善への継続した取組 

(2) 理事会・総代会等の開催  

(3) 支部長会議等の開催  

(4) 情報セキュリティ対策の推進 

 

＜参考＞ 

補助事業：広く一般国民に対して公益上必要があると認められる事業について、国等

の補助金により実施した事業。 

自主事業：協会の趣旨・目的に沿って、自主財源により実施した事業。 

 
３ 評価の方法 

（１）評価方式は、個別事業ごとの評価、事業区分ごとの評価及び全体を通じた総合評価と

する。 

ア 個別事業評価及び事業区分評価は、上記２の２４事業、５事業区分について、それ

ぞれ、次の観点を総合的に勘案して行う。 

（ア）事業目的は達成されているか。 

（イ）効率的かつ適正な事業運営となっているか。 

（ウ）事業場等の自主的な労働災害防止活動の促進に寄与しているか。 

（エ）専門性を活かした事業の推進は図られているか。 

（オ）調査研究事業にあっては、その成果が事業場における安全衛生の推進に役立つ課

題となっているか。 

イ 自主事業のうち収益事業については、上記アに事業基盤の強化に繋がっているかを加

え、評価を行う。 

ウ 総合評価は、ア及びイの個別事業評価及び事業区分評価の結果を踏まえ、協会の設

立目的に照らし、事業活動の全般について、次の観点から見た寄与度について行う。 

（ア）労働災害の防止 

（イ）財政基盤の強化 

 

（２）評価の区分 

評価は、次の評価区分（５段階）とし、数字で表す。 

大変良い ５ 

良い ４ 

普通 ３ 

やや不十分である ２ 

不十分である １ 

（３）評価の手順等 

ア 事務局における事前の資料作成 
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令令和和４４年年度度  業業績績評評価価実実施施要要領領 

 
林業・木材製造業労働災害防止協会 

総合評価委員 会  
 
１ 目的 

（１）本要領は、平成14年４月26日に閣議決定された「特別の法律により設立される民間法

人の運営に関する指導監督基準」に基づき、林業・木材製造業労働災害防止協会（以下

「協会」という。）が実施する事業の効果的・効率的な推進を図り、もって労働災害防止

の一層の向上を図ることを目的として行う業績評価の実施に関する具体的方法を定める。 
 
（２）令和４年度に実施する業務実績の評価は、令和３年度に実施した事業を対象とする。 
 
２ 評価の対象事業 

業績評価の対象事業は、次の５事業区分における２４事業とする。 

１ 安全衛生管理活動事業（補助事業）（４事業） 

(1) 伐木作業における労働災害撲滅に向けた対策に係る取組（拡充） 

(2) 業界全体の安全衛生活動底上げに係る事業 

(3) 林材業における労働災害再発防止対策事業 

(4) 実践的リスクアセスメント導入のための安全衛生教育訓練事業（拡充） 

 

２ 労働災害防止特別活動推進事業（補助事業）（１事業） 

(1) 振動障害予防のための特殊健診等の定着促進事業 

 

３ 安全衛生教育支援事業（自主事業）（７事業） 

(1) 労働安全衛生規則等の一部改正の周知及びその定着（継続） 

(2) 安全衛生教育等の実施と資格取得の促進 

(3) 図書・安全衛生用具等の普及 

(4) 月刊情報誌「林材安全」の編集・発行 

(5) 労働安全・労働衛生標語の募集 
(6) 安全衛生教育テキスト等作成委員会 
(7) 安全衛生教育等に係る講師養成研修の開催 

  

４ 安全衛生対策支援事業（自主事業）（８事業） 

(1) 「林材業労働災害防止計画（５カ年計画）」の目標達成に向けた取組の実施 

(2) 「林業・木材製造業労働災害防止規程」の遵守指導 

(3) 「林材業労働災害防止月間」等の設定と全国安全週間等への取組 

(4) 労働災害情報の収集分析と提供 

(5) 各種活動における会員加入の取組 

(6) ホームページの運営 
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業績評価の対象となる事業の実績に関する資料を作成する。 

数値化できるものは数値化し、自己評価点及び必要に応じてその評価点を付けた理

由を記入した業績評価シート（別紙１）を作成する。 

イ 委員への資料送付等 

（ア）事務局で作成した資料（災害状況報告、収支計算書及び関連資料を含む。）を総合

評価委員会（以下「委員会」という。）委員あて事前に送付する。 

（イ）各委員は、委員コメント表（別紙２）に、事業ごとのコメント及び総合コメント

を記入して事務局に送付する。 

（ウ）委員のコメントを、個別事業ごとに整理して、委員会に資料として提出する。 

ウ 委員会による評価 

委員会は、事務局から事前送付された資料、各委員の個別事業ごとのコメント、総

合コメント及び事務局からの事業報告を基に議論を行い、委員会としての評価を行う。 

具体的には、 

 

（ア）委員会は、事務局からの事業報告を受けた後、各委員は業績評価表（別紙３）を

作成し、事務局に提出する。 

（イ）事務局は、各委員から提出された業績評価表を集計し、平均値を算出して委員会

に提出する。 

平均値は、各委員の評価点の合計を、委員数で除し、小数点第２位を四捨五入す

る。 

（ウ）委員会は、事務局から提出された業績評価表の平均値を基に議論を行い、業績評

価総括表（別紙４）を作成する。 

（エ）委員会としての業績評価報告書（事業区分評価、総合評価及び総括的コメントに

より構成されるもの。）を作成し、後日、会長に提出する。 

 

（注１）総括的コメントは、委員長一任とし、各委員のコメント及び委員会での議

論を基に作成する。 

 

４ 令和４年度委員会スケジュール 

下記日程により実施する。 
令和４年８月１日   第１回委員会開催 
令和４年９月下旬   令和３年度事業業績評価シートを委員に送付 
令和４年11月上旬   各委員から委員コメント表を事務局へ送付 
令和４年12月12日   第２回委員会開催 
令和５年１月     業績評価報告書作成（印刷） 
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業績評価の対象となる事業の実績に関する資料を作成する。 

数値化できるものは数値化し、自己評価点及び必要に応じてその評価点を付けた理

由を記入した業績評価シート（別紙１）を作成する。 

イ 委員への資料送付等 

（ア）事務局で作成した資料（災害状況報告、収支計算書及び関連資料を含む。）を総合

評価委員会（以下「委員会」という。）委員あて事前に送付する。 

（イ）各委員は、委員コメント表（別紙２）に、事業ごとのコメント及び総合コメント

を記入して事務局に送付する。 

（ウ）委員のコメントを、個別事業ごとに整理して、委員会に資料として提出する。 

ウ 委員会による評価 

委員会は、事務局から事前送付された資料、各委員の個別事業ごとのコメント、総

合コメント及び事務局からの事業報告を基に議論を行い、委員会としての評価を行う。 

具体的には、 

 

（ア）委員会は、事務局からの事業報告を受けた後、各委員は業績評価表（別紙３）を

作成し、事務局に提出する。 

（イ）事務局は、各委員から提出された業績評価表を集計し、平均値を算出して委員会

に提出する。 

平均値は、各委員の評価点の合計を、委員数で除し、小数点第２位を四捨五入す

る。 

（ウ）委員会は、事務局から提出された業績評価表の平均値を基に議論を行い、業績評

価総括表（別紙４）を作成する。 

（エ）委員会としての業績評価報告書（事業区分評価、総合評価及び総括的コメントに

より構成されるもの。）を作成し、後日、会長に提出する。 

 

（注１）総括的コメントは、委員長一任とし、各委員のコメント及び委員会での議

論を基に作成する。 

 

４ 令和４年度委員会スケジュール 

下記日程により実施する。 
令和４年８月１日   第１回委員会開催 
令和４年９月下旬   令和３年度事業業績評価シートを委員に送付 
令和４年11月上旬   各委員から委員コメント表を事務局へ送付 
令和４年12月12日   第２回委員会開催 
令和５年１月     業績評価報告書作成（印刷） 


